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第
一
章

商
業
と
経
済
の
変
遷

第
一
節
商

業

商
店
の

一
明
治
時
代
の
商
業

苫
小
牧
地
方
に
お
け
る
明
治
初
期
ま
で
の
商
業
形
態
は
場
所
請
負
人
の
独
占
企
業
で
あ
り
、
函
館
方
面
で
仕
入
れ
ら
れ
た

始
ま
り

食
糧
品
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
必
需
品
は
船
で
樽
前
浜
に
持
ち
込
ま
れ、
漁
場
の
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
一般
住
民
に
対

し
て
も
金
銭
あ
る
い
は
物
交々
換、
労
役
に
よ
っ
て
必
要
な
品
を
支
給
し
て
い
た
。
ま
た、
出
稼
人
漁
場
に
つ
い
て
も、
そ
れ
ぞ
れ
仕

込
み
を
受
け
て
い
た
の
で、
必
需
物
資
に
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
勇
払
郡
に
お
け
る
唯
一の
永
住
人
漁
業
家
で
あ

っ
た
白
島
萬
吉
は
生
産
品
で
あ
っ
た
イ
ワ
シ
メ
粕、
魚
油
を
樽
前
浜
に
積
み
取
り
に
来
た
函
館
商
人
所
有
の
船
に
売
却
(た
だ
し
船
頭
と
の

(1)
取
引
)
し
て
お
り
、
仕
込
み
を
受
け
て
い
て
出
稼
人
漁
業
家
な
み
の
流
通
面
に
お
け
る
商
取
引
を
行
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

明
治二
年
九
月
に
場
所
請
負
制
度
は
廃
止
と
な
っ
た
が、
漁
場
持
と
い
う
名
目
変
更
に
よ
っ
て
漁
場
持
に
よ
る
仕
込
制
度
が
残
さ
れ
た

か
ら
、
そ
の
商
業
形
態
に
は
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
勇
払
郡
の
住
民
を
み
る
と
、
一部
の
永
住
人
を
除
い
て
は
季
節

的
出
稼
者
(漁
夫)
と
ア
イ
ヌ
に
よ
る
漁
業
関
係
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
中
で
は
独
立
し
た
商
業
の
発
達
す
る
社
会

環
境
は
未
成
熟
だ
っ
た
ので
あ
る。
し
た
が
っ
て、
一般
住
民
の
行
う
商
業
と
いえ
ば、
通
行
人
相
手
の
茶
屋、
小
規
模
な
る
旅
人
宿、
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そ
れ
に
野
菜
・
山
菜
・
魚
類
・
家
畜
肉
な
ど
自
給
用
の
一
部
を
持
ち
出
す
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば、
樽
前
村
の
水
島
彦
右
衛
門

の
茶
屋
、
小
糸
魚
村
の
白
島
萬
吉
の
旅
人
宿
兼
茶
屋
、
勇
払
村
の
西
川
健
助
の
旅
人
宿
兼
茶
屋
、
そ
れ
に
美
々
の
小
休
所
内
茶
屋
な
ど
が

一
般
住
民
の
行
う
商
業
と
い
え
ば
い
え
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
六
年
に
函
館
か
ら
札
幌
に
至
る
紀
行
文
を
記
し
た
林
顯
三
は
勇
払
郡
の
茶
店
の
様
子
を

コ
イ
ト

「ペ
ッ
ペ
ツ」
ト云
村
ア
リ
土
人
家
ア
リ
二
里
ニ
シ
テ
垂
舞
ト
云
處
ア
リ
土
人
家
出
稼
茶
店
ア
リ
、
(中
略)
苫
小
前
(牧)ヨ

リ
半
里
許
手
前
ニ
シ
テ
「小
糸

タ
ル
マ
イ

魚
」
ト
云
處
ア
リ
人
家
五
、
六
軒
萬
吉
ト
云
旅
籠
屋
ア
リ、
苫
小
前
ハ
札
幌
新
道
勇
弗
(拂)

街
道
ノ
追
分
ナ
リ
、
此
處
ヨ
リ
勇
弗
へ
三里
千
歳
へ
七
里
此

イ處
ニ
近
日
ヨ
リ
駅
馬
継
立
所
⇒
定
メ
ラ
ル
ル
由
、
茶
店
出
稼
家
七
、
八
軒
ア
リ
、
勇
弗
街
道
へ
五、
六
丁
ニ
シ
テ
「マ
コ
マ
イ
」
ト
云
處
ア
リ
午
飯
⇒
喫
ス
。

(中
略)
勇
弗
會
所
函
館
商
メ
一
印
山
田
文
右
衛
門
差
配
ナ
リ
、
出
稼
家
三
軒
役
邸
一
軒
土
人
家二
十
五
、
六
軒
河
ノ
向
ニ
ア
リ

(『北
海
誌
料
』
明
治三
十
五
年
林
顯三
編
)

明
治三
年
六
月
から
勇
払
外二
郡
は
高
知
藩
の
支
配
を
う
け、
同
藩
役
人
、
農
夫
な
ど
の
移
住
が
あ
った
が、
当
時
の
漁
場
の
諸
品
を

ぶ
いく

み
る
と
土
佐
製
品
が
か
な
り
入
っ
て
お
り、
ま
た、
ア
イ
ヌ
撫
育
な
ど
も
高
知
藩
が
行
っ
て
い
た
か
ら
、
同
五
年
五
月
ま
で
の
支
配
時
に

は
漁
業
関
係
者
の
一
部
を
除
いて
は
高
知
藩
に
よ
っ
て
日
常
生
活
物
資
の
仕
入
れ
と
供
給
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
山
田
文
右
衛
門
・

が
再
び
漁
場
持
と
な
り、
従
前
と
同
様
の
商
業
形
態
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
八
年
に
な
っ
て
勇
払
郡
漁
場
持
山
田
文
右
衛
門
の
辞
任、
翌
九
年
の
漁
場
持
制
度
の
廃
止
は
漁
場
の
近
代
的
所
有
制

度
が
成
立
し
、
移
住
者
の
増
加
も
あ
り
、
当
地
方
商
業
の
実
権
は
漁
場
持
代
人
で
あ
っ
た
植
田
甚
蔵
に
漁
場
と
と
も
に
引
き
継
が
れ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
十
三
年
に
は
開
拓
使
は
地
方
出
産
物
の
自
由
売
買
を
認
め
た
た
め
、
独
占
企
業
と
し
て
の
商
業
は
く
ず
れ
去
り
、

当
地
方
の
商
人
も
次
第
に
分
散
し
成
長
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
資
本
を
有
す
る
旧
漁
業
関
係
の
実
力
者
で

あ
る
植
田
惣
吉、
西
川
健
助、
木
村
亀
太
郎
な
ど
に
よ
る
小
規
模
な
が
ら
雑
貨
店
の
経
営
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
村
内
の
実
力
者
た
る
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勇
払
村
の
木
村
平
吉
、
苫
小
牧
村
の
志
摩
喜
兵
衛、
植
苗
村
の
井
上
利三
郎
な
ど
も
店
輔
を
か
ま
え
商
業
を
兼
ね
る
と
い
う
こ
と
で
急
速

に
商
業戸
数
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
当
地
方
に
お
け
る
商
店
ら
し
い
商
店
の
出
現
は
明
治
十三
年
以
降
で
あ
った
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
記
し

た
人
び
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
七
年
の
苫
小
牧
地
方
の
戸
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
商
業
戸
数
で
は
苫
小
牧
村
の
二
四
戸
、
勇
払
村
の
七
戸
、
植
苗
村
の
四
戸
、

覚
生
村
の
二
戸
の
計
三
七
戸
が
そ
れ
で、四

三
・
五
%
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、人
が
集
ま
っ
た
り
、
交
通
の
要
地
で
は
軒
並
み
に

商
店
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ、
当
時
の
商
業
は、
今
日
の
商
業
の
概
念
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
で、
生
産
者
に
よ
る
販
売、
漁

業
な
ど
の
事
業
家
が
自
己
用
の
ほ
か
一
般
住
民
か
ら
頼
ま
れ
た
品
や
余
計
に
仕
入
れ
た
諸
品
を
売
却
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
含
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
当
時
は
魚
、
数
種
の
野
菜
、
漬
物
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
を
除
い
て
は
自
給
し
得
る
も
の
は
な
く
、
す

べ
て
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
漁
期
に
は
一
、
〇
〇
〇
人
前
後
の
出
稼
漁
夫
が
集
ま
る
た
め
、
自
家
製
品
を
も
っ
て
も
結
構
商

売
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
この
た
め
、
ご
く
小
さ
な
商
売
を
行
う
戸
数
も
商
業
と
し
て
み
た
た
め
で
あ
っ
た
。

明
治
十
七
年
の
商
業
戸
数

苫
小

村
名

生 前 牧

五
五 三 二

戸商
数業二 1

二
四

四
六
・
一

数
割
合

商
業
戸

1

勇 植 小

村

糸

名

払 苗 魚 1

一
一 一 一

総
数

戸商
業七 四 |六

三
・
六

三
六八・
三

数
割
合

商
業
戸

1
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苫
小
牧
市
史
下
巻二

一

1

計
八
五

三
七

四
三
・
五

一����� ��喜
点

勇払村木村平吉の金銭・品物の証印を受けた
判取帳 (明治17年)〔木村豊松氏蔵〕

(『苫
小
牧
町
史』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

さ
て、
こ
の
期
の
勇
払
郡
に
お
け
る
大
手
商
業
家
の
商
取
引
状
況
を
当
時
勇
払
村

で
漁
業
・
旅
館
を
行
い
な
が
ら
商
店
を
経
営
し
て
い
た
木
村
平
吉
の
判
取
帳
に
よ
っ

て
み
る
と
、
漁
業
・
旅
館
経
営
も
あ
っ
て
そ
の
取
引
範
囲
は
相
当
広
く
、
函
館、
札

(2)

幌
を
中
心
に
、
江
州
柏
屋
の
印
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
近
江
商
人
と
の
取
引
も
行
わ

れ
て
い
た
。
品
物
は
米
噌
の
食
糧
品
を
は
じ
め
、
呉
服
太
物
の
請
求
も
あ
り
、
金

額
も
最
高
六
〇
円
と
い
う
高
額
も
あ
る
が、
普
通
は二
、
三
円
の
取
引
高
で
あ
った
。

面
白
い
の
は
『現
金
大
安
賣
』
と
い
う
の
が
あ
っ
て、
この
ド
’
,
いて
も
現
金

売
り
が
有
利
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
品
々
は
漁
場
・
旅
館
用
に
使
用
さ
れ
た
ほ
か、
漁
夫
や
一
般
住
民
に
も

小
売
り
さ
れ
た
が、
函
館
、
札
幌、
近
江
商
人
な
ど
と
取
引
の
出
来
る
商
業
家
は
ご

く
少
な
く
、
当
時
の
資
産
家
は
事
業
家
で
あ
る
漁
場
の
親
方
と
大
商
店
と
の
取
引
を

持
つ
商
業
家
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
総
代
人
(村
会
議
員
前
身)
に
も
選
ば
れ
て
い
た
か
ら
、
経
済
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
方
自

治
に
も
参
画
し
得
る
人
た
ち
で、
行
政
担
当
者
は
別
と
し
て
当
時
の
勇
払
郡
に
お
け
る
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
に
お
け
る
勇
払
郡
の
製
造
品
お
よ
び
諸
物
価

米
、
穀
類
米
オ
ヨ
ビ
穀
類
収
穫
ナ
ク
従
テ
輸
出
ナシ
、
輸
入
高
年
平
均
米
七
百
石、
小
豆
三
十
石
、
精
米
一
石
九
圓
五
十
銭、
玄
米
八
圓二
十
銭、
大
豆
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六
圓

酒
製
造
不
足
ナ
レ
バ
越
後
及
大
阪
/
諸
品
酒
⇒
函
館
ニ
輸
入
年
中
需
要
九〇
石
余、
但
一
升二
十
六
銭

油
地
製
品
ナ
ク
札
幌、
越
後
製
品
ラ
買
入
年
中
ノ
需
要
十
三
石
余、

一升
十
六
銭

地
製
品
ナ
ク
津
軽、
越
後
製
品
輸
入、
年
中
八
十
樽、
一樽
十三
貫、
一貫
二
十
五
銭

物
各
自
製
ニ
テ
食
用
ニ
充
テ
別
ニ
賣
買
ナ
シ

類
イ
ワシ
ィ
粕
ハ総
テ
輸
出、
塩
鮭
一〇
〇
石
余
⇒
輸
出
ス

菜
海
浜
ニ
テ
土
地
砂
礫
多
ク
草
菜
少
シ

料
一等
五
〇
銭、
中
下
ハ
各
五
銭
安、
晝
弁
当
付

北
海
道
炭
砿
鉄
道
室
蘭
線
が
開
通
す
る
ま
で
物
資
の
輸
出
入
は
す
べ
て
函
館
か
ら
の
船
に
よ
っ
て
行
わ
れ、
苫
小
牧
沖
に
碇
泊
し
た
大

船
へ
の
積
み
卸
し
は
小
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て、
当
時
の
苫
小
牧
の
浜
は
『苫
小
牧
浦
』
と
呼
ば
れ
て
い
て、
物
品

の
輸
出
入
港
で
も
あ
っ
た
。
輸
出
品
で
は
魚
粕、
魚
油、
塩
鮭
の
地
場
生
産
品、
輸
入
は
米、
酒、
味
噌、
醤
油
の
食
糧
品
と
太
物、
糸
、

針
な
ど
の
生
活
品
が
主
体
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
浦
の
輸
出
入
物
品
一
覧
表

一
七
年
一
月

明
治 年

月
|

大 越
山 後
酒 米

品
名
|
個

五

○樽 俵 数I
石

一
〇

四
〇 数

石

原

一
石
二、
〇
四

一石
四、
五〇

円

価

銭

"1

函
館

仕
出
入
先

(『苫
小
牧
町
史
資
料
|
経
済
』
苫
小
牧
町)
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一
七
年
四
月

明
治

一
七
年
二
月

明
治

味 大 越
山 後

噌 酒 米

油

絞
油

四

1

○樽 ●樽 俵

一、
三
〇
〇

二
一

二
六 本

一三
〇 二
〇 石

一六
〇

二
一、
六
、
六

一二
、
四

一
六
、
二

一〇
〇
石一樽

一、
八
〇

一樽
一、
五
〇

円 二
七
〇

三
、
六
〇

円
銭

三
五
〇 円

函 函11 11 11

館 館

(『苫
小
牧
町
史』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

定
住
者
の
増
加

苫
小
牧
の
商
業
は
漁
業
主
な
ど
に
よ
る
実
力
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
が、
こ
れ
が
少
し
づ
つ
変
化
し
は
じ
め
た

と
商
業
の
変
化
の
は
明
治二
十
年
代
の
終
わ
り
か
ら
同三
十
年
代
に
か
け
て
で
あ
った
。
そ
れ
は、
苫
小
牧
が
出
稼
漁
業
を
中
心
と

し
な
が
ら
も
、
林
業
、
牧
畜
業
も
起
こり
、
一部
地
元
漁
業
も
根
を
お
ろ
す
と
い
う
こ
と
で、
定
住
者
が
増
え
は
じ
め
、
同
二
十
八
年
で

勇
払
郡
の
本
籍
人
口
九
九
五
人、
現
住
人
口
で二
、
〇
八
七
人
と
同
二
十
年
に
比べ
約
四
・
五
倍
の
増
加
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
住
人

(3)

口
の
中
に
は
士
族
で
か
な
り
の
財
産
を
持
っ
て
来
て
商
業
を
は
じ
め
た
人
も
あ
っ
た
が、
多
く
は
行
商
な
ど
から
は
じ
め
た
貧
し
い
商
人

で
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
次
第
に
力
を
つ
け
た
人
が
後
に
苫
小
牧
市
街
地
で
雑
貨
店
形
式
の
商
店
を
経
営
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
父
が
あ
る
漁
場
の
帳
場
を
し
て
いた
と
き
に、
内
地
(本
州)
から
和
船
が
着
い
て
、
高
橋
久
太
郎
夫
婦
が
降
り
ま
し
た
が、
さ
て、
住
む
家
も
な
い

の
で、
父
は
小
さ
な
家
を
さ
が
し
て
や
り
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
商
い
を
し
た
いと
いう
の
で、
父
は
そ
れ
な
ら
モ
チ
屋
を
や
り
な
さ

いと
い
っ
て
道
具
を
集
め
て
き
て
や
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
が
モ
チ
売
り
を
や
り
出
す
と
、
沢
山
買
っ
て
食
べ
る
と
こ
ろ
は
人
の
多
く
い
る
漁
場
で
す
が、
困
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っ
た
こ
と
に
当
時
漁
場
に
は
女
が
少
な
い、
雇
漁
夫
は
仕
事
を
や
め
て
モ
チ
売
り
の
周
囲
に
集
ま
っ
て
馬
鹿
話
を
し
て
な
か
な
か
尻
を
上
げ
な
か
っ
た
と
よ

く
人
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ス

暑
い
と
き、
モ
チ
の
中
の
アン
が
あ
め
る
と
升
の
中
に
水
を
入
れ
ア
ン
を
洗
い
落
と
し
、
モ
チ
だ
け
は
ま
た
ふ
か
し
直
し
て
つ
き
、
新
し
い
ア
ン
を
入
れ
て

(4)
売
る
の
で
と
て
も
も
う
か
り
ま
し
た
。

(『川
辺
巳
之
吉
手
記
』
昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
編)

こ
の
高
橋
久
太
郎
は
の
ち
雑
貨
店
を
経
営
し
、
苫
小
牧
に
お
け
る
最
大
の
商
店、
地
主
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

明
治三
十
五
年
こ
ろ
の
苫
小
牧
の
商
店
街
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
の
苫
小
牧
橋
を
中
心
に
し
て、
国
道
に
面
し
て
中
央
院
か
ら
新
川

通
り
ま
で
の
間
に
各
商
店
が
並
ん
で
お
り、
駅
前
は
旅
館、
運
送
店
な
ど
が
あ
る
だ
け
で、
市
街
地
か
ら
完
全
に
分
離し
て
い
た
。
鉄
道

の
開
通
が
あ
っ
て
も、
当
地
方
の
主
要
業
た
る
漁
業
を
中
心
に
し
て
市
街
地
も
形
成
さ
れ
て
いて
、
少
な
く
と
も
大
正
期
を
迎
え
る
ま
で

は
、
こ
の
傾
向
に
全
く
変
化
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

王
子
製
紙の
建
設

王
子
製
紙
が
苫
小
牧
村
に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
は
明
治
三
十
九
年
で
あ
っ
た。
この
時
の
苫

と
商
業
の
変
化
小
牧
村
の
人
口
は
本
籍
、
寄
留
者
を
合
わ
せ
て
わ
ず
か
八
〇
九
戸
、
三、
二
六
一
人
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が、
こ

の
建
設
を
き
っ
か
け
と
し
て
苫
小
牧
の
人
口
は
急
速
に
伸
び
は
じ
め、
工
場
完
成
時
の
同
四
十
三
年
に
は戸
数
一、
七
二
八
戸
、
人
口
七
、

二
一
〇
人
と
二
・
二
倍
の
増
加
と
な
り
、
商
業
戸
数
に
お
い
て
は二
・
八
倍
と
な
っ
て
い
た
。
特
に、
四
年
間
に
お
い
て、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
伸
び
の
な
か
っ
た
工
業
と
、
飯
場
や
合
宿
所
生
活
の
た
め
戸
数
で
は
伸
び
悩
み
が
あ
っ
た
が、
人
口
面
で
の
建
設
業
な
ど
の
そ
の

他
の
人
口
の
急
速
な
発
達
が
目
立
ち
、
大
勢
の
消
費
者
を
迎
え
た
苫
小
牧
は
商
業
も
ま
た
こ
れ
に
付
随
し
て
発
展
し
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。苫
小
牧
に
入
っ
て
来
た
商
人
を
見
る
と
、
本
州
から
直
接
苫
小
牧
に
入
った
人
は
少
な
く
、
一た
ん
本
道
の
他
町
村
に
落
着
い
た
が、
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明
治
35
年
ご
ろの
苫
小
牧
の
商
店
街

(小
保
方
卯
市
・
渋
川
又
平
・
古
戸
金
太
郎
各
覚
書
よ
り
作
成
)

至室蘭

苫
小
牧
駅

一 丸
福

勝
島
小
野

太 田
早
達
組

旅館

市
1
0

停車場通り

湿 地 帯

小
牧

競
馬

場

新 川 通 り

鮮魚屋

至札幌

石石賀

尸
樽前
神
社

| 学
校

公 立
造酒屋

旅�

苫小
三

三 田

崎

木木村

原

中高橋

橋
雑
貨
店

床屋

場

郵 便
局

雜貨店

米店

白沢
◎中山 駅店

雜貨店

旧
根
室
街
道

著
:

11
11

馬 吉

いさば屋

米・タバコ屋
提川屋
佰=
.=

米・雑貨店

呉服屋
風呂屋松ノ湯

至鵡川
苫
小
牧
市
史
下
巻
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一入 水島
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首
五
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温
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道
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王子製紙苫小牧工場建設時
における職業別戸数指数表
一 農 業
漁 業
商 業

500 工 業
その他

400

300

200

100.

指

明

数 年 治
39 40 44 42 43

次 年 年 年 年 年
王
子
製
紙
の
建設
が
は
じ
ま
り
、
操
業
を
開
始
し
て
景
気
が
い
い
街
だ

と
いう
こ
と
を
耳
に
し
て
や
っ
て
来
て
た
人
が
多
い
の
で
あ
る
。

●
角
屋
門
脇
呉
服
店

私
ど
も
が
早
来
に
来
た
の
は
明
治
四
十
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が、
早
来

で
行
商
を
し
て
す
ご
し
て
い
る
う
ち
に
苫
小
牧
に
王
子
製
紙
が
出
来
る
と
い

う
こ
と
を
聞
き
、
あ
そ
こ
へ
行
っ
て
商
売
を
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
話

に
な
り
ま
し
て、
た
し
か
四
十
二
年
こ
ろ
と
思
い
ま
す
が、
中
央
院
の
少
し

向
こ
う
に
間
借
り
を
し
、
親
父
が
行
商
を
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。

当
時、
建
設
業
が
非
常
に
さ
か
ん
で
土
方
や
大
工
さ
ん
が
大
勢
は
い
っ
て
い

て、
バ
ク
チ
が
さ
か
ん
だ
っ
た
ん
で
す
。
親
父
が
古
着
を
し
よ
っ
て
行
く
と

「お
前
見
張
り
を
し
て
ろ
よ
!
」
と
い
って
バ
ク
チ
が
終
わ
っ
た
ら
買
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で、
そ
の
見
張
り
を
し
て
い
て、
バ
ク
チ
が
終
わ
っ
た
ら

品
物
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
商
売
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が、
だ
ん
だ
ん
も
う
か
っ
た
ん

で
し
よ
う
。
そ
れ
で
店
を
今
の
幸
町
の
信
金
支
店
あ
た
り
に
持
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
の
後
市
立
病
院
の
通
り
の
角
に
角
屋
呉
服
店
と
い
う
の
を
持
ち
ま

し
た
。
(門
脇
松
次
郎
談)

●
旅
館
富
士
館

私
の
父
は
厚
真
に
い
ま
し
た
が、
当
時
は
明
治
後
期
の
非
常
に
不
況
の
時
で
し
た
。
し
か
も
、
私
ど
も
の
商
売
が
料
理
屋
で
あ
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
一

年
間
営
業
停
止
さ
れ、

一年
間
休
ん
で
お
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
も
不
況
が
続
き
先
の
見
込
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
苫
小
牧
に
は
今
度
工
場
が
出
来
て

よ
く
な
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
家
の人
た
ち
が
相
談
し
て
苫
小
牧
に
引
越
そ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
た
し
か
大
正
四
年
だ
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苫
小
牧
市
史
下
巻

っ
た
と
思
い
ま
す
が、
苫
小
牧
に
来
ま
し
た
。
(先
田
秀
吉
談)

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
』
4ー
苫
小
牧の
昔
話
を
語
る』

昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室)

こ
の
よ
う
に、
苫
小
牧
の
商
業
は
王
子
製
紙
の
進
出
と
と
も
に
極
め
て
活
発
化
し
て
いく
が、
特
に
物
品
販
売
業
に
お
い
て
明
治三十

九
年
九
七
店
で
あ
っ
た
も
の
が、
同
四
十
三
年
に
は
実
に二
・
二
倍
の
二
一
六
店
に
、
料
理
店三
・
七
倍、
理
髪
業
が
五
倍
に
増
加、
全

体
に
お
いて
も二
・
六
倍
で
あ
っ
た
。

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
建
設
時
に
お
け
る
商
工
業
の
変
化

種
理 人 年
店 宿
業 業 業 次

九
五

二二二

11 二 1 三 四 七

店
数

三
・
六

一五
・
七

1 Ⅰ 四 1

二
・
一

二
・
九

六
九
・
三

%%

一二

二
四

一 | 五 | 五 五

一三
九

店
数

五
・
九

%
四
〇
年

一〇 二
七

一 | 七 | 1

一
一

一
六二

店
数

四
・
二

一
一・
四

〇
・
四

1

二
・
九

〇
・
四

四
・
六

六
八
・
一
二
〇
八

店
数

三
・
六

七
・
四

〇
・
八

〇
・三

一
・九

〇
・
五

〇
・
五

二
〇
・
九

%
四
二
年

一
七

三〇

二 一

一
一 三 五

五
四

店
数

四
・
六

八
・
一

〇
・
五

〇
・
三

三
・
〇

〇
・
八

一
・四

一
四
・
七

五
八
・
七

%

四
三
年

料 旅 写 印 質 運 製 物

真 刷 請 屋 送 造 販屋

造 別

業

土
木
請
負
業

業 業 業

物
品
販
売
業

明
治
三
九
年

一
一・
七

〇
・
五

二 二
・
五

二
・
五
+

六
八
・
一

%

四
一
年

一三 二
七

三 一 七 二

二 七
六

五
七
・
二
二
一六
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第
七
編
「
経
済
史

合
計

屋

公
ナ
ル
周
旋
業

湯

髪
業 業

人
力
車
業

劇
場

貸
座
敷
業

一
四〇

1 1 四 | |

二

一
〇
〇
・

-

〇
・
七

二
・
九

1 | 四二
〇
四
|
一〇
〇
・
〇

1

一・
〇

三
・
九 11 四二

三
八

/ 四 三

1
1 1

1

二

一
〇
〇

・

C 1

一
・七

五
・
〇 1

〇
・
四

〇
・
九

三
六
四 一

二 四 四 一1 1 三

・

〇
・
五

一
・
一

三
・
九

〇
・三
〇
・
三 ・
八

三
六
八

1

五

二
〇

1 一 三

一
〇
〇
・
〇

1

一
・四

五
・
四

1

〇
・三

〇
・
八羊角屋門脇商店

呉服、衣類足袋店(明治44年)
〔市立苫小牧図書館蔵〕

物
類
一
切

●
和
洋
酒、
鍾
詰、
和
洋
小
間

●
吳
服
太
物、
米
穀、
雜
貨、

村
山
壬
子
郎

勇
拂
郡
苫
小
牧
市
街
地

山村山商店の広告 雑貨店 (大正
7年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

や高橋商店 雑貨店(大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

に
よ
っ
て
収
入
を
得
た
商
人
た
ち
は
盛
ん
に
料
理
屋
な
ど
に
金
を
使
い、
苫
小
牧
の
花
柳
界
を
も
育
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よう
に、
苫
小
牧
の
商
業
は
王
子
製
紙
の
進
出
に
よ
っ
て
急
速
な
発
展
を
示
し、
近
隣
は
も
と
よ
り、
遠
く
道
内
外
か
ら
も
商
人

が
集
ま
って
き
た
。
そ
し
て、
特
に
王
子
と
の
取
引
を
も
っ
た
商
店
は
大
店
と
し
て
の
基
礎
を
次
第
に
固
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

(『苫
小
牧
村
勢
一
班』
明
治
四
十
三
年
苫
小
牧
村よ
り
作
成
)

理

業

一
・四

二 八 | | 三1

C
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苫
小
牧
市
史
下
巻

富士館 旅館 (大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

子 菓油

和
小林大店 子 菓疆ン

∴ 三星 菓子店(大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

衡量度

優雜子銷 黑陶鐵鍋 類 物

森 森商店 硝子、金物店(大正5年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

苫
小
牧
に
王
子
が
出
来
ま
し
て
、
変
わ
っ
た
と
いう
こ
と
は
、
人
間
の
た
の
し
み
と
い
い
ま
す
か、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
飲
み
屋
も
で

き
、
女
郎
屋
も
で
き
と
い
う
こ
と
で
、
人
間
と
い
う
の
は
ど
こ
か
ぬ
け
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
お
か
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
発
展
し
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
苫
小
牧
で
一
番
金
を
使
っ
た
の
は
王
子
に
付
随
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で、
こ
れ
が
も
う
け
ま
し
て
金
を
使
い
、
元
町

の
と
こ
ろ
に
遊
郭
が
発
展
し
、
中
央
院
から
吉
木
商
店
あ
た
り
ま
で
料
理
屋
が
並
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
(門
脇
松
次
郎
談)

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M
4
‒
苫
小
牧
の
昔
話
を
語
る』

昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
)

注
(
1
)

(2)
2

『勇
払
郡
申
年
輸
出
産
税
金
取
立
調』

明
治
五
年
勇
払
郡
開
拓
使
出
張
所

『木
村
平
吉
一
件
書
類
写
』
明
治
十
年
代
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
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(
3
)
『北
海
道戸
口
表
』
明
治二
十
八
年
北
海
道
庁

(4)
川
辺
巳
之
吉
氏
は
明
治二
十
九
年、
当
時
の
イ
ワシ
漁
場
の
中
心
地
だ
っ
た
苫
小

牧
村
マコ
マ
イ
で
生
ま
れ、
父
は
数
漁
場
の
帳
場
を
つ
と
め
て
い
た
関
係
で、
明
治

時
代
の
苫
小
牧
に
つ
い
て
詳
し
く
、
川
辺
氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
手
記
は
漁
業
を
中

心
に
便
箋
で
一〇
〇
枚
に
も
の
ぼ
っ
た
。

二
大
火
と
商
店
街
の
移
動

確
立
し
た
苫

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
の
建
設
に
よ
っ
て
、
人
夫
な
ど
の
流
入

小
牧
の
商
業
に
よ
る
消
費
人
口
を
得
て
急
速
に
発
達
し
た
商
業
は
、
そ
の
後
も

同
工
場
の
操
業
、
さ
ら
に
電
化
工
業
苫
小
牧
工
場
(カ
ー
バ
イ
ト
・
肥
料
)、末
次
商
会
苫
小
牧
工
場(染

料
・
王
陣
)の
操
業
に
よ
っ
て、

多
く
の
工
場
労
働
者
を
得
て
確
実
な
発
展
を
続
け
、
町
自
体
の
趨
勢
は
漁
業
か
ら
工
業
本
位
に
一
変
し
生
活
程
度
に
も
各
種
の
改
良
が

加
え
ら
れ
て
い
た
。
商
業
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
て
営
業
状
態
に
刷
新
が
加
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

大
正
六
年
に
お
け
る
商
業戸
数
を
見
る
と二
四
八
戸
で、
割
合
から
見
る
と
七
・
九
%
に
す
ぎ
な
い
が、
会
社
組
織
に
よ
る
商
店
や
大

型
店
舗
が
目
立
ち
は
じ
め
、大
店
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
力
を
つ
け
は
じ
め
て
お
り、こ

れ
が
金
融
機
関
の
誘
致
と
も
な
っ
た
。

大
正
年
間
に
入
っ
て、
苫
小
牧
の
商
業
は
若
干
東
側
に
伸
び
を
示
し、
苫
小
牧
橋
・
新
川
通
り
間
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
期
に
お
け
る
商
工
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
や
は
り
物
品
販
売
業
が
最
も
多
く
二
四
七
店
、
さ
ら
に
給
与
者、
労
働
者
の
増

加
か
ら
質
屋
業
九、
料
理
店
業
一
七
、
貸
座
敷
業
七
、
人
力
車
業
七
、
理
髪
業
二
三
、
湯
屋
業
九、
飲
食
店二
二
な
ど
の
著
し
い
発
達
が

あ
っ
て、
都
市
化
の
様
相
を
強
く
し
て
い
っ
た
。

第
七
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史

職業別戸数割合 (大正6年)

5.3%

雑業

漁
業
3
.
6
%

商 業8.0%農業5.0%
工業1.0%
給与者、労働者その他 77.1%
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商
工
業
者
数
一
覧
表
(大
正
六
年
末
)

運
送
業

製
造

業
委
托
販
売
業

物
品
販
売
業 種

三
二
七 1

二
四
七

件
数

労
力
請
負
業

土
木
請
負
業

物
品
貸
付
業

質
屋
業

業
種

件
数

周
旋
業

旅
八
宿
業

写
真

業
創
業

件
数四
二
一

一 二

理
髪
業

人
力
車
業

貸
座
敷
業

料
理
店
業

業
種

件
数

三七 七 七

代 代 飲 湯 業
書 弁 食 屋

業 業 店 業

種
件
数三四 四 二 九

一

(『町
勢
一
班
』
大
正
七
年
苫
小
牧
町)

当
時
は
い
わ
ゆ
る
雑
貨
店
形
式
の
店
が
多
か
っ
た
が、
こ
れ
も
系
統
が
あ
っ
て、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
て
い
た
。
当
時、
苫
小
牧

で
最
大
の
商
店
は
や
高
橋
商
店
で
あ
っ
た
が、
酒
類、
食
料
品
、
一般
雑
貨
が
中
心
で
あ
っ
た
。
四)村

山
商
店
は
一
般
雑
貨
が
中
心
で
あ

り
、
本
店、
支
店
が
あ
っ
た
。
亀
宮
武
商
店
は
苫
小
牧
で
の
サ
ッポ
ロ
ビ
ー
ル
特
約
店
で
食
料
品
を
販
売
し
て
い
た
。
申
中
原
商
店
は
行

商
を
主
体
と
す
る
薬
店
で
は
じ
ま
り
、
の
ち
に
薬
品
、
文
房
具
、
花
札
、
パ
ッ
チ
、
花
火
な
ど
を
置
き
雑
貨
店
化
し
て
い
っ
た
し
、
あ
南

商
店
、
〈世
紙
清
商
店、米

高
橋
商
店
、
榎
本
商
店、ツ)林

商
店、〈一

伊
藤
浜
店
、
申
関
商
店
、
△
遠
藤
商
店
な
ど
は
雑
貨
店
で
あ
っ
た
。
専

門
店
で
は、
金
物
店
の
森
森
商
店、
ブ
リ
キ
屋
で
は
上
坂
本
鉄
葉
店、
呉
服
店
の
全
角
屋
門
脇
商
店、
パ
ン
中
心
の
・
三
星
商
店
、
お

ぶ
り
き

菓
子
専
門
の
大
板
倉
花
仙
堂
な
ど
が
草
分
店
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
『勧
工
場
』
が
設
置
さ
れ
た
が、
こ
れ
は
各
種
商
店
が
組
織
を
作
っ
て
一
つ
の

建
物
の
中
で
種
の々
商
品
を
陳
列
し
て
販
売
す
る
商
場
を
い
っ
た
が、
御
用
聞
き、
注
文
に
よ
る
掛
け
売
り
主
体
の
時
代
に
あ
っ
て
正
札

販
売
・
現
金
取
引
を
原
則
と
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
勧
工
場
は、
明
治
十
年
に
東
京
上
野
公
園
で
開
か
れ
た
第
一
回
勧
業
博
覧
会
の
出
品

物
の
残
り
を
処
分
す
る
た
め
、丸
ノ
内
に
物
品
陳
列
所
を
設
け
て
自
由
に
販
売
す
る
こ
と
を
許
し
た
が、こ

こ
が
辰
ノ
口
勧
工
場
と
呼
ば
れ、
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そ
の
後
全
国
各
地
に
も
勧
工
場
ま
た
は
勧
業
場
と
称
し
て
全
国
各
地
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
よ
っ
て

は
じ
め
ら
れ、
近
代
市
民
生
活
の
要
求
に
応
え
る
場
所
と
し
て
登
場
し
た
が、
大
正
期
以
降
小
売
店
連
合
会
や、
市
場、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

デ
パ
ー
ト
の
発
展
と
、日
本
資
本
主
義
の
弱
点
を
示
す
よ
う
に
そ
の
商
品
も
粗
悪
と
な
り
質
的
低
下
も
あ
っ
た
が
、関
東
大
震
災
と
と
も
に

な
く
な
っ
た
東
京
の
勧
工
場
を
は
じ
め、
大
正
末
期
ま
で
に
各
地
の
勧
工
場
は
次
つ
ぎ
と
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

(2)

苫
小
牧
に
お
い
て
も
大
正
中
期
に
至
っ
て、
大
通
り
の
旧
喜
楽
座
の
あ
っ
た
場
所
に
勧工
場
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
お

も
ち
ゃ屋
、
小
間
物
屋
、
判
子
屋
な
ど
四
、
五
軒
の
店
が
入
っ
て
正
札
販
売
を
し
、
特
に
ク
リ
ー
ム
・
お
し
ろ
い
な
ど
婦
人
用
化
粧
品
と

ポン
チ
絵
(マ
ン
ガ
の
本
)、
花
火、
パ
ッ
チ、
コ
マ、
お
も
ち
ゃ、
豆
本
な
ど
子
供
の
遊
戯
商
品
に
人
気
が
あ
っ
た
。

第
七
編
経
済
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工細鐵網上物金萬老 高 木 玩

坂本鉄葉店 (大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

文栄堂書店 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

店庙瓶川

川瀬商店 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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当
時
は
子
供
の
遊
戯
商
品
を
売
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
った
だ
け
に、
勧
工
場
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
絶
対
の
人
気
を
得

て
い
た
ら
し
く
、
古
老
に
勧
工
場
の
こ
と
を
聞
く
と
、
か
な
ら
ず
お
も
ち
ゃ
を
売
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
し
、
中

に
は
勧
工
場
と
は
子
供
の
遊
戯
商
品
を
売
る
と
こ
ろ
と
理
解
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
で
の
勧工
場
は、
遊
戯
商
品
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
発
展
し
て
き
た
が、
大
正
十
年
の
大
火
で
す
べ
て
を
焼
却
し、
も
と
も
と

中
小
商
店
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
だ
け
に
そ
の
再
建
の
力
も
な
く
、
そ
の
う
ち
全
国
的
に
勧工
場
の
一
部
粗
悪
商
品
が
あ
っ
て
評
判
を
落
と

し
て
お
り、
地
元
小
売
店
の
圧
力
な
ど
も
あ
っ
て
、
大
正
十
年
五
月
一
日
の
午
前
中
を
も
っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
村
の
主
要
商
店
一
覧
表
(大
正
五
年
現
在
)

七 森 上 午 中 三 谷 松

屋
号

小
林
洋
服
店

太
田

商
店 店 館

小
保
方
運
送
店

か
ど
や
呉
服
店

中
原
商
店

二
宮
履
物
店

紀
の

國
屋

中
村

商
店
中
村
菊
次
郎

名

小
林
六三
郎

田
清
市

森
甚
兵
衛

伊
藤
四
郎

小
保
方
卯
市

門
脇
亀
次
郎

文
房
具
、
薬

萬
履
物
商

か
き
も
ち、
あ
ら
れ、
和
洋
菓
子

海
産
物

営営
業

品品
目 目

場
所

"1 11 "1 11 11 11 11
.

四
五
年

二
九
年

四二
年

明
治
四
四
年

大
正
初
期

来
苫
年

" 滋
賀
県

群
馬
県

鳥
取
県

函
館
か
ら

富
山
県

出
身
地

二
原 宮伊

勢
蔵

建
次
郎

経
営
者

洋
服

和
洋
服

銅
鉄
陶
器、
硝
子、
金
物、
雑
貨
苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
停
車
場
通
り

苫
小
牧
駅
前

苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
遊
郭
通
り

苫
小
牧
市
街
地

1 11 11 11

:
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富 店

商 士

太

旅
館、
飲
食

運
送
一
般

呉
服、
足
袋、
衣
類

中
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口 米 世 ∴ あ 大 久
旗 旗 西 柳 三 南 板 石 淀

亭 亭

沢
商

娼
妓
営
業
組
合

苫
小

高
橋
商
店

第
二
亀
甲
庵

宮
沢
時
計
店

三
陽
堂
書
店

川
瀬

商
店

歌
代
馬
具
店

松
尾
写
真
館

紙
清
商

店

星 倉 川

花 喜 仙 酒
月 楽 川 店 店 店 堂 屋 川

西 柳 高 宮

音
羽

川
瀬
佐
七

歌
代
亀
蔵

松
尾
森
太
郎

辺
貞
・

林
俊
二一

甚
平
品 和
洋
菓
子

酒
理
屋

井
楼、
新
月
楼、
菊
新
楼

菊
満
楼、
大
正
楼、
新
喜
楼、
丸

米
穀、
荒
物、
日
用
品、
自
転
車

手
打
そ
ば

計

書
籍
雑
誌

新
古
洋
服
、
雑
貨

馬
具
製
造
業

真

建
具
、
足
袋、
砂
糖、
野
菜、
雑

パ
ン
、
和
洋
菓
子

呉
服
太
物、
米
穀、
荒
物
、
日
用

類

中
央
待
合
所、
料
理
屋

苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
二
条
通
り

苫
小
牧
遊
郭
通
り

苫
小
牧
停
車
場
通
り

11 11

大
正
二
年
石
川
県

明
治
四
三年

大 明
正 治

四末
年 期

四
四
年

”
四
〇
年

明
治
末
期

明
治
四
一
年
秋
田
県

滋
賀
県

富
山
県

新
潟
県

秋
田
県

兵
庫
県

石

川 沢 橋

津
田
仁
太
郎

沢
祐
三

〃 〃 料 酒 写 貨建

渡 小 南

板
倉
喜
代
松

川
久
治

宇
吉

時
苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
新
川
通
り

11

苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
停
車
場
通
り

苫
小
牧
市
街
地

" .
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や T ∴ ソ × 松 喜 正 イ 久 山 ト

高 二

二 林

前 松 榎 正 日 谷 坂 査 伊 村 加二 加 牧 新 さ新

橋 葉 田 本 本 木 藤 く

商 商 商 商 商 商 靴 ら

店 店 店 店 店 店 店 屋 亭 店 店 亭 楽 川

高
橋
久
太
郎

相
武
吉
治
郎

株
式
会
社

林 松
本

榎
本
喜
平

正
木
才
次
郎

内
山
要
三
郎
旅

谷
川
己
代
治

坂
本
芳
兵
衛

李
久
太
郎
提

灯

伊
藤
外
三
郎
雑
品
問
屋

和
洋
酒、
味
噌、
醬
油、
雑
貨

印
鑑、
ゴ
ム
印

靴
製
造
販
売

11 11

米
穀、
酒、
雑
貨、
製
材

印
刷、
製
本、
荒
物、
雑
貨

魚
菜

日
用
品
諸
雑
貨

魚
菜、
味
噌、
醬
油

洋
酒、
か
ん
詰
、
日
用
雑
貨

米
、
雑
穀 館

料
理
屋
、
仕
出
し

ス
ト
ー
ブ
、
煙
筒、
金
物

苫
小
牧
停
車
場
通
り

11 11 11

11 11 11

" 11 11

苫
小
牧
市
街
地

明
治
二
五
年

大
正

五
年

香
川
県

愛
知
県

滋
賀
県

滋
賀
県

山
形
県

愛
知
県

本

提 藤 山
商 商

二
八
堂
佐
藤
印
舗
佐
藤
兼
太
郎

加
藤松

五
郎

中
村
忠
治
|料

理
屋

苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
停
車
場
通
り
大
正
二
年

1 11

苫
小
牧
市
街
地

明
治
四
二
年

大
正
初
期

明
治二
五
年

大
正
四
年

明
治
四
二
年

大
正

三年
山
口
県

野 川 鉄 灯葉

店

店 店
村
山
壬
四
郎

野 喜商

三
星
魚
菜
市
場

理
作

前
田
健
之
助
海
産
物
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西 德 芳 安 き 市 亀 瓜 瓜 中 越

越

吉 岸 大
巻
蹄
鉄
工
場

山
田

商
店

美 広 砂
川
本

樋
口
時
計
店

横
山
理
髪
館

蓑
口

商
店

宮
武

支
店

宮
城
屋
商
店

遠
藤
商
店

伊
藤

浜
店

佐
藤
呉
服
店

吉
田
由
之
栄

岸 大
巻
徳
太
郎

山
田
由
太
郎

高
井
安
吉

広
嶋
太
三
郎
旅料
理
、
寿
し

館

呉
服
、
洋
物、
雑
貨

計 髪

米
穀、
雑
貨

米
穀、
ビ
ー
ル、
荒
物

和
洋
小
間
物、
化
粧
品
、
玩
具

鮮
魚、
野
菜、
雑
貨
店

米
穀、
和
洋
酒
、
金
物、
雑
貨

和
洋
菓
子

和
洋
雑
貨、
化
粧
品
、
履
物

服

苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
停
車
場
通
り

苫
小
牧
市
街
地

苫
小
牧
停
車
場
通
り

"" " "

11 11 11 11 11 11

苫
小
牧
市
街
地

大
正

三年
ハ
二
九
年

明
治
四
二
年

大
正
初
期

"1

大正
二
年

二
年

大
正

五
年

明
治
四
三
年

道
内

福
井
県

島
根
県

岩
手
県

道
内

徳
島
県

青
森
県

富
山
県

香
川
県

新
潟
県

畳 建
築
金
物、
打
刃
物
類

虎
市

蹄
鉄、
馬
具

ス
ト
ー
ブ
、
銅
鉄
板
金
、
塗
物

濃 嶋 商 陽
畳 工

店 場

屋 屋 店
砂
川
太
平

樋
口
英
行

横
山
安
治

蓑
口
定
吉

宮 □
武
義
則

石
母
田
幸
三郎

遠
藤
喜
一
郎

義
一

菊
地
慶
次
郎

伊 佐
藤 藤安

平

時 理 呉
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苫
小
牧
市
史

下
巻

場 會

産業品評会会場となった苫小牧尋常高等小学校
(大正5年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

能
藏
品
評
会

出五
年
十
月
二
十
日

苫
小
牧
協
賛
会

この品評会を記念して発刊された紀念写真帳
(大正5年)〔堀江敏夫蔵〕

産
業
品
評

大
正
五
年
十
月
二

会
の
開
催
十
日
に
苫
小
牧
尋
常

高
等
小
学
校
を
会
場
と
し
て
、
苫
小

牧
の
水
産
物、
農
産
物
を
広
く
紹
介

し
、
産
業
の
発
展
を
奨
励
し
よ
う
と

官
民
一
体
と
な
っ
て、
衛
生
博
覧
会

と
合
わ
せ
て、
産
業
品
評
会
が
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
同
博

覧
会
・
品
評
会
の
苫
小
牧
協
賛
会
が

設
け
ら
れ、
会
長
に
は
町
長
が
あ
た

り
、
副
会
長
に
は
当
時
の
商
業
界
の
実
力
者
や
高
橋
久
太
郎、
元
郵
便
局
長
の
古
田
財
一の
二
名
を
あ
て
、
評
議
員
、
庶
務
係
、
接
待
係
、

余
興
係、
会
計
係
を
設
け、
商
工
業
者、
役
場
職
員
を
動
員
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
品
評
会
に
は
大
い
に
力
を
入
れ、
行
事
の
少
な
い
当
時
と
し
て
大
変
な
人
気
と
住
民
の
関
心
を
高
め
た
。
ま
た、

こ
の
品
評
会
に
先
だ
っ
て、
苫
小
牧
新
報
社
の
手
に
よ
っ
て
、
苫
小
牧
と
し
て
は
最
初
の
商
工
業
者
を
紹
介
す
る
『紀
念
写
真
帳
』(五
六

P
・
写
真
一〇
〇
枚)
が
発
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
苫
小
牧
の
商
業
も
充
実
を
見
せ、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
力
を
つ
け
は
じ
め
た
。
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初
荷
と

大
正
時
代
こ
ろ
ま
で
の
呉
服
店
で
は、
元
旦
の
神
社
参
拝
に
な
っ
て
も、
他
の
商
店
や
工
場
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が、
使

初
売
り
用
人
の
御
仕
着
や
肌
着
類
な
ど
を
買
い
に
来
た
の
で、
大
抵
四
時
こ
ろ
ま
で
は
店
を
開
い
て
お
り、
元
旦
と
い
う
よ
り
は三

十
一
日
の
延
長
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
朝
の
六
時
に
な
っ
て
か
ら
や
っ
と
店
を
閉
じ
て
一年
が
終
わ
る
。
し
か
し
、
昼
に
は
起
き
て
、
今

度
は
新
年
の
あ
い
さ
つ
回
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
名
刺
く
ば
り
と
い
っ
て
今
と
少
し
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
王
子
の
社
宅
、
市
街
は

東
西
に
分
け
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
店
の
者
が
手
分
け
し
て
全
お
得
意
様
を
回
っ
て
名
刺
を
く
ば
って
歩
く
の
で
あ
る
。

各
家
庭
で
も
こ
れ
を
心
得
て
い
て、
玄
関
に
は
特
別
に
名
刺
受
け
を
置
い
て、
ご
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の

名
刺
く
ば
り
で
あ
っ
た
。
各
家
庭
で
は
丁
度
年
賀
状
を
見
る
よ
う
に、
こ
の
名
刺
を
一
枚
一
枚
見
て、
ど
こ
ど
こ
の
店
が
来
て
く
れ
た
の

だ
な
あ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
二
日
に
は
初
荷
・
初
売
り
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
日
朝
早
く
か
ら
通
の
車
が
赤
い
旗
を
立
て
て、
あ
の
初
荷、
新
し
い
ハ
ン
テン
に
新
し
い
鉢
巻
、
赤
い
タ
ス
キ
を
か
け
て
何
台
も
馬
車
が
続
く
ん
で
す
。

年
末
の
荷
物
も二
日
に
延
ば
し
て
、
二
日
に
皆
一
緒
に
運
ぶ
か
ら
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
す
ご
く
賑
や
か
だ
っ
た
。
(福
原
春
枝
談
)

昔
は
一
年
に
一
回
清
算
す
れ
ば
い
い
ん
だ
から
、
店
屋
は
、
醤
油
で
も
味
噌
で
も
、
米
で
も二
日
に
配
達
す
る
わ
け
さ
。
だ
か
ら
馬
車
で
ず
う
っ
と
回
っ
て

遠
く
へ
遠
く
へ
と
配
達
し
て
い
く
。
鈴
を
つ
け
て
ジ
ャン
ジ
ャン
鳴
ら
し
な
がら
配
達
し
て
いく
。
い
る
いら
な
い
に
か
ぎ
ら
ず
配
っ
て
あ
る
く
ん
で
す
。

(鳥
越
兼
次
郎
談)

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[02‒

苫
小
牧
の
む
か
し
と
こ
れ
から
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
)

初
売
り
も二
日
朝
早
く
か
ら
行
わ
れ、
気
の
早
い
人
は
映
画
や
芸
居
の
帰
り
、
午
前
零
時
こ
ろ
か
ら
戸
を
た
た
い
て
催
促
す
る
が
、
午

前
四
時
に
は
も
う
店
の
前
に
並
び
は
じ
め
た
。
最
初
の
お
客
さ
ん
に
は
景
品
を
進
呈
す
る
と
い
う
こ
と
も
人
気
を
呼
ん
だ
が、
初
売
り
に

買
う
こ
と
は
、
そ
の
一
年
中
買
物
に
不
自
由
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
自
由
に
買
え
る
、
た
や
す
く
買
え
る
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
て
、
年
末
に
沢
山
買
物
を
し
て
い
て
も、
初
売
り
に
は
か
な
ら
ず
買
物
を
す
る
習
慣
が
ど
の
商
売
に
も
あ
った
。
(3)

こ
の
よ
う
に
初
荷、
初
売
り
に
は
習
慣
や
縁
起
が
つ
い
て、
華
し々
い
も
ので
あ
っ
た
。

第
七
編
経
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年
季
奉
公
と

大
正
中
期
に
お
い
て
苫
小
牧
の
商
店
も
そ
の
格
付
け
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
が、
大
店
と
呼
ば
れ
る
や
高
橋
商
店
、
山)

の
れ
ん
分
け
村
山
商
店
、←+角

屋
門
脇
呉
服
店、申

中
原
商
店
な
ど
で
は
一
〇
数
人、
中
位
以
上
の
店
で
も
数
人
の
奉
公
人
を
置
い
て

商
売
が
行
わ
れ
た
。

を
も
っ
て
年
季
奉
公
と
し
、
そ
の
後
は
の
れ
ん
分
け
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
独
立
し
て
店
を
持
っ
た
り
し
て
い
た
。
小
僧
は
筒
袖
の
半
天

た
び

奉
公
人
は
普
通
小
学
校
を
卒
業
し
た
一
三歳

位
か
ら
勤
め
は
じ
め、
年
数
と
と
も
に
小
僧、
手
代、
番
頭
の
順
で
進
み、
二
五
年
前
後

つつ
き
で

に
前
掛
け
、
角
帯
に
足
袋
と
いう
服
装
で
あ
っ
た
が、

一人
前
に
な
る
にし
た
が
っ
て、
角
袖
の
着
物
に
前
掛
け
の
色
が
変
わ
っ
て
い
っ

げ
た
。
当
時
の
商
人
た
ち
は、
た
だ
店
に
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
街
地
か
ら
王
子
社
宅
ま
で
注
文
と
り
に
行
っ
た
り
し
た
が、
こ
れ
は
御

た
用
聞
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が、
日
用
品
だ
け
に
限
ら
ず
、
下
駄
か
ら
反
物
ま
で
売
り
歩
い
た
。
交
通
機
関
が
な
か
っ
た
の
で、
お

客
を
待
っ
て
商
売
を
す
る
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
か
っ
た
か
ら
、
商
人
の
方
が
積
極
的
に
出
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
小
さ
な
店
に
な
る
と
、
こ
れ
は
完
全
な
行
商
で
、
自
転
車
や
リ
ヤ
カ
ー
に
品
物
を
積
ん
で
周
辺
部
落
へ
行
っ
た
り
、
白
老
や
早

来
、
遠
く
は
栗
山
ま
で
出
向
き、
ここ
で
は
空
家
を
借
り
て
一
週
間
位
づ
つ
商
売
を
続
け
る
、
い
わ
ゆ
る
出
張
販
売
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

奉
公
人
に
は
各
商
店
の
同
志
と
の
横
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て、
奉
公
人
同
志
の
つ
き
合
い
も
あ
っ
た
が、
大
正
三
年
、
か
ね
ふ
く
屋
呉

服
店
に
奉
公
し
、
昭
和
六
年
に
の
れ
ん
分
け
で
独
立
し
た
八
若
長
一
は
店
屋
の
奉
公
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

佐
瑠
太
の
小
学
校
を
出
て、
苫
小
牧
の
か
ね
ふ
く
屋
呉
服
店
に
奉
公
に
上
が
っ
た
の
が
大
正
三
年、
十三
歳
の
と
き
で、
当
座三
、
四
日
は
さ
す
が
に
さ
び

し
か
っ
た
ね
。
別
に
年
季
と
い
う
の
は
な
か
った
が、
か
ね
ふ
く
屋
さ
ん
に
は
十
七
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

店
屋
の
奉
公
と
い
っ
た
ら
、
ま
ず
小
僧
か
ら
始
ま
る
ん
で、
筒
袖
の
半
天
に
紺
の
前
掛
け
、
角
帯
に
足
袋
と
い
っ
た
服
装
だ
っ
た
が
、
身
だ
し
な
み
は
き
び

し
か
っ
た
ね、
で、
え
り
に
「か
ね
ふ
く
屋
」
と
染
め
抜
い
た
半
天
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
手
代
か
ら
番
頭
へ
と
いう
よ
う
に
、
年
季
が
重
な

って
く
る
と
、
前
掛
け
の
色
が
変
わ
る
。
私
が二
十
一
歳
で
一人
前
に
扱
わ
れ
た
時
に
は、
角
袖
の
着
物
で
、
前
掛
け
は
黒
色
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
呼び
名
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だ
が
、
か
ね
ふ
く
屋
さ
ん
で
は
一
人
前
に
な
る
ま
で
は
名
前
の
頭
字
に
吉
が
つく
、
私
の
名
が
長
一
だ
か
ら
長
吉、

一人
前
に
な
っ
て
七
の
字
が
つ
き
、
長

七
と
呼
ば
れ
ま
し
た。

(『と
ま
こ
ま
い
昔
が
た
り
20八
若
長
一』

昭
和
四
十
七
年
広
報
と
ま
こ
ま
い
)

奉
公
人
が
一人
前
に
な
っ
て
年
季
が
明
け
る
と
、
親
方
は
の
れ
ん
分
け
を
し
て
店
を
一
軒
持
た
せ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が、
こ
の
時
に

は
独
立
す
る
本
人
は
資
本
金
は
一
銭
も
いら
な
い
。
店
主
側
が
保
証
人
と
な
っ
て
こ
の
者
に
対
し
て
品
物
を
送
っ
て
や
っ
て
く
れ、
こ
ち

ら
で
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
、
資
本
金
が
な
く
て
も
商
売
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
独
立
し
た
商
人
の
腕
次
第
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
当
時
の
商
人
に
は
長
い、
つ
ら
い奉
公
が
あ
っ
た
が、
こ
れ
を
無
事
終
え
た
も
の
に
は
親
方
の
全
面
的
な
援
助
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
多
く
の
奉
公
人
の
う
ち
か
ら
の
れ
ん
分
け
を
し
て
も
ら
っ
て、
苫
小
牧
の
商
店
も
新
規
進
出
者
と
合
わ
せ、
そ
の

数
も
急
速
に
増
加
し
て
い
っ
た
。

大
火
と
商
店
街

大
正
十
年
五
月
一
日
の
大
火
は
、
当
時
の
市
街
中
心
地
一、
〇
〇
七戸
を
あ
っ
と
いう
間
に
焼
き
つ
く
し
て
し
ま

の
東
方
移
動
っ
た
、
通
俗
こ
いの
ぼ
り
大
火
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
大
火
で
は、
駅
前
と
周
辺
地区
の
商
店
を
除
い
て、

苫
小
牧
の
商
店
は
全
滅
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。

大
正
時
代
の
商
業
を
み
る
と
、
漁
業
中
心
主
義
の
経
済
か
ら
工
業
の
そ
れ
へ
と
移
行
し
た
時
期
に
お
い
て、
給
与
者、
労
働
者
の
消
費

に
対
し
て
は
た
し
た
商
人
の
役
割
は
大
き
く
、
新
し
い
体
制
で
の
商
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
商
業
の
多
面
化
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
経
済
全
体
か
ら
み
る
と
決
し
て
好
景
気
ば
か
り
の
時
代
で
は
な
く、
む
し
ろ
第
一
次
世
界
大
戦
の
強
い
影
響
を
う
け、

大
戦
景
気
の
あ
と
に
は
大
正
七
年
の
米
価
暴
騰、
同
九
年
に
は
株
式
不
況
の
嵐
が
吹
き
、
大
戦
景
気
で
乱
立
し
た
本
町
の
商
店
も、
経
営

の
苦
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
いて
、
同
十
年
の
大
火
は
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
った
。
こ
の
大
火
に
よ
っ
て
姿
を

消
し
た
商
店
も
あ
っ
た
し
、
中
に
は
一
時
的
に
再
建
し
て
も
復
興
費
の
借
金
が
か
さ
ん
で
つ
ぶ
れ
る
商
店
も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
あ
る
程

度
の
新
陳
代
謝
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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大
正
10
年
大
火
時
の
苫
小
牧
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概
要
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和久井

広市著口米屋
正桃井

心 亭
深 田

高橋オキヤ

江大野
野本床屋

(花がめ

好部屋

三什!

中山

大和空

川
せ
ん
。 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

(市
総
務
部
・
広
報
課
)
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現
在
の
道
路あ
だ

菓子

と うよ

ケ タ

ふとん

中大野

初0代著

Q+灣

中東 文房

� 中アタル
京和谷皮具

冬 野 村
山田旅館

サヨ

甲

永倉

事 務
所

口末屋

小林
开

千
倉

斗
率

佐 木々

日本

でのあ

和布オケヤ

CA

かわいく屋

正 爪米屋

現旭館通り

現トずらん通り

現
在
の

權
前
山
神
社
开

(大正1年改條)

推
甄

現在の苫小牧川

竹 中

ドラ
ック

鯉
の
ぼ
り
大
火

端
午
の
節
句
(
5
月
5日
)
を

前
に
町
に
は
多
数
の
鯉
の
ぼ
り

が
立
て
ら
れ
、
大
火
当
日
は
、

飛
び
火
の
媒
体
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
以
後
苫
小
牧
で
は
、
鯉

mc
。

新
棒

9
9

屋内運動場

40

ときわ

川 上

かき
も ち

高 菜
名古
屋

互 樂
館

いろは乾
西宮

菓 子
の中村

本

表丸
湯 加 こ
の
地
図
は
岡
田
政
雄
(浜
町
)八
若
長
一
・

石
橋
定
雄
・
高
松
初
子
(以
上
錦
町
)
伊
藤
ヨ

シ
(大
町
)
さ
ん
の
ご
記
憶
に
よ
り
作
っ
た
も

の
で
、
正
確
を
欠
く
個
所
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

海
井



大
火
直
前
の
商
工
業
者
数
を
示
す
も
の
が
な
い
が
、
大
火
直
後
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
大
正
六
年
末
の
数
に
比
較
し
て
み
る
と
、
物

品
販
売
業
で
四
二
店
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
製
造
業
六
業
者
、
質
屋
一
店
、
物
品
貸
付
業二
店、
理
髪
業
八
店、
飲
食
店
二
店
な
ど
が
減

少
し
て
い
る
。
同
十
年
の
大
火
直
前
の
商
店
数
は
も
っ
と
多
い
も
の
と
想
像
出
来
る
の
で
、
さ
ら
に
商
店
数
の
減
少
が
あ
っ
た
と
見
て
よ

い
の
で
あ
る
。

商
工
業
家
数
(大
正
十
年
末)

運
送
業

製
造
業

委
托
販
売
業

物
品
販
売
業

業業
種

二
〇
五

件
数七

労
力
請
負
業

土
木
請
負
業

物
品
貸
付
業

質
屋
業

業
種

件
数二
〇

五 三 八

周
旋

業

旅
人
宿
業

写
真
業

印
刷
業 種

件
数

九 五 四 二

理
髪
業

人
力
車
業

貸
座
敷
業

料
理
店
業 種

件
数一
五 三 一二

二
三

代 代 飲 湯 業
書 弁 食 屋

種業 業 店 業

件
数

四 一〇九

(『町
勢
一
班』

大
正
十
一
年
苫
小
牧
町)

こ
の
大
火
後、
苫
小
牧
町
で
は
王
子
製
紙
の
進
出
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
無
計
画
、
無
統
制
の
ま
ま
発
展
し
て
き
た
市
区
を
根
本
的
に
改

正
す
る
こ
と
に
な
り
、
官
公
庁
、
学
校、
遊
郭
の
移
転
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
商
店
街
も
東
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
川
通

り
以
東
に
も
商
店
が
発
展
し
、
苫
小
牧
の
商
店
街
は
新
川
通
り
が
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

商
店
街
の
復
興
は
め
ざ
ま
し
く
、
し
か
も
大
火
以
前
よ
り
も
立
派
な
商
店
が
建
っ
て
い
っ
た
。
新
川
通
り
の
角
に
は
近
代
的
な
耐
火
レ

ンガ
ニ
階
建
て
の
角
屋
門
脇
呉
服
店、石

造
の
中
中
原
商
店
、モ
ダン
な
木
造二
階
建
ての
樋
口
時
計
店
、タ
砂
川
呉
服
洋
物
雑
貨
商
事
館
な

ど
が
建
っ
た
。
し
か
し
、
門
脇
呉
服
店
の
よ
う
に
超
モ
ダ
ン
な
建
物
に
し
た
た
め、お

客
の
入
り
が
ば
っ
た
り
と
ま
っ
て
経
営
難
に
陥
り
、

人
手
に
渡
っ
た
例
も
あ
っ
た
。

第
七
編
経
済
史
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樋口時計店(大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

門脇呉服店であった建物
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

店本房媒原中

中原商店 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

砂川商事館 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

淀川待合所 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

向井待合所 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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大
正
十
年
の
大
火
と
な
り
ま
し
た
が、
こ
れ
は
いろ
ん
な
人
の
一
転
機
で
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が、
私
ど
も
も
こ
の
大
火
の
あ
と
に、
焼
け
な
い
近
代
的

な
耐
火
レ
ン
ガ
で
二
階
建
の
家
を
造
っ
た
の
が、
私
ど
も
の
家
の
ひ
っ
く
り
か
え
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時、
立
派
な
店
を
造
っ
た
か
ら
お
客
が

来
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
田
舎
の
人
と
いう
の
は
、
あ
ま
り
い
い
格
好
を
す
る
と
店
に
入
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
よ
う
。
折
角
借
金
し

て
洋
館
建
の
呉
服
店
でし
た
が、
だ
ん
だ
ん
経
営
も
苦
し
く
な
り
(
中
略)
市
立
病
院
通
り
に
面
し
た
一
角
を
全
部
手
放
す
こ
と
に
な
り
、
私
ど
も
の
商
売

に
も
終
止
符
を
う
つ
こ
と
に
な
り
、
駅
前
に
移
っ
て
来
ま
し
た
。
(門
脇
松
次
郎
談)

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M
4
‒
苫
小
牧
の
昔
話
を
語
る
』
昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
)

と
も
か
く
、
苫
小
牧
の
商
業
は
大
火
と
そ
の
後
の
不
況
を
う
け
な
が
ら
も
立
ち
直
り、
次
第
に
安
定
し
て
い
っ
た
が、
関
係
当
局
に
お

い
て
は
な
お
も
、
商
法
の
積
極
的
な
改
善
を
望
む
声
も
高
か
っ
た
。

ま
た
、
錦
多
峰、
沼
ノ
端
な
ど
も
小
規
模
な
が
ら
商
店
が
芽
ば
え
は
じ
め
て
い
た
。

管
内
ノ
商
業
ト
シ
テ
ハ
市
内
ラ
除
キ
沼
ノ
端
、
錦
多
峰
二
見
ル
ノ
ミ
、
市
内
ハ一
昨
年
五
月
大
災
害
ラ
蒙
リ
シ
後、
財
界
ノ
不
況
其
ノ
極
ニ
達
シ
タ
ル
モ
ノ

ノ
如
ク
、
従
テ
商
業
ノ
不
振
⇒
来
タシ
ア
ル
ラ
見
ル
モ、
最
近
日
高
沿
岸
ノ
商
取
引
ラ
掌
握
ス
ルノ
勢
カ
ア
リ、
着
々
該
方
面
二
活
動
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
将
来

有
利
ノ
地
位
ラ
占
ム
ル
難
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
信
ス
、
而
シ
テ
又
将
来
交
通
ノ
完
備
⇒
期
シ
タ
ル
暁
ハ
一
層
ノ
進
展
弓
見
ル
へ
シ
、
市
内
ニ
ハ
近
時
外
来
行
商
者

ノ入
込
ム
モノ
勘
カ
ラ
サ
ル
モ
絶
対
ニ
之
ラ
防
止
ス
ル
不
能
サ
ル
ヘ
ク
、
管
内
金
融
ノ
円
滑
ラ
期
ス
ル
上
ヨ
リ
其
ノ
間
町
民
ノ
覚
醒
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ラ
希
望
ス

ル
処
ナ
リ

(『事
務
報
告
』
大
正
十
一
年
苫
小
牧
町
)

苫
小
牧
に
お
け
る
戦
前
の
商
人
の
流
入
状
況
に
つ
いて
は、
1
出
稼
人
漁
夫
を
対
象
と
し
て
定
着
し
た
初
期
の
商
人
、
2
王
子
製
紙
の

建
設
・
操
業
に
よ
っ
て
定
着
し
た
明
治
末
期
の
商
人、
3
大
正
十
年
の
大
火
後
に
も
引
き
続
き
再
建
し
た
商
店
お
よ
び
そ
の
後
に
移
住
し

た
商
人
な
ど
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
編
経
済
史
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
商
人
は
時
代
と
と
も
に
地
位
の
向
上
を
は
か
り
、
大
商
店
主
は
商
業
経
済
活
動
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
治、
政
治

活
動
へ
と
進
出
し
て
文
字
通
り
苫
小
牧
の
代
表
的
人
物
と
な
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

製
品
の
流

こ
の
期
に
お
け
る
商
業
の
発
達
は
小
売
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
取
引
関
係
は
小
樽、
函
館、
札
幌
な
ど

通
と
消
費
道
内
に
お
け
る
問
屋
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
きく
、
一部
の
商
店
と
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
の
消
費
組
合
を
除
い
て
は

直
接
生
産
地
と
の
取
引
を
行
う
者
は
な
か
っ
た
。

生
産
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
昔
は
漁
業
生
産
の
み
で
あ
っ
た
が、
林
業、
製
造
業
の
発
達
に
よ
り
洋
紙、
木
炭、
木
材、
肥
料、
炭
化

石
灰
な
ど
加
わ
っ
て
著
し
い
増
加
が
あ
った
。
一方、

輸
入
品
に
つ
い
て
は
米、
味
噌
、
雑
穀、
野
菜、
日
用
品
、
衣
類
な
ど
を
は
じ
め、

木
材、
石
炭、
藁
工
品
、
鉱
物
な
ど
で、
こ
れ
も
人
口
増
と
産
業
の
発
展
と
と
も
に
年
増々
加
し
て
い
っ
た
。
次
に
、
大
正
十
二
年
に
お

け
る
苫
小
牧、
錦
多
峰、
沼
ノ
端
駅
に
お
け
る
主
要
取
扱
貨
物
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
管
内
駅
に
お
け
る
貨
物
取
扱
数
(大
正
十二
年)

苫
小
牧

駅
名

発
送

発
着
別

一三三
七
、
五
一
一

取
扱
総
数
屯

そ 魚 人 木 木 洋の
他 肥 料

材 炭 紙
品
名

取
扱

内
訳

七
九、
四
七
一

数
量量

一
六、
九
一
四

一、
〇
三三二

三
、
九
二
〇

一四、
六
〇
五

二
一、
五
六
九
札
幌、
小
樽、
室
蘭

東
京、
大
阪、
名
古
屋

主
な
発
送
地
・
産
地

札
幌、
小
樽、
夕
張

一本
州、
道
内
農
産
地
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(『北
海
道
鉄
道
各
駅
要
覧
』
大
正
十
四
年
札
幌
鉄
道
局)

錦
多
峰

沼
ノ
端

到
着

発
送

到
着

発
送

到
着

八
九〇

一
五
、
〇
〇
七

一〇
、
六
三
〇

一
一、
七
九
五

二
八
六
、
九三
五

屯

そ 藁 石 米 木 木 そ 石 木
の

そ 木 木
の

そ 硫 硫 藁 石 木
の 工

他 品 材 1材 炭 他 炭 材 他 材 炭 他 黄 物 品 炭 材

五
二
四

一〇
〇

一一
五

一五
一

一二
、
三三三

一
一、
二
六
九

一、
四
〇
七

六
、
〇
七
九

一
、
九
七
八

二
、
五
七三

三
、
三
九
六

一、
四
一六

六、
九
八三

三
二
、
〇
八
三

五
、
一三
六

一二
、
二
六
九

七
、
三六
五

一〇
三
、
五
一〇

一二
六
、
五
七二

屯

新
潟
、
秋
田

茨
城

秋
田、
青
森、
新
潟

札
幌、
夕
張、
旭
川

札
幌、
室
蘭

札
幌、
室
蘭

夕
張、
空
知

北
見

札
幌、
小
樽

札
幌、
室
蘭

登
別、
北
見

石
狩

新
潟
、
秋
田

夕
張
、
空
知

日
高
、
北
見
、
十
勝
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食
糧
品
、
日
用
品
に
つ
いて
の
供
給
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
米
で
は
新
潟、
秋
田、
山
形、
青
森
産
米
な
ど
が
主
で
あ
る
が、
札
幌、

小
樽
の
問
屋
を
通
じ
て
仕
入
れ
て
い
た
し、
日
用
品
に
つ
いて
も
同
様
で
あ
っ
た。
野
菜
類、
魚
類
の
供
給
地
は
道
内
産
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
が
、
漁
場
を
ひ
か
え
て
い
な
が
ら
、
食
用
魚
に
つ
い
て
は
他
よ
り
供
給
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

野
菜
類
、
魚
類
の
供
給
地

供
給
地

小
樽、
札
幌、
岩
見
沢

品
名

余
市、
岩
内
.

日
高
、
北
見

" 11 日
高、
幌
別、
白
老

鰊 鱒 鮹 目 鱈
抜 芋 蒡類

"

大
根
切
干
小
樽
、
函
館

里 午 菜 葱

小
樽
、
函
館

札
幌、
白
老

鮪 鯖 鰈 平 鳥 身 西 長 胡 茄

目 賊 欠 瓜 芋 瓜 子

名
供
給
地

青
森、
札
幌、
旭
川、
岩
見
沢

11

札
幌、
旭
川

市
来
知、
岩
見
沢

余
市
、
岩
内

岩
内
、
白
老

日
高

日
高
、
岩
内
、
白
老

日
高

白
老
、
日
高
、
留
萌

(『苫
小
牧
町
史』

昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

苫
小
牧
沿
岸
に
お
いて
、
こ
う
し
た
食
用
魚
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く、
こ
の
期
に
お
け
る
漁
業
の
主
流
は
魚
粕
用
イ
ワシ
で
あ

り
、
高
級
魚
を
主
体
と
す
る
沖
合
漁
業
を
行
う
者
も
あ
っ
た
が、
こ
れ
ら
の
魚
は
札
幌、
岩
見
沢
に
直
送
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
苫
小
牧
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の
住
民
は
他
地
の
魚
を
食
べ
る
と
い
っ
た
流
通
面
で
の
問
題
も
あ
っ
た
。

・・注
(1)

『町
勢
一
班
』
大
正
七
年
苫
小
牧
町

(2)
『日
本
歷
史
大
辞
典
』
昭
和
四
十
六
年
河
出
書
房

『苫
小
牧
む
か
し
と
こ
れ
か
ら
』
「機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
2
」

(3)

三
昭
和
恐
慌
と
商
業

昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室

昭
和
恐
慌
と

大
正
後
期
に
い
た
っ
て不
況
と
大
火
に
悩
ん
だ
苫
小
牧
の
商
業
も
、よ
う
や
く
安
定
ム
ード
を
取
り
戻
し
て
そ
れ
ぞ

苫
小
牧
の
商
業
れ
力
を
つ
け
て
い
った
が、
こ
の
安
定
性
も
そ
う
長
つ
づ
き
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

は
たん

大
正
十
四
年
以
降、
少
し
づ
つ
崩
れ
は
じ
め
た
景
気
は、昭

和
四
年
の
大
恐
慌
の
襲
来
に
よ
っ
て
完
全
に
破
綻
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
昭
和
の
大
恐
慌
は
大
正
九
年
の
恐
慌
を
は
る
か
に上
回
る
も
の
で、
そ
の
特
徴
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
翌
五
年
に
世
界
恐
慌
が
激
化
す
る
や、
わ
が
国
の
経
済
も
こ
の
影
響
を
強
く
う
け
、
株
価
は
暴
落
し
、
正
貨
の
流
出
が
続
き
、

借
金
不
払
い
は
大
口
信
用
か
ら
家
賃
、
小
売
り
仕
掛
り
に
い
た
る
ま
で
一
般
化
し
た
。
こ
の
た
め
銀
行
や
会
社
の
倒
産
、
休
業
が
続
き、

(一)。

中
小
資
本
以
下
の
階
層
で
は
、
工
場
主
の
夜
逃
げ、
賃
金
不
払
い
が
み
ら
れ、
商
店
、
料
理
店
の
売
り
上
げ
は
五
割
の
減
少
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
欧
州
の
資
本
主
義
国
で
は
企
業
の
整
備
と
生
産
設
備
の
高
度
化
を
は
か
って
逸
速
く
こ
の
不
況
を
切
り
抜
け
た
の
に
対
し
、
日

本
は
こ
れ
に立
ち
遅
れ、
こ
の
不
況
から
容
易
に
抜
け
出
す
ご
と
が
で
き
ず、
昭
和
五
年、
六
年
は
不
況
の
ど
ん
底
に
お
ち、
米
一
俵
五

円
に
下
落
す
る
な
ど
農
産
物、
製
品
の
暴
落
、
都
市
に
お
け
る
失
業
者
の
は
ん
ら
ん
と
な
っ
た
。

当
時
の
苫
小
牧
は
王
子
製
紙工
場
を
中
心
と
す
る
単
一
工
業
都
市
で、
そ
の
生
産
い
か
ん
が
町
経
済
を
は
じ
め、

一般
商
工
業
者
の
生

活
を
左
右
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
王
子
製
紙
の
企
業
お
よ
び
生
産
の
合
理
化
に
よ
っ
て
、
急
速
な
る
不
況
の
影
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響
を
う
け
な
か
っ
た
に
せよ
、
次
第
に
財
界
不
況
の
あ
お
り
は
町
内
商工
業
者
に
深
刻
さ
を
加
え
て
い
った
。
そ
し
て
こ
れ
は
事
業
不
振

と
購
買
力
減
退
と
な
り
、
町
お
よ
び
商
工
会
で
は
こ
れ
を
打
開
し
よ
う
と
原
料
と
商
品
の
仕
入
れ、
販
路の
拡
張
に
意
を
注
ぎ、
そ
の
不

況
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
、
同
六
年
に
は
折
か
ら
の
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
道
商
工
会
の
総
会
を
本
町
に
お
い
て
開
催
し
た
の
も、
こ

う
し
た
意
図
に
よ
る
も
の
で
あっ
た。

刻
下
不
況
ノ
対
策
ト
シ
テ
中
小
商
工
業
者ニ
対
ス
ル
救
済
方
法ノ
ー
タ
ル
低
利
資
金
供
給ニ
付
テ
ハ、
能
フ
限り
其
ノ
恩
澤ニ
浴
ス
ベ
ク
極
力
斡
旋
ノ
労
ラ

執
リ、
或
ハ
信
用
組
合
ニ
或
ハ
商
工
会
員
ニ
夫
相々
当
額ノ
借
入
助
力
ラ
為
シ
、
既
ニ
一部
借
入
⇒
終
リ
亦
引
続
キ
借
入
手
続
中
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
等
取
進ミ

ツ
ツ
ア
ル
ガ、
本
町
ハ
他
町
村
ト
異
リ
商
工
本
位
ニ
シ
テ
斯
業
ノ
改
善
発
達
ニ
付
テ
ハ
特
段
ノ
留
意
ラ
払
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
茲
ラ
以
テ
本
年
全
道
商
工
会

ノ
総
会
⇒
当
町
二
開
催
サ
レ
タ
ル
ニ
付
テ
モ
及
ブ
限
り
之
ガ
助
成
ノ
方
途
ラ
執
リ
其
ノ
成
果
ラ
擧
ゲ
シ
ム
ル
ニ
努
メ
タ
リ

(『
事
務
報
告
』
昭
和六
年
苫
小
牧
町)

だ
が、
こう
し
た
町、
商
工
会
の
努
力
を
よ
そ
に
苫
小
牧
の
商
工
業
も
日
に々
深
刻
さ
を
増
し
、昭
和
六
年
、王
子
製
紙
が
職
工三
〇
〇

名
を
解
雇
し、
つ
い
にそ
の
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
凶
作
凶
漁
が
重
な
り、

一
般
商工
業
者
の
中
に
は
自
立
不
能
者
も

あ
り
、
こ
れ
を
救
済
す
る
た
め
融
通
商
業
組
合
の
設
立
に
よ
っ
て
低
利
資
金
の
供
給
が
行
わ
れ、
同
七
年、
八
年
に
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫

小
牧
支
店、
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店
が
取
扱
店
と
な
り、
八
三
件、
八
万
円
が
借
出
さ
れ
た
。

昭
和七年

年
次

取
扱
銀
行
名

第
一
回 回融

数通

口申
数込

申
込
金
額

円

回貸
数出

貸
出
決
定
額

円

口申
数込

1円

申
込
金
額

1 回貸
数出

1申
込
金
額1円

中
小
商
工
業
者
等
産
業
資
金
融
通

北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店

北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店

六
二

一三
六
、
八
五
〇

四
八
四
九、
六
三〇

1
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計 昭
八和年

昭
和七
年

第
四
回

第
三
回

第
二
回

九
九

一

二三三

二
二

一
八
一
、
三〇
〇

三
、
五
〇
〇

一六
、
七
〇
〇

二
四
、
二
五
〇 円

六
二 - 三

一
一

六
一
、
一八〇

二
、
六三
〇

八
、
九二
〇 円

二
二 五 一〇 七

五
、
〇
〇
〇 円

二
一
二
三
、
四
〇
〇

五
、
一〇
〇

一
四
、
一〇
〇

四
、
二〇
〇 円

(『事
務
報
告』

昭
和
六
年・
七
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

昭
和
初
期
から
長
く
続
い
た
不
況
も、
同
八
年
を
境
に
し
て
景
気
も
次
第
に
回
復
し
て
い
っ
た
。

昭
和
七
年
に
不
況
の
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
だ
王
子
製
紙
は
大
き
な
減
産
を
示
し、
こ
れ
が
直
ち
に
各
方
面
に
深
刻
な

景
気
回
復
と

商
業
の
復
興
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
が、
中
で
も
町
税
と
町
内
商工
業
者
に
与
え
た
打
撃
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。さ
ら
に、

町
税
の
減
収
は
経
費
の
節
約、
公
共
事
業
の
中
止
、
繰
り
延
べ
と
な
っ
て
、
余
波
的
に
各
種
業
者
に
も
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
昭
和
七
年
に
お
け
る
質
屋
入
質
件
数
は
七、
八
七
九
件
の
四
万
二
、
七
四
五
円
で
あ
っ
た
が、こ

の
う
ち
一、
三
六
一
件
九、

二
四
九
円
の
流
質
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
翌
八
年
の
九
二
九
件、
四
、
〇
八
三
円
か
ら
み
る
と
金
額
に
お
い
て
二
倍
以
上
に
あ
た
り
、
金
融

機
関、
郵
便
貯
金
に
お
い
て
同
七
年
は
す
べ
て
貸
出、
払
渡
し
が
上
回
り、
無
盡
も
契
約
高
の
減
少
が
目
立
った
。

し
か
し
な
が
ら
、昭
和
八
年
以
降、王

子
製
紙
も
こ
の
不
況
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
し
、
じ
ょ
じ
ょ
に
景
気
は
回
復
し
て
い
っ
た
。

昭
和
八
年
来
中
央
財
界
ノ
好
転
ニ
連
レ
地
方
経
済
界
モ
亦
漸
ク
好
調
ラ
呈
シ
農
村
窮
乏
ノ
声
高
キ
モ
各
種
匡
救
助
長
ノ
方
策
実
施
セラ
レ
為
二
概
不
良
好
ナ

ル
状
勢
ニ
赴
キ
ツ
ツ
ア
ル
ハ
慶
賀
ニ
堪
へ
ズ
而
シ
テ
本
町
昭
和
九
年
ノ
景
況
ハ
亦
仝
ジ
ク
好
調
ニ
推
移
シ
タ
ル
ラ
観
取シ
得
ベ
ク

ニ
幸
慶
ト
ス
ル
ト
コ
ロ

ナ
リ

(『事
務
報
告
』
昭
和
九
年
苫
小
牧
町)

こ
の
よ
う
に
苫
小
牧
町
も
凶
作
の
農
村
は
別
と
し
て
昭
和
九
年
以
降、
商
工
業
の
好
調
を
認
め
は
じ
め
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
発
展
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助
長
さ
せ
る
た
め、
同
年
実
行
さ
れ
た
経
済
更
生
産
業
五
カ
年
計
画
案
に
基
づ
い
て、
本
町
で
も
こ
の
計
画
が
樹
立
さ
れ、
八
月二
日
に

は
町
公
会
堂
に
各
方
面
の
代
表
者
四
六
名
を
集
め
協
定
し
、
直
ち
に
実
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
商
工
業
に
お
い
て
は、
商
工
会
の
創
立

に
よ
っ
て
発
展
的
に
解
消
し
た
商
業
組
合
を
設
置
し
て
中
小
商
工
業
の
更
生
を
期
す
る
こ
と、
商
工
団
体
の
活
動
を
活
発
化
し
、
販
路
調

査
、
試
売
宣
伝
な
ど
事
業
の
適
切
を
は
か
り
そ
の
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
て
い
る
。

商
工
業
ノ
経
済
施
設

一、
商
業
組
合
ノ
設
置
奨
励

町
内
ニ
商
業
組
合
ノ
設
立
⇒
慫
恿
シ
其
活
動
ニ
依
リ
中
小
商
工
業
ノ
更
生
ラ
期
ス
ル
コ
ト

二
、
商
工
団
体
ノ
活
動

イ
、
販
路
ノ
調
査、
試
売
宣
伝ノ
適
切
ナ
ル
事
業
ラ
奨
励シ
其
ノ
活
動
促
進
セシ
ム
ル
コ
ト

ロ
、
商
品
ハ成
可
ク
共
同
仕
入
ラ
行
フ
様
指
導
奨
励
ス
ル
コ
ト

ハ、
販
売
価
格
ハ
協
定
ラ
為
サシ
ム
ル
コ
ト

ニ、
町
内
産
業
組
合
ト
協
調
シ
産
業
組
合
ノ
購
入
品
ハ
一般
入
札
ニ
依
リ
町
内
商
人
ニ
供
給ノ
機
会
ラ
与
フ
ル
様
実
現
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ホ、
購
買
力
ノ
涵
養
ラ
計
ル
コ
ト

三
、
市
街
地
信
用
組
合
ノ
設
置

将
来
苫
小
牧
信
用
組
合
ラ
市
街
地
信
用
組
合
ニ
更
メ
金
融
ノ
改
善
ノ
途
⇒
開
ク
コ
ト

四
、
店
舗
並
陳
列
方
法
/
改
善

店
舗
並
陳
列
方
法
ノ
改
善
ラ
計
り
顧
客
ノ
吸
収
ニ
努
力
ス
ル
コ
ト

五
、
店
員
ノ
教
養
指
導
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イ
、
優
良
店
員
ノ
養
成
ノ
タ
メ
講
習
講
話
表
彰
ラ
従
来
ノ
催
シ
ョ
リ
盛
大
ニ
行
フ
コ
ト

ロ、
先
進
地ノ
視
察
ラ
為
サシ
メ
経
営
方
法
ノ
知
識
涵
養
ラ
計
ル
コ
ト

六、
取
引
ノ
改
善

商
工
業
ノ
経
営
難
ノ
一
大
原
因
タ
ル
懸
売
ハ
資
金
ノ
回
収
ニ
長
期
ラ
要
シ
加
フ
ル
ニ
資
金
固
定
セシ
ム
ル
コ
ト
甚シ
キ
ラ
以
テ
現
金
売
ニ
改
善
セシ

ム
ルコ
ト

七
、
共
進
会
見
本
市
即
売
会
盛
大
二
開
催シ
物
産
ノ
紹
介
並
ニ
販
路
拡
張
ニ
努
ム
ル
コ
ト

八
、
休
養
日
ノ
設
定

休
養
日
ラ
設
定
シ
店
員
ノ
慰
安
⇒
計
ル
コ
ト

(『経
済
更
生
産
業五
箇年
計
画
案
』
昭
和
九
年
苫
小
牧
町)

次
に
、
米
(玄
米)
一石
の
年
次
別
平
均
価
格
と
苫
小
牧
村
・
町
の
年
間
一
人
平
均
予
算
額
一
覧
表
に
よ
っ
て、
当
時
の
苫
小
牧
の
経

済
状
態
に
つ
い
て
み
る
と
、
王
子
製
紙
の
建
設
時
に
は
人
口
の
急
増
に
よ
っ
て
公
共
施
設
の
新
設
、
増
設
が
相
次
ぎ
、
村
民
の
負
担
が
多

く
な
っ
て
い
て
、
この
傾
向
は
し
ば
ら
く
続
い
た
の
で
あ
る
。
大
正
時
代
に
は
米
価
騰
貴
に
よ
り
同
六
年、
七
年
と
急
騰
し、
同
八
年
に

は
実
に
五
〇
銭
を
記
録
し
て
い
る。
そ
し
て、
翌
九
年
に
は
経
済
恐
慌
に
よ
り
米
価
は
一
挙
に
半
額
の
二
五
銭
に
暴
落
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、同
十
年
の
町
予
算
の
ハ
ネ
上
が
り
は
、コ
イ
ノ
ボ
リ
大
火
の
復
旧
事
業
に
よ
る
借
金
に
よ
っ
て
町
財
政
が
ふ
く
れ
上
が
っ
た
た
め
で

あ
る
。

大
正
十
五
年
に
や
や
落
ち
は
じ
め
た
米
価
は
、年
ご
と
に
二
、三
円
づ
つ
下
が
っ
て、
昭
和
六
年
に
は
一七
円
三
〇
銭
、
翌
七
年
に
は
や

や
と
り
戻
し
て
た
と
は
い
え
一
九
円
一
〇
銭
、
同
八
年
に
は
一
四
円
二
〇
銭
に
暴
落
し、
こ
れ
が
昭
和
初
期
の
経
済
恐
慌
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
町
の
予
算
を
み
て
も、
昭
和
六
年、
七
年
と
か
な
り
低
い
金
額
に
落
ち
込
み、
こ
れ
は
商
工
業
者
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
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米
価
(玄
米)
と
苫
小
牧
村
・
町
一
八
平
均
予
算
額
一覧
表

の
で
あ
る
。

三
年

大
正
二
年

四
五
年

四
四
年

四
三年
四
二
年

四
一
年

四
〇
年

三
九
年

三
八
年

三
七
年

三
六
年

明
治三
五
年 次

一
〇、
八
〇

一
八、
二
〇

二
四
、
八
〇

一
五
、
四
〇

一
三、

四
〇

四
、
二
七

三
、
六
五

三
、
四
九

二
、
五
九

二
、
三三

二
、
三〇

二
、
八
〇

二
、
三三

三三
、
一
一

一
人
平
均
予
算

苫
小
牧
村
・
町
の

昭
和
二
年

一五
年

一四
年
三
九
、
八
〇

三
八
、
三〇

三三
一、
〇
〇

二
五、
五
〇

一
四
、
八
五

三
四
、
七
一

一
一、
三
八

九
、
六
〇

九、
七
九

八
、
九
三

八
、
三一

七
、
六
一 銭

一
人
平
均
予
算

苫
小
牧
村
・
町
の

一五
年

一
四
年

一
三年

二
二
、
七〇

三
〇
、
八
〇

一
一年

二
九、

一〇

一〇
年
二
八
、
三〇

九
年
二
二
、
六
〇

八
年
一
四
、
二
〇

一九、
一〇

一四、
九
一

一五
、
二
六

七
年
六
年

五
年
四
年

三
年

年
次

四
三
、
六
〇

三
三
、
五
〇

米一
石

価の

二
五
、
二
二

二
一
、
一〇

一七
、
九
九

二三
、
八
九

一六
、
三三
九

一五
、
一二

一四
、
九
五

一四
、
三〇

一三三、
二
〇

一
三、
二〇

一〇
、
八
〇

一〇
、
九
〇

一二
、
四
〇

円 円 米一
石

価の

七、
二
九

六、
四三

五
、
三三

四
、
九
九

一三年
一二
年

一
一年

一〇
年
一三
五
、
五
〇

九
年
二
五
、
○○

八
年
五
〇
、
〇〇

三
六
、
五
〇

二
一
、
二
〇

一
五、
〇〇

一
二、
八
〇

円 円 米一
石

銭 価の

一四、
三六

一
四
、
五
三

一
四、
四
四

一四、
二
八

一二年

二
五
、
〇

二
七
、
○
C

円
銭

銭
一
四
、
三
一

円

苫
小
牧
村・
町
の

一
人
平
均
予
算

一三三、
四二

一五
、
〇
七

一
七
、
四
八

六
年

五
年

大
正
四
年

年年
次

三
四、
九
三

三
三
、
八
五

一四
、
〇
二

円
昭
和

一
七、
三〇

二
〇
、
〇
〇

銭

年

一二
、
三〇 銭
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昭
和
一
六
年
四
四、
一〇

円
・
銭

四
四
、
一〇

二
七
、
八
九

円
銭

昭
和
一八
年
四
六
、
九
〇

円

一
九
年
四
六
、
九
〇

一七
、
八
四

一八
、
五
三

円
銭

銭
昭
和
二
〇
年
三二〇

〇
、〇
〇

円
五
九
、
六
九

円
銭

※
昭
和
九
年
よ
り
電
気
事
業
が
特
別
会
計
と
な
った
が、
こ
の
表
で
は
こ
の
予
算
を
合
算
し
て
計
算
し
た
。

(『早
来
町
史
』
昭
和
四
十
九
年
早
来
町、

『苫
小
牧
町
史
資
料
』
『村
勢
一
班』『町

勢
一
班
』『苫

小
牧
町
各
会
計
決
算
書
』‒
各
年
苫
小

牧
町
よ
り
作
成)

昭
和
十
年
に
な
っ
て
完
全
に
景
気
回
復
を
迎
え
た
苫
小
牧
は、
そ
の
後
も
王
子
製
紙
の
増
産
に
つ
ぐ
増
産
に
よ
っ
て
、
同
十
二
年
に
は

町
財
政
に
お
い
て
一般
会
計
四
〇
万
円、
電
気
事
業
特
別
会
計
一
三
万
円
の
合
計
五三
万
円
で
一
人
平
均
二
四
円
の
高
額
を
示
し
た
が、

(4)
こ
れ
は
前
年
に
比
べ
七
〇
%
の
増
加
で
、
町
立
中
学
校
新
設
、
東
小
学
校
改
築
な
ど
大
が
か
り
な
公
共
事
業
も
行
わ
れ、
商
工
業
界
も
活

気
を
見
せ、
こ
れ
に
平
行
し
て
旭
舘
通
り
な
ど
の
カ
フ
ェ
ー
な
ど
の
飲
食
店
も
盛
況
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
苫
小
牧
の
商
工
界
は
王
子
製
紙
の
経
済
力
に
左
右
さ
れ
て
い
た
の
で
、
王
子
製
紙
の
景
気
い
か
ん
が
苫
小
牧
の
商
工
業
の

景
気
を
決
定
づ
け
て
い
た
。
こ
れ
は
特
に
商
店
、
飲
食
店、
料
理
店
な
ど
に
敏
感
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
日
華
事
変
の
影
響
を
う
け
、
綿
製
品
な
ど
の
配
給
統
制
が
し
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
統
制
経

済
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

昭
和
初
期
の

そ
の
時
代
の
特
殊
性
と
そ
の
生
活
の
合
理
性
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
が
存
在
す
る
も
の
で、
こ
れ
が
お
互
い
に

商
業
の
特
殊
性
助
け
合
っ
て
社
会
を
構
成
し
、
人
間
生
活
が
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

た
て
いて
っ

こ
の
職
業
の
変
化
は
文
化
、
文
明
の
進
歩
に
よ
っ
て
敏
感
に
反
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
意
味
で
は
昭
和
初
期
と
いう
の
は

お
け

古
い
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
桶
屋
、
柾
屋
、
提
灯
屋
、
蹄
鉄
屋、
下
駄
屋、
人
力
車
・
客
馬
車
屋
、
馬
車
追
い、
籠
・
竹
・
木
工
・
針
金

ちょ
う
ち
ん

第
七
編
経
済
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細
工
業
な
ど
と
、
大
正
期
から
ぼ
つ
ぽ
つ
と
現
れ
は
じ
め
た
新
し
い
職
業
で
あ
る
時
計
屋
、
写
真
屋、
自
転
車
屋、
ラ
ジ
オ
屋
、
玉
突
き

ま
ー
じゃん

・
麻
雀
屋
、
カ
フ
エー
、
タ
クシ
ー
な
ど
が
共
存
し
、
特
異
な
時
代
で
あ
った
と
い
え
る
。
そ
し
て、
時
代
の
要
求
に
よ
っ
て
新
し
い
も

の
が
、
古
い
も
の
を
次
第
に
制
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

末
表
の
昭
和
初
期
の
主
な
職
業
数
で
は、
苫
小
牧
町
特
別
税
戸
数
割
人
名
一
覧
表
に
よ
っ
て
商
業、
運
送
業
な
ど
を
各
職
種
別
に
分
類

し
て
み
た
が、
い
わ
ゆ
る
物
販
業
で
も1
商
店
に
お
いて
販
売
す
る
も
の
、
行
商
に
よ
っ
て
販
売
す
る
も
の
、
2
直
接
問
屋
から
品
物
を

仕
入
れ
て
小
売
り
す
る
も
の
、
原
料
を
仕
入
れ
て
加
工
し
、
製
品
化
し
て
か
ら
販
売
す
る
も
の、
自
分
で
農
産
水
産
物
を
生
産
(あ
る
い

は
仕
入
れ)
し、
さ
ら
に
加
工
し
て
販
売
す
る
も
の
な
ど
各
種
に
わ
た
っ
て
い
る
が、
こ
れ
ら
の
う
ち
比
較
的
数
が
あ
っ
て、
な
じ
み
の

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
般
商
店
か
ら
分
離
し
て
計
上
し
た
。

一
般
商
店
に
は
雑
貨
店、
食
料
品
店
、
呉
服
衣
類
店、
酒
店、
金
物
店、
菓
子
店
な
ど
一
般
的
な
物
販
店
を
含
ん
だ
も
の
で
、
し
か
も

こ
う
し
た
大
店
か
ら
子
供
用
の
あ
め
玉
を
売
る
小
店
ま
で
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
階
層
の
店
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
り
、
日
雇、
行
商
な
ど

へ
の
転
換
も
は
げ
し
か
った
。
こ
の
種
の
商
店
は二
〇
〇
店
前
後
で
あ
っ
た
。
行
商、
古
物
商
は
五
〇
軒
か
ら
八
〇
軒
で
、
不
景
気
な
時

に
一
般
商
店
か
ら
の
転
落
も
あ
っ
て
増
加
し
て
い
る
が、
安
定
性
の
な
い
職
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

かん
ざ

こ
こ
で
も
う
少
し
各
職
種
ご
と
に
分
析
し
て
み
る
が、

一般
商
店
で
は
す
で
に
各
節
に
お
い
て
あ
げ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
多
少
変
わ
っ

て
い
る
も
の
だ
け
を
あ
げ
て
お
く
。
櫛
、
髪
差
し
、
口
紅
な
ど
婦
人
の
化
粧
品
や
糸
、
針
な
ど
の
日
用
品
を
置
い
て
い
た
「小
間
物
店
」、

が
さ

ほ
う
き
、
ざ
る
、
む
し
ろ
な
ど
の
道
具
や
嵩
物
を
売
っ
て
い
た
荒
物
店、
乾
魚、
塩
魚
を
売
る
「五
十
集
屋
」、箪
笥
、
机
、
箱
な
ど
の
よ

い
さ
ば

う
に
木
を
組
合
わ
せ
て
作
っ
た
家
具
類
を
作
り
売
る
「指
物
商」、
そ
の
ほ
か
「瀬
戸
物
屋
」
「金
物
店」

「鉄
葉
屋」
「茶
屋
」
「花
屋
」

さ
し
もの

ぶ
り
き

「
染
屋
」「
鋳
屋
」
「鋸
屋」
「メ
リ
ヤ
ス
屋
」
「飾
屋
」
「
薬
種
商
」
な
ど
で
あ
っ
た。
ま
た、
今
で
い
う
自
動
販
売
機
が
あ
っ
た
が、
こ
れ

は
子
供
用
で
一
銭
を
入
れ
る
と
、
チン
チ
ン
と
鳴
っ
て、
ア
メ
玉
が
で
て
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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と
ぎ

行
商
・
古
物
商
に
な
る
と、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
の
な
い
商
売
も
あ
る
が、
刃
物、
鋸
な
ど
の
「研
屋
」
キ
セ
ルの
竹
の
部

分
を
交
換
す
る
「ラ
オ
ス
ゲ
替
屋
」「豆

腐
売
り
」「餅
・
飴
売
り
」「青

竹
売
り
」「金

魚
売
り
」「
魚
菜
売
り
」ま
た、
特
色
あ
る
も
の
と
し
て

手
風
琴
を
鳴
ら
し
て
の
「オ
イ
ッ
チニ
の
薬
売
り」、チ

ー
チ
ー
・パ
ッパ
ァー
と
ラ
ッパ
を
使
っ
ての
「串
だ
ん
ご
売
り」
な
ど
が
有
名
で
あ
った
。

古
物
商
の
中
に
は
「古
着
屋
」
「物
品
貸
付
業
」
を
含
む
が、
物
の
少
な
い
時
代
で
あ
り、
庶
民
に
お
いて
は
こ
う
し
た
中
古
物
を
利
用

す
る
の
が
常
識
の
時
代
で
あ
った
。

下
駄
・
靴
商
で
は、
下
駄、
草
履
、
靴
を
含
み、
そ
の
店
の
特
質
に
よ
っ
て下
駄
屋
、
履
物
店、
靴
店
な
ど
と
い
っ
て
い
た
。
苫
小
牧

で
の
下
駄
専
門
店
は
明
治
四
十
二
年
、
開
業
の
五
加
藤
下
駄
店
と
思
わ
れ、そ

の
後
二
二
宮
下
駄
屋
、
福
原
下
駄
屋
、
加
藤
靴
店
が
大
正
十

年
の
大
火
前
に
そ
れ
ぞ
れ
開
業
し
て
い
る。
そ
し
て、
昭
和
六
年
に
は
一
六
軒
の
履
物
店
を
数
え
た
が、
七
年
の
不
況
に
よ
る
減
少
と
靴

屋
の
進
出
に
よ
る
下
駄
屋
の
整
理
に
よ
っ
て
同
十二
年
に
は
一二
軒
と
な
っ
た
。

牛
乳
販
売
で
は、
大
正
十
二
年
に
は
西
町
の
長
野
拡、
栄
町
の
中
村
拙
郎、
錦
多
峰の
河
上
七
蔵
の三
軒
で
あ
った
が
、
昭
和
に
入
っ

て
食
生
活
の
改
善
と
搾
乳
の
発
達
に
よ
り
増
加
し
て
い
っ
た
。

豆
腐
、
納
豆
業
は
わ
が
国
の
伝
統
的
な
食
品
産
業
で
あ
り
、
家
内
の
者
だ
け
で
生
産
販
売
出
来
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
極
め
て
古
い
時

代
か
ら
発
達
し
て
き
た
。
苫
小
牧
に
お
い
て
は
宮
城
県
から
の
移
住
民
で、
明
治三
十
五
年
に
来
苫
し
て
い
た
福
原
之
助
が
同
四
十
一

年
に
駅
前
で
製
造
販
売
し
た
の
が
は
じ
め
で
あ
っ
た
。
当
時
は二
、
三
の
掘
抜
井
戸
を
除
い
て
非
常
に
水
が
悪
く
、
こ
さ
な
い
水
は
醤
油

の
よ
う
に
茶
褐
色
を
し
て
い
て、
た
と
え
こ
し
て
も
カ
ナ
臭
さ
が
残
っ
て
お
り
豆
腐
製
造
に
も
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幸
い

苫
小
牧
駅
に
掘
抜
井
戸
が
あ
りこ
れ
を
利
用
し、
そ
の
後
駅
前
の
鉄
道
官
舎
前
に、
富
士
館
に、
池
田
木
材
店
に、

一区
掘
抜
井戸
組
合

に
と
掘
抜
井
戸
が
で
き
て、
距
離
的
に
は
だ
ん
だ
ん
近
く
な
っ
た
が、
「子
供
の
時
は
あ
そ
こ
か
ら
水
を
か
つ
い
だ
も
ん
で
す
。
営
業
用
も

家
庭
用
も
、
そ
れ
が
毎
日
の
仕
事
で
し
た
。
王
子
で
も
掘
抜
き
が
出
来
る
ま
で
会
社
の
幹
部
社
宅
で
は
水
汲
み
専
門
の
人
が
い
て、
八
軒

第
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史
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の
社
宅
に
配
っ
て
いた。」

水
に
問
題
が
あ
っ
た
。

5

そ
の
後、
斉
藤
勇
治
郎
が
明
治
四
十三
年
に
市
街
地
で
豆
腐
屋
を
開
業
し
、
市
街
地
に
も
掘
抜
井
戸
が
掘
ら
れ
て
水
の
問
題
が
解
決
す

る
と
、大
正
初
期
に
は
水
上
豆
腐
店、小

柳
豆
腐
店
な
ど
が
開
業
し
、
そ
の
後
も
増
加
す
る
一
方
で、
大
正
十二
年
に
は
納
豆
屋
を
合
わ
せ

九
軒、
昭
和
九
年
に
は
一
八
軒
を
数
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
初
期
の
苫
小
牧
の
豆
腐
は
多
少
カ
ナ
臭
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

小
柳
豆
腐
店
で
は、
木
炭
、
木
材
を
運
ん
で
来
た
馬
車
追
い
や
人
夫
た
ち
が、
竹
細
工
の
弁
当
箱
に
ご
は
ん
だ
け
を
入
れ
て
き
て
お
か

(6).
ず
に
は
生
豆
腐
を
買
っ
て
醤
油
を
か
け
て
食
べ
て
い
た
が、
山
に
入
っ
て
い
る
人
に
は
新
鮮
な
豆
腐
は
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
り
、
お
か
ず
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

畳
屋
に
つ
いて
は
大
正
初
期
と
思
わ
れ
る
が、大

正
三
年
、大
町二
条
通
り
の〈西支

店
吉
田
畳
屋
、
栄
町
の
阿
部
畳
屋
、
新
川
通
り
の
伊

藤
畳
屋
が
大
正
期
に
開
業
し
た
。
な
お、
〈西
支
店
と
は
吉
田
畳
屋
が
札
幌
の
〈西
畳
屋
から
の
れ
ん
分
け
に
よ
って
独
立
し
た
た
め
、
札
幌

の
本
店
に
対
す
る
支
店
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
お
菓
子
の
三
星
堂
支
店
が
小
樽
の
本
店
、
雑
貨
店
の
あ
南
支
店
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
畳
屋
は
そ
の
後
一、
二
軒
増
え
た
程
度
で
あ
っ
た
。

桶
は
水
汲
み、
洗
濯、
洗
面、
風
呂
、
漬
物、
お
鉢、
食
器
洗
い
用
な
ど
生
活
用
具
全
般
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
お
り、
製
造
販
売
を

原
則
と
し
主
に
注
文
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
初
期
に
開
業
し
た
大
通
り
の
松
井
桶
屋
が
最
も
古
く
、
そ
の
後
四
軒
と
な
っ
た
が、

昭
和
に
入
っ
て三
軒
と
な
り
変
動
は
な
か
っ
た
。

柾
屋
は
明
治三
十
年
代
か
ら
あ
り、
苫
小
牧
で
最
も
古
い
の
は
宍
戸
能
五
郎
で
、
間
も
な
く
山
崎
柾
屋
が
開
業
し
た
。
当
時
は
ト
タ
ン

屋
根
は
な
く
市
街
地
で
は
柾
屋
根
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
漁
場、
部
落
で
は
カ
ヤ
葺
き
が
多
か
っ
た
。
大
正
十
年
の
大
火
後、
苫
小
牧
町

は
ト
タ
ン
屋
根
に
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
が、
そ
の
下
張
り
に
は
柾
が
使
わ
れ
た
の
で
、
同
十
二
年
に
は
五
軒
と
な
り
、
昭
和
七
年
に
は

七
軒
ま
で
増
加
し
、
柾
職
人
も
増
え
た
が、
同
十
年
に
は
四
軒
に
減
少
し
、
小
規
模
柾
屋
の
減
少
が
目
立
っ
た
。
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ちょう
ちん

提
灯
は
電
気
の
な
い
時
に
は
今
の
懐
中
電
灯
み
た
い
に
使
わ
れ
て、
各
家
庭
で
は
一
つや二

つ
は
か
な
ら
ず
置
い
て
い
た
。
電
気
が
つ

い
て
か
ら
も
お
祭
り
と
か
お
盆
に
は
各
家
庭
で
ぶ
ら
さ
げ
、
紋
な
ん
か
も
入
れ
て、
注
文
し
て
作
ら
せ
て
い
た
。

紋
の
は
い
っ
て
いる
チ
ョ
ウ
チ
ン
を
持
っ
て
歩
いて
い
る
人
は、
ど
う
に
か
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
、
ど
う
に
か
暮
ら
せ
な
い
人
は
ま
る
ま
る
ス
イ
カ
み
た
い

の
に
竹
の
棒
を
付
け
て
「チ
ョ
ウ
チン
さ
ん
、
ぶ
ら
ぶ
ら
お
先
に
行
き
ま
し
よ
う
」
で
し
た
。
(佐
藤
ト
ワ
談)

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M
4
‒
苫
小
牧
の
昔
話
を
語
る
』
昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室)

苫
小
牧
で
は
明
治三
十
年
代
に
竹
内
重
吉
に
よ
って
提
灯
屋
が
経
営
さ
れ
て
お
り、
一般
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
出
稼
漁
場
の
提
灯
を
も

製
作
し
て
い
た
。

大
正
に
入
っ
て
竹
内
の
廃
業
が
あ
った
が、
李
久
治
郎
が
新
し
く
入
を
提
灯
店
を
経
営
し、
昭
和二
年
に
入
っ
て
旭
川
か
ら
移
住
し
た

長
縄
寅
雄
も
提
灯
業
を
開
始
し
、苫
小
牧
の
提
灯
製
作
販
売
店
は二
軒
と
な
っ
た
が、同

十二
年、左

の
廃
業
に
よ
り
再
び
長
縄
提
灯
店
だ
け

と
な
っ
た
。
長
縄
は
そ
の
後
も
提
灯
業
を
続
け
た
が
、
終
戦
を
迎
え
提
灯
だ
け
で
は
生
活
が
成
り
立
た
ず
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
兼
業
し
た

が、
同
二
十
七
年
に
提
灯
業
を
一
切
や
め、
苫
小
牧
か
ら
提
灯
業
が
つ
い
に
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。 (7)

蹄
鉄
・
鍛
冶
屋
に
つ
い
て
は、
明
治
初
年
の
記
録
で
勇
払
と
小
糸
魚
に
鍛
冶
屋
が
あ
っ
た
と
あ
り、
当
地
方
に
は
か
な
り
古
い
時
代
か

ら
幼
稚
で
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が、
鍛
冶
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
二
十
二
年
こ
ろ
に、自

由
民
権
運
動
を
経
験
し
て
苫
小
牧
に
や
っ
て
来
た
代
書
業
の
笠
松
立
太
の
記
録
に
よ
る
と
、
後
年
に
な
っ
て

吉
川
小
菊
と
い
う
鍛
冶
屋
の
娘
を
養
女
に
も
ら
った
と
あ
り
、
吉
川
鍛
冶
屋
は
市
街
地
の
草
分
け
と
思
わ
れ、
特
に
刃
物
の
名
人
と
し
て

知
ら
れ
、
馬
車
の
金
具
な
ど
も
行
い、
後
年
に
は
下
駄
ス
ケ
ー
ト
の
金
具
製
作
も
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
と
同
年
代
に
佐
々
木
甚三
郎
も
鍛

冶
屋
(鋸
研
ぎ
兼
業
)
を
開
業
し
、
明
治三
十
七
年三
月
に
は
岸
虎
市
が
馬
車
馬
橇
と
刃
物
類
の
仕
事
を
主
体
と
し
鉄
工
場
を
開
業
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
五
年
八
月
に
は
大
門
鉄
工
場
(馬
車
馬
橇)
が
、
同
十
二
年
五
月
に
は
内
海
鉄
工
場
(諸
機
械
修
繕
刃
物
類
)
が
開
業
し
、
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内海鉄工場での造船作業 (昭和16年)〔内海肇氏蔵〕

昭
和
七
年
に
は
大
小
の
鉄
工
場、
鍛
冶
屋、
蹄
鉄
屋
は
一三
軒
を
数
え
た
の
で
あ
る
。

蹄
鉄
専
門
屋
で
は、
明
治
四
十
二
年
に
大
巻
徳
太
郎
が
王
子
工
場
の
建
設
に
よ
り
多
く
の

馬
が
入
っ
て
来
て
苫
小
牧
で
の
蹄
鉄
の
仕
事
も
多
く
な
っ
た
た
め
、
白
老
か
ら
移
住
し
て
開

業
し
た
大
巻
蹄
鉄
屋
、
そ
の
後
に
油谷
蹄
鉄
屋
、
茅
森
蹄
鉄
屋
が
開
業
し
た
。
し
か
し
、
時

代
と
と
も
に
馬
も
少
な
く
な
り
、
戦
後
ま
で
続
い
た
の
は
茅
森
蹄
鉄
屋
だ
け
で
あ
っ
た
が、

ば
こ
れ
も
今
で
は
町
内
で
の工
場
を
や
め、
各
牧
場
へ
の
出
張
蹄
鉄
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

旅
館
・
宿
業
で
は
、
明
治
初
期
に
は
小
糸
魚
村
の
白
島
萬
吉
、
勇
払
村
の
西
川
健
助、
木

(0)

(9)
村
平
吉
が
そ
れ
ぞ
れ
旅
籠
経
営
と
記
録
に
あ
り
、
木
村
平
吉
一
件
書
類
の
中
に
当
時
の
献
立

に
よ
る
食
費
料
金
メ
モ
が
あ
り、
さ
し
み
、
御
吸
物、
め
し、
焼
魚、
貝
類
な
ど
と
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
人
び
と
に
よ
っ
て
宿
業
が
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
天
皇
行
幸
謹
録
を
見
る
と
、
苫
小
牧
で
の
御
書
行
在
所
と
な
っ
た
植
田
惣
吉
宅
は
旅
館
で
あ
り、
そ
の
後
水
島
新
五
郎
に
移
っ
て

か
ら
も
旅
館
を
続
け
て
い
て
、
明
治三
十
年
の
大
火
で
焼
け
る
ま
で
は
苫
小
牧
市
街
地で
の
最
も
古
い
旅
館
で
あ
っ
た
。
ま
た、
錦
多
峰

(錦
岡)
で
も
御
小
休
所
と
な
っ
た
太
田
又
兵
衛
宅
が
旅
館
で
あ
っ
た
。

御
書
行
在
所
ハ
植
田
惣
吉
氏
宅
ナ
リ
、
同
氏
ハ
當
時
相
當
ノ
有
力
者
ニ
シ
テ
旅
館
⇒
経
営
シ
居
レ
リ
、
一時
駅
通
ラ
モ
取
扱
ヘ
ル
コ
ト
ア
リ
、
光
栄
ア
ル
御

用
ラ
蒙
リ
タ
ル
首
肯
セ
ラ
ル
ル
ラ
得
ベ
シ
、
同
氏
ハ
其
後
他
ニ
移
轉
シ
其
邸
宅
ハ
水
島
新
五
郎
之
弓
譲
り
受
ケ
旅
館
経
営
ラ
ナ
シ
居
タ
ル
モ
明
治三
十
年
ノ

大
火
焼
失シ
、
其
後
苫
小
牧
ノ
元
老
石
垣
彦
三
郎
ノ
土
地
ト
ナ
リ
住
宅
ョ
構
ヘ
タ
リ
、(中

略)
御
小
休
所
ハ
太
田
又
兵
衛
氏
宅
ニ
シ
テ
旅
館
⇒
経
営シ
居
レ

リ、
茅
葺
平
屋
建ニ
テ
、
相
當
ノ
年
数
ラ
経
タ
ル
建
築
ナ
ル
モノ
ノ
如
シ

(『苫
小
牧
町
史』

昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)
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明
治二
十
五
年
八
月
、
北
海
道
炭
砿
鉄
道
室
蘭
線
が
開
通
し
て
苫
小
牧
駅
が
開
業
す
る
と
、
駅
前
に
も
次
第
に
人
家
が
増
え
は
じ
め
、

同三
十
年
代
の
終
わ
り
こ
ろ
に
は
旅
館、
運
送
店
な
ど
一
〇
軒
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旅
館
で
は
矢
部
新
蔵
の
丸
メ
旅
館、
伊
藤
四

郎
の
藤
館
(富
士
館)
川
合
辰
五
郎、
太
田
源
兵
衛
の
木
賃
宿
な
ど
が
あ
っ
て
、
市
街
地
に
は
山
田
旅
館の
ほ
か、
中
山
清
作の
可
中
山

旅
館、
小
野
旅
館、
相
馬
旅
館、
水
嶋
旅
館、
野
田
旅
館、
松
井
旅
館
の
馬
宿、
木
賃
宿
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
った
。
沼
ノ
端
で
は
明
治三

十
五
年
に
荒
井
富
治
が
旅
館
経
営
を
は
じ
め
て
い
る
。

岡 本 旅 館(駅前通り現銀屋の位置)
(昭和10年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

大
正
十
二
年
に
は
一三
軒
の
旅
館
で
あ
っ
た
が、
そ
の
主
な
も
の
は
苫
小
牧
で
は

富
士
館、
越
後
屋、
北
海
館、
岡
本
旅
館、
富
士
館
支
店、
沼
ノ
端
の
荒
井
旅
館、

後
藤
旅
館
な
ど
あ
っ
た
が、
沼
ノ
端
は
北
海
道
鉄
道
の
分
岐
点
で
あ
り、
鉄
道
建
設

と
開
通
に
よ
り
人
の
往
来
も
は
げ
し
く
、
旅
館
業
も
古
く
か
ら
栄
え
た
地
で
あ
っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
旅
館
数
は
急
増
し
た
が、
駅
前
通
り
、
錦
町
の
一
般
旅
館、
そ
れ
に

栄
町、
大
町
の
馬
宿
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

昭
和
八
年
に
は
苫
小
牧
の
旅
館
数
は
大
小
を
合
わ
せ
二〇
軒
を
超
え
た
が、
富
士

館
を
除
い
て
は
立
派
な
も
の
は
少
な
く
木
賃
宿
、
馬
宿
程
度
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

中
に
は
経
営
者
の
代
わ
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が、
半
天
を
着
て
主
人
や
番
頭
が
駅
に

出
て
客
引
き
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
った
。
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(『特
別
税
戸
数
割
賦
課
人
名
書
』
昭
和
九
年
苫
小
牧
町
、
『
苫
小
牧
町
案
内
図
』
昭
和
九
年

苫
小
牧
商
工
会
よ
り
作
成)

鈴 花 矢 松

馬
宿

木 川 野旅 旅
館館
坂旅館

房
州
屋
旅
館

昭
和
館

大
正

越
前
屋
旅
館

向
井
旅
館

大
三
旅
館

富
士

館
先
田
秀
吉

旅
館
名

鈴
木
清
吉

花
川
源
次
郎

矢
野
平
蔵

松
坂
清
二
郎

大
和
田
長
太
郎

小
原
亀
太
郎

坂
本
才
之
助

中
谷
栄
治
郎

向
井
睦
吉

三
原
太
郎
市

表
町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町

福
島
屋
旅
館

所
在
地
旅

館
名
|

瀬
戸
旅
館

つ
た
や
旅
館

荒 安 鶴
谷

旅 旅 旅館
磯
部
た
か

旅
館

大
岡
佐
一
郎

洋
館

村
上
重
蔵

亀
谷戸 森 井 藤
光
義

亮 乃 治 カ

一
條

テ
ル

経
営

者
所
在
地

沼
ノ
端

沼
ノ
端

沼
ノ
端

錦
多
峰 多

本 大 栄 王 表 表
子

峰 町 町 町 町 町 町

経
営

者
|

栄 栄 栄 錦 錦 錦 錦 錦 表字

井 藤
旅
館 館 館

瀬 蔦荒 安

鶴
谷
与
三
郎

大
野
清
太
郎

丸 磯 大 東
山 部 岡

雪 富 タ
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�
金
安吉 �雜物洋

セあづまや(大正14年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

振 膽 【日曜土〕 號六 十二 百 三第 【四】

染�正いざ下文注御非是は天神入印 旗、森
、城

印
入
祥
天

店
主
成
田
宇
吉
郎
は

染

御
紋
付
絹
布
洗
張

名
入
染
專
業

名
入
手
拭

定クリーニングの新聞広告 (昭和9年)〔堀江敏夫蔵〕

�之行流 確正日

WE
十
六
ン
洋
服店

ライオン洋服店 (大正14年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

風
呂
屋
で
は
明
治三
十
九
年
ま
で
倉
嶋
の
経
営
す
る
『松
の
湯
』
一
軒
で
あ
っ
た
が、
王
子
製
紙
の
工
場
建
設
が
進
展
す
る
に
し
た
が

い
増
え
は
じ
め
、
同
四
十三
年
に
は
五
軒、
昭
和
に
入
る
と
一〇
軒
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

理
髪
で
は
野
本
床
屋
が
一
番
古
く
、
続
い
て
赤
根
谷
理
髪
店
で、
婦
人
の
髪
結
屋
と
合
わ
せ
る
と
か
な
り
の
数
に
達
し
、
大
正
期
に
は

二
〇
軒
と
な
り
、
横
山
理
髪
館の
よ
う
に
モ
ダン
な
建
物
も
あ
っ
た
。

昭
和
七
年
に
は三
三
軒
で
あ
っ
た
が、
八
年
以
降
や
や
減
少
し
同
十二
年
に二
四
軒
と
な
っ
た
。

洗
濯
業
で
は
広
野
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
染
物
で
は
宇
佐
美
染
物
屋
が
最
も
早
く、
そ
の
後
に
染
物
と
洗
濯
業
を
兼
ね
た
庭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
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苫
小
牧
市
史
下
巻

木炭店 (大正14年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

旭館通り (昭和15年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕
9 年のスポーツ萬年筆・修理・改造

部 屋を御利用下さい
特 別 奉 仕

食門窗商店い屋 大杯 都是萬年筆病院

標商綠豆

大
丸
屋

人
惠
医
家
店

人
玉
子
蛋糖

「
小
牧
の
名
も
珍
味
中
の
な
味

新
婚
旅

カ
フ
ェ
ー
モ
リ
ヤ
9ロ

りよ日本

科

無
料
砂
防
注

・食校社料送荣

上
片
不
出

電
話 電
店

眼
科
学
武
郎

小
兒
科
寶買
高
柳

当時の新聞広告 (昭和9年)〔堀江敏夫蔵〕

店
が
開
業
し
、
昭
和
八
年
に
は
五
軒
と
な
っ
た
。

仕
立
・
和
裁
業
は
洋
服
・
和
服
の
仕
立
販
売
業
で、
堂
た々
る
店
舗
を
か
ま
え
る
も
の
か
ら
、
内
職
的
な
も
の
を
除
き、
仕
立
請
負
も

含
み
二
〇
軒
前
後
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
工
業
学
校、
苫
小
牧
高
等
女
学
校
の
開
校、
そ
れ
に
給
料
生
活
者
が
多
い
こ
と
か
ら
大
正
末
期
よ
り
急
激
に
下
宿
業
が
増
加
し

昭
和
七
年
に
は
不
況
も
手
伝
っ
て二
五
軒
に
増
え
る
よ
う
に
な
り
、
大
規
模
な
下
宿
業
者、
間
貸
業
者
も
あ
っ
た
。

明
治
ま
で
は
薪
炭
専
業
者
は
な
く
雑
貨
店、
荒
物
店
な
ど
で
あ
っ
た
が、
苫
小
牧
が
町
制
を
し
く
大
正
七
年
こ
ろ
か
ら
薪
・
木
炭
専
門
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樋口時計店 (大正4年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

店計時庭秋
式一類� 銀 ��

秋庭時計店 (大正14年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

店計時井酒

酒井時計店 (大正14年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

の
販
売
店
が
出
現
し
た
。
同
十
二
年
に
は
一
〇
軒
を
数
え、
昭
和
に
入
る
と
小
保
方
運
送
店
は
石
炭
販
売
を
行
う
こ
と
に
な
り、
薪
、
木

炭
、
石
炭
の
販
売
が
行
わ
れ
た
。

玉
突
き
、
麻
雀
な
ど
の
遊
戯
娯
楽
で
は、
玉
突
き
が
早
く、
大
正
十
二
年
の
記
録
に
本
町
の
樋
口
時
計
店
裏
に
お
い
て
伊
藤
栄
吉
が
千

登
利
軒
撞
球
場
を
開
業
し
て
お
り、
大
火
以
前
に
玉
突
き
は
あ
っ
た
も
のと
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
昭
和
に
入
っ
て
麻
雀
荘
も
登
場
し
、

苫
小
牧
で
の
遊
戲
場
は三
軒
か
ら
四
軒
と
な
っ
た
。

ぱ
く
ろう

牛
馬
商
は
い
わ
ゆ
る
馬
喰
(牛
馬の
売
買と
周
旋)
と
馬
具
商
で
あ
る
。
苫
小
牧
で
は
古
く
から
馬
市
・
牛
市
が
行
わ
れ
て
お
り、
牛
馬
の
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苫
小
牧
市
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売
買
も
盛
ん
で
こ
れ
に
関
す
る
職
業
(馬
喰
・
馬
宿
・
糶
人)
が
発
達
し
て
い
た
。

苫
小
牧
に
お
け
る
本
格
的
な
牛
馬
商
は、明

治二
十
年
に
勇
払
郡
産
馬
改
良
組
合
を
作
っ
て
そ
の
頭
取
に
な
っ
た
川
村
亀
吉
で
あ
った
。

川
村
は
苫
小
牧
川
の
河
口
一
帯
や
植
苗
地
区
に
大
牧
場
を
持
っ
て、
当
時
の
勇
払
郡
の
実
力
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
が、
植
苗
の
牧
場
経

営
で
は
失
敗
し
、
返
地
命
令
を
う
け
た
。

そ
の
後、
港
定
吉
、
写
中
山
嘉
十
が
有
名
で、
何
十
頭
と
いう
馬
を
ひ
い
て
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
馬
は
当
時
の
重
要
な

交
通
運
搬
機
関
で、
早
来
や
日
高
か
ら
木
炭
や
薪
を
運
び
、
馬
宿
に
泊
ま
っ
て
い
た
。

中
山
さ
ん
、
元
町
の
と
こ
ろ
に
い
て、
植
苗
に
も
牧
場
を
持
っ
て
い
た
が、
こ
の
人
の
馬
と
い
う
の
は
苫
小
牧
の
産
業
で
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
。
中
山

さ
ん
が、
何
十
頭
と
い
う
馬
を
引
いて
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
が、
あ
の
馬
喰
と
し
て
馬
を
買
う
経
済
的
な
力
と
い
う
も
の
は
大
し
た
も
の
で
す
。(門

脇
松
次
郎
談)

(『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M.04‒

苫
小
牧の
昔
話
を
語
る
』
昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室)

馬
具
商
で
は
大
正
初
期
に
開
業
し
た
歌
代
馬
具
店
が
専
門
店
と
し
て
は
最
も
古
く
、
そ
の
ほ
か
小
規
模
な
も
の
や
兼
業
に
よ
る
馬
具
店

も
あ
っ
た
が、
当
時
の
特
色
あ
る
職
種
の
一
つで
あ
っ
た
。

苫
小
牧
で
の
時
計
店
は
、
大
正
二
年
に
樋
口
英
行
に
よ
り
大
通
り
に
て
開
店
し
た
樋
口
時
計
店
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以

前
に
は
時
計
店
は
な
か
っ
た
が、
桜
井
常三
郎
が
時
計
修
理
業
を
営
ん
で
い
た
。
樋
口
は
青
森
県
の
生
ま
れ
で、
父
が
屯
田
兵
と
し
て
札

幌
山
鼻
村
に
入
っ
た
が、
時
計
師
に
な
る
べ
く
札
幌
の
中
野
時
計
店
に
入
り
、
さ
ら
に
東
京
瑞
西
時
計
塾
な
ど
に
学
ん
だ
後
、
苫
小
牧
に

て
独
立
開
業
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で、
同
四
年
の
富
沢
時
計
店、
同
十
年
の
秋
庭
時
計
店、
角
田
時
計
店
、
同
十
三
年
の
酒
井
時

計
店
な
ど
大
正
期
に
開
業
し
た
主
な
時
計
店
で
あ
っ
た
。

昭
和
に
入
る
と
修
理
店
も
出
来
て
増
え、
同
十
二
年
に
は
一〇
軒
と
な
っ
た
。
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ラジオ放送許可証 (大正14年)
〔苫小牧市青少年センター蔵〕

ラチオー りう

◎
卓
越
せ
る
性
能

◎
分
離
性
に

◎
遠
距
離
受
信
に

職
安
と
異
な
る
特
價
の
値
段

�三
天
才
電
機蓄
音
器

ラジオ店の新聞広告 (昭和9年)
〔堀江敏夫蔵〕

苫
小
牧
で
ラ
ジ
オ
が
放
送
さ
れ
た
の
は
大
正

十
四
年
十
一
月
で
あ
っ
た
が、
ラ
ジ
オ
店
の
方

は
そ
れ
よ
り
二
年
ほ
ど
後
の
昭
和
初
年
に
柴
田

運
太
郎
が
ラジ
オ
店
を
経
営
し
、
次
い
で
同三

年
七
月
に
伊
藤
勝
次
が
ラジ
オ
・
レ
コ
ー
ド
店

を
開
業、
そ
の
後
有
坂
ラ
ジ
オ
・
レ
コ
ー
ド
店

も
開
業
し
て
同
十
年
に
は
四
軒
と
な
っ
た
。

ナ
ナ
ホ
ラ
・
サ
ン
ダ
ー

世
�
、
國
具
區
分
�
一丸

日
本付

苫
小
牧
で
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
の
は
私
の
と
こ
ろ
が

最
初
で、
駅
前
の
君
嶋
祖
傅
さ
ん
が
紹
介
し
て
く

れ
た
も
の
で、
苫
小
牧
に
は
全
く
売
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
う
ち
の
ラ
ジ
オ
を
見
て
こ
れ
は
い
い

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
高
松
歯
医
者
さ
ん
も
買
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
苫
小
牧
に
は二
台
の
ラ
ジ
オ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
の
愛
宕

山
に
放
送
局
の
で
き
た
直
後
の
こ
と
で
大
正
十
四
年
で
し
た
ね
。
そ
の
と
き
の
東
京
放
送
局
聴
取
許
可
番
号
が
札
幌
通
信
局
一
七二
番
で
し
た
か
ら
道
内
で

も
早
い
方
だ
っ
たら
し
い。
ア
メ
リ
カ
製
の
電
池
式
スー
パ
ー
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
と
か
で、
五
百
何
十
円
で
し
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
高
い
も
の
で
し
た
。
何
し

ろ
発
信
が
東
京
で
し
た
か
ら
夜
し
か
は
い
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

(『と
ま
こ
ま
い
昔
が
た
り
ー
山
下
正
』
昭
和
四
十
八
年
録
音
テ
ープ
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
蔵
)

自
転
車
は
大
正
に入
っ
て
か
ら
町
民
の
間
で
爆
発
的
な
人
気
を
得
た
が、
そ
の
最
も
大
き
な
理
由
と
し
て
自
転
車
専
門
店
の
開
業
と
自

転
車
競
走
の
実
施
に
よ
る
自
転
車
の
普
及
が
あ
げら
れ
る
。
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苫
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下
巻

店車轉自田戸

戸田自転車店 (昭和2年)〔戸田博蔵〕

苫
小
牧
に
お
け
る
最
初
の
自
転
車
専
門
店
は
大
正
四
年
に
戸
田戸
一
郎
に
よ
っ
て、
大
通
り
幸
町
に
開
業
し
た
戸
田
自
転
車
店
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
同
七
年
に
は
長
内
自
転
車
店
が
開
業
し
、
大
火
以
前
の
自
転
車
店
は二
軒
で
あ
っ
た
。

道
内
各
地
で
は
自
転
車
競
走
の
盛
ん
な
こ
ろ
で
、
苫
小
牧
で
も
結
構
人
気
が
あ
っ
た
。
主
催
者
は
ま
ず
町
の
有
志
を
回
っ
て
寄
付
を
集
め、
段
取
り
を
つ
け

る
。
場
所
は
競
馬
場
の
中
の
グ
ラ
ン
ド
で、
後
に
西
小
の
グ
ラ
ン
ド
に
移
っ
た
。
さ
て
、
競
技
当
日
に
な
る
と
主
催
者
側
で
は
ザ
ル
を
持
っ
て、
次
の
レー

ス
内
容
を
ふ
れ
な
が
ら
客
の
間
を
ね
り
歩
き
、
客
は
そ
れ
ぞ
れ
ザ
ル
の
中
に
お
金
を
入
れ
る
。
そ
の
金
が
選
手
の
賞
品
に
な
る
ん
だ
。
だ
か
ら
今
の
競
輪
の

よ
う
な
車
券
も
な
く
、
勝
利
者
を
賭
け
る
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

選
手
は
函
館
や
奈
井
江
の
よ
う
な
所
か
ら
も
集
ま
り
、
苫
小
牧
で
は
戸
田
君
(自
転
車
店
)
や
野
村
君
(雑
品
屋
)
な
ど
が
出
場
し
た
が、
速
い
選
手
で
人

気
が
あ
っ
た
。
色
と
り
ど
り
の
帽
子
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
そ
れ
に
競
走
車
は
で
き
る
だ
け
軽
く
と
い
う
こ
と
で
、

車
輪
の
リ
ム
は
全
部
木
製
だ
っ
た
。
苫
小
牧
で
の
自
転
車
競
走
は
大
正
七
年、
八
年
こ
ろ
か
ら
だ
と
思
う
。

大
正
時
代
の
自
転
車
で
は
ラ
ジ
と
い
う
外
国
製
の
が
有
名
だ
っ
た
が、当

時
の
日
本
人
の
体
格
に
は
ち
ょ
っ
と
大
き

過
ぎ
た
ね
。国
産
で
も
安
い
の
は二
十
五
円
か
ら
あ
り
、高
級
で
は
四
十
五
円
か
ら
七
十
五
円
だ
っ
た
か
ら
、
だ

れ
で
も
買
え
る
物
で
は
な
か
っ
た
。子
供
向
け
の
貸
自
転
車
が
あ
っ
て、こ

れ
で
さ
え
も
一
時
間三
十
銭
だ
っ
た
。

(『と
ま
こ
ま
い
昔
が
た
り
33野
村
国
雄』

昭
和
四
十
八
年
広
報
と
ま
こ
ま
い)

昭
和
に
入
っ
て
時
代
の
進
展
と
と
も
に
自
転
車
店
も
増
え、同

八
年
に
は
遠
山
満
蔵(錦

町
)、長

内
政
雄
(大
町
)、
柿
崎
由
松
(大
町)、

戸
田
戸
一
郎
(本
町)、

野
村
国
雄
(元
町
)、
大
森
長

七
(沼
ノ
端
)
の六
軒
と
な
り
、
中
に
は
オ
ー
ト
バ
イ
を
取
り
扱
っ
た
自
転
車
店
も
あ
っ
た
。

苫
小
牧
で
の
写
真
屋
に
つ
い
て
は、
明
治
四
十
四
年
発
行
の
苫
小
牧
村
勢
一
班
に
同
四
十
年、

四
十
一
年
一
軒、
同
四
十二
年三
軒
、
同
四
十三
年
二
軒
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、明
治
四
十
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年
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
松
尾
写
真
屋
(松
尾
森
太
郎
)、
喜
望
館
(宇
佐
美
常
次)
の二
軒
は
明
治
末
期
から
の
写
真

屋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が、
も
う
一
軒
は
不
明
で
お
そ
ら
く
は
一年
未
満
に
て
廃
業
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

苫
小
牧
へ
大
正
五
年
に
き
て
一
年
ば
か
り
王
子
に
勤
め、
そ
れ
か
ら
大
通
り
に
面
し
た
本
町
の
一
角
(喜
楽
座
の
西
側
に
寄
っ
た
す
じ
向
か
い
の
所)
で
写

真
屋
を
開
業
し
た
。
す
で
に
私
が
開
業
す
る
数
年
前
か
ら
松
尾
さ
ん
が
大
町
の
大
通
り
で
、
ま
た、
本
町
の
今
の
三
輪
歯
科
医
院
さ
ん
の
あ
た
り
で
喜
望
館

が
や
っ
て
お
ら
れ、
写
真
屋
と
いっ
て
も
別
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
王
子
の
給
料
に
合
わ
せ
た
ん
で
し
よ
う
が、
写
真
撮
影
の
値
段
は
四
十
五
銭
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が、
私
が
開
業
す
る
と
い
う
話
を

聞
い
て
あ
の
場
所
(当
時
の
苫
小
牧
で
の
繁
華
街
)
で
の
開
業
だ
か
ら
お
客
さ
ん
も
集
ま
る
だ
ろ
う
、
新
規
開
業
だ
か
ら
値
段
の
方
も…
…
と
い
う
よ
う
な

思
惑
か
ら
二
軒
の
写
真
屋
さ
ん
で
は三
十
五
銭
に
値
下
げ
す
る
と
い
う
チ
ラ
シ
を
回
し
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
物
価
も
少
し
上
が
り
気
味
の
こ
ろ
で、
い
ろ

い
ろ
と
計
算
し
た
結
果
、
私
は
五
十
銭
で
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
他
の二
軒
も
再
び
四
十
五
銭
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

開
業
の
と
き
用
意
し
た
写
真
機
は
、
オ
ー
レン
サ
ッ
ク
・
ボ
ル
タ
ー
シ
ュ
と
いう
十
イ
ン
チ
F
5
の
ア
メ
リ
カ
製
の
レ
ン
ズ
と
、
キ
ャ
ビ
ネ
の
組
み
立
て
と

の
組
み
合
わ
せ
で
値
段
は
一
式
四
十
円
、
当
時
と
し
て
は
最
低
の
も
の
で
し
た
。

(『と
ま
こ
ま
い昔
が
た
り
5
佐
藤
善
太
郎
』
昭
和
四
十
七
年
広
報
と
ま
こ
ま
い)

こ
の
よ
う
に
、
大
正
六
年
に
佐
藤
善
太
郎
が
写
真
屋
を
開
業
し
て、
苫
小
牧
の
写
真
屋
は三
軒
と
な
っ
た
。
だ
が
、
昭
和
に
入
っ
て
喜

望
館
が
廃
業
す
る
と
和
田
義
貞
が
開
業
し、
し
ば
ら
く
の
間三
軒
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後
に
お
い
て
石
井
千
之
、
推
谷
美
代
吉、
二
瓶
久

雄
な
ど
も
写
真
屋
を
開
業
し
、
同
九
年
以
降
四
軒
と
な
っ
て
いた
。

な
お、
本
項
に
お
いて
取
り
上
げ
な
か
っ
た
職
種
に
つ
いて
は、
苫
小
牧
市
史
下
巻
の
各
編
に
お
いて
別
個
に
扱
っ
て
いる
の
で
、
こ

こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。
各
編
参
照
の
こ
と
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昭
和
初
期
に
お
け
る
主
な
職
業
数

職
種

仕
立
・
和
裁
業

洗
濯

業
理
髮
・
髪
結
業

風
呂

屋
旅
館
・
宿
業

蹄
鉄
・
鍛
冶
屋

灯
屋

屋 屋 屋 屋 屋

豆
腐
納
豆
屋

牛
乳
販
売

飲
食
・
料
理
店

写
真

屋
自
転
車
商

下
駄
・
靴
商

蓄
音
機
店

時
計

店
ラ

ジ
、
ジ
オ
・

古
物
・
行
商

一
般
商
店

年
次

一
八 四

二
一 六
一
三三

八 一 五 四 四 九 三 二 四 一 九 |四 四

二
四 三

二
〇 一二 一九

一九 八 二 六 三
四 五 三 四

一
一 二 七

八
一

五
年

一
八

二
〇 一二

一八 三

一 七 三 五 三 七 八 三 五

三 二 六
八
二

一九三 七
年

一 1

一 一
一 三 四

六 六 七 〇 四 六 〇三 八

八三
二
〇
八
八
年

二
〇 五

二
九
一
一

11 111 二六 三 六 八 六 二 五 六 〇 三 八

六
八

二二
七

九
年

二

二 五

二
七
一
一

一
八 一二四三五 六 七 八四 五 六

一二

四 九

七
二

二
三
一

一〇
年

二
六八 三 四一二八一四 三 六 五 七 四 五 六二四〇

七
〇

二
三八
一二
年

三
六 九 二 六 三 四 一 五 九 三 五 六 二 八

六
九

二〇
一
六
年

三
四 三

三
三 三

二
一 三

二
一

二
一
六一
一

三
五
1四

五 四 四 四

二 11 五
五
一

二
四三

昭
和
四
年

1
C

二 四 三 五 〇

三 五

一八
四

大
正
一
二
年
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下
宿
・
間
貸
業

馬 夕 車 運 牛 遊 遊 金 質 薪
車 ク 屋
、客人送 馬 郭 玉 貸追 ン馬力 突

い !車車店 商 業 き 業 屋 業

薪
・
木
炭
業

一〇
一

1三 六 四 一 三 五 〇 五

九
三

三 三 六七〇三六ー一八

六
六

三 三 四 六 八 二 六 二 〇 七

六
六

三 三 四 七 七 三 六 二

一二 二
五

七
四

三 二 四 六 七 三 六 二

一四
二
六

五
〇

三 二 四 六 七 四二二四

六
五

三 一 四 五 七 二 三

二 一三
二六
一

三 一 四 五 六 三

二 二

四 四

五五 三 一 四 六 六 三 ー ニ四三

(『苫
小
牧
町
特
別
税
戸
数
割
賦
課
人
名
一
覧
表
』
ー
各
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成
)

飲
食
店

苫
小
牧
地
方
の
飲
食
店
の元
祖
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
イ
ワシ
の
出
稼
人
や
通
行
人
相
手
に
は
じ
め
ら
れ
た
出
張
茶

の
繁
栄
屋
で
「
箱
館
よ
り二
八
取
多
く
出
来
り
居
て
鰯
小
屋
多
き
が
故
に、
小
商
人
並
に
茶
屋
様
之
も
の
も
出
張、
其
繁
華
な
る
こ

と
は
東
部
第
一
番
也
」
と
弘
化二
年
に
こ
の
地
方
の
視
察
に
来
た
松
浦
武
四
郎
も
記
録
し
て
い
た
。

明
治
に入
っ
て
苫
小
牧
村
が
勇
払
村
に
代
わ
っ
て
こ
の
地
方
の
中
心
地
に
な
る
と
、
商
店
も
こ
の
地
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て、
こ
の
地
は
交
通
上
の
起
点
で
も
あ
っ
た
か
ら
ち
よ
っ
と
し
た
料
理
屋
な
ど
も
で
き
て
は
い
た
が、
人
口
も
わ
ず
か
一、
〇
〇
〇
人

た
ら
ず
の
一寒
村
に
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
の
飲
食
店
が
本
格
的
に
繁
栄
す
る
の
は
、
王
子
製
紙
の
進
出
後
の
こ
と
で、
建
設
人
夫
な
ど
の
流
入
に
よ
っ
て
、
小
料
理
屋
、

飲
み
屋、
遊
郭
な
ど
が
急
速
に
発
展
し
、
谷
川
亭
、
西
川
亭
な
ど
の
料
亭
も
出
来
た
の
で
あ
る
。
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私
が二
度
目
に
苫
小
牧
に
行
っ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
か
翌
年々
(明
治
四
十
一
年
か
四
十二
年
)
で
あ
っ
た
と
思
う
。
苫
小
牧
工
場
の
建
設
が
進
む
に
つ
れ

予
算
が
超
過
し
て
困
る
と
いう
事
情
が
お
こ
っ
て、
三井
合
名
管
理
部
理
事
で、
王
子
製
紙
の
会
長
で
あ
っ
た
朝
吹
英二
さ
ん
が
調
査
の
た
め
に
東
京
か
ら

は
る
ば
る
や
っ
て
来
ら
れ
た
が、
三井
物
産
の
木
材
部
長
と
し
て
小
樽
に
駐
在
し
て
い
た
私
が
そ
の
案
内
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
苫
小
牧
に
行
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
は
朝
吹
さ
ん
を
醤
油
の
よ
う
な
谷
地
水
の
風
呂
に
入
れ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
と
い
う
の
で
、
駅
前
の
宿
を
さ
け
て
、
労
務
者
な
ど
が
遊
び
に
行

く
料
理
屋
に
案
内
し
た
が、
そ
の
料
理
屋
の
お
主
婦
さ
ん
が
「私
の
家
は
板
壁
で
は
な
く、
ご
覧
の
と
お
り
塗
り
壁
で
す
。
苫
小
牧
で
塗
り
壁
の
あ
る
の
は

私
の
と
こ
ろ
だ
け
で
す
」
と
い
って
壁
を
非
常
に
自
慢
し
て
い
た
。
ま
た
風
呂
も
谷
地
水
を
一々
こ
し
て
使
用
し
て
い
た
か
ら
普
通
の
水
の
よ
う
で
、
気
持

ち
が
悪
く
な
か
っ
た。

(藤
原
銀
次
郎
筆)

(『小
保
方
卯
市
翁
の
回
顧』

昭
和二
十
八
年
小
保
方
卯
市
翁
伝
記
刊
行
会)

こ
の
藤
原
銀
次
郎
の
話
で
は
、
明
治
四
十
年
五
月
に
は
じ
め
て
苫
小
牧
に
来
た
時
に
駅
前
の
旅
館
に
泊
ま
っ
た
が、
こ
こ
の
風
呂
が
谷 や

地
水
で
、
ま
る
で
醤
油
の
よ
う
な
色
を
し
て
い
た
。
こ
れ
で
は
当
時
王
子
製
紙
株
式
会
社
会
長
の
職
に
あ
っ
た
朝
吹
英
二
を
こ
の
風
呂
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と、
そ
の
宿
を
料
理
屋
に
し
た
が
、
そ
こ
が
苫
小
牧
で
は
唯
一
軒
の
塗
り
壁
の
家
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
の
知
っ
て
い
ると
こ
ろ
で
は、
谷
川
さ
ん
、
中
央
院
の
前
の
と
こ
ろ
で
す
が、
あ
れ
が
苫
小
牧
で
一
番
で
し
た
。
芸
者
衆
も
沢
山
い
た
。
そ
れ
から
、
西

川
さ
ん
、
こ
の
西
川
さ
ん
の
脇
か
ら
ず
う
っ
と
女
郎
屋
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
八
軒
位
あ
っ
た
よ
う
で
す
が…
…
。
小
さ
な
飲
み
屋
と
い
う
の
は
沢
山
あ
り
ま

し
た
。
橋
(苫
小
牧
橋)
の
た
も
と
の
と
こ
ろ
に
ご
ち
ゃご
ち
ゃ
と
、
女
を
置
い
て
ね…
…
。
こ
こ
に
は
日
雇
い
と
か
王
子
の
職
工
が
行
っ
て
い
た
よう
だ
。

(『渡
辺
ツ
ネ
さ
ん
に
聞
く
』
昭
和
四
十
九
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
27)

こ
う
し
て
苫
小
牧
の
飲
食
店
は
、
王
子
製
紙
の
建
設
、
操
業
を
契
機
と
し
て
発
達
し
、
王
子
製
紙
と
の
商
取
引
の
あ
っ
た
大
商
店
は、

そ
の
利
潤
の
一
部
を
料
理
屋
に
つ
ぎ
込
み、
職
工
、
日
雇
人
夫
も
そ
れ
ぞ
れ
小
料
理
屋、
一杯
飲
み
屋
に
お
金
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
時
代
に
は
、
西
川
亭
、
谷
川
亭
、
旗
亭
喜
楽、
旗
亭
花
月、
料
亭
さ
く
ら
川、
料
亭
新
喜
楽
な
ど
は
大
料
理
屋
と
し
て
成
長
し
て
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料理屋 喜楽(大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

料理屋 花月 (大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

川 楼

料理屋 桜川 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

株式会社 苫小牧見番 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

料理屋 西川 (大正4年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

今はあい

1

旗亭 いろは亭 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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い
た
。
ま
た、
大
正
六
年
十二
月
に
は
芸
妓
置
屋
と
し
て
の
『株
式
会
社
苫
小
牧
見
番
』
を
資
本
金
一
万
円
で
設
立
し、

一時
に
四
〇
人

を
超
え
る
芸
妓
を
抱
擁
し
た
時
代
も
あ
り
、
苫
小
牧
の
花
柳
界
を
さ
さ
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

一方
食
堂
の
方
は
、
明
治
期
に
は
駅
前
の
待
合
所、
旅
館、
食
堂
、
そ
ば
屋
な
ど
が
中
心
で
あ
っ
た
が、
大
正
期
に
は
西
洋
料
理
の
進

出
が
あ
っ
た
。
そ
し
て、
料
亭
、
小
料
理
屋
の
日
本
料
理、
西
洋
料
理
、
中
華
料
理、
す
し
屋、
そ
ば
屋、
そ
れ
に
待
合
な
ど
多
種
多
様

に
な
っ
て
い
っ
た
。

先
代
十
治
郎
は
明
治
十
七
年
生
ま
れ
で
早
く
か
ら
横
浜
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
修
業
を
積
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
西
洋
料
理
を
提
供
す
る
店
は、
例
え
ば
上
野

の
精
養
軒
の
よ
う
に、
た
い
が
い
屋
号
に
軒
や
亭
の
字
が
つ
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

屋
号
は
ち
ょ
っ
と
思
い
出
せ
ま
せん
が、
父
が
い
た
店
は
こ
の
道
の
草
分
け
で
か
な
り
有
名
だ
っ
た
ら
し
く
、
明
治
四
十
四
年
と
思
い
ま
す
が、
大
正
天
皇

が
皇
太
子
殿
下
の
と
き
に
苫
小
牧
の
王
子
に
こ
ら
れ
ま
し
て
、
こ
の
と
き
に
父
は
宮
内
省
か
ら
調
理
人
に
選
ば
れ
、随
行
し
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
道

内
の
あ
ち
こ
ち
に
随
行
し、
最
後
は
札
幌
の
豊
平
館
に
落
ち
つ
いて
、
東
京
へ
は
帰
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
王
子
が
父
の
技
量
に
目
を
つ
け
ら
れ
た
の
か
、
王
子
に
は
こ
れ
か
ら
宮
様
を
は
じ
め
各
界
の
お
客
様
も
こ
ら
れ
る
か
ら
と
い
う
王
子
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
王
子
に
勤
め
ま
し
た
。
王
子
を
辞
め
て
本
町
に
開
店
し
た
の
が
大
正
八
年
八
月
で、
こ
の
と
き
藤
原
銀
次
郎
さ
ん
か
ら
、
お

前
の
西
洋
料
理
は
北
海
道
一
だ
から
、
店
は
こ
の
名
前
が
よ
い
だ
ろ
う
と
横
書
き
に
筆
太
で
紙
に
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
「北
海
第
一
楼」
で
し
た
。
楼

と
な
る
と
ど
う
も
遊
郭
の
よ
う
だ
か
ら
と
、
第
一
だ
け
を
取
っ
て
今
の
店
名
にし
た
ん
で
す
が、
藤
原
さ
ん
の
書
は
残
念
な
が
ら
大
火
の
と
き
に
焼
け
て
し

ま
い
ま
し
た。

(中
略
)

当
時
洋
食
専
門
の
開
店
は、
人
口
五
万
以
下
の
所
じ
ゃ
成
り
立
た
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
で、
そ
れ
が
一万
六
千
人
位
の
大
正
八
年
で
し
た
か
ら
ず
い

ぶ
ん
思
い
き
っ
た
も
の
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
レン
ジ
は
ド
イ
ツ
製
で
燃
料
は
薪
、
調
理
器
具
や
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
、
スプ
ー
ン
は
全
部
フ
ラ
ン
ス
製

で、
材
料
や
調
味
料
も
輸
入
物
の
缶
詰
やビ
ン
詰
、
そ
れ
に
洋
酒
類
も
全
部
東
京
ま
で
直
接
仕
入
れ
に
い
き
ま
し
た
。
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店
も
テ
ー
ブ
ル
に
そ
のこ
ろ
で
は
珍
し
い
ト
ウ
椅
子
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
は
和
服
に
ハ
イ
カ
ラ
ま
げ
、
両
肩
か
ら
ヒ
ダ
の
着
い
た
エプ
ロン
姿
。
そ
れ
と
蓄
音

機
、
こ
れ
は
多
分
今
の
コ
ロン
ビ
ア
の
前
身
と
思
い
ま
す
が、
朝
顔
形
の
ラ
ッ
パ
の
あ
る
ニ
ッ
ポ
ノ
フ
ォン
と
いう
の
で、
こ
れ
に
雲
右
衛
門
の
浪
曲
や
洋

楽
ら
し
いの
を
か
け
ま
し
た
。

と
に
か
く
当
時
の
苫
小
牧
で
は
超
モ
ダン
な
店
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
大
火
の
翌
年
に
は、
本
町
一
条
通
り
で
、
栄
多
利
軒
さ
ん
が
洋
食
店
を
開
き
ま
し
た
が、

三
年
位
で
や
め
ら
れ
ま
し
た
。

苫
小
牧
は
人
口
も
少
な
い王
子
製
紙
の
工
場
を
中
心
と
す
る
工
業
都
市
で
は
あ
っ
た
が
、
洋
食
店
が
早
く
か
ら
育
ち
、
花
柳
界
は
王
子

製
紙
や
関
連
企
業
、
そ
れ
に
王
子
製
紙
と
取
引
を
も
っ
た
商
店
な
ど
に
よ
り
活
発
で
あ
り
、
支
笏
湖
の王
子
倶
楽
部
に
お
客
さ
ん
を
招
待

第
七
編
経
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た食¥一3

第一洋食店 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

栄多利軒 (大正14年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

(『と
ま
こ
ま
い
昔
が
た
り
24山
下
正
』
昭
和
四
十
八
年
広
報
と
ま
こ
ま
い
)

し
た
時
で
も
、
酌
婦
な
ど
の
き
れ
い
ど
こ
ろ
は

札
幌
な
ど
の
大
都
市
に
頼
ら
ず
と
も、
苫
小
牧

だ
け
で
十
分
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
こ
れ
が
よ
く

わ
か
る
の
で
あ
る
。
大
正
十
年
の
大
火
で
飲
食

店
の
多
く
が
焼
け
た
が
、
数
年
に
し
て
立
派
に

復
興
し
た
。

昭
和
に
入
る
と
、
小
料
理
屋
、
飲
み
屋
な
ど

小
規
模
な
飲
食
店
の
増
加
と
カ
フ
ェー
や
喫
茶

店
な
ど
西
洋
式
の
飲
食
店
が
目
立
ち
は
じ
め
、

旭
館
通
り
や
大
町、
錦
町
に
こ
れ
ら
が
建
ち
は
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じ
め
現
在
の
こ
の
近
辺
の
発
展
の
基
を
な
す
こ
と
にな
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
時
体
制
に
入
っ
て
来
る
と
時
代
の
要
求
か
ら
は
ず
さ

れ、
次
第
に
飲
食
店
は
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『根
室
市
史
丨
下
巻
』
昭
和
四
十三
年
根
室
市

『苫
小
牧
毎
日
新
聞
』
昭
和
六
年
苫
小
牧
毎
日
新
聞
社

注
(1)
(2)
(3)

『町
勢
一
班
』
昭
和
九
年
苫
小
牧
町

(4)
『事
務
報
告
』
昭
和
十二
年
苫
小
牧
町

『苫
小
牧
の
む
か
し
と
こ
れ
か
ら
ー
福
原
春
枝
談』

昭
和
四
十
六
年
機
関
誌
市
史
編
さ
ん
222

(6)
門
脇
松
次
郎
氏
談
に
よ
る

長
縄
コ
ト
氏
談
に
よ
る

『苫
小
牧
町
史』

昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町

『木
村
平
吉
一
件
書
類
写
』
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
蔵

『
初
航
蝦
夷
日
誌
』
弘
化
二
年
松
浦
武
四
郎

(10)

『小
保
方
卯
市
翁
の
回
顧』

昭
和二
十
八
年
小
保
方
卯
市
翁
伝
記
刊
行
会

(1)

四
統
制
経
済
下
の
商
業

統
制
経
済
と

昭
和
六
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
続
い
て
同
十
二
年
に
は
全
支
に
戦
線
の
お
よ
ぶ
日
華
事
変
へ
と
拡
大
し
、
戦
争

商
業
組
合
は
長
期
化
の
様
相
を
示
し
て
いっ
た
。
こ
の
戦
時
体
制
に
あ
た
っ
て
政
府
は、
物
資、
労
働
力
を
統
制
し
て、
民
需
を

軍
需
へ
切
り
か
え
る
体
制
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
商
業
は、
経
済
的
自
由
主
義
に
も
と
づ
く
商
行
為
本
来
の
性
格
と
機
能
が
失
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わ
れ、
乏
し
い物
資
を
国
民
に円
滑
適
正
に
配
給
す
る
と
い
う
政
府
の
代
行
機
関
の
役
目
に
変
わっ
て
い
っ
た。

そ
し
て、
こ
の
十二
年
に
は
事
変
の
影
響
に
よ
り
政
府
は
棉
花
の
輸
入
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
国
内
綿
製
品
の
原
料
使
用
高
を
制
限

統
制
す
る
目
的
を
も
っ
て、
新
た
に工
業
組
合
を
各
地
に
設
立
さ
せ
、こ
れ
に
対
し
て
だ
け
原
料
棉
花
綿
糸
を
配
給
す
る
こ
と
に
し
た
。こ

の
た
め、
道
庁
で
は
本
道
の
軍
手
軍
足
製
造
業
者
を
一
丸
と
す
る
工
業
組
合
を
札
幌
に
設
立
し
て
、
同
業
に
こ
の
趣
旨
を
伝
え
加
入
方
を
.

提
唱
し
た
が
、
本
町
で
は
中
山
長
次
郎
が
加
入
し
た
。

ま
た
、
毛
糸
の
配
給
統
制
も
心
要
と
な
り
、
道
庁
で
は
全
道
を
区
域
と
す
る
毛
糸
販
売
業
者
の
商
業
組
合
を
設
立
し
て
こ
れ
を
配
給
す

る
こ
と
に
し
、
本
町
の
同
業
者
も
こ
の
商
業
組
合
に
加
入
し
た
。
そ
し
て
、
年
と
と
も
に
戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
、
各
種
軍
需
資
材
供
給

の
た
め
一
般
商
行
為
は
姿
を
消
し
、
統
制
配
給
制
度
が
打
ち
出
さ
れ、
昭
和
十
四
年
ま
で
に
護
謨
製
品
小
売
、
金
物
家
具
小
売
、
自
転
車

小
売
な
ど
各
種
商
業
組
合
の
設
立
が
申
請
さ
れ
た
。

聖
戦
目
的
,
遂
行
二
依
ル
東
亜
永
遠
ノ
平
和
確
保
支
那
大
陸
ノ
新
秩
序
建
設
/
大
業
完
成
二
急
速
国
家
総
力
戦
ノ
体
制
弓
整
フ
ル
為
メ
法
律、
省
令
、
庁
令

ノ
発
付
二
依
リ
輸
出
入
品
/
臨
時
措
置
製
品
製
造
ノ
制
限、
物
資
配
給
統
制、
公
定
経
済
体
制
ハ益

強々
化
ノ
一
途
ラ
辿
り
国
内
ニ
於
ケ
ル
一
般
物
資
需
給

関
係
ニ
於
テ
ハ
一
時
其
ノ
適
正
ラ
欠
キ
タ
ル
嫌
ア
リ
ト
雖
モ、
之
レ
ガ
機
構
ノ
改
革
過
程
ト
シ
テ
止
ム
ラ
得
ザ
ル
事
ニ
シ
テ
当
町
二
於
テ
ハ
右
政
府
ノ
樹
立

セ
ル
動
員
計
画
ノ
趣
旨
ラ
一
般
ニ
普
及
シ
極
力
不
自
由
ラ
忍
ビ
堅
忍
持
久
一
致
協
力
、
国
策
ニ
順
応
シ
遺
憾
ナ
キ
ラ
期
セ
リ
、
商
工
事
務
ハ
物
資
ノ
統
制
配

給
ニ
ヨ
リ
著
シ
ク
輻
輳
弓
極
メ
タ
ル
モ、
極
力
之
レ
が
運
営
ニ
遺
漏
ナ
キ
様
努
メ
タ
リ

其
ノ
事
務
ノ
大
要
弓
記
述
セ
バ
左
ノ
通
り

一、
苫
小
牧
地
方
護
謨
製
品
小
売
商
業
組
合
設
立

苫
小
牧
町、
厚
真
村、
安
平
村、
穂
別
村
ラ
一
円
ト
ス
ル
護
謨
製
品
小
売
商
業
関
係
者
糾
合
シ
該
組
合
ノ
設
立
弓
見
当
町
西
沢
泰
次
発
起
人
総
代
ト
ナ

リ
其
筋
ニ
認
可
申
請
中
ナ
リ

第
七
編
経
済
史
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一、
金
物
家
具
小
売
商
業
組
合
設
立

苫
小
牧
町
ラ
一
円
ト
ス
ル
金
物
家
具
小
売
商
業
者
ヨリ
ナ
ル
該
組
合
ノ
設
立
ラ
見、
発
起
人
代
表
者
木
村
勝
利
ヨ
リ
目
下
其
筋
ニ
認
可
申
請
中
ナ
リ

一、
自
転
車
小
売
商
業
組
合
設
立

苫
小
牧
町
ラ
一
円
ト
ス
ル
自
転
車
小
売
商
業
者
ヨ
リ
ナ
ル
該
組
合
ノ
設
立
ラ
見、
発
起
人
代
表
者戸
田戸
一
郎
ヨ
リ
目
下
其
筋
ニ
認
可
申
請
中
ナ
リ

一、
度
量
衡
計
器
検
査

二
割
三
分
強
ナ
ル
モ、
之
レ
が
違
反
者
ハ
一名
モ
ナ
ク
成
績
良
好
ラ
得
タ
リ

度
量
衡
器
及
計
量
器
第
一
種
取
締
検
査
施
行
規
則
ニ
依
り
当
町
検
査
ハ
九
月二
十
六
日
ヨ
リ三
日
間
実
施
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果、
不
合
格
品
ハ
受
検
数
ノ

一、
代
用
品
見
本
製
作
費
補
助

代
用
品
見
本
製
作
補
助
金
交
付
規
定
二
依
り
当
町
北
海
道
振
興
工
業
株
式
会
社
取
締
役
宮
武
義
則
ヨ
リ
実
用
新
案
安
全
円
筒
見
本
製
作
費
補
助
金
其
筋

ノ
交
付
方
申
請
中
ナ
リ

一
、
買
上
ゴ
ム
靴
ノ
配
給

当
町
ニ
対
シ
護
謨
靴ノ
配
給
量
一、
一四
〇
足
之
レ
ガ
要
資
格
⇒
調
査
シ
配
給
ラ
イ
セ
リ

一、
買
上
綿
製
品
配
給

物
資
統
制
法
ニ
依
り
純
綿
製
品
ノ
配
給
統
制
セ
ラ
レ
之
レ
ガ
配
給ノ
適
正
⇒
期
セン
タ
メ
区
長
会
議
召
集
要
資
格
者
ニ
対
ス
ル
配
給
適
正
ラ
期
ス
ル
為

メ
協
議
会
弓
開
催
シ
之
レ
ガ
運
用
ニ
遺
憾
ナ
キ
ラ
期
セ
リ

一、
石
油
配
給

農
林
水
産
業
用
ト
シ
テ
本
道
二
割
当
⇒
受
ケ
タ
ル
燈
油
ノ
円
滑
ナ
ル
配
給
ラ
期
ス
ル
為
メ
道
庁
ニ
於
テ
ハ
十
月
以
降
之
レ
ラ
各
町
村
二
割
当
ラ
ナ
シ
、

町
村
ハ
関
係
者
二
割
当
ノ
コ
ト
ニ
ナ
リ
右
ニ
依
リ
実
施
シ
来
タ
リ
タ
ル
モ
従
来
ノ
配
給
ハ
実
需
要
量
ニ
比
シ
僅
少
ニ
シ
テ
充
分
ナ
ル
配
給
弓
為
シ
得
ザ
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リ
シ
ョ
以
テ
再三
道
庁
当
局
ニ
対
シ
折
衝
ノ
結
果
一
月
以
降
ハ
需
要
量
ラ
満
ス
程
度
配
給
ラ
受
ク
ル
見
込
ナ
リ

一、
軍
手
配
給

労
働
者
用
軍
手
ノ
配
給
円
滑
ラ
図
ル
為
メ
配
給
統
制
ラ
実
施
セラ
レ
十
一
月
以
降
道
庁
ヨ
リ
割
当
配
給
弓
為
ス
コ
ト
ニ
相
成、
第
一
回
十
一
月
分
ハ
町

二
於
テ
要
資
格
者
ノ
選
定
ラ
ナ
シ
購
買
券
ノ
交
付
ラ
ナ
シ
適
正
ナ
ル
交
付
ラ
ナ
セ
リ

一、
線
材
製
品
ノ
配
給

農
耕
施
設
用
線
材
製
品
(釘)

ハ
北
海
道
信
用
購
買
販
売
聯
合
会
ヨ
リ
配
給
ラ
受
ケ
ツ
ツア
リ
、
既
ニ
三
回
ノ
配
給
ラ
受
ケ
タ
ル
ラ
以
テ
之
レ
ガ
農
事

実
行
組
合
ニ
適
正
ナ
ル
配
給
ラ
ア
シ
タ
リ

一般
家
庭
用
線
材
製
品
ハ
金
物
小
売
商
業
組
合
聯
合
会
ヨ
リ
四
回
ノ
配
給
ラ
受
ケ
之
レ
ガ
其
ノ
都
度
関
係
業
者
ラシ
テ
可
及
的
多
数
ノ
家
庭
ニ
対
シ
円

滑
二
配
給
ス
ル
様
指
示
シ
遺
憾
ナ
キ
ラ
期
シ
ッ
ソ
ア
リ

一、
地
下
足
袋
配
給

地
下
足
袋
ノ
配
給
ニ
関
シ
テ
ハ
十
月
以
降
配
給
要
綱
制
定
セ
ラ
レ
役
場
ヨ
リ
直
接
配
給
弓
為
ス
モ
ノ
ハ
一
般
自
由
労
働
者
ニ
シ
テ
第
一
回
十
月
分
配
給

ハ
要
資
格
者
ノ
調
査
ラ
ナ
シ
各
区
長
ヨ
リ
配
給
弓
為
セ
リ

統
制
経
済
と

(『事
務
報
告
』
昭
和
十
四
年
苫
小
牧
町)

配
給
制
度

戦
時
体
制
下
に
お
いて
政
府
が
実
施
し
た
各
般
の
統
制
方
策
は
新
た
に
発
生
す
る
経
済
情
勢
に
即
応
し
て
、
さ
ら
に

一
段
と
整
備
強
化
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
事
変
以
来、
昭
和
十
五
年
ま
で
に
法
律
に
基づ
い
て
公
布
施
行

さ
れ
た
統
制
経
済
に
関
す
る
省
令
の
み
で
も、
す
で
に
一〇
〇
件
に
お
よ
ぶ
数
に
の
ぼ
り
、
そ
の
ほ
か
自
治
的
に
地
方
官
公
庁
や
業
者
の

団
体
に
お
いて
統
制
を
行
っ
た
も
の
を
入
れ
る
と
ぼ
う
大
な
数
に
達
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
務
は
そ
の
性
格
から
複
雑
多
岐
に
わ

た
る
も
の
で
あ
り、
町
民
生
活
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
町
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
事
務
で
あ
っ
た
。
町
で
は、
同
十

第
七
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史
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(
2
)

五
年
四
月
にこ
の
事
務
の
重
要
性
と
急
激
な
増
加
から
、
こ
れ
ま
で
の
商
工
係
で
の
処
理
は
困
難
と
な
り
、
統
制
経
済
課
を
新
設
し
、
統

制
係、
配
給
係
を
置
き
、
町
民
の
生
活
必
需
品
の
需
給
関
係
の
運
営
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
昭
和
十
五
年
に
は
米
穀
配
給
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
年
か
ら
道
内
各
地
の
米
穀
需
給
状
態
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
、米
穀
配
給
の
円
滑
を
図
り、一

般
消
費
者
の
不
安
を
除
去
す
る
こ
と
、偏
在
売
惜
し
み
、買
溜
め、
闇
取
引
な
ど
の
弊
害
を
な
く
す
る

と
と
も
に
、
進
ん
で
米
穀
の
消
費
節
約
に
も
実
効
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
苫
小
牧
町
で
は
道
庁
に
お
い
て
制
定
し
た
米
穀

配
給
調
整
要
項
に
よ
り
、
次
の
諸
点
に
つ
き
実
施
さ
れ
た
。

1
米
穀
配
給
調
査
委
員
会
の
設
置

2
米
穀
小
売
業
者
の
企
業
合
同
経
営

3
規
正
量
に
依
る
配
給
通
帳
制
の
実
施

4
米
穀
の
消
費
節
約

5
米
穀
の
出
荷
督
励
(3)

6
備
荒
貯
蔵
米
の
存
置

砂
糖
生
産
量
の
減
少
に
と
も
な
い、
本
町
の
砂
糖
消
流
状
況
が
悪
化
し、
昭
和
十
五
年
五
月
に
は
関
係
業
者
並
び
に
警
察
署
の
協
力
の

も
と
暫
定
的
な
方
法
と
し
て
配
給
切
符
制
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
同
年
六
月二
十
六
日
に
は
砂
糖
配
給
統
制
要
項
制
定
に
よ
り
全
道
的
に

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
七
月
以
降
道
庁
よ
り
配
給
量
と
し
て
割
当
て
ら
れ
た
1
家
庭
用
七
六
、
〇
五
四
斤
2
特
種
用
一
九
、
八
一〇

斤
を
通
帳
制
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

石
炭
に
つ
い
て
は
軍
需
お
よ
び
生
産
拡
充
基
礎
資
材
と
し
て
絶
対
確
保
と
な
っ
た
た
め、

一般
暖
房
用
と
し
て
の
配
給
は
極
度
に
減
少

と
な
っ
た
が、
本
町
に
お
いて
は
従
来
よ
り
王
子
製
紙
原
木
皮
や
大
学
演
習
林
な
ど
の
拂
下
げ
薪
が
あ
っ
た
の
で、
燃
料
お
よ
び
暖
房
用
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と
し
て
目
立
っ
た
不
自
由
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
十
八
年
に
な
っ
て
決
戦
体
制
に入
る
と
、
中
小
商
工
業
者
に
対
す
る
整
備
統
合
と
転
業
促
進
が
活
発
化
し
、
政
府
は
閣
議
に
お
い

て
「
小
売
業
整
備
要
綱
」
を
決
定
し
て
公
布
し
た
が、
道
で
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
「北
海
道
小
売
業
整
備
要
綱」
を
制
定
し
た
。

苫
小
牧
で
も
こ
の
政
府
指
示
に
よ
る
小
売
業
整
備
要
綱
に
よ
り
整
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ、
第
一
次
整
備
が
実
施
さ
れ
た
が、
そ
の
対

象
業
種
は
1
自
転
車
商、
2
米
穀
食
料
雑
貨
商
、
3
金
物
陶
磁
器
商
、
4
繊
維
製
品
商
で
、自
発
的
に
転
業
す
る
者
、整
備
委
員
の
説
得
に

よ
り
や
む
な
く
転
業
す
る
者
も
あ
っ
た
。

中
小
商
工
業
者
/
整
理
統
合
立
二
職
業
轉
換
ノ
基
本
方
針
ニ
関
シ
テ
ハ
閣
議
二
於
テ
小
賣
業
整
備
要
綱ノ
決
定
ラ
見
、
本
道
二
於
テ
右
二
基
キ
北
海
道
小
賣

業
整
備
要
綱
制
定
政
府
ノ
指
示
ニ
基
ク
第
一
次
整
備
弓
實
施
セ
ル
處
、
本
町
二
於
ケ
ル
第
一
次
整
備
指
定
業
種
中
既
二
企
業
合
同
二
依
リ
整
理
業
者
ノ
時
局

認
識
ニ
依
り
自
発
的
二
轉
業
ス
ル
者
、
整
備
委
員
ノ
熱
意
ア
ル
指
導
ニ
依
り
圓
満
裡
ニ
整
備
完
了
セ
リ

記

一
自
轉
車
商

一
米
穀
食
料
雑
貨
商

一
金
物
陶
磁
器
商

一
繊
維
製
品
商

企
業
許
可
令
第
八
條
二
依
ル
事
業
廃
止
届
五
七
件

(『事
務
報
告』

昭
和
十
八
年
苫
小
牧
町)

中
小
商
工
業
者
の
整
理
統合
は、
昭
和
十
九
年、
同
二
十
年
に
も
強
力
に
行
わ
れ、
終
戦
近
く
に
は
本
来
の
意
味
で
の
商
店
は
ほ
と
ん

ど
皆
無
の
状
態
と
な
っ
た。
そ
し
て
、
商
業
は
き
び
し
い
統
制
経
済
下
に
お
け
る
配
給
制
度
と
な
っ
た
が、
食
糧、
物
品
と
も
に
極
度
に

窮
屈
と
な
り
、
食
べ
も
の
さ
え
十
分
に
与
え
ら
れ
ず
、
国
民
生
活
は
貧
困
の
極
に
達
し
て
い
た
。

次
に
、
こ
の
期
の
本
町
に
お
け
る
物
資
の
配
給
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

第
七
編
経
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年
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五
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八
六
八

七
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六
、
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四

ミ
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五
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〇

八
二
九

二
九、
〇
一
八

一
四、
九
七
四 俵

一〇
、
三
〇
五

ト
ン

一
九
年
度

一
七
、
一〇
七

五
四
、
四
九
六

一七、
六
五
(

一二
、
一〇
一

七三
六

七
、
五
二
六

五
五
七

七
三
二

一、
七
六

七、
四

八、
二七
五
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、
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ン
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一 巻 ス 又 コ ツ 下 袢 ツ 動 動

ン
レ 服 帳

童 蚊 名
昭
和
一
八
年
度

1 1 1 1 | | | | 足 著

五
二

帳

六五 九

六
五 本

七
三
三

.足五足 | 五足二枚七着 | | | |

一九
年
度

一 二
、

二
、三
七
、
八
一三

一 四
七枚九枚四枚一 本三足九足二枚三足一枚一着 | | | | |

苫
小
牧
市
史
下
巻

終
戦
直
前
に
お
け
る
配
給
物
資
一
覧
表

二
〇
年
度11 封 足 足
パ

ス 品
ズ童 ヤ童 卜童

ンビ

○ 九
| 一 着五足

一
三〇 著

二
、
四
三
〇

二
、
七
〇
四

二
〇
五 足

六
一二 枚

一、
七
八
七

四枚二枚 |

四 六 八 三 五 三 八
天 一

二
〇
年
度

1
九

三
〇、
四
六〇

七
、
五
七
六

一
四、
四
四
四 ト
ン

1 11‒ 封 タ
三

四足三枚七枚 |

枚 枚 一

・ン

上 用

オ

料
切
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障
子
紙

コ 曲 煙 地 軍 ブ 女 中 太

ロ
ス
ト
ル 筒

ス
ト
ー
ブ

布青 底児 ム農
靴年布童靴林
学靴用 業
校 ゴ 用
用 ム ゴ

五
六

託
児
用
ゴ
ム
靴

住
民用ゴム

靴

学
童
用ゴム

靴

下
足

ラ
ウ 性 入

袋 手 ス 着 綿 綾

九
、
一二

九
六
一

四
、
一〇
五

九
八 一 三 一 七 五 二 五

11

九本 | 一個五本個 本○個五足六足二足二足五足五足三足二双 | | つ 反

一 二

二
、

四 一 四 五 七
八 六

| | 三個二本四個 | 1 111 七足四双| | | |

六
、
四
五

一、
〇
八
十

一
、
〇
九
〇

三
、
五
三五

三
七
六

11 七足〇足〇双 一枚〇枚 | 1
馬
: 雑 糯 粳 石 ラカ マ ロ 電 焜 飯 鍋 石

鈴
薯 穀 米 米 油

カー
バ
イ
ト

カ
ー
バ
イ
ト

ツ

ー
ソ
ク

チ ク球 炉 蒸 鹸

シ
ュ
ミ
ー
ズ

ス
リ
ッ
プ

四 俵四俵六俵九俵三俵七石○ 個四個二箱八本 | | | ○個七個 | |

四 -

個 個俵 俵 俵

八
、
五
二
四

二
、
一〇
四

二
、
一二
六

七
、
七
七
カ

三
九
、
五
三
三

1.

1 一

二
、
五
六

六
一
、
二二
十

九

二 二
俵 俵 俵

九
、
四
五
四

四
一、
四
〇
三 11

一箱| | |
七 七 八
二 個五個八枚 |

一

五 三 二
六 五 一

二
1 八

七
、
五
八
〇

七
八七 二五

○× 五俵五俵 八俵八俵二石 | | | 七箱二個一個二個六個〇個○枚二枚

八、
二
〇
一
一
一〇
、
〇
四

×
六
、
六
三
三

六
三
四

六
、
一六 八

一
、
六
一

三
三
、
二〇

八

フ
ン
プ

.

三

三

一
六

、五
一

二

三
、
七
六
九

一八 九 六 九

三
、

一 四 一

○本七個〇 個 五本六 個 | | |個 個

一

玄
米
及び
外
米

一
一
C
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乳 食 食 雑 焼 ビ 生

製 用
品 酢 油 酒 酎

一
七
、
七
六
〇 六 五

三
缶一斗 斗 1

一〇
、〇
五
三

一三
一、
〇
〇
〇

二
七
、
〇

三
九
、〇

五二
四、
○
C

一三
七、
〇
〇

一〇
九
、
五
四
五

八
九
、
六
七
(

七
九
、
三七
C

二
、
九
四
四

四
、

缶
九
六
二 斗

六
一〇
斗

二
、
四
九
六

一
七、
二
四
〇

一六
、
四
六
六

一
六
、
五
一
二

一〇
、
五
七

二
、
五
二
八

一、
八
二

二
七
、
二
三
〇

二
六
、
二二

五

四
九
、
二一

五
七
、
四
七

一、
九
九
四 締

納 バ 片 澱 小 高 玉 昆 鶏 鑵 梅 果 大 蔬 麦 乾 澱

夕 栗 粉 ね パ

豆 Ⅰ 粉 粕 麦 梁 ぎ 布 卵 詰 漬 実 根 菜 粉 ン 粉

一二
〇
、
〇
〇
〇

一、
二六
四

二
三
、
九
五
(11 11 1 111 1 1 ○×1 袋

四
四
八 俵

二
五
、
六
〇
七 x

七
二
、
七
九
七

五
二
、
〇
八
六

九
五
九

二
〇
、
〇
〇

一、
六
二
〇

四
四
、
九
四
三

一、
二
八
〇

一
、
三二

四

一七
、
〇
〇
〇

一、
一七三

七
七
七 俵

一
、
五
四
六

三
〇
一 俵

一
、
二
〇
〇

二
、
九
四
〇

一
五
、
二
〇
〇

七
一、
〇
七
九 x

六
五
、
三
〇
〇 ×

四
二 袋

三
、
六
四
三

六
四
、
〇
九
二

個 封 本 俵 俵 個 ●個 八 樽

x

七
、
一
一二

五
〇・
六
六
・

一、
八
四
五

升 本
一二
、
三八

四 升
三
、
九
六
三 升

二
、
八
四
C

二
九
、
九
四
〇升 個

○× 四 個 |

x

1 八 締

六
一

五
、
五
五
〇 x

升 〇 升〇 升○ 斤 舛

九
七
、七
五
〇 x

1

二
一
〇 把

家 塵

紙

家
庭
用
釘

本
ー

ル

生
産
拡
充
用
酒

価
格
特
配
酒

特
殊
用
酒

家 砂 醬 味 干 家

家
庭 :

家
庭
用
針
金

用
酒

糖 油 噌 麵一〇
四
、
九〇
〇

九
、
四
五
六

二缶八斗六 斗五本六升二本〇 升八 升〇 升升 升○ 升五斤 五 ○×1 1 1

1

-

1

-

-

1

一
一、
七
一
二
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補 干 鮮 食 干 穀
修
用 菓

布 魚 魚 肉 子 粉

三
三
、
七
七
六

円 1

三
七、
八
一三 ×

三
〇
六
、
一二六二二

三
〇
四
、
一二
六

二
五
、
二
六
(

五

四 一
1

三メハメ六メ○×九円二箱

国 ガ 衛 毛

一 生

旗 ゼ 綿 布

ミ ー一

三
、 、

一 一
九

七 五

1 五枚 五個 一枚 | |

五
六
〇

一、
三
七
五

一、
五
六
C

五
○枚五枚 枚 |一 六枚|

一 五 五 五
二 八 八 四 二 二
○枚四枚四枚二枚四枚四本

(『事
務
報
告』

昭
和
十
八
年、
二
十
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

注
(1)

『事
務
報
告
』
昭
和
十二
年
苫
小
牧
町

(2)(3)
『事
務
報
告
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町

五
自
由
経
済
下
に
お
け
る
商
業
の
発
達

経
済
変
革
と

昭
和
二
十
年
八
月、
太
平
洋
戦
争
の
終
結
を
契
機
に、わ

が
国
は
戦
時
統
制
経
済
か
ら
平
和
経
済
に
急
転
換
し
た
が
、

自
由
経
済
商
工
業
に
おい
て
も
全
面
的
に
改
革
さ
れ、従

来
の
企
業
許
可
令
は
同二
十
一
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
失
効
と
な
り
、

代
わ
っ
て
新
統
制
令
の
公
布
が
あ
っ
て、
同
年
中
に
水
産
物
小
売
業三
九
件、
青
果
物
小
売
業
三
四
件
が
道
知
事
に
対
し
て
申
請
が
あ
っ

て、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
と
な
り
生
鮮
食
料
品
の
商
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
にな
っ
た。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
経
済
復
興
に
は
多
く
の
困
難
な
問
題
が
内
存
し
て
お
り
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
特
に
食
糧
問
題
で、
戦
時

中
を
し
の
ぐ
苦
難
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
に
よ
る
資
源
の
極
度
な
消
耗
と
生
産
施
設
の
崩
壊、
さ
ら
に
海
外
領
土
の
喪
失
や
貿
易

第
七
編
経
済
史

五
一
四

1

×
一
七
、
二
四
二 1

× x

.円九箱

二二二
、
六
七
八

五
七 x

二
八
、
八
六
〇

オ
シ
メ
カ
バ
ー

女
学生
用洋
傘
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苫
小
牧
市
史
下
巻

大通りの商店街 (昭和23年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

の
封
鎖
は
国
内
経
済
生
活
の
自
給
体
制
を
破
壊
し
て
し
ま
い、
そ
の
う
え
海
外
か
ら
の
引
揚
者
と
復
員
軍
人
な
ど
に
よ
る
人
口
の
社
会
増

は
、
国
内
に
お
け
る
食
糧
や
物
資
の
不
足
を
一
層
深
刻
な
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
、
終
戦
前
後
の
臨
時
軍
事
費
の
支
出
な
ど
も
あ
っ
て、

生
産
資
材
の
欠
乏
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
不
足、
食
糧
と
生
産
資
金
の
不
足
は
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
高
進
さ
せ、
経
済
価
値
の
不

安
定
な
ど
か
ら
生
産
の
復
興
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

連
合
軍
の
占
領
政
策
は、
日
本
経
済
の
復
興
策
を
講
ず
る
よ
り
も
、
わ
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
内
存
し
て
い
た
軍
国
主
義
的
な
も
の
を

排
除
す
る
と
こ
ろ
に
主
眼
を
置
き、
経
済
に
お
け
る
民
主
主
義
勢
力
の
助
長
と
し
て
「労
働
、
工
業
お
よ
び
農
業
に
関
す
る
民
主
主
義
に

基
く
諸
組
織
の
結
成
は
助
長
奨
励
さ
れ
る
。
所
得
を
広
く
分
配
し
、
ま
た
生
産
お
よ
び
商
業
に
関
す
る
手
段
の
所
有
は
広
く
分
散
す
る
こ

と
を
可
能
な
ら
し
め
る
政
策
も
支
持
さ
れ
る
」
と
し
、
そ
の
基
本
策
と
し
て
財
閥
の
解

体
、
農
地
制
度
の
改
革、
労
働
組合
の
組
織
化
な
ど
を
行
った。

イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
新
円
切
り
換
え
や
預
金
封
鎖
な
ど
が
行
わ
れ
た
が、
戦
後
処

理
費
、食
糧
費
、生
産
再
開
復
金
融
資
な
ど
の
支
出
が
重
な
り
そ
の
効
果
は
な
く
、
こ
う

し
た
中
で
ヤミ
物
価
の
値
上
が
り
が
高
進
し
険
悪
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョン
状
態
と
な
っ

た
。苫
小
牧
に
お
い
て
も、
駅
前
や
娯
楽
場
前
に
バ
ラ
ッ
ク
の
ヤミ
市
が
設
け
ら
れ、
主

に
外
地
か
ら
の
引
揚
者
に
よ
っ
て
営
業
が
開
始
さ
れ、
戦
時
中
の
商
業
の
統
合
や
廃
止

に
よ
っ
て
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
商
人
や
物
資
の
統
制
配
給
に
よ
っ
て
開
店
休
業
状

態
に
あ
っ
た
商
人
た
ち
が
統
制
を
気
に
し
な
が
ら
も
自
分
た
ち
の
暖
簾
を
守
っ
て
立
ち

上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
に
は
野
菜、
青
果
物、
い
も
類
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あ
ま
等
の
統
制
廃
止、
同二
十
六
年
に
は
雑
穀
な
ど
一
般
物
資
の
統
制
撤
廃
が
あ
っ
て、
こ
れ
ま
で
物
資
の
不
足
と
統
制
に
よ
っ
て
細
々

と
商
い
を
続
け
た
商
人
た
ち
も
大
き
く
は
ば
た
き、
次
第
に
商
店
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
、
発
展
し
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
統
制
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
物
資
も
な
か
っ
た
の
で
、
思
い
き
っ
て
商
売
が
で
き
な
か
っ
た
。(先
田
秀
吉
談)

戦
後、
樺
太
な
ど
から
の
引
揚
者
が
駅
前
の
一
画
や
娯
楽
場
の
あ
た
り
で、
闇
取
り
引
き
で
商
売
を
始
め
た
ん
で
す
。
引
揚
者
は
裸一
貫
で
度
胸
が
す
わ

って
い
た
か
ら
で
き
た
の
で
す
が
、
昔
か
ら
商
売
を
し
て
き
た
人
は
、
統
制
が
こ
わ
く
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。(中
原
伊
勢
蔵
談)

し
か
し
、
戦
後
の
混
乱
期
が
過
ぎ
る
と
、
商
業
界
も
平
静
を
取
り
戻
し
、
ゆ
っく
り
と
で
す
が
着
実
に
復
興
し
て
い
き
ま
し
た
ね
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
ま

でバ
ラ
バ
ラだ
っ
た
一
条
通
り
の
商
店
を、

一条
銀
座
と
い
う
も
の
に
結
集
さ
せ
て
い
っ
た
の
は
苫
小
牧
の
商
店
の
大
き
な
功
績
だ
と
思
い
ま
す
よ
。(門
脇

松
次
郎
談
)

(『苫
小
牧
の
歴
史
と
文
化
を
さ
ぐ
る
』
昭
和
四
十
七
年
「
た
る
ま
え
29」
‒‒日
軽
金
苫
小
牧
製
造
所
社
内
機
関
誌)

ヤ
ミ
市
の
開
店
と

昭
和
二
十
年、
終
戦
を
迎
え
た
苫
小
牧
の
人
口
は
二
万
六
、
八
三
二
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
地
元
出

駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
身
兵
士
や
海
外
同
胞、
さ
ら
に
開
拓
入
植
者
を
迎
え
、
同二
十二
年
に
は三
万
人
を
超
え
て
い
た
。
だ
が、
こ
れ

ら
帰
還
者
の
多
く
は
決
ま
っ
た
仕
事
も
な
く
、
そ
の
う
え
食
糧
難
と
重
な
り
苦
し
い
生
活
が
続
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
商
売
を
し
て
自
活
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
も
いて
、
新
し
い
職
種
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
ヤミ
市
が
苫
小
牧
で
も
王
子

娯
楽
場
前、
新
川
通
り、
駅
前
に
相
次
い
で
お
き、
バ
ラ
ッ
ク
マー
ケ
ッ
ト
の
中
で
営
業
が
続
け
ら
れ
た
。
戦
後
の
食
糧
難
を
ね
ら
っ
て

食
べ
も
の
屋
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が、
ヤ
ミ
商
売
が
公
然
と
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
う
ち
娯
楽
場
前
と
新
川
通
り
の
も
の
は
道
路
用
地
だ
っ
た
た
め
、
数
年
に
し
て
撤
去
さ
れ、
こ
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

業
者
の
一
部
は
統
合
さ
れ
錦
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
移
っ
た
。
一方、

駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
王
子
製
紙
の
所
有
地
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て、
撤
去

問
題
で
ご
た
つ
き
が
あ
り、
特
殊
な
存
在
で
あ
っ
た
。
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こ
の
駅
前
マー
ケ
ッ
ト
は、
昭
和
二
十
三
年
に引
揚
げ
て
来
た
村
上
長
英
や
一
部
王
子
娯
楽
場
横
の
マー
ケ
ッ
ト
業
者
た
ち
が
中
心
に

な
っ
て
建
て
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
土
地
は
王
子
製
紙
の
所
有
地
で
あ
っ
た
た
め
、
村
上
な
ど
が
引
揚
者
連
盟
苫
小
牧
支
部
の
応
援

を
得
て
、
生
活
難
と
就
職
問
題
を
う
っ
た
え
、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
に
頼
み
込
み
借
り
た
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設
資
金

に
つ
い
て
は
駅
前
で
青
果
商
を
経
営
し
て
い
た
磯
田
福
松
が
個
人
的
に
引
揚
者
の
再
建
を
願
っ
て
貸
出
し

(m)
た
も
の
で
あ
っ
た
。

駅 舎駅前マーケッ ト配置図
〔苫小牧地方鉄道史より〕

や ぶの
(食べも
の屋)

古着屋 ひかり
(食べも
の屋)

おかし屋 きらく
(食べも
の屋)

浜茶屋
(食べも
の屋)

みゆ き満 月
(食べも
の屋)

(食べもの
おでん屋)

こ
う
し
て
こ
の
マ
ー
ケ
ット
は
、
昭
和二
十
三
年
十
二
月
一
日
に
は
奥
行二
間、
間
口
九
尺
の
極
め
て

み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が、
苫
小
牧
駅
前
マー
ケ
ッ
ト
と
し
て
開
店
と
な
っ
た
。
当
時
の
業
者
は

ほ
と
ん
ど
が
『だ
ん
ご
』『ま
ん
じ
ゅ
う
』『お
や
き
』
な
ど
を
食べ
さ
せ
る
『食べ

も
の
屋
』
で、
ほ
か
に

『洋
服
屋
』『お
菓
子
屋
』
が
あ
っ
た
が、
す
べ
て
が
ヤミ
商
品
で
あ
っ
た。
そ
れ
で
も
場
所
が
場
所
だ
け

に
な
か
な
か
の
繁
盛
を
み
せ、
建
設
資
金
の
一五
万
円
も
ほ
ど
な
く
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
店
当
初
の
駅
前
マ
ー
ケ
ット
に
は
食
べ
も
の
屋
、
お
か
し
屋
、
古
着
屋
の
計
八
軒
で
あ
っ
た
が、
そ

の
一
部
に
は
途
中
で
二
度
、
三度
と
代
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
酒
が
自
由
に
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
食
べ
も
の
屋
は
食
堂
兼
飲
み
屋
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
付
近
で
は、
沿
線
か
ら
の
カ
ツ
ギ
屋
た
ち
に
よ
り
魚
菜
を
中
心
と
す
る
市
を

開
く
よ
う
に
な
っ
て、
苫
小
牧
の
駅
前
はバ
ラ
ッ
ク
店
舗
を
中
心
に
時
な
ら
ぬ
活
況
を
見
せ
、
一時
的
で

は
あ
っ
た
が
活
発
な
商
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
露
店
商
は
市
警
察
署
の
好

意
に
よ
っ
て、
逸
速
く
集
団
移
転
す
る
こ
と
に
な
り、
昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
五
日
に
は
苫
小
牧
倉
庫

株
式
会
社
前
広
場
に
て
朝
市
と
し
て
店
開
き
と
な
っ
た
。
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朝市の開店を報ずる新聞 (昭和26年北海道新聞・上)
と移転後の朝市 (昭和32年・下) 〔堀江敏夫蔵〕

こ
の
『朝
市
』
で
は
、
新
鮮
で
市
価
よ

り
安
い
魚
菜
が
買
え
る
と
あ
っ
て
大
繁
盛

毎
朝
九
時
こ
ろ
か
ら
二
時
間
沿
線
の
行
商

人
、
市
内
の
タ
タ
キ
売
り
か
ら
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
デ
ー
屋
ま
で
約
一〇
〇
人
が
一
斉
に

店
開
き、
野
菜、
鮮
魚、
菓
子、
雑
貨
類

日
用
品
に
い
た
る
ま
で
、
ま
る
で
露
天
ス

ー
パ
ー
マー
ケ
ッ
ト
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

豊
富
な
品
を々
並
べ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
開
店
時
間
に
は、
買
物
カ
ゴ
を
手

に
し
た
主
婦
た
ち
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
、

と
き
な
ら
ぬ
賑
わ
い
を
み
せ、
市
内
の
小
売
店
に
大
影
響
を
与
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一方
、駅
前
に
残
っ
た
マー
ケ
ッ
ト
は
、
飲
食
店
を
中
心
と
す
る
店
と
し
て
こ
れ
ま
た
繁
盛
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し、
苫
小
牧
市
と
し
て
は
市
の
玄
関
口
に
バ
ラ
ッ
ク
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
朝
市
の
設
置

と
同
時
に
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
移
動
も
考
え
敷
地
問
題
で
悩
ん
で
き
た
。
と
ころ
が、
昭
和
二
十
九
年
に
な
っ
て、
両
陛
下
の
ご
巡
幸、

国
体
柔
道
大
会
の
開
催
を
機
会
に
苫
小
牧
駅
舎
並
び
に
駅
前
広
場
の
整
備
を
札
鉄
管
理
局
の
予
算
操
作
に
よ
り
四
五
〇
万
円
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ど
う
し
て
も
移
転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

市
は
王
子
町
の
池
田
木
材
横
(現
金
市
館
横)
の
空
地
に
賃
貸
共
同
住
宅
三
階
建
て
の
店
舗
併
用
住
宅
を
建
設
、
こ
こ
に
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
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駅前マーケット問題を報ずる新聞
(昭和29年) 〔苫小牧民報〕

ト
の
業
者
八
戸
を
含
む
一
一戸
の
業
者
を
収
容
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ

が、
同
店
舗
併
用
住
宅
の
敷
地
買
収
費
に
か
ら
み
、
収
容
す
る
業
者
か
ら
一

戸
当
た
り
一
三万
円
の
敷
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
市
議
会
で
も
と
り
上
げ
ら
れ、
あ
る
議
員
か
ら
「
一三万

円
の
敷
金
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
者
ら
が
あ
ま
り
に
も
か
わ
い
そ
う
で
は
な
い

か
」
と
の
緊
急
質
問
が
飛び
出
し、
内
情
が
他
聞
を
は
ば
か
る
と
こ
ろ
から

議
員
協
議
会
に
こ
れ
を
移
し
て
協
議
の
結
果
、
敷
金
徴
収
も
止
む
を
得
ぬ
と

し
て
市
理
事
者
案
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が、
着
工
寸
前
に
な
っ
て
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
者
た
ち
は
一
向
に
立
退
く
気
配
を
み
せ
ず
「引
揚
げ
後
粒
辛々
苦
し
て
築
き
上
げ
た
わ

れ
わ
れ
の
財
産
を
投
げ
捨
て
て
店
舗
併
用
住
宅
に
入
る
の
に、
一戸
一三
万
円
の
敷
金
を
出
せと
は
ひ
ど
い、
敷
金
は
一
銭
も
出
せ
な
い

(5)
逆
に
移
転
料
を
出
し
て
ほ
し
い
位
だ」
と
そ
の
後
ま
す
ま
す
態
度
が
強
硬
に
な
り、
家
賃
も
当
初
市
の
提
案
し
た
月
一万
二
、
〇
〇
〇
円

が
八、
〇
〇
〇
円
ま
で
値
下
げ
さ
れ
た
が、
業
者
は
六
、
〇
〇
〇
円
を
主
張、
こ
れ
ら
の
主
張
が
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
強
制
的
に
撤
去
さ

れ
る
ま
で
動
か
な
い
と
い
う
腹
を
き
め
、
数
回
に
わ
た
る
市
当
局
と
の
折
衝
に
も
話
し
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
。
市
と
し
て
も
今
日
明
日

中
に
も
道
庁
か
ら
着
工
の
認
可
が
く
る
た
め
、
一
日
も
早
く
こ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
メ
に
追
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
の
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
他
市
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
撤
去
騒
ぎ
の
ご
と
く
市
有
地
で
は
な
く
、
王
子
製
紙
の
所
有
地
で
あ
り
、
マー

ケ
ッ
ト
の
建
っ
て
い
る
土
地
も
ま
だ
道
路
用
地
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
マー
ケ
ッ
ト
業
者
の
腰
は
非
常
に
重
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一方、
市
と
し
て
も
王
子
町
の
店
舗
併
用
住
宅
敷
地
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
適
の
場
所
と
し
て
難
航
に
難
航
を
重
ね
た
だ
け
に

ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
者
自
ら
も
希
望
し
た
土
地
で
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
条
件
は
止
む
を
得
ぬ
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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由良食堂

昭和29年に建てられた店舗併用住宅
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

そ
の
後
、
市
当
局
の
懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
、
マー
ケ
ッ
ト
業
者
は
多
少
の
不
満
は
残
っ
た
け
れ
ど
も
、
と
り
あ
え
ず
昭
和
二
十
九

年
七
月
七
日
ま
で
に
移
転
す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て、
長
年
市
民
に
馴
染
ま
れ
た
駅
前
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
つ
い
に

七
月
五
日
か
ら
解
体
作
業
が
開
始
さ
れ、
業
者
た
ち
は
新
店
舗
に
移
り
は
じ
め
た
。

と
こ
ろ
が、
こ
の
移
転
先
の
店
舗
は
ま
だ
工
事
中
で
電
灯
設
備
さ
え
も
で
き
て
い
な
い
う
え
、
二
階
の
住
宅
の
方
は
壁
塗
り
の
最
中
で

夜
に
な
っ
て
も
寝
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
国
体
柔
道
大
会、
観
光
ま
つ
り
(港
まつ
り
前
身)
を
目
前
に
し

な
が
ら
も
商
売
は
出
来
な
い
と
口
々
に
不
満
を
持
ち
な
が
ら
も
、
両
陛
下
ご
巡
幸
を
前
に
し
て
駅
前
工
事
に
急
が
れ
荷
物
運
び
を
続
け、

住
み
な
れ
たバ
ラ
ッ
ク
マー
ケ
ッ
ト
に
別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

新
店
舗
に
移
転
し
て
も
し
ば
ら
く
は
商
売
に
な
ら
ぬ
と
わ
か
っ
て
い
た
業
者
た
ち
で
は
あ
っ
た
が、
八
月
十
日
の
両
陛
下
の
ご
巡
幸
に
際

し
ど
っ
と
市
に
は
い
っ
た
地
方
か
ら
の
奉
迎
者
を
ま
ず
逃
が
し
、
続
く
二
十
二
日
か
ら

の
観
光
ま
つ
り
、
二
十
三
日
か
ら
の
国
体
柔
道
大
会
に
は
店
舗
前
の
浄
化
槽
排
水
工
事

が
始
め
ら
れ
て
こ
れ
ま
た
逃
が
し
て
し
ま
い、
九
月
二
十
日
を
過
ぎ
て
も
な
お
工
事
が

行
わ
れ
て
い
て、
せ
っ
か
く
の
客
も
入
り
づ
ら
く
開
店
休
業
の
状
態
が
続
く
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
は
一
部
の
業
者
か
ら
「
市
の
た
め
犠
牲
を
払
っ
て
移
転
し
た
の
で
あ
り、
七

月
末
ま
で
に
営
業
で
き
る
状
態
に
す
る
と
い
う
約
束
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
カ
キ
入
れ
時

(6)
に
こ
う
む
っ
た
損
害
を
市
に
補
償
し
て
も
ら
う
べ
き
だ
」
と
い
う
強
硬
意
見
を
持
つ
も

の
も
で
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
し
て、
駅
前
マー
ケ
ッ
ト
業
者
と
折
衝
し
た
市
当
局
者
と
が
街
で
す
れ
違
っ
て
も
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お
互
いに
顔
を
そ
む
け
て
通
り
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
年
間
も
こ
の
問
題
は
続
き
、
敷
金
に
つ
い
て
は
い
つの
ま
に
か
立

ち
消
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が、
家
賃
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
ス
ト
ラ
イ
キ
の
よ
う
な
行
為
が
続
け
ら
れ
値
下
げ
を
要
求
し
た
。

こ
う
し
た
市
の
や
り
方
の
マ
ズ
さ
に
は
、
多
く
の
批
判
も
あ
り、
新
聞
な
ど
も
こ
れ
を
大
き
く
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
な
っ
て
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
組
合
の
組
合
長
を
し
て
い
た
村
上
長
英
が
他
所
に
移
転
し
た
た
め、
業
者
側
の
勢
力
が

急
に
衰
え、
この
長
き
に
わ
た
っ
た
駅
前
マー
ケ
ッ
ト
問
題
も
自
然
解
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
後
の
混
乱
の
中
で
生
ま
れ
た
マー
ケ
ッ
ト
業
者
は、
こ
の
時
代
の
商
業
の
特
色
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
期
の
苫
小
牧
の
商
行
為
に

お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

復
興し

昭
和二
十
三
年
九
月三
日
に
は
苫
小
牧
商
工
会
議
所
の
創
立
総
会
が
開
か
れ、
翌
二
十
四
年
三
月
に
は
商
工
大
臣
よ
り

た
商
業
社
団
法
人
苫
小
牧
商工
会
議
所
の
設
立
許
可
通
知
が
あ
っ
て、
統
制
と
不
十
分
な
体
制
の
中
で
戦
後
の
商
業
活
動
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
同二
十
三
年
に
は二
六
七
戸
の
販
売
店
が
あ
っ
て
、
三、
八
八
五
万三
、
四
〇
〇
円
の
販
売
高
を
示
し
た
が、
業
種
別

に
み
る
と
第
一
位
は
鮮
魚
販
売
店
で
四
九三
万
円
で
一
二
・
六
%
、
次
い
で
料
理
飲
食
店
の
四
五
四
万
七
、
一〇
〇
円
の
一
一・

七
%
、
書
籍
文
具
店
の
四
二
四
万
一、
七〇
〇
円
で
一
〇
・
九%
な
ど
で
あ
り
、
ヤミ
市
な
ど
に
お
け
る
料
理
飲
食、
新
教
育
制
度
に
お

け
る
書
籍
文
具
な
ど
時
代
の
特
質
が
表
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
三
年
販
売
高

鮮
魚
販
売
店

繊
維
販
売
店

業
種
別
|

二
六
四
、
九
三
〇
、

三
、
四
一二
、
〇〇
〇

販
売

高

自
転
車
修
理
店

履
物
販
売
店

業
種
別

戸
数六 七
一
、
一四〇
、
〇〇
〇

七
四
五
、

販販
売

売

高

○
○
○

九

戸
数
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(『市
勢
要
覧』

昭
和
二
十
四
年
苫
小
牧
市)

四
、
五
四
七
、
一〇
〇

一〇
〇
、
〇
〇

二
四
五
、
○
○

一
七
五
、
三四
〇

二
、
三
三
八
、
三〇
〇

一
、
五
八
〇
、
四
六
〇

二
三
五
、
○
○

〇円

計

麻
雀
ホ
ー
ル

薬
種

店

電
気
ラ
ジ
オ
店

時
計
修理
販
売
店

金
物
陶
器
販
売
店

書
籍
文
具
店

雑
貨
荒
物
店

青
果
販
売
店

二
六
七

三 七 八

一
一

一
一

二
二

二
九 一
一

三
八、
八
五三
、
四〇
〇

一六
九、
〇〇
〇

一
、
二八
〇
、
〇
〇
〇

一、
〇
〇
六
、
C

一、
三一
五
、
○

三
、
〇
九
五
、
〇
〇

四
、
二
四
一、
七
〇
〇

三
、
六
九
九
、
五
○
○

一、
六
七六
、
〇〇

そ

料 写 貸
理

の 飲

真 綿

ゴ
ム
靴
修
理
店

洋
服

菓
子
販
売
店

本
食

他 店 店 店

店 店

三
五

三 三 六

二
五

一二 三

三
二
三
、
〇
二
三
、
〇
〇〇

0 ○

円C

打
と
こ
ろ
が、
昭
和
二
十
四
年、
二
十
五
年
と
次
第
に
生
活
が
安
定
し
て
く
る
と
、
商
業
も
急
速
に
増
加
し
、
七
九
種
七
五
五
店
と
な
り

中
で
も
鮮
魚
の
七
一
、
古
着
の
五
五
、
マー
ケ
ッ
ト
の
二
九
店
な
ど
が
目
立
ち
、
昭
和
二
十
五
年
度
の
所
得
税
か
ら
す
れ
ば
鮮
魚
、
荒
物

雑
貨、
古
着
呉
服、
小
間
物
の
順
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
日
用
品
の
店
が
上
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
食
べ
る
こ
と
の
困
難
か
ら
よ
う
や

く
脱
却
し
、
こ
れ
ま
で
の
不
自
由
だ
っ
た
日
用
品
に
手
が
回
り
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
商
業
の
復
興
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
っ
た
。

109



苫
小
牧
市
史
下
巻

昭
和
二
十
五
年
度
業
種
別
所
得
稅
額
一
覧

小 呉 自

服

小
間
物
二
〇

自
動
車
修
理

塗
装
看
板

鉄
工
鍛
冶

麵米 腐 種 容 髪 車 計 物

種

五
、
六
四
五
、
〇
〇
〇

六
、
三二
四
、
六
二
七

一、
七
七
八
、
○
○
○

一、
四
五
〇
、

六
七
五
、
C

二
九
五
、
○

四
五
〇
、

二
、
一
一八、

二
、
一六
四
、

一、
五
五
〇
、

一、
九
五
○
、

二
、
〇
〇
〇

一、
九
五
○
、

二
、
三二
〇
、

二
、
一五三

、
二
五
C

所

得

得
税

打 柾 印 洋 旅 冷 茶 代 業
服
仕

判 立 刷
旅
芸
師
匠

館 菓

書

菓
子
製
造

電
気
器
具

靴
製
造
修
理 物

荒
物
雑
貨 種

数二
二
八
〇
、
〇

二
、
二
五
七、
二
七
一

三
八
〇
、
〇
〇

二
、
三〇
五
、
○
○

七三
〇
、
〇
〇

四
〇
九
、
八
〇

二
、
五
四
五、
〇
〇

一、
四三
〇
、
〇
〇

一
、
一七
七
、
四
〇
〇

五
二
、
〇
〇
〇

三
、
二五
九、
五
〇
〇

一、
六三
九、
五
〇
〇

一
、
四
四
七、
○
C

二
、
三七
〇
、
〇
〇

七
、
一八
三
、
八
〇
〇

税

薪 建 陶 金 駅 運 興 板
木 磁 立 重 金

加

生 食 釣 写 新 家 整
料 聞

取
炭 具 器 物 売 具 行 工 花 品 具 真 次 具 骨

種
数二
五
: 一二

一 六 ニ ー 三 九 四 〇 二 三 四 二 二一
四、
三四
三
、
六
〇
〇

三
、〇
七
一、
〇
〇〇

四〇
〇、
〇
〇〇

二
、
四
八
〇
、
九
一
八

五
八
五、
〇
〇
〇

三
三
〇
、
〇
〇
〇

一、
〇
一〇
、
〇
〇

九
六
七
、
五
〇
○

八
五
〇
、
〇
〇〇

一、
六
八
七、
〇
〇
〇

九
一
、
〇
〇
〇

四
四
〇
、
〇
〇
〇

五
三
〇
、
〇
〇
0

一、
〇
五
〇
、
〇
〇
0

二
一
五
、
〇
〇
〇

所
得

税
製 製 豆 薬 美 理 自 時 青 疊|

果粉 転精

業

一二

七 六 二 二 三 三 五 〇 五 七 二 九 七 数

綿

一〇

三 七 四 八 三 七 八 一 六 八 九 八 八

所所
得

0 0

○
○
O

O
C

○
○
○ 0O

印 履

業
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急
速
に
発
展
し
た
苫
小
牧
の
商
業
で
は
あ
っ
た
が
、
本
市
の
産
業
構
成
中
商
業
関
係
が
占
め
る
比
重
が
大
き
い
と
し
て
も、
こ
れ
ら
の

多
く
は
小
企
業、
個
人
企
業
で
あ
り
資
本
力
が
乏
し
い
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
経
済
界
の
変
動
に
よ
っ
て
打
撃
を
う
け
や
す
く
、
不
安
定

で
あ
っ
た
。市
や
商
工
会
議
所
で
は
こ
れ
ら
に
対
し
、1
企
業
診
断、
経
営
合
理
化
対
策、
2
運
転
資
金
の
貸
付
対
策、
3
商
店
街
の
整
備

市
街
要
素
の
美
化
対
策、
4
企
業
協
同
組
合
の
育
成
指
導
対
策、
5
外
来
客
の
誘
致
な
ど
の
振
興
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

表 ポ 馬 ミ 木 鋸表 ポ

ン シ
具 プ 具 ン 材

屋

水
産
加
工

二 三 一 四 六 三 一 1 三 1

二

二
五

五
〇
〇
、

四
八
五、
六
三
六

一
五
〇
、

八
四
五
、
○
○

四
、
二七
一、
七
〇
三

三
三
〇
、
〇
〇
〇

六
九
、
八
〇
〇

二
四
〇
、

三
〇
〇
、
〇
〇
O

五
〇
、

二
四
五
、
〇

一、
九
六
七
、
二
四
五

肉 鮮 古販

マ
ー
ケ
ット

鍼 産 歯 普 種 葬 洗 楽
科 通

売 魚 着 灸 婆 医 医 子 具 濯 器
七

一、
三
六
一、
O
C

七
一
一
五、
四
七五、

○○
五
五
六
、
四
二
七
、
六
〇 C

C

四
〇
六
、
〇〇

四
八
〇
、
八
〇
0

一、
三
三
五
、
○
○

二
、
六
一
〇
、

四
五
、

六
五
〇
、
〇
〇

五
八
八
、

二
九
五
、
○
○

(馬
車
追
い)

小
運
搬

特
殊
喫
茶

席 理 店 樽 本 商 授 鉄 場理 本 鉄

場

八
〇 四 四 一
〇

二
〇

四 三 一 七 三 九七
、
四
九
〇
、
〇
〇〇

五
七
〇
、
〇
〇

二
、
六
七
七
、
七
五
〇

一、
七
四〇
、
〇〇〇

二
、
六
四
五、
三
〇
〇

五
三
〇
、
〇
〇
〇

五
六
〇
、
〇
〇

四
〇
〇
、
〇
〇

六
四
八
、
五
〇
〇

三
九
〇
、
〇
〇

一、
五〇〇

、〇〇

0 O

円

馬 111

牛
乳
配
達

コン
ク
リ
ー
ト

マー
ジ
ャ
ン

下
宿
業

質
蹄 浴

料 食

牛
馬
商

洋
裁
教
授

○
○

●円(『市
勢
要
覧』

昭
和二
十
六
年
苫
小
牧
市)

0

○
○
○O

二
九

六 七 七 六 一 四 五 二二
、
五
六
八
、

貸 小 飲 桶 古

店
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苫
小
牧
市
史
下
巻

昭
和三
十
一
年
七
月
一
日
現
在
に
お
け
る
業
名
分
類
別
店
舗
数
で
は
卸
売
業
六
一
軒
(法人二

九、
個人三
二)、小

売
業
で
は
法
人
五

六
軒
、
個
人
五
四
〇
軒
の
計
五
九
六
軒
と
な
っ
て
お
り
、
同
二
十
五
年
か
ら
み
る
と
減
少
し
て
い
る
が、
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
商
行
為
を
目

的
と
す
る
業
種
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

業
名
分
類
別
(卸
売
業)
店
舗
数

(昭
和三
十
一
年
七
月
一
日
現
在)

(『市
勢
年
鑑』

昭
和三
十
二
年
苫
小
牧
市
)

板 セ 食 果 野 下 婦 洋 織 業
ガ メ 着ラ ン
スス ト 材肉 実 菜 類

一 1 1 1 1

名
法
人
一個
人

→ | ニ ー | | 1 一
一 一 二 一 1 一 1

分
類
さ
れ
な
い
も
の

屑 そ
の
他
建
築
材
料

各
種
食
料、
飲
料

清
涼
飲
料

菓
子
パ
ン
類 物 類 名

→ | ニ ー | ニ ー 三 ー 三

法
人

三 五 三 一 一 四 | | ー ニ

個人

四 五 五 二・一 六 一 三 二 五 計

電 電 附自 石 石 火 医

|業

計

電
気
用
品

電
気
機
械
器
具

動
属車 薬 薬
部

具品品 油 炭 類 品

名

二
九

1 二 一 四 一 一 |

三三二
六
一

ー | ニ ー 11～

一
個
人

計一 二 三 五 1

生
鮮、魚

介、藻

業

物

木
材
お
よ
び
竹
材

婦
人
子
供
洋
服 服

服 物

1. 一 一

計

乾

酒 味
噌
、
醬
油

法人
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パ 菓 果 野

花
、
植

煙
草、
喫
煙
具

物 魚

肉

酒
、
調
味
料

各
種
食
料
品

他
に
分
類
さ
れ
な
い

織
物
衣服
身
廻
品

男
子
既
製
洋
服

服
服

ン 子 実 菜 木 具 地

1 1 1 1 1 1 1 一 四一

四 一〇

1 | | 四

二 〇

八
〇二

一
〇

四 四 五 二 九 三 五 四 二 九八
一

一〇
飲

食
店

な
い
そ
の
他

他
に
分
類
さ
れ

陶
磁
器
硝
子
器

器 物 具 具 車 品れ

品 名

三 二 十 一
三 一

1

一

法
人
|

六
九

一二
四
|一二
六天 六六

三 一三三三 四 二 〇1四

一
〇

一三 三三 七
肥
料
、
飼
料

苗
、
種

子

洋
品
雑
貨
小
間
物

鞄
、 履 業

光
学機械

器 具

運
動
具、娯楽

用
品

そ
の
他
中
古
品

中
古
衣
服

紙
、
文
房
具 雑

具 誌 料 料誌

三

11 111 1 一 四 一一 1四 1 | 三 ー |
一
五 ・ 一 五 二 二 二 六 〇 二 1 1 三 二 九

名
|
法
人
|
個
人
」
計

八 三 一 五 二 二 二 七 四 三 ニ 一 六 三 九

1 三三 六 二 〇 三 六

1
二 一一 三 七七三 計計

眼時
鏡

写
真
機、写
真材
料

楽 玩 書 燃 肥
籍

いに飲分
食類
料さ

理

婦
人
子
供
洋
服

男
子
注
文
洋
服

計二

四 四 五 二 〇 四
一
六

六
六

五 四 二 三
業陶 金 畳 建 家 自 な他 茶 料 靴 婦

転

三 1 1

113

業
名
分
類
別
(小
売
業)
店
舗
数

(昭
和
三
十
一
年
七
月
一
日
現
在)

業
名
法
人
個
人一二

五
六

機
械
器
具

家
庭
用
電
気

六 四 六 二 〇 四 二 七六 1 1四

七 個人

袋

物 物

乾 鮮 食 寝 呉



苫
小
牧
市
史
下
巻

米

麦

雑
穀
、
豆
類

1 1

-

1
0

一〇
医

被

粧 薬

品 品

| |三

1一 一三一一

四三

一
二
一

計
五
六
五
四
〇
五
九
六

(『市
勢
年
鑑
』
昭
和三
十
二
年
苫
小
牧
市
)

ま
た
、
こ
れ
ら
中
小
企
業
の
安
定
、
健
全
経
営
お
よ
び
自
主
的
経
済
活
動
を
促
進
す
る
た
め
合
法
的
な
事
業
協
同
組
合
、
企
業
協
同
組

合
の
組
織
化
が
活
発
に
進
め
ら
れ、
昭
和三
十
二
年
度
末
ま
で
に
事
業
協
同
組
合
で
は
1
食
料
品
、
荒
物
、
雑
貨
商
業
一
2
商
店
会
、

専
門
店
会
商
業三

3
燃
料
商
業
一
4
煙
草
商
業
一
5
市
場
商
業
五
6
運
輸
業二

7
薪
炭
生
産
業
一
8
金
属
工
業
一
9
造

材
及
び
製
材
工
業
一
10木

製
品
工
業
一
の
一
七
組
合
、
企
業
協
同
組
合
で
は1
燃
料
商
業
一
2
サー
ビ
ス
業
一
3
造
材
及
び
製
材

業
一
4
食
料
品
工
業
一
5
そ
の
他
の
工
業
一
の
五
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

デ
パ
ー
ト
と

苫
小
牧
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
百
貨
店
と
い
う
べ
き
も
の
は
、
戦
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
市
制
施
行
を

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現
機
会
に
市
内
商
店
街有
志
に
よ
り
百
貨
店
の
設
置
計
画
が
進
めら
れ、
昭
和二
十
五
年
九
月二
十
日
に
運
動
具
店

の
小
野
貢
を
中
心
に
駅
前
通
り
(王
子
町
旧高
柳
病院
跡)
に
株
式
会
社
銀
屋
百
貨
店
が
開
店
し、
こ
の
銀
屋
は
苫
小
牧
に
おけ
る
デ
パ

ー
ト
の
は
し
り
と
も
いう
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

苫
市
に
初
の
百
貨
店
銀
屋
駅
前
に
建
設
中

苫
小
牧
の
商
店
街
は
従
来
と
か
く
沈
滞
し
が
ち
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
が
最
近
こ
の
汚
名
を
返
上
す
る
に
足
る
画
期
的
な
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
。
そ
の
最
た
る
も
の
に
銀
屋
デ
パ
ー
ト
の
開
店
と
専
門
店
会
の
結
成
が
あ
る
。

銀
屋
デ
パ
ー
ト
は
市
内
商
店
街
有
志
が
市
制
施
行
以
来
計
画
し
て
来
た
も
の
で、
望
み
の
位
置
駅
前
通
り
王
子
町二
十三
番
地
旧
高
柳
病
院
跡
を
借
り
う
け

二
十
一
日
か
ら
の
観
光
祭
り
を
あ
て
込
み二
十
日
開
店
を
め
ざ
し
て
改
築
に
大
童
で
あ
る
。

:
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改
造
後
は
木
造
モ
ル
タ
ル
仕
上
二
階
建
で
総
坪
数
は
百
二
十
五
坪
で
現
在
の
株
主
連
も
成
績
が
良
け
れ
ば
將
来
は
先
進
都
市
に
負
け
な
い
大
々
的
な
デ
パ
ー

ト
経
営
に
持
っ
て
行
こ
う
と
張
切
っ
て
い
る
。

当
初
の
営
業
は呉
服、
化
粧
品、
ハ
キ
モノ
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品、
ミ
シ
ン
、
果
物、
菓
子、
薬
品
、
時
計、
レ
コ
ー
ド、
小
間
物、
そ
の
他
で、
日
高
方
面

の
客
誘
な
ど
に
も
役
立
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(『南
北
海』

昭
和二
十
五
年
九
月
十
一
日
号
)

銀
屋
は
苫
小
牧
に
お
け
る
初
の
百
貨
店
と
し
て
本
市
の
商
業
に
活
気
を
入
れ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
初
期
に
は
こ
の
期
待
に
こ
た
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二年
後
に
は
鶴
丸
百
貨
店
の
開
業、
さ
ら
に
各
地
域
商
店
街
の
形
成
な
ど
に
よ
り
、
伸
び
悩
み
を
み

せ
当
初
考
え
ら
れ
た
先
進
都
市
に
負
け
な
い
大
デ
パ
ー
ト
経
営
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、
現
在
も
開
店
当
初
の
規
模
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
。

第
七
編
経
済
史

�屋 百 貨 店

安典特别大星亮

銀屋デパート (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

鶴丸デパート (昭和31年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

昭
和
二
十
七
年
十二
月
七
日
に
は、
の

中
嶋
屋
本
店
が
発
展
的
に
解
消
し、
こ
の

中
嶋
屋
を
中
心
に
当
時
木工
場
の
木
材
置

場
だ
っ
た
現
在
地
に
二
階
建
て
の
鶴
丸
百

(
0
)

貨
店
が
開
店
し
、
全
館
煖
房
、パ
ー
ラ
ー
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
完
備、
優
良
百
貨
、
花
の
如

き
流
行
の
殿
堂、
受
け
て
嬉
し
い
商
品
券

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
同
七
日
か

ら
十
一
日
ま
で
の
五
日
間
華
し々
く
開
店

115



苫
小
牧
市
史
下
巻

記
念
大
売
出
し
が
行
わ
れ
た
。
当
初
の
取
扱
商
品
は
高
級
呉
服、
実
用
綿
反、
洋
服
生
地、
大
小
既
製
服、
洋
品
雑
貨、
帽
子
洋
傘、
化

粧
品
薬
品
、
文
房
具
、
玩
具
、
小
間
物、
旅
行
具
、
靴
・
履
物、
写
真
材
料、
電
気
器
具
、
時
計
貴
金
属
、
御
菓
子
類、
青
果
物
類、
御

蔬
菜
類、
生
花
類
、
外
百
貨、
食
堂
、
た
ば
こ
、
切
手
ハ
ガ
キ
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
さ
し
く
百
貨
店
の
様
相
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
な

お
、
こ
の
開
店
記
念
期
間
中
苫
小
牧
美
術
協
会
展
覧
会
が
ギ
ャラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

向
寒
の
折
柄
皆
様々
益
々
御
清
適
の
段
賀
し
奉
り
ま
す
。

就
而
兼
て
御
待
兼
ね
の
新
築
も
落
成
し
、
愈
々
来
る
十
二
月
七
日
開
店
記
念
大
売
出
し
の
運
び
と
相
成
り
ま
し
た
。
之
れ
偏
に
永
年
に
亘
る
皆
様々
の
厚
き

御
愛
顧
の
賜
に
外
な
ら
ぬ
と
関
係
者
一
同
今
更
の
如
く
感
謝
感
激
の
念
を
新
に
し
て
居
る
次
第
で
御
座
居
ま
す
。

此
の
上
は
誠
実
と
勤
勉
と
親
切
と
を
以
て
商
道
の
本
筋
を
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
万
全
を
尽
し
て
郷
土
の
代
表
『皆
様
の
鶴
丸
』
と
し
て
、
店
内
一
同
ひ
た
む
き

の
精
進
を
誓
い
合
っ
て
居
り
ま
す
れ
ば
、
何
卒
幾
久
し
く
御
引
立
御
指
導
の
程
伏
し
て
御
願
申
上
げ
ま
す
。

昭
和二
十
七
年
十二
月
七
日

各
位
様

鶴
丸
デ
パ
ー
ト
店
内
一
同

(『苫
小
牧
民
報』
昭
和
二
十
七
年
十二
月
七
日
号
広
告
よ
り)

鶴
丸
デ
パ
ー
ト
の
開
店
は、
本
市
商
店
街
形
成
の
う
え
で
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
一条
商
店
街
の
形
成
と
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
と
駅
前
通
り
商
店
街
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鶴
丸
は三
回
の
大
改
築
を
行
い、
昭
和
五
十
年
九
月
末
現

在
で
は
三
階
建
て
で
駅
前
通
り
、そ
れ
に
一
条
通
り
と
二
条
通
り
の
三
道
に
面
し
、売
場
面
積
四
、
六
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル、
従
業
員
二
五

八
名
と
苫
小
牧
の
代
表
的
な
デ
パ
ー
ト
に
な
っ
た
。

・銀
屋
デパ
ー
ト、
鶴
丸
デ
パ
ー
ト
が
開
店
し
た
昭
和二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
こ
ろ
に
か
け
て、
本
市
の
商
店
も
活
発
な
宣
伝
を
行
う
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鶴丸デパート (昭和45年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

東市�

公設小売市場 (昭和35年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

三
輪

200

錦町商店街 (昭和29年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

よ
う
に
な
っ
て
い
た
が、
福
引
き
大
売
出
し
と
し
て
登
別
温
泉
、
支
笏
湖
一
泊
招
待、
千
円
札
つ
か
み
ど
り
な
ど
が
流
行
し
、
し
か
も
こ

れ
は
一
つ
の
店
の
単
独
か
小
地
域
の
連
合
店
に
よ
り
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
マー
ケ
ッ
ト
は
生
活
用
品
販
売
の
流
通
革
命
の
一
つ
と
し
て
昭
和三
十
年
以
降
各
地
に
出
現
す
る
が、
こ
れ
は
単
独
経
営
の

総
合
食
料
品
小
売
店
で
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
を
と
り
、
見
た
が
って
い
る
目
に
、
触
れ
た
が
っ
て
い
る
手
に、
匂
い
を
か
ぎ
た
が
っ
て

い
る
鼻
に、
か
た
む
け
よ
う
と
す
る
耳
に
商
品
が
自
由
に
飛
び
込
ん
で
来
る
現
物
選
択
主
義
に
よ
る
も
の
で、
こ
れ
ま
で
に
な
い
商
法
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
ス
ー
パ
ー
マー
ケ
ッ
ト
の
経
営
者
に
は
食
料
品
店
の
経
営
多
角
化
型
、
生
鮮
食
料
品
店
母
体
型
な
ど
、
従
来
の
小
売
店
か
ら
の

第
七
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O.S.c

TER
1SE

王子サービスセンター中部本店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

トムストア (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

※メリピングセンター

リビングセンター (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

転
換
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
苫
小
牧
で
は
こ
う
し
た
小
売
店
は
零
細
企
業
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
定
義
で
いう
年
間
売
上
高
一

億
円
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
が
あ
り
、
一部
を
除
き
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
と
し
て
品
物
も
少
な
い、
小
じ
ん
ま
り
し
た
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店
に

と
ど
ま
っ
た
。

苫
小
牧
で
の
スー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
王
子
製
紙、
岩
倉
組
な
ど
の
企
業
と
生
活
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
非
商
業
資
本
に

よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

王
子
製
紙
は
戦
前
か
ら
消
費
組
合
を
作
っ
て
直
接
生
産
地
と
取
引
を
行
い、
廉
価
に
日
用
品
を
従
業
員
を
対
象
に
供
給
し
、
戦
後
も
配

給
所
と
し
て
存
在
し
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
に
は
一
般
市
民
を
も
対
象
と
す
る
ス
ー
パ
ー
マー
ケ
ッ
ト
を
開
業
す
る
こ
と
に
な
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り
、
王
子
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
子
会
社
を
設
立
し
、
同
五
十
年
八
月
現
在
苫
小
牧
市
内
だ
け
で
中
部、
東
部、
西
部、
山
手
、

春
日
の
五
カ
所
の
ス
ト
ア
を
持
ち、
岩
倉
組
も
当
初
は
木
場
町
に
ス
ト
ア
を
持
っ
た
が、
そ
の
後三
光
町
に
移
っ
て
ト
ム
ス
ト
ア
を
経
営

し
て
い
る。
そ
の
ほ
か
山
陽
国
策パ
ルプ
関
係
で
国
策
ニ
ュ
ー
ス
ト
ア、
日
軽
金
の
糸
井
リ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
苫
小
牧
港
開
発
会
社
の

開
発
ス
ト
ア
な
ど
企
業
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

生
活
協
同
組
合
(生
協)は

昭
和三
十
六
年
十二
月、
消
費
物
価
の
急
騰
か
ら
生
活
が
悪
化
し
た
た
め
、
地
域
住
民
に
安
い
良
質
の
商

品
を
豊
富
に
供
給
し
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民
の
要
望
に
よ
り、
王
子
製
紙
労
働
組
合
の
組
合
員
お
よ
び
主
婦
と
一
部
の
有
志
に
よ
り
設
立

総
会
が
開
か
れ、
翌
三
十
七
年
十
月
、
設
立
の
認
可
を
得
て
王
子
製
紙
労
働
組合
苫
小
牧
支
部
の
建
物
内
で
営
業
を
開
始
し
た
。

同
協
同
組
合
は
地
域
住
民
に
安
い
良
質
の
商
品
を
豊
富
に
供
給し
て
ほ
し
い
と
す
る
地
域
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
三
十
七
年
十
月
資
本
金
五
十
四
万
円、

組
合
員三
七
〇
名
で
発
足
、
以
後
三
十
八
年
矢
代
分
店、
三十
九
年
西
弥
生
分
店
拡
張
移
転
、
四
十
年
に
は
市
役
所
売
店
、
住
吉
分
店
を
設
置
し
順
調
な
経

営
を
行
な
っ
て
き
た
。
昨
年
は
本
店
を
移
転
し
、
現
在
の
本
町
一
番
地
に
店
舗
を
構
え
た
が、
こ
の
間
、
組
合
員
、
資
本
金
も
徐
に々
ふ
え
、
三
十
八
年
度

で
は
組
合
員
四
四
〇
名、
資
本
金
八
十
五
万
円
だ
っ
た
の
が、
四
十
一
年
度
で
は
一
、
三五
〇
名、
三百
八
十
四
万
円
と
急
増
し
た
。

総
売
り
上
げ
高
で
も三
十
八
年
度
が
六
千
四
百
万
円
だ
っ
た
が
、
四
十
一
年
度
実
績
で
は二
億
四
千
万
円
と
三
年
間
で
三
倍
の
伸
び
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

将
来
大
型
店
舗
へ
改
修
し
て
いく
方
針
を
決
め
た
も
の
。
こ
の
た
め、
現
在
の
七
店
舗
を
三
店
ほ
ど
に
集
約
し
た
い
意
向
で、
五
カ
年
計
画
の
第
一
段
階
と

し
て
西
弥
生
店
を
完
成
し
た
。

(『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
四
十二
年
八
月
四
日
号)

昭
和
四
十
一
年
に
本
店
、
事
務
所
を
本
町
店
に
移
し
、
こ
れ
ま
で
小
店
舗
で
あ
った
も
の
を
集
約
し
て
大
型
化
し
て
い
く
こ
と
を
決
め

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
西
弥
生
町
に
二
階
建
て
総
面
積
七
〇
〇
平
方
メー
ト
ル
の
店
舗
を
建
設
し
た
。そ
し
て
、
そ
の
後
に
な
っ
て
事
務
所

を
こ
の
西
弥
生
町
店
に
移
し
た
。
市
民
生
協
は
そ
の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
新
店
舗
を
設
置
し
て、
同
五
十
年
八
月
現
在
で
は
本
町
店
、
弥
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せいきょう coop

Dせいきょうマーケット

生活協同組合西弥生店 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

40

農業協同組合ストア (昭和49年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

公設音羽ショッパーズ (昭和45年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

生
店
、
木
場
町
店、
栄
町
店
、
市
役
所
売
店
、
双
葉
町
店
、
山
手
町
店
、
糸
井
団
地
店、
糸
井
東
店
、
中
野
店、
錦
岡
店
、
美
園
店
の
一

二
店
を
数
え
、
苫
小
牧
で
の
ネ
ッ
ト
ワー
ク
を
か
た
め
た
。
な
お、
本
部
は
現
在
双
葉
町
に
移
っ
て
い
る
。

農
業
協
同
組
合
は
昭
和
四
十
九
年
六
月
七
日
に
スー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
進
出
し
、
大
成
町
に
一、
四
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
A
コ
ー

プ
ス
ト
ア
を
建設
し
、
さ
ら
に
他
地
へ
の
進
出
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
本
市
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
で
は
な
く
、
市
設

小
売
市
場、
音
羽
シ
ョッ
パ
ー
ズ
な
ど
の
よ
う
に
協
同
組
合
に
よ
る
ス
ト
ア、
市
場
も
あ
り、
こ
れ
ら
を
入
れ
る
と
大
小
五
〇
以
上
の
市

場
、
マー
ケ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
る
。

苫
小
牧
の
商
業
に
お
い
てこ
れ
ま
で
他
地
資
本
の
大
型
店
舗
の
進
出
が
な
か
っ
た
だ
け
に、
市
内
商
店
街
の
い
わ
ゆ
る
の
ん
び
り
ム
ー
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ド
が
目
立
ち、
本
市
を
中
心
と
す
る
商
勢
圏
が
毎
年
相
当
拡
大
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
中
心
商
店
街
の
前
近
代
性
が
強
い
な
ど
か
ら
、

相
当
の
購
買
力
を
札
幌
市
に
流
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
深
刻
な
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
昭
和
四
十
七
年
に
な
っ
て
資
本
金
三
一
億
円、
本
社
東
京
の
長
崎
屋
が
木
場
町
の
旧
岩
倉
組
本
社
跡
地
に
敷
地
面
積三
万
三

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
下
一
階
、
地
上
二
階
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
延
べ二
万
四
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
売
場
面
積

九
、
九〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ルと
い
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プシ
ョ
ッピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
道
内
最
大
の
規
模
と
い
わ
れ
る
苫
小
牧
店
を
建かた

設
し
、
翌
四
十
八
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
年
間
売
上
高
四
〇
億
円
と
い
う
超
大
型
店
の
進
出
に
は
地元
商
業
界
も
固

唾
を
の
ん
で
見
守
る
状
態
で
あ
っ
た
。

長
崎
屋
の
進
出
は、
今
後
の
苫
小
牧
の
商
業
地
図
を
大
き
く
塗
り
変
え
る
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ、
販
売
面
だ
け
で
な
く
、
店
員
募
集
に

あ
た
っ
て
は
週
休二
日
制
に
高
水
準
の
給
与
な
ど
労
働
条
件
の
よ
さ
も
あ
っ
て
店
員
の
引
き
抜
き
な
ど
も
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
商
業

界
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
が
感
じ
ら
れ、
市
議
会
に
お
い
て
も
長
崎
屋
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、
表
立
っ
た
動
き
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

長
崎
屋
に
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
地
元
、
道
内
業
者二
六
業
種
が
入
っ
た
ほ
か
、
長
崎
屋
、
岩
倉
組
、
札
幌
フー
ド
セ
ン
タ
ー
の
合
併
会

社
で
あ
る
サ
ン
ド
ー
ル
北
海
道
が
食
品
部
門
と
し
て
一
階
に
進
出、
長
崎
屋
自
身
も
衣
料
を
は
じ
め
家
具
、
電
化
製
品
を
販
売
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
十
月
二
十
七
日
に
は
大
泉
市
長
夫
人
、
長
崎
屋
会
長
夫
人
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン
し
た
苫

小
牧
店
は
一、
〇
〇
〇
台
の
大
駐
車
場
を
有
し
、
ジ
ャン
ボ
タ
ウ
ン
長
崎
屋
と
し
て
マ
イ
カ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
特
色
の
も
と
、
新

し
い
商
業
地
と
し
て
出
発
し
た
。

こ
の
よ
う
に
長
崎
屋
の
苫
小
牧
進
出
は
、
本
市
商
業
に
何
ら
か
の
変
化、
改
革
を
与
え
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
市
の
商
業
の

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

う
え
で
好
ま
し
いも
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

苫
小
牧
市
は、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
の
設
置
以
来、
い
わ
ゆ
る
工
業
都
市
と
し
て
発
達
し
て
来
た
た
め、
産
業
別
人
口

各
種
商

業
統
計

に
お
いて
第
二
次
産
業
人
口
の
多
いの
が
特
色
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が、
昭
和
三
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
第
一
次
産
業
の
減
少
に
比
し
て
第三
次
産
業
で
あ
る
卸
売
及
び
小
売
業、
サ
ー
ビ
ス
業
の

著
し
い
増
加
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
工
業
港
の
進
展
や
活
発
な
公
共
事
業
建
設
に
よ
り
、
総
人
口
の
伸
び
と
購
買
力
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
年
と
と
も
に
一
層
強
ま
り、
同
四
十
七
年
に
は
第三
次
産
業
人
口
が
六
〇
%
を
超
え
た
の
で
あ
る
。

商
店
数
は
本
市
の
人
口
の
伸び
に
合
わ
せ
確
実
に
増
加
し
て
お
り
、
総
数
で
は
昭
和三
十
七
年
に
比
較
し
、
同
四
十二
年
に
二
倍
、
同

四
十
七
年
に
は三
倍
に
増
え
て
い
る
。
ま
た、
商
店
数
の
ほ
ぼ三
分
の
一
に
あ
た
る
七
一二
店
が
飲
食
店
で
あ
り
、
首
位
に
な
っ
た
が、

今
後
と
も
こ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

就業者の産業より構成
(昭和30年国調)

第
一
次
産
業

116.8%

第
二
次
産
業

243.0%
340.2%

第
三
次
産
業

苫小牧市

222.1%

142.4%

335.5%

北海道

223.8%
141.1%

335.1%

全 国
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常
時
従
業
者
数
も
年
増々
加
し
て
い
る
が、

一人
～
四
人
ま
で
の
商
店
が
七
〇
%
前
後
を
占
め、
以
下
従
業
員
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て

減
少
し
、
五〇
人
以
上
を
雇
用
す
る
大
商
店
は
一
%
に
も
み
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

飲

計

食
店

そ
の
他
の
小
売
業

家
具・
建
具・什

器

自
動
車
・自
転
車

飲
食
料
品

織
物
・
衣
服
類

各
種
商
品

卸
売

区
分 年年

次

七五四 一七0

二三

哭 一七

二七0

八四 二 三

店
数

100.0

三
・五

一五・0

六・一

二・三

三五・八

二
・一

0・三

六・九
%

一、二七二

二七五

一五一 六八 三
一・九

三四・九

八・六

0・二
三
・三
%

三
八
年

100・0
一
、六四

二三・四
四〇五

一臺
二一・八

五・七

一・九

三
・九

八・六
0・二

一三・三
%

四
二
年

100・0
1、主七
�
六
二六・四

一三・二

六・三

二・四

三
・〇
九・0
0・1

二
・六
%%

四
三年

100・〇
二、一九 八

天
六

二八六

一毛 哭 毛
一 一七八

八八

二八六
店
数

100.0

一七・九

二三・六
六・五

二・三

三七・三

八・五

0・四

三三・六
%%

二、三
〇

七三 三
七 一二

六・〇

二・一

一五・0

八・一

0・三

三
・四

%

八四十

四〇七

一四一 翌 五九七

三七 五

三
三

店
数

100.0

三
・〇

一五・八

五・五

一・八

二三・二

八・四

0・二

三
・一
%

四
九
年

三 五毛七

一四一 三

三
七

店
数

二四・七

二三四 三三 四二

吾
七 一天 二

二〇五

店
数

四
五
年

八

二九四

店
数

四
七
年

100・0
三、毛四

二九・八

一六・三

(『市
勢
要
覧
』
各
年
苫
小
牧
市、

『統
計
と
ま
こ
ま
い』
m.21、M.6

苫
小
牧
市
よ
り
作
成)

昭
和
三
三
年

四〇九

101 11

一四

店
数

二三・九

五・八

業

産
業
中
分
類
別
商
店
一
覧
表
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苫
小
牧
市
史
下
巻

従
業
者
数
別
商
店
一
覧
表

※
飲
食
店
は
含
ま
な
い
。

四
九
年

四
七
年

四
五
年

四
三
年

四
一
年

三
九
年

三
七
年

昭
和
三
五
年

年
次

一、一
六
〇

一、二
三
九

一、〇三
九

九
〇
七

八
六
一

七
四
五

六
五
四

五
五
七

従

三
二
八

三三
一
〇

二
七
二

二
一
八

二
一
五

一
七
一

一
五
三

一
一
一 業

一九
一

一七
二

一六
四

一
四
八

一三三
四

九
八

七
九

六
九

者

二
四

二
六

二
六 一
八

一六

一
四

八 八 数

二二 二
一

一
二

一〇 一〇

六 三 三

三
～
咒
人
吾
人
以
上

一三三、
九三
五

九
、
六
三
五

六、
九
六
九

六
、
四
四
六

五
、
二
三
八

四
、
一六
三

三
、
三
五
九

二
、
五
二
二

従
業
員
数

年
間
商
品
販
売
額

一
五
、
五
七
四
、
一八
七

九、
二
六
七、
二
七
九

七
、
一〇
一、
一五
八

四
、三
四
一、
一八
一

三
、
二
一
九、
一〇
三

二、
二
三
〇
、
六
四
八

一、
四
八
七、
一四
三

八
五
三
、
八
四
五 万円

一～
四
人
五
～
九
人
10～元

人

(『市
勢
統
計
書
』
各
年
苫
小
牧
市
よ
り
作
成)

次
に
飲
食
店
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
ま
で
は
食
堂
が
第
一
位
を
占
め
て
い
た
が、
同
四
十
七
年
以
降バ
ー
・
キ
ャバ
レ
ー

数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
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史

年
間
商
品
販
売
額
は
、
昭
和
四
十三
年
四
五
〇
億
円
で
卸
売
業
が二
一
七
億
円
の
四
八
・
四
%
、
小
売
業
は
二
一
六
億
円
の
四
八
・〇

各
年
苫
小
牧
市
よ
り
作
成
)

従
業
者
数

そ 喫

計 の 茶 年

他 店

酒
場
な
ど

キ
ャバ

レ
ー 一

料
理
割
ぼう し

そ
ば
う
ど
ん

中 西 日 食
華
料理

洋
料
理

本
料
理 堂 次

二
、
〇
六
一

四
六
六 一二二

一
七

一〇
〇

一
一四 六

三
一

一二
二

一四 五 一〇

一四
五

昭
和
四
三年

五
九
五 六

三
五

一二
三

一
六
六 六

四
五

一二

二
一 三

一〇
一
六
七

四
五
年

七
一
二一

三
二

四
六

一三
四

二
一
七 三

四
八

二
一

三
四 九 一五

一五
三

四
七
年

八
四
九

二
〇

五
四

一八
八

二
六
八 四

五
八

二
四

四
二 一
八

二
一

一
五
二

四
九
年

新一

サ

XiasD 費男とスターに

飲食店が建ち並ぶ親不孝通り (昭和50年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

年
次
別
種
別
飲
食
店
一
覧
表

区
分

(『市
勢
統
計
書
』

人
人

二
、
六
四
三
|三
、
〇
七
二

三
、
三六

一
人

人

す
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苫
小
牧
市
史
下
巻

%
、
飲
食
店
は
一
六
億
円
の三
・
六
%
と
な
っ
て
い
た
が、
同
四
十
九
年
に
は
卸
売
業
八
八
七
億円
の
五
四
・
六
%
、
小
売
業六
七
〇
億

円
の
四
一
・三
%
、
飲
食
店
六
七
億
円
の
四
・一
%
と
い
ず
れ
も
販
売
実
績
で
は
大
幅
な
伸
び
を
示
し
、
構
成
率
で
は
卸
売
業
の
六
・二

%
増、
飲
食
店
の
〇
・
五
%
の
増
が
あ
っ
た
。

一
商
店
当
た
り
販
売
額
、
一人
当
た
り
年
間
販
売
額
に
つ
い
て
も
物
価
の
上
昇
な
ど
も
あ
っ
て、
こ
れ
ま
で
大
幅
な
増
加
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

産
業
中
分
類
別
年
間
販
売
額
一覧
表
(そ
の
1)

各
計

飲
食
店

売
業

そ
の
他
の
小

・
什
器

家
具
・
建
具

車
自
動
車
・
自

飲
食
料
品

織
物・衣

服
類

各
種
商
品

卸
売
業

区
分 年

次

六〇
二
、
九〇
八

二
六
、
七
四
六

三六
、
八
七
八

四
三
、
三七
九

五
、
一八
八

一八
四
、
四
二
〇

八
〇
、
一二
四

一〇
三

二二
六
、
〇
七
〇 万
円

昭
和三
三
年

八
九
一、
〇
一
五

三
七
、
一七
〇

七〇
、
六
二
六

五
八、
八
六
九

五
、
八
八
四

一八
五
、
三三
四

一
二三、

五
八
二

四
一
九、
五
五
〇

1

三
五
年万
円

七
七
四、
九
三八 万円

六
七
、
六
八
一

一
一一、

八三
一

八〇
、
一八二

六、
八
九
六

三
四二
、
九
八
六

一四
五
、
四
四
八

二
四
、
八
六
二

一八
四、
三九
四

四
三
、
六
八
五

一、
二
五
八、
〇
三
二

三
九
年
万
円
一、
九
八
七、
三
八
三

四
一
年万
円

三
七
年

一〇
四
、
七
九
三

一三
六
、
六
五
六

一
四
六
、
〇
五
三

一一、
五
八
五

四
五
〇
、
二
四
三

一二
、
五
六
八

六
五
一
、
一五
三

二二
二
、
三四
三

三
六
、
三五
二

一
二三
、
九
五
五

二
六二
、
一八
九

一四
七、

一
一五

一
、
五
五
四、
八二
四
二
、
三
三
五
、
四
四
一
三、
三
三
三
、
〇
五
八
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1商店当たり
年間販売額の推移(万円) 6,312

6,000H

第
七
編 T

経
済
史 5,000 計 食

そ
の
他
の
小
売
業

家
具
・建
具
・
什
器

自
動
車
・
自
転
車

飲
食
料
品

織
物
・
衣
服
類

各
種
商
品

卸
売
年
次

店 業
4,000 4,057

T 3,506

3,000

2,549

2,000 1,700
1,327

1,000 921
800

500

昭和
333537394143454749
年

1人当たり
(万円) 年間販売額の推移
1,200-

1,166
1,100

1,000 -
900

800
761

700
660

600

500 499

407400
344

300 292

200 203

184
100

昭和
333537394143454749
年

(『市
勢
統
計
書
』
各
年
苫
小
牧
市、

『統
計
と
ま
こ
ま
い』m6

苫
小
牧
市
よ
り
作
成)

四
、
五
〇
四、
三
一
一

一六
三
、
一三
〇

四
七
一、
四
八
一

二
二
七、
一八
一

三
六
四、
五
〇
四

七
三
四
、
二
五
六

二
八
一、
〇
七三

八
五
、
四
四
〇

二
、
一七
七
、
二四
六
三
、
八
八
六
、
二
二
八

昭
和
四
三
年

七
、
三五
七
、
五
一
八

二
五
六
、
三六
〇

六
九
五
、
二
五
六

三
四
八
、
五
六
六

四
六三
、
一九
六

六
七
七
、
九
七二

一
、二
五
四、
九
七
八

五
七
四
、
八
六
二

四
六
六
、
〇三
〇

四
、
九
二
五
、
一一
四

四
七
年
万
円

一
六、
二
四
七
、
二
四
三

六
七三
、
〇
五
六

一、
四
四
四、
六
〇
四

六
六
五
、
八
八
〇

九
六
二
、
八
九
一

二
、
〇
七
九
、
一七
五

八
八
九、
二
一
〇

六
六
〇
、
六
八
六

八、
八
七
一
、
七
四
一

四
九
年

万
円

産
業
中
分
類
別
年
間
販
売
額
一
覧
表
(その
2)

四
五
年

九
、
六
四二
、
〇
五
六

三
七
四
、
七
七
七

九
〇
五
、
一二
七

五
三
八
、
四
八
八

九
四〇
、
六
〇
四

四
〇
九、
九
五
六

二
八二
、
〇
七
〇 万
円

飲 区
分

T

2,031

万
円
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苫
小
牧
市
史
下
巻

苫
小
牧
商
業
の

新
産
業
都
市
の
指
定、苫

小
牧
港
の
開
港
に
よ
っ
て
飛
躍
的
な
発
展
過
程
に
あ
っ
た
苫
小
牧
市
で
は
あ
っ
た
が、

課
題
と
問
題
点
商
業
規
模
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
そ
の
歩
調
に
合
致
し
た
発
展
で
は
な
く
、
む
し
ろ
弱
体
で
あ
り
問
題
点
も
多
い

と
こ
ろ
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
本
市
の
商
業
の
在
り
方
に
再
検
討
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で、昭

和三
十
九
年
、北
海
道
が
実
施

機
関
と
な
り
、
北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー
、
苫
小
牧
市
、
苫
小
牧
商
工
会
議
所
が
担
当
機
関
と
な
っ
て
『
苫
小
牧
市
広
域
商
業
診
断
』

が
実
施
さ
れ
た
。
この
診
断
は
同
年
十
月二
十
七
日
か
ら
十二
月
十
日
ま
で
行
わ
れ、翌

四
十
年
九
月
に
そ
の
報
告
書
が
ま
と
めら
れ
た。
(0)

こ
れ
に
よ
る
と
、
広
域
的
な
立
場
か
ら
み
た
場
合
、
苫
小
牧
市
は
工
業
を
主
体
と
し
観
光、
住
宅
地
区
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

商
業
面
で
は
第三
次
産
業
の
弱
体
か
ら
流
通
な
ら
び
に
商
業
機
能
の
マ
ン
モ
ス
化
な
ど
に
よ
り
札
幌
に
指
向
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

苫
小
牧
は
将
来
大
発
展
を
と
げ
る
も
の
と
思
う
が、
こ
の
場
合
既
成
商
店
街
は
こ
の
間
都
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
し
て
も、
商
業

機
能
が
未
熟
で
あ
る
た
め、
今
後
大
規
模
な
商
店
街
の
再
開
発
を
行
い
、
札
幌
な
ど
へ
の
購
買
力
流
出
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
指
摘
の
あ
っ
た
個
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
次
のと
お
り
で
あ
っ
た
。

・
歴
史
的
な
中
心
商
店
街
の
移
動、
住
宅
地
の
分
散、
工
業
開
発
景
気
を
目
当
て
に
し
た
企
業
の
進
出、
先
行
的
投
資
等
に
よ
る
商
店
の
増
加
に
よ
っ
て
各

業
と
も
総
体
的
に
零
細
性
が
目
立
ち
、
販
売
生
産
性
も
低
調
で
あ
る
。

・
当
市
の
商
圏
範
囲
は
日
高、
胆
振
各
地
と
広
範
な
地
域
を
有
す
る
が、
衣
料
品
で
横
這
い、
食
料
品
は
減
少
を
み
せ
て
お
り
、
商
業
的
集
中
率
も
限
界
に

達
し
て
い
る
。
札
幌
～
日
高
、
室
蘭
～
札
幌
間
の
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り
札
幌
へ
の
流
出、
農
協
生
協
の
大
型
化、
さ
ら
に
当
市
商
店
街
の
非
近
代
性
な

ど
に
そ
の
原
因
が
み
ら
れ
る
。
従
来
ま
で
吸
収
率
を
維
持
し
得
た
の
は
郡
部
の
商
業
力
の
弱
体
、
交
通
機
関
の
不
利
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
当
市
商
店
の
力

で
は
な
か
っ
た
。
商
店
街
が
現
状
か
ら
脱
皮
し
な
い
限
り、
商
勢
圏
ば
か
り
か
地
元
か
ら
の
購
買
力
も
流
出
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

・
中
心
商
店
街
は
駅
前
通
り、

一条
通
り、
二
条
通
り
に
分
散
し
、
あ
る
地
域
で
は
王
子
社
宅
街
の
近
接、
非
商
店
街
が
不
安
定
な
構
造
で
あ
る
。

・
近
代
的
店
舗
と
前
近
代
的
店
舗
と
の
間
に
極
端
な
差
が
あ
り、
商
店
街
全
体
の
魅
力
を
欠
い
て
い
る
。
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・
仕
入
機
能
と
販
売
機
能
が
交
叉
し
店
頭、
店
内
が
混
乱
し
、
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
し
て
いる
。
照
明
に
つ
い
て
も
総
体
的
に
暗
す
ぎ
る
。

・販
売
技
術、
接
客
態
度、
商
品
知
識
は
全
般
的
に
未
熟
で
あ
り、
顧
客
の
大
き
な
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

・
商
店
街
の
統
一
美
に
欠
け
て
い
る
。

(
『苫
小
牧
市
広
域
商
業
診
断
報
告
書
よ
り
抜
萃』

昭
和
四
十
年
北
海
道
商
工
部、
苫
小
牧
市、
苫
小
牧
商
工
会
議
所)

こ
の
よ
う
に
、
苫
小
牧
の
商
店
街
に
つ
い
て
は
相
当
手
き
び
し
い
批
判
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
商
業
診
断
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
、
本
市
商
業
の
全
道
に
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

卸
売
業
で
は
、
販
売
額
に
お
い
て
昭
和
四
十
一年
に
対
し
同
四
十
三
年
は
全
道平
均
一
二
・
四
%
の
伸
び
に
対
し
、
本
市
は三
九
・
四

%
と
い
う
高
率
を
示
し
た
。
こ
れ
は
室
蘭
市
の
四
四
・
四
%
に
次
ぎ
第
二
位
で
、
釧
路三
二
・
七
%
、
旭
川
二
一
・
一%
、
帯
広
一六
・

二%
、
函
館
一
二
・
九
%
、
札
幌
八
%
の
順
で
あ
っ
た
。
ま
た、
同
四
十
三
年
の
全
道
販
売
額
に
占
め
る
占
拠
率
は、札

幌
五〇
・
二
%
、

旭
川
一〇
・二
%
、
函
館
五
・
三
%
、
小
樽五
・三
%
、
釧
路
四
・
九
%、
帯
広三
・
九%
、
室
蘭三
・
六
%
、
北
見
一
・九
%
、
苫
小

牧
一
・
二
%
の
順
で
あ
っ
た
が、
苫
小
牧
の
場
合
の
年
次
別
占
拠
率
で
は、
三十
七
年〇
・
八
%
、
三十
九
年〇
・
八
%
、
四
十
一
年
一

%
、
四
十
三
年
一
・
二
%
と
上
昇
傾
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

小
売
業
で
は
、販
売
額
に
お
い
て
昭
和
四
十
一
年
に
対
し
同
四
十三
年
は
全
道平
均二
五
・
四
%
の
伸
び
に
対
し、本

市
は二
七
・
五
%

と
こ
れ
を
上
回
っ
て、
北
見三
〇
%
、
札
幌二
九
・
八%
、
旭
川二
九
・
七
%
、
釧
路二
八
%
に
次
い
で
第
五
位
と
な
り
、
帯
広二
六
・

三
%
、
室
蘭
二
二
%
、
小
樽
一
八
・二
%
、
函
館
一四
・
三%
の
順
で
あ
っ
た
。
四
十三
年
の
全
道
販
売
額
に
占
め
る
占
拠
率
で
は、
札

幌
二
三
・
一%
、
旭
川
六
・
七
%
、
函
館
六
%
、
釧
路
四
・
五
%
、
小
樽三
・
九
%
、
室
蘭三
・
七
%
、
帯
広三
・
四
%
、苫
小
牧二
%
、

北
見
二
%
の
順
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
年
次
別
に
み
た
当
市
の
占
拠
率
で
は三
十
七
年
一
・八
%
、
三十
九
年
二
%
、
四
十
一
年
一
・九
%
、

四
十
三
年
二
%
と
横
ば
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
一店
当
た
り
の
販
売
額
で
は
一、
四
七
八
万
円
と
全
道
平
均
(
一、
三
九
五
万
円
)
を
上
回

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

ダハーショョパ
ース

1

一条銀座商店街 (昭和51年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕 り、
従
業
員
一人
当
た
り
販
売
額
で
は
全
道
平
均
の三
五
二
万
円
に

対
し、
本
市
は三
三
七
万
円
と
下
回
っ
て
い
た
。
人
口
一人
当
た
り

購
買
額
に
お
い
て
は
一
八
万
円
と
全
道
平
均(一
五
万
四、
〇
〇
〇
円
)を

上
回
り
、
札
幌二
三
万
一
、
〇
〇
〇
円
、
帯
広二
二
万
八、
〇
〇
〇

円
、
旭
川
二
一
万
七、
〇
〇
〇
円、
北
見二
〇
万
八、
〇
〇
〇
円
、

釧
路二
〇
万
五
、
〇
〇
〇
円
、
函
館
一
九
万
五、
〇
〇
〇
円、
室
蘭

一
八
万
二
、
〇
〇
〇
円
に
次
ぎ
第
八
位
に
あ
り、
小
樽
一
五
万
八、

〇
〇
〇
円
の
順
で
あ
っ
た
。

飲
食
店
で
は、
昭
和
四
十
三
年
の
全
道
販
売
額
に
占
め
る
本
市
の

占
拠
率
は
一
・九
%
で、
主
要
都
市
に
お
い
て
札
幌三
五
%
、
旭
川

八
・
二
%
、
函
館
六
・
七
%
、
釧
路
五
・二
%
、
小
樽
四
・
五
%、

室
蘭
四
・二
%
、
帯
広三
・
九
%
、
苫
小
牧
一
・
九
%
、
北
見
一
・

九
%
の
順
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
市
の
年
次
別
占
拠
率
で
は三
十
七

年
一
・
六
%
、
三十
九
年
一
・七
%
、
四
十
一
年
一
・九
%
、
四
十

た10-

三
年
一
・
九
%
と
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
っ

そ
の
後
、
本
市
は
臨
海
工
業
地
区
の
活
発
な
生
産
活
動
に
よ
る
人

口
流
入
お
よ
び
新
規
進
出
企
業
の
建
設、
設
備
投
資
な
ど
順
調
な
購

買
力
の
増
大
な
ど
に
刺
激
さ
れ
て、
経
済
的
な
中
枢
管
理
機
能
の
一
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第
七
編
経
済
史 建
設
用品

F
/
1
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緑町二条通り (双葉町・音羽町)商店街 (昭和50年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

翼
を
担
う
卸
売
業
が
著
し
い
増
加
を
示
し
た
。
こ
れ
は
本
市
に
商
事

会
社
を
は
じ
め
鉱
工
業
会
社
の
販
売
事
務
所
な
ど
の
新
設
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
苫
小
牧
市
の
卸
売
業
は
そ
の
都
市

的
性
格
か
ら
、
そ
の
地
位
も
あ
る
程
度
の
伸
び
で
と
ど
ま
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

小
売
業
で
は、販

売
額
の
伸
び
率
で
昭
和
四
十三
年
、
全
道
主
要
都

市
の
う
ち
第
五
位
の
二
七
・
五
%
で
あ
っ
た
が、
静
内
町、
白
老
町

な
ど
周
辺
市
町
村
の
農
協
ス
ト
ア
の
設
置
な
ど
に
よ
り
同
町
小
売
業

の
大
幅
な
伸
び
が
あ
り
、
本
市
に
流
入
す
る
購
買
力
が
減
少
し
て
い

た
。次
に
昭
和
四
十
二
年
に
お
け
る
札
幌
へ
の
流
出
に
つ
い
て
み
る
と、

本
市
は
三
次
商
圏
に
あ
っ
て
四
・
八%
と
低
いも
の
で
あ
る
が、
そ

の
後
の
交
通
機
関
の
発
展、
大
型
店
拡
充
と
近
代
化
に
よ
っ
て
流
出

率
は
若
干
上
昇
の
傾
向
に
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
札
幌
へ
の
流
出

を
食
い
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
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苫
小
牧
市
史
下
巻

買
回
品
の
札
幌
都
心
へ
の
流
出
率
(昭
和
四
十二
年)

広 厚 当 石 江
一

島 田 別 狩 別

町 村 町 町 市
都

市
名 次

圈
次

商
圈

商

五
三
・八

四
六
・
七

三
二
・
九

四
三
・
五

三
一
・七。

流
出

率

小 千
樽 歳

市

市

岩
見
沢
市

都
市
名

二
次

商
圈

栗 岩 伊 栗 余 タ
沢 内 達 山 市 張

町 町 町 町 町 市

苫
小
牧
市

室
蘭

市

都
市

名

三三
次

一
商商

六
・
〇

四
・
六

三
・
二

八
・
七

七
・
七

四
・
八

四
・
八

一
・八

流
出

率

圈

(『
商
工
業
の
概
要
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
経
済
部)

一
〇
・
〇

一
一
・
四

一〇
・
五®

流
出

率

本
市
の
商
業
界
は、
こう
し
た
札
幌
へ
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め、
既
存
商
店
の
新
店
舗
建
設、
店
舗
の
模
様
替
え
や
商品
の
陳
列
法、

商
品
の
高
級
化、
ニ
ュ
ー
モー
ド
の
普
及
な
ど
購
買
意
欲
を
買
う
よ
う
な
努
力
が
は
ら
わ
れ、
商
店
側
の
経
営
意
欲
も
次
第
に
高
ま
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
市
内
に
お
いて
も
大
資
本
デ
パ
ー
ト
の
進
出、
ス
ー
パ
ー
、市
民
生
協
な
ど
の
大
型
店
に
対
す
る
一
般
小
売
店
の
問
題
、

札
幌
商
圏
に
含
ま
れ
る
中
間
都
市
の
商
業
の
在
り
方
な
ど
今
後
の
課
題
も
大
き
い。
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商
店
街

苫
小
牧
の
商
店
街
は
時
代
と
と
も
に
東
に
移
っ
た
の
が
一
つ
の
特
色
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
中
央
院
か
ら
苫
小
牧
橋

の
移
行
間
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
が、
大
正
時
代
に
入
っ
て
王
子
製
紙
の
順
調
な
発
展
に
よ
り
本
町
も
伸
び
、
多
く
の
商
業
者
が
進

出
し
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
多
く
は
苫
小
牧
橋
～
新
川
通
り
間
に
店
舗
を
新
設
し
、
何
時
の
ま
に
か
こ
の
間
が
中
心
地
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
大
正
の
大
火
後
市
区
改
正
が
行
わ
れ、
商
店
は
新
川
を
越
え
大
町
に
移
り
、
昭
和
初
期
に
は
新
川
通
り
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
そ
の

繁
栄
街
も
次
第
に
大
町
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
に
な
っ
て、
銀
屋、
鶴
丸
デパ
ー
ト
が
開
店
す
る
と
駅
前
通
り、
一条
通
り
へ
と
中
心
街
は
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
中
心
街
と
は
別
個
に、
王
子
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
市
内
五
店
)、
市
民
生
協
(
市
内
一二
店
)、

長
崎
屋
苫
小
牧
店
、

農
協
A
コ
ー
プ
ト
マ
コ
マ
イ
な
ど
の
大
型
店
、
量
販
店
、
百
貨
店
が
中
心
街
に
近
い
距
離
内
に
建
てら
れ、
商
店
街
も
分
散
し
、
地
域
商

店
街
の
発
展
も
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
、
小
売
業
で
は
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
た
錦
岡、
糸
井、
住
吉
町、
双
葉
町、
音
羽

町、
花
園
町、
中
野
な
ど
に
新
興
商
店
街
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

地
域
別
店
舗
一
覧
表

高 丸 糸 錦 樽

丘 山 井 岡 前

1 | | 五 |

| | 五 一

1 二 一 五 一

一
四
三
年

一 1

七

三
〇

二
四

四
四
年

一 一

一二
一

二
一

四
五
年五

四
〇

二
七 1

四
七
年三 一

九
四

三
一

四 || 1

四
九
年
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地
域
年
次
昭
和
二
七
年

二
九
年

三
一
年

四
三



苫
小
牧
市
史
下
巻

山 清 春 木 緑 音 双 明 三 住 美 静 美 柏 植 弁 勇 沼
ノ

七 | | 六

一
〇

1 1 ||||||| | 八 七
二

七 || 五 九 || | | | |
一

111-
二

一 八 六

二 三
八 | | 六 七 1 1 1

一
二
〇

七
五

‒‒-一
一
〇

八
七

一 一

三
八

四
四

一
五
二

九
六

二
二

六
四

四
三

三
八

一
六

11 五 四 1
三
五

二
一

一 1
一
九

二
九

二
九

六
九

七
三 一
四

四
九

四
四

q 四 | | | 九 | 三五

二
七

二
八

五
二

二
六 六
五

七
八

二
〇

九

八 11111

三
六 三

一

1 1

八 三 六 一 〇 四
五 二

1

三二

二
六

三
〇

七
二

六
三

一
四

II I= 1 三 t

九

六
三

四 ‒

二
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栄 寿 大 高 浜 元 矢 白 西
砂 代 金

弥 新 青 大 啓 松 見 花 北
主 富 葉 成 北 風 山 園 光

町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町 町

一
五 1

一〇
六

一
七 七

1 1 1 1

一一

三
三

1 九 1

一
五

一
〇

二 Ⅰ 五一
1
五 -11111 1 1 1

四
六 一

一
九
六 一

四 三

四
五
1 1

1

1 1 1 1

一二
七
九

一
五
〇

一
二一
〇

一
三
八

一〇
三

九
一

三
四 一

六
九

五 八 一
一

二
= 五 |

二
七

二
三 1

二
一

二
四

二
七

四
三

二
五

三
五 一

八 六
六
四 八 七 四 三 1

二
一

二一
一 1

二
四

二
八

1

二四

四
三

四

一
六

三
三

1

一
一
八 一

一
三

一
六 二

九 1 一

二 二
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西 東 汐 港 末 旭 中 若 表 王 錦 幸 本 本計 見 広 草 子 幸

町 町 町 町 町 町 野 町 町 町 町 町 町 町

五
一
一 1

三

1 11

一
九

1 1二 八

一
三

一
二

三
〇

五
八
九

一 三 | | | 八 || 八 方 1

四
三

六
五
七 三 六 11 1. 1 1

六
七

五
一

一
五
五

二
七 一

四
七一一

、七
六
六
|二
、〇
七
四
一
、二
二
五

1 1
二
八

三
七

三
八

一
二
八

一
六
五

八
三

三〇
八

一
一
五

-

1
11 七 1

一
六

二
四

四
二 一
〇

九
四

五
四

一
四
一

七
八

一
、四
一
〇

1 | 六 1

一
五 六

五
九 九

一〇
三

六
〇

一三
三

六
九

一
一 九

一、
四
一三

| | 九 四 四 七

二 五
四

二
二

九
O

五
五

一
二
九

二
九

一
〇

三
三

1

一

五
五

六

=

一

一
四
九

七
四

二
九
二

四
八

五四
八

二
二

1 | 二

一 -

各
年
苫
小
牧
市
よ
り
作
成)

※
昭
和
二
十
七
年
～
四
十
四
年
ま
で
卸
売
店
、
飲
食
店
を
含
む
が、
特
飲
店
は
含
ま
ず
、
昭
和
四
十
五
年
～
四
十
九
年
ま
で
卸
売
店
、

飲
食
店
を
含
ま
ず
。

(『市
勢
年
鑑
』
昭
和三
十
二
年、

『統
計
と
ま
こ
ま
い』

1
五 四

四 四

一
四
五

二
〇

一六
二 三
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明 美 三 住
園 光 吉

野 町 町 町

静 柏 美 植 弁 勇 沼 高 丸 樽 錦 糸
ノ

川 原 沢 苗 天 払 端 丘 山 前 岡 井
地
域

年
次

二 四 二

一

三 一
二一

昭

和

昭
和二
〇

三
五

一
四

四

四
七

四
、六
八
九

一
七、四

四
六

六
、六
五
一 万円

法
人
一
個
人

計
従
業
者
数
年
間
売
上
額
|
法
人
個
人

七七
1

年

三 六 一
二
一
一

二
九

三
五

二
九

三
〇

四

五
六

六
三 人 九

八
、二

一
七

一
五
四
二
二
、二
三
六

六
、
七
九
一

万
円

計
従
業
者
数
年
間
売
上
額

年

地
域
別
飲
食
店
一覧
表一
三二
二

五

二人

八
二
四
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苫
小
牧
市
史
下
巻

元
町

矢 白 弥
代 金 生
町 町 町|

啓 松 見 花 北 山新 青 大
|富 葉 成 北 風 山 園 光 手
町 町 町 町 町 町 町 町 町

清 春 木 緑
水 日 場
町 町 町 町

音 双
羽 葉
町 町

1 1 1

二 1 一 一

五 七 八

一
八

一
八

一
一
六

二
九

五 七 八

二
〇

一
八

一
一
七

三
〇

一
〇

一
四

一
九

五
一

四
六

四
四 八
〇 八人

一、三
〇
四

一、〇
六
八

三
、
四
六
六

四
、〇
七〇

四
、四
四
一

四
二
、三
九
七

九
、五
八
四 万円

1 1 1

二

四 四

五 八 五

三
二
七

三
〇

一
二
六

六
八
二
六

九 八 八

七
四

一、〇
八
六

一、
八三
五

一、八
六
六

一
一、六
九
一

九
四
一
一〇、八

〇
三

八
四
、〇
八
二

一
一、五

一
四 万円

二
四

一
六
四 : 一一

五 八 五

一
五
七 七
八 五人
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計 汐 港 末 旭

見 広広
町 町 町 町

中 若 表
草
町 町 町

王
子
町

錦
町

寿

町 町

|本 本 幸 高 浜
砂幸

町 町 町 町 町

五二
六
六
〇
七
一二

一
七

一
七

三二
一

三
三 八 三

三
、〇
七
二
三
七
四、七

七
七

三
五

一三
九

二
六
七

三
九

九
一

一、〇
九
四

四
一
四
|

九
〇

四 人

二、
八
六
四

一
一、三
〇
四

五
三
、
一三〇

二
三

四
、五
九
二

一〇
、九
八
九

一四
〇
、六
一
一

五
〇
、四
七
九

五
、〇
六
〇

六三
二二二 万円

八
一
七
六
八
|

一
八

三
六
三
八

一
二
三

三
六
九

一
六

七
五

一、
一
一
二

四
五
二

四
一

五 人六
七三
、〇
五
六

六、
五
二
四

一六
、
四
四三

八
六
、九
五
一

一
、〇
〇
〇

一
四、
四
六
一

二〇
三
、九
八
六

七
八
、五
五
八

四
、〇
九
二

九
二
〇 万円

.

二
八

一三三
二
〇

1

四 一
四
|

11 1一
一
八

一
八
五
一
九
九

四
一
〇〇

一
〇
四

一
九 一二

(
『統
計
と
ま
こ
ま
い
』
M.1・206

苫
小
牧
市
よ
り
作
成
)

一 一 1 四

一
七

一
九
二
〇
二
二
二
〇

六
一
二
〇
一
二
六

三

1

三

八
四
九

三
、三
六
一

一
九

二
一七

一
七

四
〇

七

一
五

一
八 三

三
九

野

1 三

八

二
二

栄 寿 大

二
一
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至
発
電
所王子
山線

一

至
ゆ
わ
み
ざ
わ

とまこまい と まこまい 至
さ
っ
ぽ
ろ至
む
ろ
ら
ん

一 有
珠
川

王子浜線
-

至
む
ろ
ら
ん

長尾の沼
苫小牧川

至
さ
る
ふ
と

至
む
か
わ

わ=
洋 平 太

商業地域
明治末期の商店街

至
さ
っ
ぽろ

とまこまい

至
む
ろ
ら
ん

停
車
場
通
り

三条通り
二条通り
一条通り

国
道

三
丁
目一丁
目

小学校

十
丁
目八
丁
目

、七
丁
目六
丁
目

五
丁
目

四
丁
目

苫小牧川・

太 平 洋 商業地域

大正時代の商店街

140

王子工場
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目 大通
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丁
目
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-
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牧
川
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山
手
町

緑
町

とまこまい

表

東
町

王
子

田西 田

町

旭

弥
生 栄

町

元 町 浜 町

商業地域

昭和前期の商店街 緑
町

山

手
い まこまと -

町

東
町

王
子

弥
生
町 田

旭
町

本
町幸
町 11.

西
文町 弥

生
町 浜
町

黄水排川珠有

元 町 商業地域
昭和後期の商店街
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表
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さ
て、
次
に
本
市
の
地
域
別
店
舗
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和二
十
年
代
ま
で
は
大
通
り、

一条
通
り、
二
条
通
り
、
三
条
通
り
に

ま
た
が
る
大
町
・
錦
町
と
駅
前
通
り
の
王
子
町
・
表
町
が
中
心
街
で
あ
っ
た
。
同二
十
七
年
に
は
大
町
・
錦
町
が二
一九
店
の
四
二
・
八

%
、
王
子
町
・
表
町
が
一
〇
〇
店
の
一
九
・
五
%
と
全
体
の
六
二
・
三%
を
占
め
て
お
り
、
同
二
十
九
年
に
は
大
町
・
錦
町
が
二
六
三
店

の
四
四
・
七
%
、
王
子
町
・
表
町
が
九
四
店
一
五
・
九
%
と
全
体
の
六
〇
・
六
%
を
占
め
て
い
た
。

昭
和三
十
一
年
に
は
大
町
・
錦
町二
七
四
店
の
四
一
・
七
%
、
王
子
町
・
表
町
が
一
一八
店
の
一七
・
九
%
と
な
り、
特
に
大
町
の
落

ち
込
み
が
あ
り
、
王
子
町
・
表
町
の
伸
び
が
目
立
ち
、
苫
小
牧
の
中
心
街
は
一
条
通
り
を
中
心
と
す
る
錦
町
と
駅
前
通
り
に
移
り
は
じ
め

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は
双
葉
町
・
音
羽
町
の
鉄
北
地
区
商
店
街
の
形
成
に
よ
っ
て、
苫
小
牧
の
商
店
図
に
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
が
生
じ
て

き
た
。大
町
・
錦
町
で
は
四
八
八
店
の
二
七
・
六%
、
王
子
町
・
表
町
は
二
二
三
店
の
一二
・
六
%
と
、商
店
数
の
う
え
で
は
表
町
が
一四

九
店
と
飛
躍
的
な
増
加
が
目
立
ち
、
駅
前
通
り
商
店
街
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
鉄
北
地
区
の
双
葉
町
・
音
羽
町
は
一
九
二
店
で
一
〇
・

八
%
を
占
め
商
店
街
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
こ
ろ
か
ら
錦
岡
団
地、
糸
井
団
地、
沼
ノ
端
地
区
、
木
場
町
地
区、
旧
山
手
地区
な
ど
の
発
展
が
あ
り
、
苫
小
牧
の
商

業
も
地
域
商
店
の
発
達
が
あ
り
、
広
範
に
分
散
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
四
十
五
年
の
卸
売
業
を
除
く
一
般
小
売
商
店、
飲
食
店
で
は
一、
八
二
〇
店
で
あ
っ
た
も
の
が、
同
四
十
七
年
に
は
二
、
一二
二
店、

同
四
十
九
年
に
は
二
、
二
六
二
店
と
増
加
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
地
域
的
に
み
る
と
、
同
四
十
七
年
の
大
町
・
錦
町
は
五
〇
五
店

の二
三
・
七
%
、
王
子
町
・
表
町
は二
一
八
店
の
一〇
・二
%
、
双
葉
町
・
音
羽
町
は二
八
九
店
の
一三

・六
%
、
糸
井
・
錦
岡
地区
八

一店
の
三
・
八%
、
旧
山
手
地
区
九
四
店
の
四
・
四
%
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
で
は
、
大
町
・
錦
町
の
五
二
三
店
の二
三
・
一%
、
王
子
町
・
表
町
で
は二
〇
六
店
の
九
・
一%
、
双
葉
町
・
音
羽
町

第
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苫
小
牧
市
史
下
巻

山手地区商店街 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

河版はない

糸井団地商店街 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

P A

長崎屋

長崎屋苫小牧店 (昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

で
は
二
三
七
店
の
一
四
・
九
%
、
糸
井
・
錦
岡
地
区
で
は
一
五
七
店
の
六
・
九
%
、
緑
町
・
木
場
町
地区
で
は
一三
二
店
の
五
・
八
%
、

旧
山
手
地
区
一二
二
店
の
五
・三
%
と
変
化
し
た
。

飲
食
店
だ
け
で
み
る
と
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
錦
町
の
一
九
九
店
で
二
七
・
九
%
、
音
羽
町
の
一
一七
店
で
一六
・
四
%
、
大
町
の
一

〇
四
店
で
一
四
・
六
%、
同
四
十
九
年
で
は
錦
町
の二
二
〇
店
で二
五
・
九
%
、
音
羽
町
の
一
六
八
店
で
一
九
・
七%
、
大
町
の
一二
六

店
で
一
四
・
八
%
と
、
錦
町、
大
町
は
店
数
の
う
え
で
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
伸び
率
で
は
減
少
な
い
し
停
滞
し
て
い
る
の
に
対
し
、
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音
羽
町
は
店
数
で
五
一
店、
率
で
三
・
三%
の
増
加
を
示
し
、
今
後
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

次
に
卸
売
業、
小
売
業、
飲
食
店
合
計
の
年
間
販
売
額
で
は、
昭
和
四
十
七
年
に
錦
町
の
五
八
億
円、
表
町
の
四
五
億
円、
中
野
の
四

四
億
円
、
王
子
町
の
四
二
億
円
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
同
四
十
九
年
に
は
1
錦
町
一二
二
億
円
、
2
中
野
六
六
億
円
3
王
子
町
六
二
億
円
、

4
表
町
五
四
億
円、
5
木
場
町三
九
億
円、
6
糸
井三
五
億
円
、
7
大
町二
八
億
円、
8
双
葉
町
二
七
億
円
、
9
音
羽
町二
三
億
円、
70

北
光
町
一
〇
億
円
の
順
と
な
っ
た
。
中
野
、
王
子
町、
表
町、
糸
井、
北
光
町
は
主
に
卸
売
業、
錦
町
は
飲
食
店、
木
場
町
は
長
崎
屋
の

進
出
に
よ
る
も
の
で
、
一般
物
品
で
は二
八
億
円、
飲
食
店
で
は
一
一億
円
と
錦
町
の二
〇
億
円
に
次
い
で
第二
位
で
あ
り
、
長
崎
屋
、

(1)

飲
食
店
街
の
占
め
る
地
位
の
極
め
て
高
い
こ
と
を
意
味
し、
マ
イ
カー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ジ
ャン
ボ
タ
ウン
と
し
て
の
性
格
を
打
ち
出
し

て
いる
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

注
(1)

『事
務
報
告』

昭
和二
十
一
年
苫
小
牧
町

(2)
『新
釧
路
市
史
‒
第
一
巻
』
昭
和
四
十
八
年
釧
路
市

(3)
堀
江
敏
夫

『苫
小
牧
百
年
あ
れ
こ
れ』

昭
和
四
十
八
年
苫
小
牧
民
報

(4)
『苫
小
牧
民
報』
-
昭
和二
十
九
年
五
月
十三
日
号

(5)
(3)
に同
じ

(6)
(3)

に同
じ

昭
和三
十
二
年
苫
小
牧
市

(7)
『市
勢
年
鑑
』

(8)
鶴
丸
百
貨
店
の
設
立
は
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
八
日

(9)(10)
『苫
小
牧
市
広
域
商
業
診
断
報
告
書』

(1)
『統
計
と
ま
こ
ま
い
』
206

昭
和
四
十
九
年
苫
小
牧
市

昭
和
四
十
八
年
北
海
道
・
苫
小
牧
市
・
苫
小
牧
商
工
会
議
所
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苫
小
牧
市
史
下
巻第
二
節
会
社
と
経
済
団
体

門脇亀次郎 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

一会
社
の
変
遷

地
場
資
本

苫
小
牧
に
お
け
る
最
初
の
会
社
は
明
治
四
十三
年
九
月
一日
に
設
立
さ
れ
た
王
子
製
紙
苫
小
牧
分
社
で
あ
った
が、
こ

の
会
社
れ
は
本
州
資
本
に
よ
る
も
の
で、
名
称
だ
け
が
分
社
と
な
っ
て
お
り、
む
し
ろ
工
場と
いう
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た
、

苫
小
牧
で
い
わ
ゆ
る
地
場
資
本
に
よ
る
会
社の
設
立
は、
明
治
四
十
四
年
十
月
十
八
日
に
資
本
金二
、
〇
〇
〇
円
で
門
脇
亀
次
郎
を
代

表
社
員
と
す
る
『合
資
会
社
午
角
屋
門
脇
呉
服
店
』
の
設
立
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
門
脇
亀
次
郎
は
同三
十
八
年
に
鳥
取
県
倉
吉
村
よ

り
早
来
村
に
移
住
し
た
が、
王
子
製
紙の
工
場
建
設
が
は
じ
ま
る
と、
苫
小
牧
村
に
移
っ
て
出
稼
人
夫
や
運
搬人
な
ど
を
相
手
に
古
着
の

行
商
を
し
、
次
第
に
富
と
信
用
を
得
て、
王
子
製
紙
と
の
商
取
引
に
も
参
加
し
大
呉
服
店
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一方
、
町
会
議

員、
商
業
組
合
長
と
し
て
も
活
躍
し、
苫
小
牧
に
お
け
る
代
表
的
な
人
物
の
一人
と
な

り
数
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
し
か
し、
大
正
十
年
の
大
火
後
に
洋
館
風二
階
建
て

の
超
モ
ダン
な
呉
服
店
を
新
設
し
た
が、
不
景
気
と
経
営
の
ま
ず
さ
か
ら
こ
れ
を
人
手

に
渡
し
、
駅
前
通
り
で
郵
便
局、
門
脇
商
店
を
経
営
し
、
大
正
十
五
年
に
組
織
替
え
を

し
た
。!)

大
正
時
代
に
入
っ
て
王
子
製
紙
を
中
心
に
発
展
し
た
本
町
に
も
よ
う
や
く
会
社
企
業

が
勃
興
の
兆
を
見
せ
は
じ
め
た
。
個
人
的
な会
社
も
あ
っ
た
が、
株
式
会
社三
星
苫
小

わきょう
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苫
小
牧
畜
産
株
式
会
社
畜
産
改
良
|
大
正
元
・
四
・

呉
服
太
物
洋
服
明
治
四
四
・一〇

・
一八

設
立
年
月
日

総

五、

資

額
円 本

五
、
○
C

二
、
〇
〇

払
込
額

金

〇円

五
、
六
七
五

五円

積
立
金

備
考

牧
魚
菜
市
場、
苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社、
株
式
会
社
苫
小
牧
見
番
な
ど
の
よ
う
に
地
域
住
民
の
要
望
と
そ
の
必
要
性
か
ら
住
民
有
志
の
出

資
に
よ
って
出
来
た
も
の
も
あ
り
、
出
資
者
は
こ
の
時
代
の
苫
小
牧
に
お
け
る
産
業
経
済
界
の
代
表
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一方
に
お
い
て
は
未
だ
本
町
経
済
は
不
安
定
な
状
況
下
に
あ
り
、
長
続
き
せ
ず
数
年
に
し
て
解
散
し
た
も
の
も
あ
っ

て、
会
社
組
織
が
存
続
すべ
き
地
場
資
本
の
成
長
が
未
成
熟
な
段
階
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

大
正
九
年
現
在
の
会
社
一
覧
表

名

称

合
資
会
社
角
屋
門
脇
商
店

千
角
屋
門
脇
呉
服
店

合
資
会
社

王
子
製
紙
株
式
会
社

苫
小
牧
分
社

名
称

製
靴
、
仕
立
物

化
粧
品
、
布
団
一

洋
反
物
、
洋
哪
一

呉
服
、
太

製
紙

営
業
目
的

明
治
時
代
の
苫
小
牧
の
会
社
一覧
表

三
四
四・一〇

・一
八

明
治
四三
・
九
・
一
六
、
〇
〇

設
立
年
月
日

総
資

二
、
〇
〇
〇

〇円 本

二
、
〇
〇
〇

六
、
〇
〇
〇
、

払
込

額 金

〇円

門
脇

代
表
社

員
亀
次
郎

杉
山

常
務
取
締
役
分
社
長

代代
表

者

喬

(『苫
小
牧
村
勢
一
班
』
明
治
四
十
四
年
苫
小
牧
村)

額

二
、
〇
〇
〇

1

営
業
目
的
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苫
小
牧
市
史
下
巻

苫
小
牧
肥
料
株
式
会
社
肥
料
製
造
販
売

株
式
会
社
苫
小
牧
運
送
店
運運

送
業

肥
料
製
造
販
売

芸
妓
待
合
置
屋

料
理

屋

製
綿
布
団 業 業 品

場 送

市
場
一大
正
二
・

一
・

九
・

一
・三
〇

七
・
一二
・

四

七
・
七
・
一〇

六
・
一二
・
八

六
・
一
一
・
一〇

六
・
七
・

六
・
六
・
三

六
・
五
・
一

四
・
五
・

三
・

二
・
八

二
・
七
・
三|

五
〇
、

二
〇
、
〇〇

一
五
、
〇
〇

一五
、
七
五
一

七
、
〇〇
〇

三
、
七
五〇

八
、
〇
〇
〇

一、
〇
〇
〇

四
、
○
○

C

二
、
五
〇

九
、
○
○

五
〇
〇
、
〇
〇
〇

三
、
C

五
〇
〇
、
〇
〇
〇

一、
五
〇
〇

三
、
六
七
〇

八
二
、
〇
〇
〇

四
、
三三三

一

二
七
、
七
一
一

||| �

TO

1 1円

解 解 解 解 合 解

散 散

散 散 併

散

名
称

元
町

大
町

所
在
地

三
・
二・

大
正
元
・
四
・

設
立
年
月
日

昭
和
五
年
現
在
の
会
社
一覧
表

魚
菜
果
実
委
托
販
売

一五
、
〇
〇
〇

畜
産
の
改
良

営
業
目
的

五
、
〇
〇
〇 円

資
本

金

(『苫
小
牧
町
勢
一
班』
大
正
七
、
十
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

○
○

O
C

五
〇
〇
、
○
○

六、
〇〇

2 O 円

四
、
〇
〇
O

五
〇
、
〇
〇

九
、

五
〇
〇
、
○
○

三
、

工

魚 鉄 魚

菜 道 菜
庫 屋 業

山
一
質
屋
合
名
会
社
質

電
気
化
学
工
業
株
式
会
社

三
星
苫
小
牧
魚
菜
市
場

株
式
会
社

苫
小
牧
軽
便
鉄
道
株式
会
社

苫
小
牧
市
印
株
式
会
社

株
式
会
社
苫
小
牧
魚
菜
市
場

苫
小
牧
畜
産
株
式
会
社

北
海
化
性
肥
料
株
式
会
社

株
式
会
社
苫
小
牧
見
番

合
資
会
社
谷
川
亭

北
都
製
綿
合
資
会
社

倉
苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社

市 運 市

運

三二
〇

二
二
八
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合
資
会
社
川
村
商
店

合
資
会
社
二
葉
商
店

合
名
会
社
阿
部
商
店

合
資
会
社
柴
田
組

合
資
会
社
小
林三
星
堂

株
式
会
社
苫
小
牧
運
送
社

合
名
会
社
丸
上
小
保
方
組

合
資
会
社
錦
多
峰
運
送
社

合
資
会
社
丸
八
五
十
嵐
商
店

石
橋
合
資
会
社

合
資
会
社
門
脇
商
店

合
資
会
社
林
印
刷
所

砂
利
採
取
株
式
会
社

合
資
会
社
山
一
伊
藤
洋
品
店

苫
小
牧
金
融
株
式
会
社

株
式
会
社
苫
小
牧
見
番

苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社

錦
多
峰

王
子 大 錦 表 表 表

町 町 町 町 町 町 峰 町 町 町 町 峰 町 町 町 町

四
・
九
・

四
・

五
・

三
・

六
・

三
・

六
・

二
・
八
・

二
・
三
・

二
・
三
・

二
・
二・

二
・
二・

昭
和
二・

二・

一五
・
九
・

一
五
・
二
・

一四
・
三・

一四
・

一
・

一〇
・
二
・

六
・
一二
・

大
正
六
・
五
・

貨 業

建
具
家
具
商

土
木
建
築
請
負

菓
子
製
造
業

陸
上
運
送
業

一
〇
〇
、

石
炭
販
売
労
力
請
負

陸
上
運
送
業

布
団
製
造
販
売

製 「諸 印

砂
利
採
取
販
売

和
洋
小
間
物
雜
貨

般
金

融
動
産
不
動
産
の
貸
付 業

一
〇
〇
、

一〇
、

五
〇
、
○
○

○
○
○

一
五
、
〇〇

七
、
七
五
六

八
、
〇
〇
〇

四
、
五
〇
〇

五
、
〇
〇
〇

二
、
九
〇

五
、
○

四
、
〇
〇

五
、

二
五
、
C

三
、
C ○

0 O 0 〇円

(『苫
小
牧
町
勢
一
班
』
昭
和
五
年
苫
小
牧
町)

米 印 一一 動 周 倉倉
材 官
請 庁 刷
負 用
業 達 業

雑 刷 旋 庫

一〇、

C

錦
多
表 本 本 表錦

多
大 幸 表 幸
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苫
小
牧
市
史
下
巻

昭
和
期
に
入
る
と
商
店
な
ど
の
会
社
組
織
化
が
あ
る
が、
王
子
製
紙
の
出
資
に
よ
る
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
(日
高
線
前
身
)は
、

昭
和二
年、政

府
に
よ
る
買
収
が
あ
っ
て
姿
を
消
し
た
。苫
小
牧
金
融
株
式
会
社
は
時
計
店
経
営
の
樋
口
英
行、
合
資
会
社
山
一
伊
藤
洋
品

店
は
停
車
場
通
り
に
て
町
会
議
員
も
つ
と
め
た
伊
藤
信
次、
砂
利
採
取
株
式
会
社
は
錦
岡
住
民
が
部
落
を
挙
げ
て
株
主
と
な
り、
錦
岡
の

新
産
業
と
し
て
は
じ
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
合
資
会
社
林
印
刷
所
は
♡
林
商
店
主
で、
公
民
中
選
挙
権
の
あ
る
者
よ
り
常
設
委
員
、
学
務

委
員
の
常
連
で
あ
っ
た
林
理
作、
合
名
会
社
丸
上
小
保
方
組
は
道
会
議
員
で
王
子
の
運
搬
関
係
の
仕
事
を
請
負
っ
た
小
保
方
卯
市
で
、
昭

和
二
年
三
月
に
小
保
方、
田
中、
岩
崎
の三
運
送
店
が
合
併
し
て
株
式
会
社
苫
小
牧
運
送
社
(社
長
小
保
方
卯
市)
を
設
立
し
た
た
め
、

運
搬
部
門
を
こ
の
運
送
社
に、
小
保
方
組
も
こ
れ
を
機
会
に
合
名
会
社
と
し
て
石
炭
販
売、
、
労
力
請
負
(人
夫)の

み
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

合
資
会
社
小
林三
星
堂
は
小
樽
に
兄
の
経
営
す
る
本
店
を
も
っ
て、
明
治
四
十
四
年
に
苫
小
牧
に
てパ
ン
製
造
を
行
っ
た
小
林
俊二
、

合
資
同
社二
葉
商
店
は
村
・
町
会
議
員
で
苫
小
牧
毎
日
新
聞
社
を
経
営
し
た
相
武
吉
治
郎、
合
資
会
社
川
村
商
店
は
錦
岡
で
漁
業
を
行
い

村
・
町
会
議
員、
漁
業
組
合
長
を
つ
と
め
た
川
村
嘉
市
の
経
営
で
あ
っ
た
。

"1 "1 11

株
式
会
社

業

畜 周
旋
業 業 業 庫

魚
菜
果
実
委
托
販
売
業

体

産
(見
番
)

業
1 1 1 一 数

五
、
〇
〇
〇

一〇
、

六
〇
、
〇〇

11 11 11

合
資
会
社 業

体
名売 売

業

業

1 二 二

数
出

一
五
、
〇
〇
〇

○
○
○ O

三
、
〇
〇

O
C

○

資
本
金
ま
た
は

資

額は●円

業
1

一〇
〇
、

二
〇
、
〇
〇

出 資
本
金
ま
た
は

資

〇円
業
体
別
会
社
一覧
表
(昭
和八
年
末
現
在)

合
名
会
社
米
穀
雑
貨
販
売
業

米
穀
雑
貨

時
計
貴
金
属
販

精
米
製
粉
製
麵
雜
貨

書
籍
文
房
具
其
ノ
他

販
一〇
、

八
、

一
〇
、
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、
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銀
支
店
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名
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史

(『苫
小
牧
町
要
覧
』
各
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

一 年

一七
年

一六
年

一
五
年

一三年
一
二
年

一
一年

昭
和
一〇
年
| 次

七 八 〇 七 七 七 七

数
|四
八三
、

六
三
四
、

五
九
八
、

三
二
一
、

三三二
〇
、

三三二
〇
、

三三二
〇
、
〇
〇
〇

資
本

金
株
式
会
社

○
○

円

六 七 五 九〇 八 八

(有
限
会
社
)
一

七
七
、
〇
〇
〇

八
一
、
〇〇

六
三
、
六
〇

四
〇
、
○
C

四
六
、

四
一
、

四
一
、
〇
C

合
資
会
社

三 四 六 六 六 六 六

数

二
六
、
〇
〇
〇

二
二
、
五
〇
〇

四
二
、
五
〇
〇

六
二
、
〇
〇
〇
三
一

八
三
、
五
〇
C

八
三
、
五
〇
C

八
三
、
五
〇
〇

六
一、
〇
〇
〇

出
資

額
合
名
会
社

一七
六
〇
八
、
五
〇
〇

七
五
七、
五〇〇

七
二
三
、
六
〇
〇

四
四
四
、
五
〇
〇

四
四
九
、
五
〇
〇

四
四
四
、
五
〇
〇

二
二
四
二
二
、
〇
〇
〇

数 合
金

(『苫
小
牧
町
概
況』
昭
和
九
年
苫
小
牧
町
)

二
、
〇
〇
〇

一
六
、
〇
〇
〇

二〇
、
〇〇

0

二、
五
〇
〇

二
、
五
〇
〇 円

" 11 11

合
資
会
社

11

株
式
会
社

菓
子
製
造
販
売
業

金
物
及
陶
器
類
販
売
業

本
業

土
木
建
築
請
負
業

送
一〇
〇
、

二
五
、

三
、
〇
〇
〇

四
、

二
〇
、

八
〇
、

C C C

" " " "

葬
儀
及
葬
送
業

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

魚
菜
果
実
販
売
業

業

1 1

計額

年
次
別
会
社
一
覧
表
(地
場
関
係
分)

1 1 二 1 1 一

合
名
会
社
石
炭
販
売
労
力
請
負
業

一 1 1

運

送一
九

二
一

二
三

二
一

円

数
出

資
額

O
C

○ 0 〇円 〇円

業業

販
売
業

OC OC
印

刷
製

砂
利
採
取
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史
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昭
和
十
年
現
在
に
お
け
る
地
元
出
資
会
社
は
株
式会
社七
、
合
資
会
社
八、
合
名
会
社六
の二
一
社
で
資
本
金
およ
び
出
資
金
は
四二

万
二
、
〇〇
〇
円
で
あ
り
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
が、
同
十
五
年
に
な
っ
て
株
式
会
社
に
お
い
て三
社、
合
資
会
社
に
お

い
て
六
社
と
前
年
に
比
べ
九
社、
資
本
・
出
資
金
額
に
し
て
二
八
万
円
の
増
加
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
十
五
年
の
税
制
改
正
に
よ
り
「町

税
条
例
」
が
設
定
さ
れ、
町
民
税
に
お
い
て
法
人
に
も
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
会
社
の
設
立
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
翌
十
六
年
に

は
太
平
洋
戦
争
の
ぼ
っ
発
に
よ
り
、
統
制
経
済
が
各
界
に
お
よ
び
、
会
社
の
統
合
、
廃
止
が
あ
っ
て
急
激
な
減
少
と
な
っ
た
。

こ
の
期
に
お
い
て
は
各
種
統
計
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
戦
争
の
た
め
秘
密
裡
に
さ
れ
て
い
た
た
め、適

当
な
資
料
は
な
い
が
、「町

民
税
(法

人)
賦
課
等
級
表」
に
よ
っ
て
当
時
の
本
町
の
経
済
状
況
の
一
部
や
会
社、
組
合
、
団
体
な
ど
の
経
営
状
態
、
規
模
等
を
知り
得
る
の
で

こ
れ
を
あ
げ
参
考
と
す
る
。町
民
税
(法
人)
賦
課
一
覧
表

等
級

名 昭
和
一
五
年

称

一〇 八 八 特 特 特

等
級

名
一
七
年

苫
小
牧
電
気
部

北
海
道
山
林
部

称

九 八 七 六 特 特 特 特

等
級

名
一
九
年

称

株
式
会
社
中
村
組

株
式
会
社
中

村
組

大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
勇
払
工
場

苫
小
牧
電
気
部

北
海
道
山
林
部

王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場

"

苫
小
牧
地
方
木
材
株
式
会
社

日
本
通
運
株
式
会
社
苫
小
牧
支
店

苫
小
牧
出
張
所

合
資
会
社
田
中
組
沼
,
端
営
業
所

一
五

一二
株
式
会
社
苫
小
牧
運
送
社

株
式
会
社

中
村
組

三
井
物
産
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

一〇

九 八 特 特 特

北
海
道
鉄
道
株
式会
社
沼
ノ
端
営
業
所

北
海
道
山
林
部

苫
小
牧
電
気
部

王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場

日
振
石
炭
株
式
会
社
| 一
二
株
式
会
社
清
水
組
勇
払
出
張
所

大
日
本
再
生
製
紙
株
式
会
社
勇
払
工
場

一〇
苫
小
牧
通
運
株
式
会
社

三
井
物
産
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

王
子
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
工
場
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曲
名
深
沢
合
資
会
社

二
六

二
六

二
六

二
六

二
五

二
五

二
五

二
五
二
四

二
四

二
三 1

一

二二二

二
二

二
〇

二
〇

一
八

小海漁
採
取
株
式会

社
二
四
苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社

東
邦
新
薬
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

北
海
道
支
店
沼
/
端
木
材
出
張
所

日
本
炭
窯
株
式
会
社
苫
小
牧
作
業
所

北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社

二
一

二
一

二〇 二
〇

一
九

一
九

一
九

日
本
通
運
株
式
社
苫
小
牧
支
店

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
自
動
車
運
輸
株
式
会
社

室
蘭
支
店
苫
小
牧
出
張
所

二
〇
株
式
会
社
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店
1
1
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店

室
蘭
支
店
苫
小
牧
営
業
所

苫
小
牧
支
店

株
式
会
社
北
海
道
拓
殖
銀
行

一〇
北
海
道
鉄
道
株
式会
社
沼
/
端
営
業
所

日
本
商
事
株
式
会
社
北
海
道
出
張
所
二
三

千
歳
鉱
山
苫
小
牧
荷
扱
所

苫
小
牧
工
場
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト

一

帝
国
工
板
株
式
会
社

沼
ノ
端
営
業
所

日
本
通
運
株
式
会
社
苫
小
牧
支
店

苫
小
牧
工
場ミ
ル
クプ
ラ
ン
ト

北
海
道
興
農
公
社

株
式
会
社
清
水
組
勇
払
出
張
所

東
邦
新
薬
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

有
限
会
社
苫
小
牧
製
材
所

苫
小
牧
配
給
統
制
組
合

北
海
道
農
業
会
苫
小
牧
支
所

苫
小

牧
町

農
業
会

勇
払
郡
漁
業
協
同
組
合

苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給

有
限
会
社
事
務
所

端
木
材
部
出
張
所

勇
払
営
業
所

日
本
商
事
株
式
会
社
北
海
道
出
張
所
一

苫
小
牧
支
店

道
南
海
産
物
集
荷
株
式
会
社

田
中
合
資
会
社
錦
多
峰
牧
場

北
海
道
酪
農
販
売
利
用
組
合
聯
合
会

保
証
責
任

株
式
会
社
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店

苫
小
牧
支
店

株
式
会
社
北
海
道
拓
殖
銀
行

ラ
ン
ト

売
利
用
組

合
販
売
所

二
五

二
五 二

一

一

勇
払
郡
漁
業
協
同
組
合
事
務
所

一五

三一小
樽
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

苫
小
牧
通
運
株
式
会
社
勇
払
営
業
所

北
海
道石
炭
配
給
株
式
会
社

苫
小
牧
営
業
所

勇
払
郡
漁
業
協
同
組
合
市
場

二
一

苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社
二
三

小
樽
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所・

無
限
責
任
勇
払
郡
漁
業
協
同
組
合
二三

北
海
道
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

室
蘭
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所
二
三

二
四

二
四

拓
殖
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

胆
振
日
高
木
炭
同
業
組
合

千
歳
鉱
山
苫
小
牧
荷
扱
所
二
四

錦
多
峰

無
限
責
任

勇
払
郡
漁
業
協
同
組

道
酪
農
販

四
北
海
道
興
農
公
社

一
〇

北
海
道
配
電
株
式
会
社

三
井
物
産
株
式
会
社
小
樽
支
店

苫
小
牧
事
務
所

一
九

一二
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合
聯
合
会
せ

保
証
責
任
北 砂

株
式
会
社
二
印
苫
小
牧
市
場
二〇

株
式
会
社
萩
原
組
勇
払
営
業
所

一
三
北
洋
無
盡
株
式
会
社

北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社

田
中
合
資
会
社
錦
多
峰
牧
場
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史
下
巻

合
資
会
社
三
共
屋
商
店

三六

合
資
会
社
丸
吉
松
田
商
店

三
五

二
八

二
七

二
七
二
七
二
七
苫
小
牧
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
二
六
日
本
商
事
株
式
会
社
北
海
道
出
張
所

二
七
苫
小
牧
コン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社
二六

苫
小

牧
洋
服
商
会

苫
小
牧
自
動
車
合
資
会
社
二
六
苫
小
牧
木
炭
生
産
配
給
株
式
会
社
二
六
千
歳
鉱
山
苫
小
牧
荷
扱
所

二一
保
証
責
任
苫
小
牧
信
用
組
合

第
一
徵
兵
保
険
株
式
会
社

苫
小
牧
出
張
所
二
六

二
六

二
六
道
南
海
産
物
集
荷
株
式
会
社

二
六
北
海
道
緬
羊
株
式
会
社

二
六
胆
振
日
高
木
炭
移
出
商
業
組
合

苫
小
牧
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合

苫
小
牧
事
務
所

一井
生
命
保
険
株
式
会
社

保
証
責
任

苫
小

牧
商

業
組
合

菱
中
商
事
合
名
会
社

北
海
道
支
店
沼
/
端
山
林
出
張
所

北
海
道
炭
鉱
汽
船
株
式
会
社

合
資
会
社
丸
亀
宮
武
商
店

合
資
会
社
錦
多
峰
運
送
社

拓
殖
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

苫
小
牧
菓
子
製
造
販
売
有
限
会
社
二
六 二
六

二六

北
海
道
青
果
物
配
給
株
式
会
社

北
海
道
食
糧
営
団
苫
小
牧
支
所

苫
小
牧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
石
炭
配
給
株
式
会
社

塩
谷
組
勇
払
営
業
所

1

佐
藤
組
勇
払
出
張
所

親
和
貿
易
株
式
会
社

赤
木
組
勇
払
出
張
所
二三

昭
和
鋼
線
株
式
会
社
苫
小
牧
分
工
場

錦
多
峰
砂
採
取
株
式
会
社
二
三
錦
多
峰
砂
採
取
株
式
会
社

二六
苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給
有
限
会
社
二
四
苫
小
牧
地
方
陸
上
小
運
搬
業
組
合

二
九

二
九

二
八

二
八

二
八(元)
二
八

二
八

二

三〇
苫
小
牧
畜
産
株
式
会
社

苫
小
牧
金
融
株
式
会
社

苫
小
牧
支
店

日
本
電
力
工
事
株
式
会
社
勇
払
出
張
所

苫
小

牧
商

業
組
合
二
五

二
輪
胆
振
工
業
有
限
会
社

二
五
日

振
地
区
伐
出
組
合

二
五
苫
小
牧
木
炭
生
産
配
給
株
式
会
社

二
五
胆
振
日
高
木
炭
移
出
商
業
組
合

室
蘭
地
区
苫
小
牧
出
張
所

二
四
北
海
道
包
装
木
箱
統
制
組
合

苫
小
牧
支
店

苫
小
牧
菓
子
有
限
会
社

胆
振
菓
子
工
業
組
合

三四
北
海
道
緬
羊
株
式
会
社

三
四
合
資
会
社
や
高
橋
商
店

胆
振
製
パ
ン
組
合
第
一
工
場

三
鉱
商
店
苫
小
牧
派
出
所

三
鉱
商
店
苫
小
牧
派
出
所
二
六
泰
成
工
業
会
社
勇
払
営
業
所

二
五

二
五

二
五

二
五

二
五
日
満
化
鉱
株
式
会
社
勇
払
出
張
所
二
三三三 二三
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三
九丸

三
合
資
会
社
都
屋
商
店
王
子
町
分
店

丸
三
合
資
会
社
都
屋
商
店

合
資
会
社
山
喜
高
橋
商
店

合
資
会
社
山
上
坂
本
商
店

胆
振
菓
子
工
業
組
合

三
六
大
正
生
命
株
式
会
社
道
南
支
店

苫
小

牧
信

用
組
合
|三
〇

合
資
会
社
や
高
橋
商
店

苫
小
牧
青
果
配
給
有
限
会
社

苫
小
牧
通
運
株
式
会
社
沼ノ
端
営
業
所

履
有
限
株
式
会
社

木 名

深
沢
合

資
会
社

第
四
販
売
所

第
一
販
売
所

第
三
販
売
所

苫
小
牧
製
果
合
同
販
売
会
社

苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給
有
限
会
社

合
名
会
社
亀
宮
武
商
店

三
〇 三〇 三
〇

二
九

二
九
二
九

二
八
親
興
電
力
株
式
会
社
勇
払
出
張
所
二
六

二
七
日
本
通
運
株
式
会
社

北
海
道
交
通
株
式会
社苫
小
牧
営
業所

苫
小
牧
板
金
加
工
有
限
会
社

二
六

二
八
苫
小
牧
鉄
製
品
工
業
小
組
合
二六

苫
小
牧
洋
服
商
会
作
業
所

久
土
門
漬
物
有
限
会
社

第
一
配
給
所

第
三
配
給
所

第
二
配
給
所

苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給
有
限
会
社

有
限
会
社
胆
振
東
部
軽
車
輌
製
作
所

苫
小
牧
監
督
所

苫
小
牧
出
張
所

二
八
苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給
有
限
会
社

第
四
配
給
所

二
八
日
満
化
鉱
株
式
会
社
勇
払
出
張
所

三
鉱
坑
木
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所

胆
振
板
金
加
工
有
限
会
社

苫
小
牧
中
核
工
場

苫
小
牧
洋
服
商
組
合
作
業
所
二
八
苫
小
牧
菓
子
有
限
会
社

苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給
有
限
会
社

第
二
販
売
所
二
八
苫
小
牧
町
森
林
組
合

北
海
道
瓦
斯
用
木
炭
株
式
会
社

苫
小
牧
出
張
所

苫
小
牧
支
店
錦
多
峰
営
業
所

苫
小
牧
地
方
呉
服
洋
太
物
小
売
商
業
組合

苫
小
牧
通
運株
式会
社
錦多
峰
営
業所

二
八

三
七

三七 三六
二
八
苫
小
牧
洋
服
商
組
合

����

二二 11

三
二九

二八 二
八
富
国
徵
兵
保
険
相
互
会
社

三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

一二
一

三
〇

二
八

二
八

二
九 二九 二
九

11 11
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苫
小
牧
市
史
下
巻

※
等
級
別
賦
課
額
は
各
年
と
も
特
等
一、
〇
〇
〇
円、
六
等
～
一
〇
等
四
五
〇
円
～
二
五
〇
円
、
一一
等
～
一
五
等二
〇
〇
円
～
一
〇
〇
円

三
六
三
六

三
六
三
六
三三三
三
一

三〇 三〇
合
資
会
社
企
坂
本
商
店
三〇

三
四
|苫

小
牧
畜
産
株
式
会
社

札
幌
支
店
苫
小
牧
出
張
所

苫
小
牧
金
融
株
式
会
社

第
一
徵
兵
保
険
株
式
会
社

三四 三三三

三
三三 三三三
苫
小
牧
地
方
陸
上
小
運
搬
業
組
合
三
〇

苫
小
牧
自
動
車
合
資
会
社

合
資
会
社
三
共
屋
商
店

苫
小
牧
畜

産 亀
株
式
会
社

宮
武
商
店

苫
小
牧
金
融
株
式
会
社

名
深

沢
合

資
会

社
勇
払
配
給
所

三
八
苫
小
牧
地
方
護
謨
靴
小
売
商
業
組
合

三
八

三
七

三
五
苫
小
牧
魚
菜
食
品
配
給
有
限
会
社

第
五
販
売
所

三
〇
北
海
道
牧
畜
合
資
会
社

胆
振
菓
子
工
業
組
合

安
田
生
命
保
険
株
式
会
社

苫
小
牧
営
業
所

日
本
生
命
保
険
株
式
会
社五
配
給所

苫
小
牧
魚
菜
食品
配
給
有
限
会
社

苫
小
牧
営
業
所

苫
小
牧
支
店

三
〇

三〇
樽
前
食
糧
興
業
有
限
会
社

11

道
南
海
産
物
集
荷
株
式
会
社

苫
小
牧
地
方
護
謨
製
品
修
繕
組
合

苫
小
牧

信
用

組
合

菱
中
商
事
合
名
会
社
三
〇

三〇
苫
小
牧
地
方
貸
家
組
合

三
〇
道
南
屋
根
柾
工
業
組
合

合
名
会
社

三
八
三
合
資
会
社
都
屋
商
店
王
子
町
分
店

三
八
三
合
資
会
社
都
屋
商
店

合
資
会
社
吉
松
田
商
店

三
二
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一六
等
～二
〇
等
九
〇
円
～
五
〇
円、
二
一
等
～二
五
等
四
五
円
～二
五
円、
二
六
等
～三
〇
等二
〇
円
～
一〇
円
、
三一
等
～
三
九
等

九
円
～
一
円

(『町
民
税
賦
課
等
級
表』
昭
和
十
五、
十
七、
十
九
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

戦
前
に
お
け
る
本
町
の
大
企
業
は
本
州
資
本
の
王
子
製
紙
株
式
会
社
と
昭
和
十
八
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
大
日
本
再
生
製
紙
が
特
等

で
あ
っ
た
が、
上
位
の
多
く
は
本
州
や
道
内
の
大
都
市
に
本
社
(本
店)
を
持
つ
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。こ
の
中
で
王
子
の
下
請、
漁

業
を
行
っ
て
い
た
株
式
会
社
中
村
組
が
地
場
産
業
と
し
て
特
殊
な
地
位
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
他
の
合
資
会
社、
合
名
会
社
は
下
位
に

あ
っ
て
企
業
の
規
模
が
極
め
て
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

戦
争
が
は
げ
し
さ
を
加
え
て
く
る
と
、
会
社
数
は
減
少
し
代
わ
っ
て
商
業
組
合
、
企
業
組
合
、
統
制
組
合、
配
給
有
限
会
社
な
ど
が
こ

れ
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
各
方
面
で
組
織
化
が
活
発
に
な
り
法
人
数
も
年
ご
と
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

株
式
会
社
三
星

苫
小
牧
漁
業
の
主
流
は
イ
ワ
シ
漁
で、
し
か
も
出
稼
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
ので
あ
り、
生
魚
は
サ
ケ、

マ
苫
小
牧
魚
菜
市
場
ス
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
魚
種
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漁
師
の
中
に
も
年
苫々
小
牧
の
地
を
定
住
地
と
定
め
て
落
着

く
よ
う
に
な
る
と
、
漁
法
も
変
わ
っ
て
き
て
手
繰
網
な
ど
に
よ
る
カ
レ
イ
、
ホ
ッ
キ
桁
網
漁
業
を
行
っ
て
生
の
魚
貝
類
を
と
っ
て
、
こ
れ

で
生
活
し
よ
う
と
す
る
者
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
運
送
店
を
や
っ
て
い
た
小
保
方
卯
市
が
運
送
を
引
き
受
け
、
岡
田
重
吉
が
魚
の
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
二
名
の
名
義
に
よ
り、明

治三
十
七
年
八
月、
北
海
道
庁
長
官
に
市
場
設
立
の
申
請
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
年
九
月
に
許

可
と
な
り
苫
小
牧
村
大
字
苫
小
牧
一
四
番
地
に
苫
小
牧
で
は
じ
め
て
の
魚
菜
市
場
が
設
置
さ
れ
た
が、
翌三
十
八
年三
月
に
は
こ
れ
を
同

三
番
地
に
位
置
変
更
し
た
。

北
海
道
廳
告
示
第
百
二
十
八
號

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

胆
振
国
勇
払
郡
苫
小
牧
村
大
字
苫
小
牧
十
四
番
地
二
於
テ
魚
類
及
青
物
市
場
設
置
ノ
件
岡
田
重
吉
外
一
名
ニ
許
可
セリ

明
治三
十
七
年
九
月
三
十
日

北
海
道
廳
長
官

男
爵
園
田
安
賢

北
海
道
廳
告
示
第
百
四
十
七
號

胆
振
國
勇
拂
郡
苫
小
牧
村
大
字
苫
小
牧
十
四
番
地二
於
テ
魚
類
及
青
物
類
市
場
設
置/
件
岡
田
重
吉
外
一
名
二
許
可
ノ
處
今
般
同
村
大
字
苫
小
牧三
番
地二

位
置
変
更
ノ
件
許
可
セ
リ

明
治三
十
八
年
三
月
二
十
三
日

北
海
道
廳
長
官

男
爵
園
田

安
賢

(『北
海
道
廳
布
令
聚』
明
治三
十
八
年
北
海
道庁
)

し
か
し
、
設
立
当
初
に
お
い
て
は
生
魚
を
と
っ
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
者
も
少
な
く
、
こう
し
た
漁
師
を
さ
が
し
て
定
住
さ
せ
る
こ
と

が
先
決
で
あ
り
、
鳥
越
兼
次
郎
が
来
苫
し
た
時
も
、
「私
な
ど
も
市
場
創
立
当
時
に
岡
田
重
吉
さ
ん
から
、
と
も
か
く
こ
こ
に
居
住
し
て

く
れ
と
さ
か
ん
に
頼
ま
れ
た。
漁
が
順
調
に
な
る
ま
で
食
わ
せ
る
から
と
いう
こ
と
で
」
と
いう
こ
と
で、
不
漁
の
時
に
は
市
場
が
漁
師

の
米
や
薪
な
ど
生
活
の
面
倒
も
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
岡
田
の
努
力
に
よ
っ
て
定
住
漁
師
が
増
え
て
い
っ
た
が、
不
漁
の
年
が
続
く
と
漁
師
は
市
場
から
の
借
金
が
増
え
て、
今
度

は
魚
が
と
れ
て
も
借
金
の
天
引
き
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め、
市
場
へ
持
っ
て
来
る
者
が
少
な
く
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
市
場
も
苦
し
く
な

り、
札
幌、
小
樽、
室
蘭
方
面
から
の
仕
入
れ
代
金
も
払
え
な
く
な
っ
て
破
産
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

一方、
こ
の
市
場
は
岡
田
重
吉
の
個
人
的
な
経
営
で
あ
っ
た
た
め、
資
本
力
も
少
な
く、
市
場
と
漁
師
は
親
分
子
分
的
な
関
係
と
な
り

こ
れ
が
さ
ら
に
経
営
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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(株)三星魚菜市場
(大正5年)〔堀江敏夫蔵〕

「三
星
市
場
と
い
う
の
は三
回
破
産
し
て
い
る
。昔
破
産
し
て
し
ま
え
ば
漁
師
は
カ
レ
イ
を
と
ら
な
く
な
っ
た
。
と
っ
て
も
売
れ
な
い
か

ら
…
…
大
正
三
年
の
創
立
と
いう
の
は
最
後
の
創
立
で、
個
人
市
場
の
よ
う
な
も
の
で
岡
田
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
が、
マ
ガ
レ
イ
は
全
部

東
京
送
り
だ
っ
た」
と
市
場
は
マガ
レイ
を
主
と
し
て
い
た
が、
極
め
て
不
安
定
な
状
況
下
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
大
正
二
年
十
二
月
に
は
こ
う
し
た
不
安
定
な
経
営
を
な
く
す
る
た
め
、
当
時
の
実
力
者
で
あ
る
前
田
健
之
助
(
漁
業
およ
び
海

産
物、
村
議)、小

保
方
卯
市
(運
送
業、
村
議)、門

脇
亀
次
郎
(呉
服
店、
商
業
組
合
長)、森

口
源
助
(魚
菜
店)、川

村
嘉
市
(漁
業、
村
議)、岡

田

重
吉
(前
市
場
経
営
者)、
進
藤
直
雄
(漁
業、
村
議)
の
七
名
が
創
立
発
起
人
と
な
っ
て
定
款

を
定
め、
翌
三
年
二
月
八
日
に
は
完
全
な
る
法
人
組
織
に
よ
る
株
式
会
社
と
し
て
新
た

に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
会
社
は
委
託
を
受
け
て
魚
介
類、
鳥
・
獣
肉
類、
野
菜
・
果
実
類、
そ
の
他
海
陸

産
物
およ
び
諸
雑
貨
の
委
託
販
売
と
糶
売
り
の
業
が
目
的
で、
資
本
金三
、〇
〇
〇
円
(
全

額
払
込
み
)、
株
式
一二
〇
株
(一
株二
五
円)
と
し
、
株
主
は
有
限
責
任
で
所
有
株
式
金
額

に
限
ら
れ
存
立
期
間
満二
〇
年
と
し
た
。
役
員
は
取
締
役三
名
、
監
査
役三
名、
取
締
役

の互
選
に
よ
っ
て
専
務
取
締
役
一
名
を
置
き
業
務
を
担
任
し
、
任
期
は
取
締
役二
年、
監

査
役
一
年
と
し
た
。
創
立
費
は
一
五
〇
円
を
要
し
、
創
立
発
起
人
に
対
し
て
は
報
酬
を
与

え
る
こ
と
に
し
た
。

最
初
の
役
員
会
に
お
い
て
代
表
取
締
役
に
前
田
健
之
助、
専
務
取
締
役
に
岡
田
重
吉
が

選
出
さ
れ、
営
業
の
一
切
は
岡
田
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

市
場
は
イ
ワシ
地
曳
の
漁
業
権
を
も
っ
た
こ
と
も
あ
り、
大
正
七
年
に
は
五
〇
〇
円
、
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同
十
年
に
は
四
、
三
三
一
円
の
積
立
金
を
擁
し
た
の
で
、
そ
の
経
営
は
か
な
り
し
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

市
場
で
の
セ
リ
は
一
日
の
漁
が
終
わ
っ
て
から
で、
夜
に
や
っ
て
い
た
。
セ
リ
が
終
わ
る
と
直
ぐ
に
荷
造
り
に
か
か
る
。
大
漁
の
時
は
そ
れ
が
朝
ま
で
続
く

こ
と
も
あ
り
、
朝
早
く
荷
を
積
み
にく
る
小
保
方
さ
ん
と
こ
の
馬
車
追
い
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
た
も
ん
で、
活
気
が
あ
った
。
し
か
し、
い
く
ら
忙
し
く
て

も
当
時
の
輸
送
は
馬
車、
鉄
道
と
、
そ
の
能
率
に
は
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
が
ト
ラ
ッ
ク
購
入
を
親
父
に
進
言
し
実
現
し
た
の
は
昭
和
四
年
で
、
こ

れ
が
苫
小
牧
初
の
ト
ラ
ッ
ク
と
な
っ
た
。

(『と
ま
こ
ま
い
昔
が
た
り
終
岡
田
政
雄』
昭
和
四
十
八
年
広
報
と
ま
こ
ま
い
)

昭
和
四
年
に
は
馬
車、
鉄
道
輸
送
に
限
界
が
あ
った
こ
と
から
、
苫
小
牧
で
最
初
の
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
、
札
幌
方
面
に
直
送
し
た
が

道
路
事
情
の
極
め
て
悪
い
時
で
あ
り、
そ
の
輸
送
に二
、
三日
を
要
す
る
と
あ
っ
て
、
せ
っ
か
く
の
生
魚
も
駄
目
に
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
が、
漁
家
と
消
費
者
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

昭
和
九
年
に
な
っ
て三
星
魚
菜
市
場
株
式
会
社
は
『株
式
会
社
二
印
苫
小
牧
魚
菜
市
場
』
と
名
称
を
改
め、
資
本
金
も
二
万
円
に
増
資

し
た
が、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
同
十
六
年
に
は
『
無
限
責
任
勇
払
郡
漁
業
協
同
組
合
市
場
』
と
な
り
、
漁
業
組合
の
管
理
経
営
と
な

り
終
戦
を
迎
え
た
ので
あ
る
。

苫
小
牧
倉
庫

苫
小
牧
は
王
子
製
紙
の
操
業
後
工
業
都
市
と
し
て
発
展
す
る
一
方、
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
の
設
立
に
よ
っ
て
日
高
路
へ

株
式
会
社
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
地
位
を
得
て、
日
高、
胆
振
東
部
の
林
産
物、
農
産
物、
海
産
物
の
集
散
地
と
し
て
の
性
格

を
強
く
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
常
需
要
品
の
収
容
、
日
高
の
農
・
海
産
物
等
の
保
管
の
必
要
性
が
生
じ
、
産
業
施
設
の
強

化
も
あ
っ
て
倉
庫
事
業
に
つ
いて
の
関
心
が
高
ま
っ
た
の
は
大
正
六
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
六
月三
日
に
は
小
保
方

卯
市
(運
送
業、
村
議)、高

橋
久
太
郎
(商
業、
村
議)、
伊
藤
徳
太
郎
(苫
小
牧
軽
便
鉄
道
役
員
)、石

川
久
治
(商
業)、
宮
武
義
則
(商
業)、川

村
嘉
市
(漁
業、
村
議)、門

脇
亀
次
郎
(商
業、
村
議)、南

甚
平
(商
業)、
前
田
健
之
助
(商
業
兼
海
産
物、
村
議)
な
ど
当
時
の
商
業
、
産
業
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運
送
業
者
が
発
起
人
と
な
っ
て、
資
本
金
三
万
円
(払
込
額二、

五〇
〇
円)
の
『苫
小
牧

倉
庫
株
式
会
社』
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
王
子
直
系
の
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
の

役
員
が
入
っ
て
は
い
た
が、
苫
小
牧
の
人
び
と
の
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

地
元
会
社
と
し
て
は
最
初
の
株
式
会
社
で
も
あ
っ
た
。

株
主
は
苫
小
牧
を
中
心
と
し
、
鵡
川、
門
別、
平
取、
厚
真、
安
平
と
広
範
囲
に
わ
た

り
、
実
に
八
五
名
と
い
う
多
数
の
参
加
と
な
っ
た
。
初
代
社
長
に
は
高
橋
久
太
郎、
専
務

取
締
役
に
小
保
方
卯
市
が
就
任
し
、
大
正
六
年
十
月
か
ら
本
格
的
な
営
業
を
開
始
し
た
が

表
町
の
国
鉄
路
線
に
沿
っ
て
建
築
さ
れ
た
赤
煉
瓦
、
不
燃
質
平
屋
建
一三
〇
坪
の
倉
庫
は

当
時
の
村
民
に
一つ
の
誇
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
った
。

営
業
初
年
度
で
あ
る
十
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
ヵ
年
間
の
成
績
は、
農
産
物
五
万
余
俵

を
扱
っ
て
総
益
金
二
、
一
六
一
円
と
な
り、
損
益
計
算
に
よ
る
収
益
は
一、
三
〇
九
円
で

あ
った
。

創
業
後
十
五
カ
年
間
は
順
調
な
営
業
を
続
け
、
倉
庫
業
の
使
命
も
完
う
さ
れ
て
き
た
が、
昭
和
六
年
頃
に
到
り
経
済
界
の
変
動
と
、
営
業
上
から
生
じ
た
漁

業
へ
の
投
資
回
収
が
不
圓
滑
と
な
っ
て、
会
社
自
体
の
資
金
枯
渇
を
招
来、
た
め
に
営
業
不
振
は
覆
う
べ
く
も
な
く
、
数
次
に
渉
り
役
員
会
を
招
集
し
て
協

議
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
った
。

責
任
の
地
位
に
あ
る
小
保
方
翁
は
、
根
本
的
な
経
営
方
針
の
切
り
替
え
を
決
議、
従
来
良
好
な
る
ま
ま
に
間
口
を
拡
げ
た
放
漫
営
業
を
こ
こ
に
一擲
し
て
、

仲
買
行
為
や
漁
業
家
へ
の
魚
粕
見
返
り
投
資
な
ど
を
断
固
中
止
し
、
倉
庫
料
一
本
と
い
う
手
堅
い
方
針
を
厳
守
す
る
こ
と
と
し
た
。

当
時
会
社
は
一
万
数
千
円
の
赤
字
を
出
し
て
お
り、
こ
れ
が
補
填
は
一
朝
一
夕
に
解
消
す
る
も
の
で
も
な
く
、
会
社
の
進
む
道
は
大
き
な
壁
に
突
き
当
っ
て

第
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し
ま
っ
た。
し
か
し
、
時
の
流
れ
は
刻
々
に
変
貌
し
て、
日
支
事
変
から
太
平
洋
戦
争
へ
と
進
み、
誰
も
が
予
想
し
得
な
い
國
を
揺
が
す
経
済
界
の
大
転
換

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

物
資
の
保
管
は、
統
制
経
済
へ
の
変
革
と
共
に
そ
の
量
を
加
速
度
的
に
加
え
、
業
務
は
一
般
物
資
から
公
的
物
資
の
備
蓄
に
切
り
変
り
、
客
観
的
な
情
勢
は

倉
庫
の
必
要
度
を
急
速
に
昂
め
て
い
っ
た
の
で、
建
物
は
増
築
に
増
築
を
重
ね
十
五
、
六
年
間
に
五
百
五
十
坪
に
拡
大
さ
れ
た
。

(『小
保
方
卯
市
翁
の
回
顧』
昭
和二
十
八
年
小
保
方
卯
市
翁
伝
記
刊
行
会)

苫
小
牧
倉
庫
は
創
業
以
来
極
め
て
順
調
な
成
績
を
あ
げ
て
き
た
が、
大
正
末
期
に
な
っ
て
杉
本
福
松
の
参
加
が
あ
っ
て、
少
し
づ
つ
そ

の
経
営
方
針
が
変
わ
っ
て
いっ
た
。
杉
本
は
当
時
町
会
議
員
を
つ
と
め
た
実
力
者
の
一
人
で
あ
った
が、
不
漁
で
資
金
繰
り
に
困
っ
て
い

る
漁
業
家
へ
の
魚
粕
を
見
返
り
と
し
た
融
資
を
行
い、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
倉
庫
会
社
が
漁
業
権
を
所
有
す
る
こ
と
に
なっ
た
。

一
方、
杉
本
個
人
も
漁
業
への
魅
力
を
感
じ、
杉
本
商
会
を
設
立
し
て
本
格
的
な
漁
業
経
営
に
入
っ
て
、
後
に
は
勇
払
郡
漁
業
組
合
長、

水
産
加
工
組
合
長
に
就
任
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
がら
、
昭
和
初
期
の
経
済
不
況
は
漁
業
家
へ
の
投
資
回
収
が
不
円
滑
と
な
り、
こ
れ
が
直
接
的
原
因
と
な
っ
て
営
業
不
振
に

落
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
役
員
会
を
開
い
て
今
後
の
営
業
方
針
を
協
議
し
た
が、
他
の
投
資
的
な
事
業
を
中
止
し
て
本
来
の
倉

庫
業
一
本
に
て
営
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

倉
庫
会
社
は
太
平
洋
戦
争
が
進
み
統
制
経
済
下
に
入
る
と
、
そ
の
業
務
は
一
般
物
資
から
公
的
物
資
の
備
蓄
に
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、

初
代
社
長
の
死
亡
後
三
〇
有
余
年
間
は
社
長
制
を
と
ら
ず
専
務
制
を
と
っ
て
き
た
が、
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
は
小
保
方
卯
市
が二
代
目

社
長
に
就
任
し
、
現
在
は
そ
の
令
息
で
あ
る
小
保
方
一
雄
が
社
長
を
務
め
て
い
る
。

戦
後
の
法
人

組
織
の
発
達

終
戦
を
迎
え
て
統
制
経
済
か
ら
平
和
経
済
に
切
り
替
わ
る
と
、
こ
れ
ま
で
統
制
令
に
よ
っ
て
廃
止、
転
換、
統
合
、

組
織
化
さ
れ
て
い
た
各
種
企
業
が
再
び
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が、
終
戦
直
後
は
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
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の
た
め
会
社
数
も
少
な
く、
し
か
も
特
定
企
業
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

終
戦
直
後
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
は1
食
料
品
関
係
で
▽
苫
小
牧
味
噌
醬
油
醸
造
株
式
会
社
(二
十
年八
月)
▽
株
式
会
社
う
ろ
こ
商
店

(二
十
一
年
五
月)
▽
苫
小
牧
青
果
物
株
式
会
社
(二
十
一
年
五
月)
▷
苫
小
牧
菓
子
有
限
会
社
(二
十
一
年十
月)

▽
日
振
食
品
株
式
会
社

(二
十
二
年
九
月)
2
一
般
会
社
そ
の
他
で
は
▽
王
子
醱
酵
工
業
株
式
会
社
(二
十二
年
九
月)
▽
王
子
線
材
工
業
株
式
会
社
(二
十
年三
月
)

▽
西
田
開
発
工
業
株
式
会
社
(二
十二
年
四
月)
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
会
社
が
安
定
し
て
来
る
と
、
会
社
数
も
多
く
な
り
、

昭
和
二
十
四
年
五
月
現
在
に
お
い
て
資
本
金
五
万
円
以
上
の
会
社
は
1
株
式
会
社三
六
社、資

本
金
合
計
四
億
一、〇

〇
〇
万
円
2
合
資
会

社
四
社、
出
資
金二
〇
万
円
3
合
名
会
社
一
社、
出
資
金
五
万
円
4
有
限
会
社
五
社、
出
資
金
四
一万
円
と
な
り
、
同
二
十
六
年
五

月
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

会
社
一
覧
表
(昭
和二
十
六
年
五
月
現
在
資
本
金
五
万
円
以
上)

会
社

名

東
京
都

所
在
地

二
一
・

一・
二
六

二
一
・
九
・
六

二
三
・
一
一
・
四

二
三
・
一
一
・
一
一

一
五
・
五
・
二
七

二
四
・
八
・

一
八
〇
〇
、

昭
和 創
立
年
月
日

資

一
、

九
〇
、

C

本

一
五
〇
、
○
○
O

七
〇、

五
〇
〇
、
○
○

五
〇
〇
、

○
、

金

○ ●円

11

紙
・
パ
ル
プ

業

建
築
資
材
農
器
具
業

魚
菜
販
売
業

青
果
物
卸
売

魚
菜
卸
販
売
業

呉
服
類
小
売
業

態

第
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有
限
会
社
T
K
商
会
本
町
五
〇
二
三
・
一
一・
二
二

株
式
会
社
う
ろ
こ
商
店
王
子
二
四

株
式
会
社
苫
小
牧
青
果
市
場
表
町
一五

苫
小
牧
魚
菜
市
場
株
式
会
社
幸
町
六
四

株
式
会
社
中
嶋
屋
呉
服
店
錦
町
八
五

国
策パ
ルプ
工
業
株
式
会
社
東

京
都

苫
小
牧
製
紙
株
式
会
社
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苫
小
牧
板
金
加
工
有
限
会
社
大
町

三
一
七
・
一二
・
七

二三
・
四
・
一四

二
三
・
一〇
・
一

二三
・
三
・
九

二
三
・

五
・
二〇

一

二
三
・

三・
一九

木
場
町
一〇

二
三
・

六
・
一八

三
〇
、
〇
〇
つ、

五
〇
〇
、

○
、

0 円

1

板
金
加
工
業

水
産
物
加
工
業

工
事
請
負
業

電
機
器
具
販
売
・

三
〇
〇
、
C

電
気
材
料
販
売
修
理
業

機
械
設
計
製
作
修
理
業

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
製
造
業

印
刷
製
本
業

五
三
、
○
○
0
菓
子
製
造
業

釘
製
造
業

下
駄
製
造
業

三
、
〇
〇
○
、

八
〇
、

五
〇
〇
、
C

五
、
〇〇
〇
、

一
八
〇
、

土
木
建
築
業

製、

土
木
建
築
請
負
業

業
材

洋
服

業

石
油
・
機
工
具
販
売
業

一

王
子
町
一三

二
三
・

六
・
二
一

錦
町
三〇

二
三
・

四
・
三

表
町

五
一
七
・
二
・二
四

王
子
町三
一
二
〇
・
三・

一二

栄
町
二八

一
九
・
八
・
二

表
町
一
八

表
町

一八
二
二
・
四
・
一

西
田
開
発
工
業
株
式
会
社

菱
中
興
業
株
式
会
社

株
式
会
社
竹
原
組

株
式
会
社
林
組
幸
町

株
式
会
社
岩
倉
組

北
村
商
事
株
式
会
社
大
町
三四

二
三
・
一二
・二
八

六
・
二
八

一、
〇
〇五
〇
、

一九
五
、
○
○

三
〇
〇
、

一、
一九
〇
、

O

株
式
会
社
松
本
鉄
工
所
錦
町

本
町

二
二
三
・

四
・
一五

S
K
電
気
工
業
合
資
会
社
表
町
一
八
二
二
・

二・
八

株
式
会
社
錦
戸
商
店

錦
岡
水
産
株
式
会
社
錦
岡
一
六
四

表
町
一
八

昭
和
二
三・

二
四
・
三・
二
八

三
、
〇〇 九
八
五
、

九
九
五、

O つ

二
輪
胆
振
工
業
有
限
会
社

王
子
線
材
工
業
株
式
会
社

苫
小
牧
菓
子
有
限
会
社

苫
小
牧
印
刷
工
業
株
式
会
社

ナ
ハ
タ
印
刷
株
式
会
社

日
本
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
工
業

株
式
会
社

株
式
会
社
藤
田
商
店
表
町

四

本
町
三
八

九
七
五
、

"
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合
資
会
社
宮
本
商
店

有
限
会
社
苫
小
牧
建
材
店

株
式
会
社
富
士
館

運
苫
小
牧
運
送
株
式
会
社

株
式
会
社
名
畑
紙
店

株
式
会
社
(1)竹

本
呉
服
店

株
式
会
社
銀
屋
百
貨
店

興
生
電
気
株
式
会
社

株
式
会
社
渡
辺
待
合

北
海
土
建
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
南
北
海
新
聞
社
大
町
二
四
二
五
・
二・

一
大
町
一〇

二
二二
・
二二
・二
九

表
町

二
二
六
・
一
・
一六

勇
払
一
五〇

二
三
・
五
・
一五

王
子
町
七
二
二
二
・

九
・

浜
町
八
八

大
町
二
四

表
町
栄
町

元
町
一二
三三
二
六
・
三
・
二
八

六

表
町

一五

王
子
町
二

王
子
町
一三

錦
町
二
九
|

幸
町
一〇
〇
二
四
・
八
・
一
一

王
子
町二
三
二
五
・
八
・
二
一

一、
〇
〇
〇
、

五
〇
〇
、
○

九
七
、
五
〇
〇

一
、
〇
〇
〇
、

五
〇
〇
、

五
、
〇
〇
〇
、

二
三
・
一〇
・
一八

一
八
、
〇
〇
〇 0

漁
業
・
冷
凍
業

二
、
五
〇
〇
、

一八
八
、
七
五
〇

一八
〇
、
〇

●円

雑
貨
商

建
材
製
造
業

旅
館
業

運
送
業

紙
・
文
房
具
店

呉
服
商

電
気
工
事
業

百
貨
店

新
聞
出
版
業

農
業
・
牧
畜

飲
食
業

土
木
建
築
業

水
産
加
工
業

一、
八
〇
〇
、

五
〇
〇

五
、
〇
〇
〇
、

二
、
五
〇
〇
、

C C0 C

O

1
二
五
・
一二・

一、
〇
〇
〇
、

一、
〇
〇
〇
、

五
〇
〇
、

二
五
・
八
・
一〇

六
・
六
・
三

二
二
・
九
・
一

昭
和

二
五
・
一二
・
二二

二
六
・
六
・

二
五
・
一〇・

一 一

二
四
・
一〇
・
七

昭
和

商
品
販
売
業

貨
物
保
管
業

漁
業
・
水
産
加
工
業

五 七
大
正

苫
小
牧
倉
庫
株
式
会
社

北
鱗
水
産
興
業
株
式
会
社

海
産
物
移
出
協
同
組
合

苫
小
牧
地
区

勇
払
農
事
株
式
会
社

王
子
醱
酵
工
業
株
式
会
社

阿
部
商
事
株
式
会
社

苫
小
牧
水
産
株
式
会
社

本
町

栄
町

二
三
・

一
・
一六

四
六
七
、
〇
〇

ア
ル
コ
ー
ル
製
造
業
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苫
小
牧
市
史
下
巻株
式
会
社

北
海
道不
燃
建
築
工
業

株
式
会
社
あ
ず
ま
や
呉
服
店

苫
小
牧
コ
ン
ク
リ
ー
ト

洞
爺
物
産
興
業
株
式
会
社

株
式
会
社
内
海
鉄
工
所

株
式
会
社
中
垣
商
店

苫
興
建
設
株
式
会
社

池
田
木
材
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
日
振
金
庫

株
式
会
社
丸
八
殖
産
金
庫

株
式
会
社
苫
小
牧
金
庫

伊
藤
水
産
株
式
会
社

北
日
本
畜
産
株
式
会
社

表
町

一八
二
六
・
三・
二
九

合
名
会
社
藤
本
商
店

合
名
会
社
平
塚
組

合
資
会
社
金
融
商
会

合
資
会
社
名
深
沢
商
店

合
資
会
社
共
立
印
刷
所

王
子
町
三
二
六
・
三・
一九

二
、

一

二
五
・
六
・
六

一
四
・
九
・
六

五
四
〇
、

九
七
、
五
C

○
○
O
鉄

工
業

瀬
戸
物
販
売
業

建
築
工
業

O
製
材
業

" "

金
融
業

水
産
加
工
業

紡
績

雑 土 金 雑 印

貨 建 融 貨 刷

建
築
工
業

呉
服
商

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業

O
食
品
工
業

二
六
・

一・
二
五

二
〇
〇
、

八
〇
〇
、

五
〇
〇
、

五
〇
〇
、

五
〇
〇
、

三
〇
○
、
C

五
〇
〇
、
C

六
五
〇
、
C

三
〇
〇
、
○
○

五
五
〇
、

四
〇
〇
、
C

O O

表
町
一八

二
五
・
四
・二
八

一、
〇
〇
〇
、

幸
町

一
二
五
・
八
・二
八

二
五
・
三・
二
二

浜
町
一
一五

二
六
・
二
・
一五

本
町
五
〇
二二二
・
九
・
二
六

一、
○
○
○
、

勇
払

六
二
五
・
一二
・
一

大
町
三四

二
五
・
九
・
八

一
一・
一一
・
四

二
五
・
五
・
一
二

昭
和

二
六
・
一
・三
一

表
町

二
二
五
・
六
・二
七

一、
五
〇
〇
、

王
子
町
八

錦町
六
四

本
町

大
町
二
八

東
町

株
式
会
社

大
町

一〇
二
二二
・
一
一・
二
四

錦
町

錦
町
三七

二
六
・
四
・
四

C

●円

業 商 業 業 商 業

錦
町
四
九 三 三
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有
限
会
社
丸
王
組

表
町

一八
二
〇
・
八
・
二
四

錦
町
八〇

二
六
・
二
・
一六

表
町

四
二
三
・

六
・
二
一

王
子
町
二
三
二
二
・
一二
・
二
〇

昭
和

一
、
二
〇

一、
〇
〇
〇
、

二
、
〇
〇
〇

一
六
一、

二
〇

●円

紙
製
品
加
工
業

味
噌
醬
油
製
造
業

王
子
製
紙
は
昭
和二
十
四
年
の
企
業
解
体
指
令
に
よ
り
苫
小
牧
製
紙
株
式
会
社
と
な
っ
た
が、
そ
れ
を
創
立
年
と
し
た
。

※
菱
中
興
業
株
式
会
社
は
旧
(株)中
村
組
を
前
身
と
す
る
。

(『市
勢
要
覧
』
昭
和二
十
六
年
苫
小
牧
市)

前
表
に
お
いて
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
市
に
お
け
る
企
業
の
法
人
組
織
化
は
昭
和二
十
三
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
の
間
に
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
は
資
本
金
五
万
円
以
上
の
も
の
だ
け
で
あ
り
実
際
の
数
は
ま
だ
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
大
手
会
社
の
従
業
員
数
を
見
る
と
、
1
苫
小
牧
製
紙
株
式
会
社
苫
小
牧
支
社
四
、
一〇
七
人
2
国
策
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社
勇

・

払
工
場
五
一
三八

3
株
式
会
社
岩
倉
組二
四
五
人
4
日
本
通
運
株
式
会
社
苫
小
牧
支
店
二
一
六
八
5
菱
中
興
業
株
式
会
社
二
〇
四

人
が
本
市
に
お
け
る
一
〇
〇
人
以
上
の
会
社
(工

場
)で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
地
場
産
業
は
岩
倉
組
と
菱
中
興
業
で
あ
る
が
、
岩
倉
組
は

木
材
業
を
主
体
に
、
菱
中
興
業
は
土
建
業
を
主
体
と
し
な
が
ら
発
展
し
、
現
在
で
は
多
角
経
営
を
行
い
、
苫
小
牧
を
代
表
す
る
会
社
と
な

っ
た
。

本
市
は
工
業
港
の
建
設
に
よ
っ
て
急
速
な
発
展
を
示
し
て
き
た
が、
事
業
所
数
に
お
い
て
も
昭
和三
十
五
年
の
一、
六
七
八
カ
所
が、

同
四
十
七
年
に
は三
倍
の
五
、
一
一〇
カ
所
と
な
り
、
個
人
が
一
・五
倍
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
法
人
は
四
・
七
倍
と
極
め
て
高
い
伸
び

率
で
あ
っ
た
。

業
態
別
で
は
、
事
業
所
で
卸
売
業
・
小
売
業、
サ
ー
ビ
ス
業
、
従
業
者
数
で
建
設
業
、
製
造
業
が
伸
び
を
示
し
た
。

第
七
編
経
済
史
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株
式
会
社

株
式
会
社
#
中
嶋
呉
服
店

苫
小
牧
味
噌
醬
油
醸
造

株
式
会
社
藤
田
商
店
木
材
部

林
産
物
生
産
業

呉
服
業



公 サ
ー
ビ
ス
業

ガ
ス
・
水
道
業

電
気
・

運
輸
・
通
信
業

不
動
産
業

金
融
・
保
険
業

卸
売
業
・
小
売
業 業 業 業

農
林
・
水
産
業

四
七
年

四
四
年

四
一
年

三
八
年

三
五
年 分務

七三四 三 二三 10

一、六三四
100
三三

1 三
二、九五三

三、六一六

二、二三八

一、八八五

一、二七二

個

1

二、七三

七一

二七四 一四

五、三一七

五六九
二、五七五

五 五

二
、五四三
九、七00

八、四〇九

六、九六六
四、四六五

人

三五七 五

一六七 七一 六九
八四一

一五六
二七五

三 一九

一、九六三

一、三四九

九二六

六八四
四一本

四、〇三
九

二五〇

四、五六六

六三九

一、一九三
八、七六九
九、〇七七

六、九〇四

一六

二五二

三
五、七〇五

二五、五九五

二、
三〇五

一六、五五七
一二、六六三
従
業
者
事
業
所
従
業
者

法
人
で
な
い
団
体

二九 八八

七 二八 1 1

11

1

11
1

九

一六五

一 一四0 九九 八三

九五五

二、四八〇

一、八四0

1

六〇 九四

三
五、七三三
四、
一六四

四、二三三
三、二二八

二、六七九

一、六七八

事
業
所

九五五

九、二八〇
三
三

六、四七七
九一三
一、二〇七
一四、一八一
九、六四九
九、五七三 三 四七九

五三、〇六七

三九、五二一

三
、九三一
二六、八六五
一九、七九八
従
業
者

1 1

1 1

二九 二五 二四 11

七
.

事
業
所
従
業
者

公
営
・
国
営

一、二〇五二九 三 三〇七 七九

二、四七九

二五七

四九〇 四

五、二10三

(『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
六
、
四
十
九
年
苫
小
牧
市
)

1 二六

1

1

1 1

11

四九 三
五 三 八七

五二

四
四七 一五

1 1 1

三、八七〇

三、二八〇
二、六五五

合

計
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苫
小
牧
市
史
下
巻

経
営
組
織
別
事
業
所
一
覧
表

昭
和 区

造 設

1
法

1

事
業
所

人

‒
‒

事
業
所
従
業
者

製製 建 鉱 農

-



注
(1)

『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M
4
‒
苫
小
牧
の
昔
話
を
語
る
』
昭
和
四
十
七
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室

(2)(3)
『機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
M22‒

苫
小
牧
の
む
か
し
と
こ
れ
から
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室

(4)
『小
保
方
卯
市
翁
の
回
顧
』
昭
和
二
十
八
年
小
保
方
卯
市
翁
伝
記
刊
行
会

(5)
『苫
小
牧
町
史
資
料
五
』
苫
小
牧
町

(6)
『市
勢
要
覧
』
昭
和
二
十
五
、
二
十
六
年
苫
小
牧
市

二
消
費
経
済

消
費
者

昭
和三
十
年
代
に
お
け
る
本
市
の
小
売
物
価
は
や
や
鈍
化
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
上
昇
寄
与
率
で
は
食
料
品
が
昭
和

物
価
指
数
三十
九
年
五三
・
三
%
、
同
四
十
年
七
八
・
五
%
と
高
い
ウ
ェ
イ
ト
を
示
し
、
穀
類
、
鮮
魚
介
類
の
上
昇
率
が
高
い
だ
け

に
消
費
生
活
に
与
え
る
影
響
は
か
な
り
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た、
昭
和
四
十
三
年
に
北
海
道
が
実
施
し
た
物
価
統
計
調
査
で
は、
本
市
の
小
売
物
価
(食
料品
の
み)
は
全
道
平
均
を
一
〇
〇
と
し

て
九
五
・
七
で
あ
り、
主
要
都
市
に
お
け
る
地
域
格
差
は
最
下
位
で
あ
っ
た
。
釧
路
一〇
二
・
五、
札
幌
一〇
一
・六、

旭
川
一〇
一
・

二
、
函
館
一〇
〇
・
六
、
帯
広
九
九・
〇、
北
見
九
八
・
五
、
岩
見
沢
九
八
・三
、
室
蘭
九
七
・
八、
小
樽
九六
・
一で
あ
った
。

本
市
の
消
費
者
物
価
指
数
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
を
一〇
〇
と
し
同
四
十
三
年
に
は
穀
類
が
一三
六
・
一%
、
乾
物
一二
九
・
一、
鮮

魚
介
類
一二
四
・
四
、
野
菜
果
実
一
二
三
・
七
が
物
価
上
昇
の
高
い
も
ので
あ
った
。

市
で
は
消
費
経
済
問
題
を
市
政
に
反
映
さ
せ、
円
滑
な
経
済
行
政
を
行
う
た
め
昭
和三
十
九
年
、
消
費
経
済
制
度
を
設
け
、モ
ニ
タ
ー
を

市
内
二
〇
地
区
に
置
き
、
物
価
調
査
、
研
究
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
量
消
費
型
経
済
に
お
け
る
需
要
の
増
大、
消
費
行

動
の
変
化、
高
度
化
等
に
対
応
す
る
生
鮮
食
料
品
流
通
の
一
元
化
、
近
代
化
が
強
く
要
請
さ
れ、
本
市
商
勢
圏
に
お
け
る
消
費
人
口
の
増

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

大
と
道
央
地
域
の
中
核
に
位
す
る
都
市
的
使
命
に
即
し
た
流
通
構
造
の
高
度
化
と
体
制
を
確
立
す
る
た
め、
苫
小
牧
漁
港
近
辺
に
魚
菜
卸

売
市
場
と
青
果
物
卸
売
市
場
を
新
築
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
中
小
食
品
卸
売
業
を
集
約
し
た
食
品
卸
売
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
併
設
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
食
品
小
売
業
の
近
代
化
を
含
め
て
公
設
小
売
市
場
を二
カ
所
設
け、
流
通
機
構
の
整
備
を
促
進
し
、
消
費
物
価
の
安
定
に
努
め

て
い
る
。

170

注
北
海
道
物
価
統
計
調
査
の
結
果
。
四
十
八
年
十
一
月
・
四
十
九
年
六
月
は
市
独
自
集
計
の
概
数
。

(『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
九
年
苫
小
牧
市
)

四九年
六月

四八年
二
月

四八年
六月

四七年
二
月

昭
和 [区 四九年
六月

四八
年
二
月

四八年
六月

四七年
二
月

昭
和 区
分

砂 一も

二〇
三

一六
五

一四
三

四

...

(上
白
・て
ん
菜
糖
)

三
五
一

三三
一
六

二
六
三

二
一
七

(内
地
精
米
)
米

六
一
二

五
〇
四

四
八
二

四
七
六

(び
ん
一五

9
人
)

五
四

一二
九

三
三

二
七

(袋
入

り)
100

9

即
席
ラ
ー
メ
ン

け
ず

り
節
豚

六
八
五

四
二
八

三
四三

二
八
一

二
八
e

八
九

九〇 八
九

七
八 100
c 肉

一、
四
二
〇

一、
二四
四

一、
二四
二

一、
二〇
四

容
器
除
く

二
七

二二二

二
六 二
七

肉
)
(ニ
バ
ッ
ク
一
個
)

100
c 卵

二、
八
〇
〇

二、
〇〇
〇

一、
六六
三

一、
七
〇
二

(
綿
・
カ
ッ
タ
ー
)

ワ
イ
シ

ャ
ツ

四
七

三
九

二
九

二
八 一
本

二
、
七
一
七

二、〇
七六

一、
七
三
三

毛(手
編
糸
・
中
細
〉

一二 一二 一二 八

(絹
ご
し
除
く
)

100
c

一、
四
五
三

一、
二三
〇

六
六
四

メ
リ
ヤ
ス
裏

二
六
三

一八
六

一五
六

一五
二 一
か
ん

二
三
〇

一
九
〇

一〇
七

一
一九

五00枚
一束

り 三
七
七

三
〇
六

二
六
〇

二
二
二

一
・八
と
ビ
ン

(濃
口
・上
)

し
ょ

う
油
み

八
八

七
二

六二

五
三

配
達
・
後
払

(
綿
・
カ
ッ
タ
ー
)

ワイ
シ
ャ
ツ
洗
たく

二
二
七

一六
九

一
四
二

一
二二一 一
袋

(中
・
一
4)
そ

単
位

円
主
要
品
目
平
均
価
格

一六
一

一二
六

一
一九 一
杯

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒー

外
食
ラ
ー
メ
ン
灯

1

一
四
四

一三
〇

一〇
二

(混
合
・
並
)

100
c

(中

油

鶏
(上
二
0～
一三09)

魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
豆

! 五00
9 糸 腐

(男
子
用
・
半
長
)・

ゴ
ム
長
ぐ
つ
ち

(水
煮
・
平
2
号
)

さ
け
か
ん
詰1

普
通
サ
イ
ズ

(し
ょ
う
油
・
並
)(門

灯
油
・詰
替
売
)

(家
庭
用
105)

フ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ち

糖kg
一
本

-

分
(白
ち
り
三
号
) 紙



公
設
魚
菜

終
戦
直
後
の
魚
菜
卸
売
市
場
は
そ
れ
以
前
と
同
様
苫
小
牧
漁
業
協
同
組

卸
売
市
場
合
の
直
接
経
営
で
あ
っ
た
が、
昭
和二
十三
年
十
一
月
四
日
に
な
っ
て
株

式
会
社
市
苫
小
牧
魚
菜
卸
売
市
場
(市
内
表
町
一
八・
社
長
八
巻
耕三)を

設
立
し
、
市
場
権

に
つ
い
て
は
漁
業
組
合
と
貸
借
契
約
を
結
び
、
こ
の
会
社
に
お
い
て
経
営
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
後
、昭
和
二
十
五
年
六
月
一
日
の
契
約
を
更
新
に
あ
た
って
は、同二

十
八
年
五
月三

十
一
日
ま
で
の三
カ
年
間、新

し
く
苫
小
牧
水
産
株
式
会
社
と
の
貸
借
契
約
を
結
び
、
水
産

会
社
で
は
二
印
魚
菜
市
場
を
設
置
し
て
こ
こ
で
営
業
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が、
こ
の
契
約

満
了
の
近
づ
い
た
同
二
十
七
年
末
に
な
っ
て
苫
小
牧
魚
菜
商
業
組
合
が
発
足
し
、
同
組
合

く
ー
ト

工 日

中
�
屋
呉
服
店

西
小
收
市
一
�
�
十
七
=
)

の
中 工
業

株 1
式 っ

4

苫
小
牧
電
機
工
業
株
式
會
社

苫小牧市商工業案内(市勢要覧昭和24年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

員
で
あ
る
魚
菜
小
売
人
から
市
お
よ
び
市
議
会
に
対
し
公
設
魚
菜
市
場
設
置
が
陳
情
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
魚
菜
商
業
組合
の
設
立
の

背
景
に
は
二
印
魚
菜
卸
売
市
場
が
道
内
一
帯
か
ら
大
量
に
魚
菜
類
を
入
荷
し
た
が、
同
二
十
六
年
春
こ
ろ
から
資
金
難
と
な
り
生
産
者
へ

の
支
払
い
が
遅
れ、
必
然
的
に
入
荷
が
少
な
く
な
り
、
市
場
経
営
も
苦
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
打
開
し
よ
う
と
小
売
人
は
取
引

実
績
に
応
じ
て
一
八
一
万
円
か
ら
二
万
円
程
度
の
増
資
を
行
っ
た
が、

一向
に
改
善
さ
れ
ず
あ
げ
く
の
果
て
に
司
直
の
メ
ス
が
入
っ
て
全

く
活
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
な
っ
て
は
小
売
人
側
で
は
生
活
で
き
な
いと
し
、同二

十
七
年
十
二
月
に
六
〇
余
名
が
集
ま
っ
て
『苫

小
牧
魚
菜
商
業
協
同
組
合
』
の
発
足
と
な
り
、
自
ら
市
場
経
営
を
行
お
う
と
し
た
が
、
零
細
企
業
の
た
め
資
金
難
に
あ
え
ぎ
、
お
ま
け
に

『糶
市
』
の
認
可
が
絶
望
的
と
な
っ
た
。
そ
こ
で、
同
組
合
は
市
民
に
安
価
な
魚
菜
を
与
る
え
た
め
公
設
市
場
設
置
の
陳
情
と
な
っ
た
の

せ
り

で
あ
る
。

一方
、
漁
業
協
同
組
合
に
お
い
て
は
契
約
満
了
と
な
る
の
を
機
会
に
漁
民
に
よ
る
直
接
経
営
を
望
む
者
も
多
く
、
役
員
間
で
具
体
的
な

第
二篇
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苫
小
牧
市
史
下
巻

計
画
に
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
市
の
魚
菜
市
場
は
1
二
印
魚
菜
市
場
の
再
建
2
魚
菜
商
業
組
合
の
新
経
営
(不
能の
場
合
は
公
設
を
希

望
)
3
漁
業
協
同
組
合
の
直
接
経
営
の
三
つ
と
な
っ
た
。

魚
菜
商
業
組
合
が
臨
時
市
議
会
に
陳
情
し
た
公
設
魚
菜
卸
売
市
場
の
設
置
問
題
は、そ

の
後、
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎
重
な
審

議
を
つ
づ
け
て
き
た
が、昭

和
二
十
八
年三
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
同
委
員
会
で、
業
者
の
三
本
建
て
で
は
消
費
状
況
か
ら
み
て
う
ま
く
な

いと
い
う
こ
と
に
な
り、
こ
の
調
整
が
解
決
し
た
の
ち
に
公
設
市
場
を
設
置
す
る
と
の
結
論
を
出
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
調
整
に
は
難
航
を
き
た
し
、
特
に
漁
業
組
合
側
で
は
生
産
者
の
死
活
問
題
で
あ
る
と
し
、
公
設
市
場
の
設
置
に

よ
っ
て
小
売
業
者
の
腹
を
肥
や
す
の
み
で
消
費
者
に
は
何
等
影
響
な
く
、
不
漁
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
漁
業
者
を
ピ
ン
チ
に
追
い
込
む
も
の

だ
と
し
て
、
市
場
を
独
自
に
開
設
す
る
こ
と
に
し
、
昭
和二
十
八
年三
月
十
五
日
か
ら
共
同
販
売
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が、
当
日
に

は
小
売
業
者
は
集
ま
ら
ず
、
漁
業
組合
の
初
市
場
は
お
流
れ
と
な
っ
た
。

苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合
で
は
水
産
会
社
と
の
市
場
貸
与
契
約
の
満
期
を
機
に
独
自
で
共
同
販
売
所
を
十
五
日
店
開
き
し
た
が、
期
待
し
て
い
た
小
売
業
者
は

ほ
ん
の
小
人
数
よ
り
集
ま
ら
ず
、
初
市
場
も
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
苫
小
牧
魚
菜
商
協
組
で
は
“こ
の
日
は
今
ま
で
通
り
変
り

な
く
共
同
販
売
を
行
っ
た
"
と
い
っ
て
いる
が
、
漁
協
組
側
で
は
“小
売
業
者
が
不
買
同
盟
を
結
ん
だ
’
と
解
し
、
原
価
で
市
内
二
、
三
カ
所
に
直
販
す
る

ほ
か
千
歳
、
札
幌
方
面
に
流
す
こ
と
に
な
り
、
こ
の
日
水
揚
げ
さ
れ
た
千
五
百
貫
も
全
部
千
歳
市
場
に
向
け
ら
れ
た
。

こ
の
日、
生
産
者
は
漁
村
の
実
情
調
査
に
来
苫
し
た
道
漁
連
岩
田
会
長
を
ま
じ
え
漁
民
大
会
を
開
き
、こ
れ
は
小
売
人
が
生
産
者
に
対
す
る
“手
の
か
け
な
い

殺
人
行
為
だ
”
と
結
論
を
出
し
、
市
内二
、
三カ
所
に
直
販
所
を
設
け
る
ほ
か、
残
さ
れ
た
も
の
は
全
部
千
歳、
札
幌
方
面
に
流
し
、
小
売
業
者
に
は
全
く

ふ
り
向
け
な
い
こ
と
を
決
議
し
た
。

一
方
魚
菜
商
協
組
を
中
心
と
し
た
小
売
業
者
は
“漁
協
組
から
買
入
れ
るこ
と
は
自
分
達
が
つ
く
っ
た
組
合
を
自
分
達
の
手
で
弱
体
化
さ
せる
も
の
で
ある

と
い
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
重
視
し
た
市
で
は
岩
田
会
長
の
視
察
を
機
に
道
漁
連
と
協
力、
円
満
解
決
に
も
っ
て
ゆ
く
べ
く
対
策
を
練
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
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か
し
、
お
互
い
が
組
合
を
は
さ
ん
で
小
売
業
者
と
生
産
者
の
問
題
で
あ
っ
て
感
情
も
多
分
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
ゆ
く

も
の
と
注
目
さ
れ
て
いる
。

(『苫
小
牧
民
報
』
昭
和二
十
八
年三
月
十
七
日
号
)

漁
業
組
合
で
は
初
市
場
お
流
れの
原
因
を
「魚
菜
商
協
組の
隠
謀
で
あ
る
」
と
の
見
解
から
直
販
し、
商
協
組
は
「関
知
せ
ぬ
」
と
突

張
り、
問
題
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
っ
た。
こ
の
た
め
市
と
道
漁
連
で
は
円
満
解
決
の
労
を
と
る
こ
と
に
な
り、『魚

菜
市
場
対
策
協

議
会
』
を
設
置
し
て
両
者
の
意
見
調
整
を
行
う
と
と
も
に、
今
後
の
市
場
設
置
問
題
を
協
議
し
て
いく
こ
と
に
な
っ
た
。

魚
菜
市
場
対
策
協
議
会
で
は
1
市
当
局
が
実
権
を
に
ぎ
る
公
社
2
全
面
的
な
市
営
の
二
案
論
議
さ
れ
た
が、
独
立
採
算
に
よ
る
市
営

案
と
決
定
し
、
市
は
昭
和二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
の
第
二
十
五
回
臨
時
市
議
会
に
「議
案
第三
号
苫
小
牧
市
営
魚
菜
卸
売
市
場
設
置

第
七
編
経
済
史 云苫小牧魚菜卸�市場

旧公設苫小牧魚菜市場
(昭和28年) 〔堀江敏夫蔵〕

進

新設なった苫小牧市公設地方卸売市場
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕 に

つい
て」
を
提
出
し、
原
案
ど
お
り
可

決
し
て
、
ここ
に
よ
う
や
く
公
設
市
場
問

題
の
決
着
を
み
た
。
市
場
業
務
の
う
ち
卸

売
業
務
は
直
営
と
せ
ず
、
苫
小
牧
市
が
七

五
%
の
株
を
有
す
る
株
式
会
社
ダ
苫
小
牧

魚
菜
卸
売
市
場
(八
巻
耕
三
社
長
)
を
設

立
し
、
卸
売
業
務
を
委
託
し
て
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

昭
和二
十
八
年
六
月
一
日
午
前
十
一
時

か
ら
苫
小
牧
公
設
魚
菜
卸
売
市
場
の
開
場
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苫
小
牧
市
史
下
巻

式
が
同
場
で
盛
大
に
行
わ
れ、
晴
れ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

な
お、
昭
和
四
十
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
苫
小
牧
港
新
港
湾
整
備
五
カ
年
計
画
の
漁
港
区
背
後
地
施
設
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
ニ
カ

年
計
画
で
新
市
場
を
建
設
し
、
道
央
地
域
苫
小
牧
商
勢
圏
に
お
け
る
生
鮮
魚
介
の
需
給
核
と
し
て
の
地
位
と
消
費
流
通
機
構
の
機
能
の
一

端
を
握
っ
て
い
る
。

()浴
公
設
魚
菜
卸
売
市
場

革

苫
小
牧
市
の
卸
売
市
場
は、
市
営
市
場
と
し
て
開
設
し
た
。

日目生
産
か
ら
消
費
に
い
た
る
流
通
機
能
の
一
翼
と
し
て
、
生
鮮
食
料
品
の
需
給
調
整
と
、
適
正
価
格
に
よ
る
配
給
ルー
ト
の
円
滑
化
を
図
り
つ
つ、
生
産
の

増
強
と
市
民
の
栄
養
補
給
に
寄
与
せ
ん
た
め
公
正
な
市
場
運
営
を
期
し
て
い
る
。

日
概

要

称
苫
小
牧
公
設
魚
菜
卸
売
市
場

昭
和二
十
八
年
六
月
一
日
付
北
海
道
知
事
許
可
と
同
時
に
開
設

1
名

2
開
設
年
月
日

苫
小
牧
市
長

株
式
会
社
苫
小
牧
卸
売
市
場

八
八
名
(昭
和
五
十
年
現
在
一二
〇
名
)
の
仲
買
人
が
あ
り
、
昭
和三
十
四
年
九
月
苫
小
牧
魚
菜
仲
買
人
協
同
組
合
を
設
立
し
た
。

鮮
魚、
加
工
水
産
物、
そ
菜
果
実
、
そ
の
他
食
料
品

市
場
業
務
の
う
ち
卸
売
業
務
は
直
営
と
せ
ず
、苫
小
牧
市
が
七
五
%
の
株
を
有
す
る
株
式
会
社
苫
小
牧
卸
売
市
場
を
設
立、
卸
売
業
務

7
業
務
委
託

を
委
託
。
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3
開

設
者

4
卸

売
八

5
仲

買
人

6
取
扱
品
目

的



第
七
編
経
済
史

(『商
工
業
の
概
要』
昭
和
四
十、
四
十
五
年
苫
小
牧
市
、『市

勢
統
計
書』
昭
和
四
十
九
年
版
苫
小
牧
市
)

四
九
年
度

四
八
年
度

四
七
年
度

四
六
年
度

四
五
年
度

四
四
年
度

四
三
年
度

四
二
年
度

四
一
年
度

四
〇
年
度

三
九
年
度

三
八
年
度

三
七
年
度

三
六
年
度

三
五
年
度

三
四
年
度

三
三
年
度

三
二
年
度

三
一
年
度

三
〇
年
度

二
九
年
度

昭
和
二
八
年
度

一
一九、
〇
一
六

一
一六
、
三三三六

一
〇
六
、
九
八
五

八
九、
二
八
五

八
二
、
三三
八

六
六
、
三五
二

六
〇
、
四
二
三

五
五
、
七
八
〇

四
九
、
五
三
二

四
四
、
五
八
五

四
一、
五
四
一

二三二
、
六
一五

二
八
、
八
五
二

二
四
、
六
七
六

一
九
、
〇
〇
一

一五
、
三六
〇

一四
、
八
八
七

一
一、
六
七
一

八、
三五
二

八
、
四
一
七

六
、
三〇
〇 万
円

鮮
・
魚

三
五
、
七
七
八

三
五
、
二三
六

三
〇
、
〇
七
四

二
八
、
三四
八

二
一、
〇
九
七

一
六
、
六
八
九

一三
、
五
〇
五

一〇
、
七
四
六

八
、
七
八
〇

六
、
八
四
八

三
、
九
八
三

三
、
五
九〇

三
、
二
三五

三
、
四
六
九

三
、
一五
三

二
、
七
九
一

二
、
二
八
四

二
、
一四
四

一、
五
二
五

一
、
四〇
九

一、
三五
七

九
、
三六
三

八、
九
一二

三
、
六
三
四

二
五
、
八
五
二

二
三
、
四
六
六

一八
、
八
七
二

一
四
、
九
六
九

一〇
、
八
八二

一〇
、
五
〇
五

六
、
三
四
六

四
、
一四〇

三
、
二
五三

二
、
八
五
二

二
、
九
三
八

二
、
七
七
二

二
、
一二
九

二
、
四
三
七

二
、
〇
九
〇

二
、
四
一
五

二
、
一三
〇

一、
三六
八 万
円

一
八
四
、
四
一
七

一
一三
、
九
七
五

五
六
、
三三
三

そ
の
他

三
四
八
、
五
七
四

二
七
四
、
四
五
九

一
九
七、
〇二
六

一
四
四
、
一三三
五

一二
七
、
五
二
三

一〇
二
、
四
八
〇

八
九、
三四
九

七
七
、
七
二
〇

六
九、

一三
〇

五
八
、
二
〇
九

四
九
、
九
四
四

三
九
、
七
八
四

三
五
、
三〇
七

三
一
、
三
〇
三

二
五
、
〇
六
八

二〇
、
四三
四

一九
、
七
一三

一六
、
〇
一
九

一二
、
四
〇
二

一
二、
〇六
四

九、
三七
四

計
万
円

年
度

種
類

年
度
別
取
扱
高
実
績

塩
干
加
工
品万
円

青
果
・
そ
菜

六
五
〇

六
二
二

五
六
七

四
五
二

三
二
二

三
二
三

四
三〇
二
八
〇

三
二
六

三
六
八

二
二
〇

一四
二

一
五
四

一〇
五

一
一四

一
一〇
一〇
八

三
四
九 万円
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苫
小
牧

青
果
市場

太
平
洋
戦
争
が
激
し
さ
を
加
え
、
統
制
経
済
が
ひ
か
れ
る
と
苫
小
牧
青
果
配
給
有
限
会
社、
昭
和
十
八
年
か
ら
北
海
道

青
果
配
給
株
式
会
社
苫
小
牧
支
店
に
お
い
て
苫
小
牧
町
お
よ
び
日
高
支
庁
管
内
の
青
果
物
配
給
統
制
業
務
を
行
っ
た
。
同

二
十
一
年
八
月
に
な
っ
て
北
海
道
青
果
配
給
株
式
会
社
は
解
散
と
な
り
、
同
年
九
月
六
日
に
株
式
会
社
黒
苫
小
牧
青
果
市
場
(磯
田
福
松
社

長)
が
設
立
さ
れ、
統
制
中
の
青
果
物
配
給
業
務
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
現
在
の
黒
青
果
市
場
の
創
立
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
四
月、
青
果
物
の
配
給、
統
制
解
除
と
な
り
、
浦
河
町、
静
内
町、
札
幌
市
、
千
歳
町
に
営
業
所
を
開
設
し
、
全
国
各

地
と
取
引
を
行
っ
て
い
る
。

注
(1)(2)

『
商
工
業
の
概
要
』
昭
和
四
十
五
年
苫
小
牧
市

昭
和
二
十
八
年三
月
十
七
日
号

(3)
『苫
小
牧
民
報』

三
経
済
団
体

戦
前
の

苫
小
牧
に
お
け
る
商
業
者
の
最
初
の
組
織
は、
明
治
四
十
一
年
に
門
脇
亀
次
郎、
高
橋
久
太
郎、
村
山
壬
子
郎
な
ど
に

商
業
組
合
よ
っ
て
創
立
し
た
苫
小
牧
商
業
組
合
で
あ
っ
た
。

こ
の
組
合
は
本
町
商
業
の
改
良
と
発
達
を
促
進
し
、
経
営
を
有
利
に
増
進
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の
事
業
を
行
う
こ
と

に
し
た
。

一、
組
合
員
ハ
各
自
公
徳
ラ
重
ン
ジ
、
時
間
弓
確
守
ス
ル
コ
ト

二
、
各
自
営
業上
ノ
弊
害
ラ
矯
正
シ
其
改
善
ラ
促
ス
コ
ト

三
、
商
品
ノ
生
産
地
及
販
売
地
ノ
状
況
調
査
ス
ル
コ
ト

四
、
地
方
商
業
上
ニ
ツ
キ
意
見
弓
定
メ
官
庁
及
商
業
会
議
所
へ
進
言
ス
ル
コ
ト
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五
、
其
筋
ニ
向
ヒ
交
通
機
関
ノ
改
善
弓
促
シ
通
信
運
搬
ノ
敏
活
ラ
ハ
カ
ル
コ
ト

六
、
商
品
荷
造
法

七
、
組
合
員
/
営
業
二
関
ス
ル
紛
議
/
調
停

八
、
組
合
員
ノ
販
売
セ
ル
重
要
商
品
ノ
統
一
正
当
弓
期
ス
ル
コ
ト

九
、
組
合
地
区
内
二
出
入
ス
ル
商
品
,
数
量
金
額
等
ノ
調
度

(『
苫
小
牧
町
史』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町)

こ
の
商
業
組
合
は
商
人
自
身
の
向
上
と
改
善
の
ほ
か、
商
業
経
営
に
関
す
る
紛
議
の
調
停
と
商
品
の
統
一
と
公
正
な
ど
も
期
す
る
と
い

う
多
目
的
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お、
当
初
に
お
け
る
商
業
組
合
の
年
間
経
費
は
五
三
一円
二
〇
銭
で
あ
っ
た
。

初
代
組
合
長
門
脇
亀
次
郎、
二
代
目
中
原
伊
勢
蔵
(先代)

と
続
い
た
が
、
大
正
十
五
年
に
は
こ
の
組
合
を
継
承
し
て
苫
小
牧
商
工
会

が
設
立
さ
れ、
商
業
組
合
の
名
称
は
消
え
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
昭
和
七
年
十
月
に
な
っ
て
商
業
組
合
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
新
し
い
商
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
統
制
経
済
下

に
入
る
と
、
本
来
の
意
味
で
の
商
業
組
合
と
は
異
な
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

苫
小
牧

大
正
十
五
年
四
月
、
北
海
道
庁
令
に
よ
り
従
来
の
商
業
組
合
を
継
承
し
て、
新
し
く
苫
小
牧
商
工
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

商
工
会

に
な
っ
た
。
当
時
は
世
界
経
済
の
不
振
で
商
工
業
者
も
類
例
の
な
い
不
況
に
陥
っ
て
お
り
、
各
地
の
商
工
業
者
は
更
生
を
期

し
て
商
工
会
の
設
立
に
努
力
し
た
。
苫
小
牧
で
の
商
工
会
設
立
発
起
人
は
次
の
人
び
と
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
商
工
会
設
立
発
起
人

門
脇
亀
次
郎、
杉
本
福
松
、
小
保
方
卯
市、
田
中
正
勝
、
小
林
俊二
、
山
田
由
太
郎、
南
甚
平、
池
田
脇
治、
福
原
之
助、
相
武
吉
治
郎、
野
村
末
次
郎

阪
豊
吉
、
佐
久
間
章二
、
勝
山
甚
蔵
、
藤
田
龍
蔵、
長
谷
川
源
一
郎、
岡
田
重
吉
、
林
理
作、
山
本
龍
作、
山
下
万
平、
山
崎
仁
三
郎
、
中
嶋
誠
次、
武
米

第
七
編
経
済
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吉
、
高
橋
亀
太
郎、
戸
田戸
一
郎、
吉
田
由
之
栄、
長
森
卯
吉
、
平
野
伊
勢
松、
二
宮
健
次
郎、
砂
川
太
平
、
樋
口
英
行
、
坂
口
正
利
、
中
原
伊
勢
蔵、
福

原
熊
一
郎、
佐
藤
安
平、
青
木
由
之
助、
太
田
清
市、
浅
井
泰、
野
口
貞
八、
宮
武
義
則、
中
村
捨
次
郎、
川
瀬
佐
七、
宮
本
六
太
郎、
山
崎
初吉
、
鈴
木

善
治、
河
井
景
介
、
坂
本
芳
兵
衛、
中
村
太
郎、
中
村
忠
治、
岡
村
末
吉
、
関
義
一
、
竹
本
徳
蔵、
石
川
清
美
、
川
村
典
成、
佐
木々
善
太
郎
、
菅
原三
吉

小
林
市
太
郎、
近
井
万
蔵
、
山
本
由
松、
星
野
山
二
郎
、
中
村
福
治、
中
原
常
太
郎、
野
口
馬
吉
、
山
形
武
夫、
川
村
嘉
市
、
岡
崎
長
吉
、
星
野
藤
七、
伊

東
祐
啓

(『苫
小
牧
町
史
資
料
|
商工
会
』
苫
小
牧
町)

商
工
会
設
立
発
起
人
は
当
時
の
商
工
業
者
の
代
表
的
人
物
を
網
羅
す
る
も
の
で、
商
業
組
合
の
業
績
を
継
ぎ、
南
北
海
道
の
財
界
を
リ

ー
ド
せ
ん
と
す
る
熱
望
に
燃
え
て
い
た
。
発
起
人
会
で
は
道
庁
令
細
則
の
示
す
商
工
会
則
準
則
に
よ
っ
て、
会
則
の
草
案、
役
員、
議
員

選
挙
な
ど
の
準
備
が
進
め
ら
れ、
大
正
十
五
年
四
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
創
立
総
会
に
お
い
て
初
代
会
頭
に
中
原
伊
勢
蔵
前
商
業
組

合
長
な
ど
の
役
員
を
選
出、
会
則
を
制
定
し
て
苫
小
牧
商
工
会
は
正
式
に

出
発
し
た
の
で
あ
る
。

當
小
牧
案
肉

※
、
そ
の
分
く
こ
用

き～

苫小牧商工会の発行した苫小牧案内
(昭和9年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

商
工
会
は
本
町
商
工
業
の
改
良
発
達
を
企
図
し
、
会
員
相
互
の
福
利
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
五
名
の
議
員
制
を
設
け、
う
ち
会
頭

一名
、
副
会
頭
二
名
、
常
議
員
九
名
を
役
員
と
し
、
ほ
か
に
各
方
面
の
権

威
者
一
五
名
を
顧
問
に
推
戴
し
会
本
来
の
使
命
に
邁
進
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
ま
た
、
事
務
所
は
苫
小
牧
町
本
町
三
五
番
地
に
置
き、
書
記
長
一
名

書
記
数
名
を
置
く
こ
と
に
し
た
。

苫
小
牧
商
工
会
は
町
補
助
団
体
で
も
あ
り
、
年
額
三
〇
〇
円
か
ら
六
〇
〇
円
の
補
助
費
を
う
け
た
が、
当
時
の
苫
小
牧
経
済
の
中
心
と
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な
っ
て
商
工
業
育
成
と
振
興
に
大
い
に
努
力
し
た
ほ
か
、
苫
小
牧
案
内
や
案
内
図
の
発
行
、
苫
小
牧
の
観
光
案
内
な
ど
も
行
っ
て
活
躍
し

た
。
昭
和三
年
末
現
在の
会
員
数
は三
六
五
名
で
あ
った
。

し
か
し
な
がら
、
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
戦
時
統
制
経
済
が
強
化
さ
れ
は
じ
め
た
昭
和
十
七
年
に
は、
北
海
道
商工
経
済
会
の
指
揮
下

に
は
い
って
、
つ
いに
同
十
八
年
一
月
十
五
日
に
は
解
散
式
を
行
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
商
工
会
役
員
名

六 五 四 三 二 初
代 代 代 代 代 代

代

一六
・四
・

一三
・
四
・

一〇
・
四
・

七
・
四
・

昭
和
四
・
四
・

大
正
一
五
・
四
・
二
七

就
任
年
月
日

宮
武
義
則

高
橋
亀
太
郎

高
橋
亀
太
郎

藤
田
龍
蔵

藤
田
龍
蔵

中
原
伊
勢
蔵 頭

副

河
村
外
吉
、
渡
辺
広
継

門
脇
亀
次
郎、
吉
村
義
一

門
脇
亀
次
郎、
吉
村
義
一

井
上
清
次、
門
脇
亀
次
郎

井
上
清
次、
山
下
万
平 頭

中
嶋
誠
次、
杉
本
福
松

会

苫
小
牧
町)

苫
小
牧
商
業

協
同
組
合

終
戦
を
迎
え
て
各
種
統
制
令
に
よ
っ
て
圧
迫
を
う
け
て
い
た
商
業
者
た
ち
も
よ
う
や
く
自
由
を
得
て、
本
来
の
意
味

で
の
商
業
活
動
に
燃
え
は
じ
め
た
が、
配
給
組
合
の
事
業
を
継
承
し
て
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
苫
小
牧
商
業
協
同
組
合

が
結
成
さ
れ
た
。
組
合
長
に
は
宮
本
義
勝
が
選
出
さ
れ、会

員
一
六
四
人
で
あ
っ
た
が、
この
組
合
は
商
工
会
議
所
創
立
に
も
そ
の
推
進
力

と
な
っ
た
。

第
七
編
経
済
史

(
『苫
小
牧
町
史
資
料
|
商工
会』

会
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商
業
協
同
組
合
は
主
に
市
内
の
商
店
を
対
象
に
そ
の
初
期
に
は
全
商
品
を
あ
つ
か
っ
た
が、
統
制
解
除
と
と
も
に
食
料
品
に
主
体
を
置

く
よ
う
に
な
り
、
味
の
素
、
明
治
屋
な
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
特
約
店
と
な
っ
た
。

し
か
し、協

同
組
合
法
に
よ
る
運
営
に
は
一
定
の
わ
く
が
あ
り
、組
合
員
の
商
店
を
さ
し
お
い
て
利
潤
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

組
合
の
持
つ
一
つの
使
命
を
果
た
し
た
な
ど
から
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
事
業
を
停
止、
協
同
組
合
を
解
散
し、
八

月
一
日
よ
り
株
式
会
社
苫
商
に
お
いて
従
来
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

組
合
長
宮
本
義
勝
(昭和二

十二
年三
月
～
同
四十
一
年
七
月)

苫
小
牧
商

終
戦
後
の
混
乱
し
た
経
済
界
に
あ
っ
て
全
国
各
地
の
都
市
に
お
い
て
商
工
会
議
所
設
立
の
動
き
を
み
た
が
、
苫
小
牧
に

工
会
議
所
お
いて
も
昭
和二
十
三
年
四
月
の
市
制
施
行
を
機
会
に
商
工
会
議
所
設
立
の
動
き
が
活
発
化
し
、
同
年
九
月三
日
に
は
苫

苫小牧商業協同組合事務所
(昭和25年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

3代

経済センター (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕 小

牧
商
業
協
同
組
合
の
会
員
を
中
心
に
苫
小
牧

商
工
会
議
所
の
創
立
総
会
が
開
か
れ
た
。
そ
し

て、
会
頭
に
は
岩
倉
巻
次
(先代)、

副
会
頭
に

渡
辺
広
継
、
宮
本
義
勝
が
選
出
さ
れ、
事
務
局

を
商
業
協
同
組
合
内
に
置
き、
会
員三
〇
三
名

を
も
っ
て
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は
正
式
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。

昭
和二
十
四
年三
月
十
九
日
に
商
工
大
臣
よ

り
社
団
法
人
苫
小
牧
商工
会
議
所
の
許
可
通
知

が
あ
り、
社
団
法
人
と
な
り
、
同二
十
八
年
の

180



新
商
工
会
議
所
法
の
施
行
に
よ
り
、
同
三
十
年
一
月
現
在
の
商
工
会
議
所
に
組
織
変
更
申
請
を
行
っ
て、
同
年三
月
八
日
、
通
産
大
臣
よ

り
認
可
を
う
け
た
。

事
務
所
は
本
町
の
現
文
化
服
装
学
院
の
商
業
協
同
組
合
内
か
ら
、
拓
殖
銀
行
跡
(現
労
働金
庫)、

市
役
所三
階
と
そ
の
初
期
に
は
転
々

と
し
た
が、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月、
旭
町
の
産
業
会
館
建
設
と
同
時
に
こ
こ
に
移
り、
さ
ら
に
昭
和
五
十
年
七
月
四
日、
表
町
に
経
済

セ
ン
ター
ビ
ル
を
新
設
し
て
こ
こ
に
事
務
所
を
置
い
て
い
る
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
会
頭
は
昭
和三
十
八
年
の
改
選
で二
代
目
岩
倉
巻
次
が
就
任
し、
副
会
頭
は
同
四
十
四
年
十
一
月
か
ら
三
人
制、

同
五
十
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
四
人
制
の
新
体
制
を
確
立
し
、
経
済
総
合
団
体
と
し
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

・
会

頭

二代目会頭(昭和50年) 先代岩倉会頭(昭和30年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕〔苫小牧市史編さん室蔵〕

岩
倉
巻
次
(先
代)

岩
倉
巻
次
(二
代
目)

・
副
会
頭

渡
辺

宮
本
義
勝

広
継

藤
田
隆
一

朝
倉
治
郎

啓
吉

保
利

阿
部
敏
雄

昭
和二
十
三
年
九
月三
日
～
三
十
八
年
五
月三
十
日

昭
和三
十
八
年
五
月
三
十
一
日
～
現

昭
和二
十
三
年
九
月
三
日
～
三
十
八
年
五
月
三
十
日

昭
和二
十
三
年
九
月
三
日
～
三
十
八
年
五
月
三
十
日

昭
和
三
十
八
年
五
月
三
十
一
日
～
五
十
年
五
月三
十
日

昭
和三
十
八
年
五
月
三
十
一
日
～
現

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
～
四
十
五
年三
月

二
十
五
日

昭
和
四
十
五
年三
月
二
十
六
日
～
現

第
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成
田

繁

中
嶋
博
道

昭
和
五
十
年
五
月
三
十
一
日
～
現

昭
和
五
十
年
五
月
三
十
一
日
～
現(3)

ま
た
、
昭
和
五
十
年
五
月
三
十
一
日
現
在
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・会
頭
岩
倉
巻
次

・副
会
頭
朝
倉
治
郎
(会
頭
代
行、
内
務、
工
業、
経
済
セン
ター)

、
阿
部
敏
雄
(会
頭
代
行、
渉
外、
商業
近代
化)、

成
田
繁
(中
小
企
業

経
済
セン

タ
ー
〔五
十二
年
か
ら
〕)
、
中
嶋
博
道
(商
業
)

・
専
務
理
事
梅
津
信
行

・常
務
理
事
林
力

・
常
議
員

相
沢
成
溢、
若
林
晃三
、
田
中
賢
一、
木
村
勝
次
郎、
浜
田
清
一
、
坂
勝
雄、
浜
浦
博
、
神
田
清、
先
田
秀
雄、
錦
戸

正
一
郎、
加
藤
悟
、
伊
藤
矯二
、
大
平
剛、
藤
井
信
造、
太
田
俊
雄、
吉
村
善
晴、
中
野
利
市、
神
修三
、
竹
本
清
市、
木
村
寿
治

郎
、
青
野
春
夫、
藤
田
博
幸、
角
野
毅、
近
藤
謙
吉
、
田
代
龍
夫

(4)
・
監
事

小
保
方
一
雄、
西
田
理
、
森
敏

日
商
連
と

協
同
組合
苫
小
牧
日
商
連
は、
昭
和二
十
八
年
六
月
二
十三
日
に
協
同
組
合
鶴
丸
会
と
し
て
発
足
し
、
創
立
当
初
は二

専
門
店
会
四
店
の
加
盟
店、
出
資
金
二
七
万
円
を
も
っ
て
組
合
員
の
取
扱
品
の
販
売
と
役
務
の
提
供
の
た
め
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
た

昭
和
四
十
一
年
の
加
盟
店
六
四
店
、
出
資
金
一、
二
六
七
万
円、
チ
ケ
ッ
ト
発
行
数
八
、
〇
〇
〇
冊、
職
員
数
一二
名
と
な
り
、
同
五

十
年
に
は
加
盟
店
一〇
八
店
、
出
資
金
六
、
一四
六
万
円、
チ
ケ
ッ
ト
発
行
数二
四、
三五
五
冊、
職
員
数
四
六
名
(う
ち
臨
時二
〇
名
)

と
発
展
し
、
協
同
組
合
連
合
会
日
本
商
店
連
盟
に
加
入
し
て
い
る。
初
代
理
事
長
中
嶋
誠
次、
二
代
目
中
嶋
義
則、
三代
目
阿
部
敏
雄
で

(5)

理
事
一
九
名、
監
事
三
名
の
役
員
で
あ
る
。

商
業
協
同
組
合
苫
小
牧
専
門
店
会
は、
昭
和二
十
五
年
九
月
に三
星
製
菓
の
小
林
正
俊
を
会
長
と
し
て
一〇
名
の
青
年
商
店
主
を
も
っ
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て
苫
小
牧
専
門
店
会
を
組
織
し
た
。
日商油

●
墨
け
や
日
数
は
W
I
Z
U
R
～
L

Yakult

(イクルラ

日商連ビル (昭和51年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

日商適

専門店会事務所 (昭和51年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

翌
二
十
六
年
九
月
に
は
出
資
金二
六
万
六

、
〇
〇
〇
円
、
会
員
二
四
名
を
も
っ
て
商
業

協
同
組
合
苫
小
牧
専
門
店
会
に
組
織
替
え
し

初
代
理
事
長
に
小
林
正
俊
が
就
任
し
、
同
年

十
月
に
は
協
同
組
合
連
合
会
日
本
専
門
店
会

連
盟
に
加
入
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
の
加
盟
店
五
三
店、
出
資

金
一、
〇
一
八
万
円
と
な
り
、
同
五
十
年
に

は
加
盟
店
九
五
店、
出
資
七、
〇
〇
〇
万
円

チ
ケ
ット
発
行
数二
七
、二
〇
〇
冊、職

員
数

(6)
二
五
名
と
発
展
し
、初
代
理
事
長
小
林
正
俊、

二
代
目
岡
山
誠
一
郎、
三代
目
竹
本
清
市
と
続
き
、
現
在
理
事
一
一名
、
監
事三
名
の
役
員
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
北
地区
の
急
速
な
発
展
に
と
も
な
い、
音
羽
町、
双
葉
町、
住
吉
町、
三光
町
な
ど
に
商
店
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
新

た
な
チ
ケ
ッ
ト
団
体
発
足
の
声
が
起
こ
った
。
こ
う
し
て、
昭
和
四
十
四
年
九
月
一日
に
設
立
さ
れ
た
の
が、
鉄
北
地区
の
新
し
い
商
店

を
中
心
と
す
る
『協
同
組
合
北
央
専
門
店
会
』
で
あ
っ
た
。

当
初
は
岡
田
久
蔵
が
理
事
長
を
つ
と
め、
加
盟
店
、
チ
ケ
ッ
ト
発
行
数
も
極
め
て
少
な
い
団
体
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後
の
鉄
北
地
区
の

発
展
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
末
現
在、
加
盟
店
五
三
店、
出
資
金
一
、
八
一
一万
円、
チ
ケ
ッ
ト
発
行
数三
、
二〇
〇
冊、
理
事
七
名、
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の入りは

一 条 銀座 �勉強堂一

一

一条銀座商店街 (昭和46年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

かるやかな出逢い

一条銀座商店街 (昭和51年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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市
内
の
チ
ケ
ッ
ト
団
体
一覧
表
(昭
和
五
十
年
末
現
在
)

名北
央
専
門
店
会

苫
小
牧
専
門
店
会

苫
小
牧
日
商
連

昭
和四
四
・
九
・

二
五
・
九
・
一

二
八
・
六
・
二
三

(協
力
店
含
む)

加
盟
店

一
、
八
一
二

九
五
七
、
〇〇〇

六
、
一四
六

出
資
金

発チ三
、
二〇
〇

二
七
、
二
〇
〇

二
四
、
三五
五

ケ行
ツ

数 ト

理|役

七 一
一

一
九

事

監

二三 三 事|員

職

五
二
五

(『市
内
各
事
業
所・
団
体
沿
革
資
料』

苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
編
)

監
事二
名
で、
企
業
の
体
質
改
善
を
図
り、
計
画
的
な
協
同
購
買、
協
同
販
売
を
行
い
な

が
ら
、
理
事
長
も、
初
代
岡
田
久
蔵、
二
代
目
奥
山
慎二
、
三代
目
村
田
明
光
と
続
い
て

い
る
。
そ
の
ほ
か、
本
市
に
お
い
て
は
札
幌
の
チ
ケ
ッ
ト
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
商
店
も
一
部

に
あ
り、
UC
、
J
C
B
、
DC
、
住
友
カ
ー
ド、
ミ
リ
オ
ン
カ
ー
ド
、
日
本
ダ
イ
ナ
ー

ス
クラ
ブ
、
日
本
信
販、
北
日
本
信
販
な
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
加
盟
店
も
多
い
。

注
(1)

『苫
小
牧
町
史
』
昭
和
十
五
年
苫
小
牧
町

(2)
『苫
小
牧
町
勢
一
班”
昭
和三
年
苫
小
牧
町

(3)(4)
『苫
小
牧
商
工
会
議
所
役
員
名
簿
』
苫
小
牧
商
工
会
議
所

(5)
苫
小
牧
日
商
連
事
務
局
の
報
告
に
よ
る
。

(6)
苫
小
牧
専
門
店
会
事
務
局
の
報
告
に
よ
る
。
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住 宅センター
【安営業所 伊東学 了折TEL2-3007

北央専門店会事務所 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

一

称
設
立
年

月
日

五三

一〇
八

万
円

二天 員
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第
三節

遊
郭
の
変
遷

一
戦
前
の
遊
郭

本
道
開
拓
と

遊
郭
制
度

明
治
以
前
に
は
松
前
地
や
上
場
所
(西
海
岸の
漁
場)
に
お
いて
は
『酌
取
奉
公
人
』
と
し
て
人
身
売
買
に
よ
る
女
郎

の
年
期
奉
公
制
度
が
あ
っ
た
が、勇

払
地
方
で
は
夏
場
だ
け
の
出
稼
漁
で
一
時
的
な
繁
盛
で
あ
っ
た
か
ら、女

郎
屋
の
設

置
ま
で
に
は
い
た
ら
ず、
出
稼
漁
夫
な
ど
は
こ
れ
を
ア
イ
ヌ女
に
求
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ、
当
地
方
で
は
明
治
末
期
ま
で
「ネ
コ
に

カ
ツ
オ
節
・
南
部
衆
に
メ
ノ
コ」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、出
稼
漁
夫
と
ア
イ
ヌ
娘
と
の
関
係
が
絶
え
な
く
、
し
ば
し
ば
血
生
ぐ
さ
い
事
件
に
ま

で
発
展
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こと
か
ら
も
、
こ
れ
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

.

(2)

た
だ
、
明
治
五
年
九
月
に
創
設
さ
れ
た
開
拓
使
直
営
の
勇
払
郡
出
張
病
院
に
お
い
て
同
五
年二
八
人
、同
六
年二
七
八
人
と、苫

小
牧
遊

郭
開
設
前
に
検
梅
人
が
あ
り
、
当
時
の
漁
場
経
営
者
は
函
館
商
人
の
仕
込
み
を
う
け、
函
館
商
人
を
通
じ
て
製
品
(魚粕・

魚
油)
を
さ
ば

い
て
お
り
、
同
商
人
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こと
、
古
老
の
話
に
も
函
館
商
人
の
船
で
娼
妓
が
連
れ
ら
れ
て
来
て

船
通
い、
陸
通
い
の
制
度
が
あ
っ
た
こ
と、
茶
店
や
茅
葺
き
小
屋
が
臨
時
の
貸
座
敷
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
な
ど
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
も
ぐ

り
の
娼
妓
が
存
在
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。夏
場
に
は
六
〇
〇
人
以
上
の
出
稼
漁
夫
が
樽
前
浜
に
入
って
い
た
の
だ
か
ら
…
。

こ
う
し
て
み
る
と
、当
地
方
に
お
い
て
正
式
な
貸
座
敷
の
許
可
の
あ
る
前
に
は
も
ぐ
り
の
出
稼
娼
妓
と
メ
ノ
コ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

明
治
初
年
の
北
海
道
は
、
日
常
の
生
活
必
需
品
を
販
売
す
る
商
店
も
十
分
に
発
達
し
な
い
う
ち
に、
風
俗
営
業
で
あ
る
貸
座
敷
業
が
他

に
先
ん
じ
て
開
業
し
た
と
い
う
特
質
が
あ
っ
た
。
明
治
三
年
の
根
室
は
開
拓
使
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
半
御
用
遊
郭
と
し
て
、
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同
五
年
、
札
幌
薄
野
の『東

京
楼』
は
御
用
遊
郭
と
し
て
娼
妓
は
東
京
から
招
い
て
開
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
遊
郭
は
本
道
開
拓
に
と
っ

て八
集
め
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
殖
民
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
か
ら
、
開
拓
使
は
こ
れ
に
大
い
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
明
治
五
年
に
な
っ
て
南
米
ペ
ルー
の
汽
船
マ
リ
ヤ
ル
ー
ズ
号
の
奴
隷
売
買
事
件
が
あ
っ
て、
遊
郭
制
度
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
マ
リ
ヤ
ルー
ズ
号
の
中
国
人
奴
隷
の
一
人
が
横
浜
港
に
碇
泊
中
の
英
艦
に
逃
亡
し
救
助
を
求
め
た

が
、英
艦
長
は
こ
の
中
国
人
を
日
本
政
府
に
引
き
渡
し
そ
の
処
分
を
求
め
た
。こ
の
裁
判
で
日
本
政
府
は、

奴
隷
売
買
は
国
際
法
上
違
反

と
し
、
マリ
ヤ
ル
ー
ズ
号
を
抑
留
し
て
奴
隷
を
す
べ
て
解
放
し
て
中
国
に
送
還
し
てし
ま
っ
た
。ペ
ル
ー
側
は
日
本
に
も
人
身
売
買
に
よ
る

娼
妓
制
度
が
あ
る
と
強
く
反
発
し
た
た
め、
わ
が
国
と
し
て
も
何
ら
か
の
手
を
打
つ
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
同
年
十
月
に

太
政
官
達
を
も
っ
て
人
身
売
買
に
よ
る
奉
公
人
・
芸
娼
妓
の
解
放
令
を
出
し
、
さ
ら
に
「娼
妓
芸
妓
ハ
人
身
ノ
権
利
ラ
失
フ
者
ニ
テ
牛
馬

二
異
ラ
ズ
、
ハ
ヨ
リ
牛
馬
ニ
物
ノ
返
弁
弓
求
ム
ル
ノ
理
ナシ
、
故
二
従
来
同
上
ノ
娼
妓
芸
妓
へ
貸
ス
所
ノ
金
額
並
ニ
売
掛
滯
金
一
切
債
ル

ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
。
ハ
ノ
子
女
ラ
金
談
上
ョ
リ
養
女
ノ
面
目
ニ
ナ
シ
娼
妓
芸
妓
ノ
所
業
ラ
ナ
サシ
ム
ル
者
ハ
其
実
際
上
即
チ
人
身
売
買
二
付

(3)
従
前
今
后
可
及
厳
重
之
所
罰
事
」
と
し
た
。

遊
郭
制
度
を
開
拓
政
策
の
一
つ
と
し
て
官
自
ら
経
営
し
て
い
た
開
拓
使
に
と
っ
て
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
道
内
に
お
い
て
は
特
例

を
認
め
よ
と
の
動
き
さ
え
あ
っ
た
が
、
そ
う
も
い
か
ず
解
放
さ
れ
て
も
頼
っ
て
帰
る
と
こ
ろ
の
な
い
者
は
旧
主
や
借
金
主
の
と
こ
ろ
に
い

て
も
よ
い
、
こ
れ
ま
で
の
借
金
は
お
互
い
に
相
談
の
上
年
期
返
済
な
ど
の
方
法
に
よ
る
な
ど
四
カ
条
の
規
則
を
布
達
し
た
。

解
放
令
に
よ
っ
て
全
国
の
芸
娼
妓
は
解
放
さ
れ
た
か
に
み
え
た
が、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
人
身
売
買
と
し
て
の
芸
娼
妓
を
禁
止
し
た
も

の
で
あ
り
、
娼
妓
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
本
道
の
遊
郭
は
人
身
売
買
禁
止
令
に
は
何
ら
影
響
さ
れ

る
こ
と
な
く
貸
座
敷
業
は
本
道
に
お
け
る
商
業
の
先
駆
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
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苫
小
牧
市
史
下
巻

苫
小
牧
に
お
け
る

明
治
六
年
九
月
二
十
七
日
に
勇
払
郡
開
拓
使
出
張
所
が
勇
払
村
か
ら
苫
細
(苫
小
牧)
村
に
移
り、
急
激
に苫
小

遊
郭
の
は
じ
ま
り
牧
村
が
発
展
し
て
こ
の
地
方
の
中
心
地
と
な
り
、
人
口
も
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
七
年
十
月、
苫
小
牧
村
一
八
番
地
の
西
村
傅
兵
衛
は
貸
座
敷
設
置
を
出
願
し
て
許
可
を
う
け
た
の
が
苫
小
牧
に
お
け
る
正
式
な
女

郎
屋
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
村
二
貸
座
敷
渡
世

西
村
傅
兵
衛
明
治
七
年
十
月
廿
九
日
貸
座
敷
設
置
弓
願
出、
即
時
(十
一
月
二
日)
願
済
申
渡
ノ
事(『苫

小
牧
町
史
資
料
‒
八
事
関
係
』
苫
小
牧
町
)

西
村
は
後
に
総
代
人
(村
会
議
員の
前
身と
も
いう
べ
き
職)
に
な
っ
た
人
で
、旅
籠
屋
渡
世
も
出
願
し
て
お
り
、貸
座
敷
業
は
数
年
に
し
て
や

め、
苫
小
牧
で
の
貸
座
敷
は
そ
の後
に
出
願
し
て
許
可
を
得
て
営
業
を
は
じ
め
た
松
谷
市
太
郎、
松
谷
嘉
也の
二
人
で
あ
った。

明
治
十
年
五
月
に
開
拓
使
札
幌
本
庁
は
「
貸
座
敷
並
芸
娼
妓
営
業
規
則
」
を
公
布
し
、
本
道
の
貸
座
敷
制
度
も
完
備
し
て
い
っ
た
が、

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

貸
座
敷

一、
貸
座
敷
は
店
頭
に
貸
座
敷
の
三
字
及
苗
字
名
を
書
た
る
看
板
を
掲
げ
る
こ
と

一、
芸
娼
妓
共
名
前
並
価
付
を
店
頭
に
掲
げ
る
こ
と

一、
芸
娼
妓
へ
猥
に
金
銭
衣
什
を
貸
与
し
、
其
負
債
の
為
他
日
正
業
に
転
ず
る
の
妨
を
な
す
等
の
事
決
し
て
致
す
ま
じ
き
こ
と

一、
鑑
札
を
持
た
な
い
婦
女
又
は
芸
妓
に
座
敷
を
貸
し
娼
妓
に
紛
敷
所
業
は
決
し
て
さ
せ
な
い
こ
と

一、
娼
妓
が
正
業
に
転
ず
る
こ
と
を
望
め
ば
、
そ
の
意
に
任
せ
、
決
し
て
束
縛
し
な
い
こ
と

芸
妓
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一
、
芸
妓
営
業
の
者
は
自
宅
に
住
ん
で
も
貸
座
敷
に
寄
寓
し
て
も
勝
手
で
あ
る

一、
鑑
札
を
他
人
へ
貸
与
し
た
り
或
は
借
受
け
て
営
業
す
る
こ
と
は
禁
じ
る

一、
客
の
招
に
応
じ
て
貸
座
敷
或
は
そ
の
他
へ
ゆ
く
こ
と
は
自
由
で
あ
る
が
、
娼
妓
に
紛
し
い
こ
と
は
一
切
し
て
わ
る
い

一、
読
書
習
字
紡
績
裁
縫
等
の
業
を
努
め
、
漸
次
正
業
に
遷
る
よ
う
心
が
け
、
仲
間
交
際
或
は
物
品
等
の
為
め
無
益
の
散
財
は
し
な
い
こ
と

娼
妓

一、
娼
妓
渡
世
の
者
は
、
本
籍
寄
留
の
別
な
く
総
て
貸
座
敷
に
寄
寓
す
る
こ
と

一、
鑑
札
を
他
人
へ
貸
与
し
た
り
或
は
借
受
け
て
営
業
す
る
こ
と
は
禁
じ
る

一
、
客
の
誘
引
で
あ
っ
て
も
貸
座
敷
外
へ
宿
泊
す
る
こ
と
は
一切
禁
じ
る
。
但
し
旅
行
は
こ
の
限
り
で
な
い

懐
妊
分
娩
し
、
其
子
養
育
の
目
途
が
な
い
者
は
貸
座
敷
主
或
は
親
戚
身
元
引
受
人
等
を
し
て
取
締
人
を
経、
区
務
所
へ
届
出
る
こ
と

一一
、
自
他
の
健
康
を
保
つ
た
め
自
身
及
衣
服
臥
具
等
は
清
潔
に
す
る
こ
と

一
、
一昼
夜
数
客
に
輪
淫
す
る
こ
と
を
禁
ず

一
、
現
在
の
貸
座
敷
を
去
り
他
の
貸
座
敷
へ
移
ろ
う
と
す
る
時
、
貸
座
敷
主
が
故
な
く
拒
み
障
碍
を
な
す
と
き
は
警
察
署
へ
訴
出、
其
処
分
を

う
け
る
こ
と

一
、
読
書
習
字
紡
績
裁
縫
等
の
業
を
勉
め
漸
次
正
業
に
遷
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と

一
、
仲
間
交
際
又
は
物
品
等
の
為
無
益
の
散
財
は
し
な
い
こ
と
。
若
し
強
て
出
費
を
促
す
者
が
あ
れ
ば
警
察
へ
訴
え
出
其
処
分
を
う
け
る
こ
と

一、
正
業
に
遷
ん
と
欲
す
る
の
に
座
敷
主
が
妨
害
す
る
時
は
警
察
署
へ
訴
へ
出
処
分
を
う
け
る
こ
と

一、
何
事
に
よ
ら
ず
客
の
所
業
不
審
な
る
を
見
聞
し
た
な
ら
ば
速
に
座
敷
主
へ
密
告
す
る
こ
と(『
開
拓
使
布
令
聚
』
明
治
十
三年

開
拓
使
)
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苫
小
牧
市
史
下
巻

こ
の
よ
う
に
一
見
芸
娼
妓
の
立
場
を
保
護
す
る
如
き
内
容
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
芸
娼
妓
を
一
個
の
商
品
と
見
看
し

た
う
え
で
のこ
と
で
あ
り
、
前
借
金
で
縛
ら
れ
て
い
る
彼
女
た
ち
に
は
有
利
と
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

(5)

娼
妓
に
つ
き
も
の
の
梅
毒
の
検
査
に
つ
い
て
は、
公
立
病
院
内
に
梅
毒
検
査
所
を
設
け
て
行
わ
れ
た
が、
明
治
八
年
、開
拓
使
は
札
幌
管

内
各
郡
病
院
規
則
に
お
いて
「1
娼
妓
免
許
ノ
者
速
ニ
黴
毒
有
無
検
査
⇒
遂
ケ
病
院
鑑
札下
渡
ベ
シ
、
2
徽
毒
症
軽
重
ハ
医
官
ノ
診
断
ニ

付
入
院
治
療
或
ハ
日
通
ニ
治
療
等
申
付ベ
シ
、
3
黴
毒
ニ
付
営
業
ラ
禁
シ
候
日
ヨ
リ
髪
飾
化
粧
等
禁
止
ス」と
、
医
者
の
権
限
に
お
い
て、

鑑
札
を
渡
し
、
入
院
、
通
院
治
療
を
申
し
渡
し
、
黴
毒
の
者
に
は
営
業
を
禁
じ
て
化
粧
な
ど
も
さ
せ
な
い
と
い
う
よ
う
に
更
正
し
て
自
他

の
健
康
に
保
護
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

先
に
も
記
し
た
が、
当
地
方
に
お
い
て
は
正
式
な
貸
座
敷
業
の
許
可
が
な
いの
に、
明
治
五
年
九
月
に
開
拓
使
直
営
の
勇
払
郡
出
張
病

院
が
開
設
さ
れ
る
と
、
こ
の
病
院
で
梅
毒
の
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
も
ぐ
り
に
よ
る
売
春
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お、

同
五
年
に
開
拓
使
札
幌
本
庁
管
内
に
お
い
て
検
梅
の
行
わ
れ
た
の
は
一
〇
カ
所
で
あ
り
、
東
海
岸(太
平
洋)で
は
勇
払
一ケ
所
だ
け
で
あ
っ

た
。
同
六
年
に
は
室
蘭、
同
八
年
幌
泉、同

十
年
浦
河
と、
西
海
岸
に
比べ
そ
の
遅
れ
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

余 石 小 札
市 狩 樽 幌

九〇

一、五三九

五、二三〇

三、〇三一 人

明
治
五
年

一、〇八0
四、〇四二

五、五四四

10、三三五

六、九八四

七
年

五、七七二

七、〇三0

一二、八四四

10、0四0 人

八
年

五、四〇六

八、七六一

一四、六三三

10、六三0

九
年

四、六一八

八、〇〇八

一五、〇九四

九、七六二 人

一
〇
年

四、九七〇

九、八八〇

四、九八九

一、二四三

一
一年

三、五三六

一三、四二六

一六、二〇三

10、0八0 人

一二
年

二、九五五

一三、二七八

一三、五五〇

一、二〇四 人

一三年

一、五七一

八、五10

一四、00七

一、〇五五 人

一四
年

三、一六八

七、一三九

五、七七八 人

六
年

人

人

札
幌
本
庁
管
内
各
病
院
(梅
毒
検
査
所)
検
梅
人
員
一
覧
表
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浦 苫 留 幌 室 勇 浜 忍 古 古 岩

河 前 萌 泉 蘭 払 益 路 平 宇 内

| | 元 昊 三 宝 元 三人

一 ‒
‒

二八 三六 一三 七五

‒
‒

1

1

三〇四

二七八

六四九
1
-

八三一

五一八

七九ニ 人

一、七七八

三九七

五三七
七五六

三五六 1

二、五三六

四六三

二、九二七 人

三〇八 九八

七二六

一、二七九

一、六三
(立
病
院
設
置
の
間
中
止

官
立
病
院
廃
止
と
な
り
公
)

四三 一

一、五二九

四七一

四、三三三 人

八 一三五

六〇八

七二八

二、三クニ

五二0

三八0

一、二四八

五10

六、四四八

三九〇

二五五

六三一

五、五七一

三、五〇一

五七七

四九〇

一
一、二七七

五二九

四、二九八 人

二五九
二七七

五二九

四一九

三、二五七

五七八

四八一

九六一

三三

二、七九九 人

一 一 1

一、
一五六

二、八〇八

六七六

四、二八八 人
三、三
八 人

二六〇

四二七

一、九八二六三

五七二

一、四五六

一、九九八

(
『開
拓
使
事
業
報
告
|
第
四
編
』

開
拓
使
直
営
の
勇
払
郡
出
張
病
院
は、
明
治
十
年
廃
止
と
な
り
、
新
た
に
公
立
勇
払
病
院
が
設
置
さ
れ
て
梅
毒
検
査
所
が
設
け
ら
れ
る

ま
で
の
二
年
間、
勇
払
郡
に
お
い
て
は
検
梅
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

次
に、
明
治
十
五
年
の
札
幌
県
の
貸
座
敷
業
状
況
を
み
る
と
札
幌
を
除
き、
港
町、
漁
場
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
に
大
遊
郭
が
発
達
し

て
お
り、
西
海
岸
で
は
小
樽
郡
住
吉
町
の二
五
軒
・
一七
三
名
、
岩
内
郡
橘
町
・
吹
上
町
の二
二
軒
・
六
四
名、
石
狩
郡
弁
天
町
の
一五

軒
、
四
一
名
、
余
市
郡
澤
町
の
一二
軒
、
五
五
名、
厚
田
郡
厚
田
村
は
軒
数
は
少
な
い
が
四
三
名
、
東
海
岸
で
は
室
蘭
郡
室
蘭
村
の
一
四

第
七
編
経
済
史

1
1 五八一

二、〇九三 人

六二四

二、三八三

二六〇
四一七

二、二八八

明
治
十
八
年
大
蔵
省
)
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軒
・
二二
名、
札
幌
区
は
一
五
軒
・
九
四
名、
勇
払
郡
苫
小
牧
村
は三
軒
・
一二
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
規
模
と
し
て
は
極
め
て
小
さ

い
も
の
で
あ
っ
た
。
札
幌
県
貸
座
敷
一
覧
表
(明
治
十
五
年
現
在
)

後 志 石 狩 国
名

積 “ 古 “ 余 ” 忍 ” 小 所

丹 平 市

路

郡

郡
郡

来 浜

新 富
沢 沢
町 村 村

住
吉

町

小
樽
郡
銭
函
村

浜
益
郡
川
下
・
茂
生
村

厚
田
郡
厚

田
村

郡
弁

天
町

至
六
条
至
四
丁
目

自
四
条
,
自
三
丁
目
名

二 三 八 九 二 五 三 八 五 五

二 五九 八 二 元 宝 四 四 九三 二 四

留 萌 十 勝 日日 高 胆 振 後

志

留
萌
郡
留
萌
村

増
毛
郡
弁
天
町

十
勝
郡
大
津
村

広
尾
郡
茂
寄
村

幌
泉
村

幌
泉
郡
小
越
村

鱗
別
村

浦
河
郡
浦
河
村

室
蘭
郡
室
蘭
村

勇
払
郡
苫
小
牧
村

神
恵
内
村 村

古
宇
郡
泊

村

貸
座
敷
数

一二 二九

六 1

二
二

三 三 三

二
二二

一二

九 二 三

貸
座
敷
数
娼
妓
数
国
名
所
在
地
名

四 六 四 ||六 1 1一 四 三 三 一 二

娼
妓
数

"

1
三 一七
三 一六 九

西
地

岸

地

村

町 町 町

郡
在

忍

塩

路 谷

七七

二
五 六

石
狩

札
幌
区
南

苫
小
牧
市
史
下
巻

盃
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岩
内
郡
橘
町
・
吹
上
町

六
四

苫
前
郡
苫
前
村

一八
七 二

七
一
三 五

明
治
十
五
年
札
幌
県
)

(6)
こ
の
苫
小
牧
村
の三
軒
は、
松
谷
市
太
郎二
軒、
松
谷
嘉
也
一
軒
で
あ
っ
た
が、そ

の
後
に
お
い
て
も
貸
座
敷
業
の
増
減
は
ほ
と
ん
ど
な

く、
夏
場
の
繁
栄
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
た
め、
東
海
岸
・
内
陸
地
と
し
て
は
他
に
先
ん
じ
て
設
置
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
苫
小
牧
の

遊
郭
免
許
地
の
区
域
指
定
が
遅
れ、
三軒
の
貸
座
敷
屋
は
あ
っ
て
も、
こ
れ
ら
は
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
て
郭
を
形
成
し
な
か
っ
た
か
ら
、

苫
小
牧
に
は
概
念
的
に
いう
遊
郭
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が、
明
治
三
十
三
年
四
月
七
日
に
道
庁
告
示
第
一〇
九
号
を
も
っ
て
こ
れ
が

定
め
ら
れ、
同三
十
五
年
四
月
一
日
以
降
は
こ
の
区
域
内
で
し
か
貸
座
敷
の
営
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
地
は
旧
遊
郭
地
(幸
町苫
小
牧
川沿
い)
で、
二
七
間
と
四
二
間
と
い
う
か
ら
一、
二三
四
坪
で
あ
っ
た
、
こう
し
て
苫
小
牧
の
貸
座

敷
業
も
公
設
さ
れ
た
一
定
区
画
内
に
集
団
し
て
営
業
す
る
有
機
的
統
一
体
と
し
て
の、
い
わ
ゆ
る
郭
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

くる
わ

る
。
ま
さ
し
く
苫
小
牧
遊
郭
の
新
し
い
出
発
で
あ
っ
た
。

な
お
、
この
明
治三
十
三
年
に
は
内
務
省
令
を
も
っ
て
集
娼
制
が
法
律
化
さ
れ、
全
国
各
地
の
遊
郭
は
公
娼
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

○
明
治
三
十
三
年
四
月
七
日
告
示
第
百
九
號

膽
振
国
勇
拂
郡
苫
小
牧
村
貸
座
敷
免
許
地
區
域
左
ノ
通
り
定
ム、
但
シ
本
文
區
域
外,
現
在
営
業
者
ハ
明
治三
十
五
年三
月
三
十
一
日
迄
其
營
業
ラ
存
續
ス
ル

コ
ト
ラ
得

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

-

免
許
地

五
十
間
一堡
座敷

二十七間

苫小牧村貸座敷免許地 (遊郭)

(明治36年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

50東三
電
子 WHEN

L
A

最初の貸座免許地だった位置
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

(『北
海
道
庁
現
行
布
令
便
覧
』
明
治三
十
六
年
北
海
道
庁)

貸
座
敷
営
業
者
と
娼
妓
に
は
賦
金
が
課
せら
れ
た
が、
娼
妓
数
に
よ
っ
て
等
級
が
あ
り
、
明
治三
十
四
年
改
正
の
「貸
座
敷
娼
妓
賦
金

規
則
」
で
は
、
貸
座
敷
業
者
一
カ
月
五
円
～
七
円、
娼
妓
一
カ
月
一
円
五
〇
銭
～二
円
五
〇
銭
で
格
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
賦
金
は
戸
長
役

場
に
支
払
わ
れ
た
が、
未
納
者
は
警
察
署
長
に
通
知
さ
れ、
そ
の
営
業
を
停
止
ま
た
は
解
除
処
分
に
さ
れ
た
。

な
お、
こ
の
規
則
は
明
治三
十
八
年
に
貸
座
敷
業
の
大
型
化
から
改
正
さ
れ、
二
〇
人
以
上
の
娼
妓
数
を
抱
え
る
楼
を
一
等
と
し
一
五
・

円
、
二等
一三
円
(一五
人
以
上)
、
三等
一
〇
円
(一〇
人
以
上)
、
四
等
九
円
(五
人
以
上)
、
五
等
八
円
(五
人
以
下)
と
な
り
、
娼
妓
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も
一
等
三
円
五
〇
銭
、
二
等
二
円
五
〇
銭、
三等
二
円
、
四
等
一
円
七
五
銭、
五
等
一
円
五
〇
銭
と
改
め
ら
れ
た
。

○
明
治
三
十
四
年
四
月
一
日
聽
令
第
四
十
八
號

貸
座
敷
娼
妓
賦
金
規
則
左
ノ
通
相
定
ム

貸
座
敷
娼
妓
賦
金
規
則

第
一
條
貸
座
敷
営
業
者
及
娼
妓
ニ
ハ
賦
分
ラ
課
ス

第
二
條
賦
金
ハ
左
ノ
區
別
ニ
依
り
毎
月
之
弓
賦
課
ス

貸
座
敷一
等
寄
留
娼
妓
十
名
以
上
ノ
者

三等 二
等
寄
留
娼
妓
五
名
以
上
十
名
未
満
ノ
者

寄
留
娼
妓
五
名
未
満
ノ
者

娼
妓一
等
揚
代
金
七
十
五
銭
以
上
ノ
者

揚
代
金
五
十
銭
以
上
七
十
五
銭
未
満
ノ
者

二
等

同
三等

揚
代
金
五
十
銭
未
満
ノ
者

第
三
條

賦
金
ノ
納
期
ハ
翌
月
十
五
日
限
リ
ト
ス、
但
シ
廃
業
者
ハ
廃
業
ノ
時
納
付
ス
ベ
シ

第
四
條
新
規
営
業
者
及
廃
業
者
ノ
賦
金
ハ
左
ノ
區
分
ニ
依
リ
之
弓
徴
収
ス

第
二
條ノ
等
級
⇒
變
更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
月
分
ノ
賦
金
ハ
其
月
一
日
ノ
等
級
ニ
依
リ
徴
収
ス

一
其
月
十
五
日
以
前
新
規
營
業
ニ
係
ル
モノ
ハ
全
月
分
廃
業
ニ
係
ル
モノ
ハ
半
月
分

第
七
編
経
済
史

一
箇
月
七
圓

同
六
圓

五
圓

同一
箇
月
二
圓
五
十
銭

同 同
二
圓

一圓
五
十
銭
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苫
小
牧
市
史
下
巻

二
其
月
十
六
日
以
後
新
規
營
業
ニ
係
ル
モノ
ハ
半
月
分
廃
業
ニ
係
ル
モノ
ハ
全
月
分

第
五
條
貸
座
敷
營
業
者
休
業
其
月
十
五
日
以
上
ニ
及
フ
者
ハ
半
月
分
ノ
賦
金
ラ
免
除シ
其
全
月
二
及
ヒ
タ
ル
者
ハ
全
月
分
ノ
賦
金
弓
免
除
ス

娼
妓
疾
病
ニ
罹
リ
入
院シ
若
ク
ハ
警
察
署
ノ
許
可
ラ
得
テ
外
宿
シ
休
業
其
月
十
五
日
以
上
ニ
及
フ
モ
ノ
ハ
半
月
分
ノ
賦
金
ラ
免
除シ
其
全
月
二
及

第
六
條

ヒ
タ
ル
モ
ノ
ハ
全
月
分
ノ
賦
金
ラ
免
除
ス

第
七
條
本
條
削
除

營
業
停
止
禁
止
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
賦
金
ハ
左
ノ
區
分
ニ
依
ル
ヘ
シ

第
八
條

其
月
十
五
日
以
前
ニ
於
テ
營
業
ノ
停
止
禁
止
ニ
係
ル
モノ
ハ
半
月
分
其
十
六
日
以
後
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
全
月
分
ラ
徴
収
ス

一

二
其
月
十
五
日
以
前
營
業
停
止
ノ
解
除
二
係
ル
モ
ノ
ハ
全
月
分
其
十
六
日
以
後
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
半
月
分
弓
徴
収
ス

附附
則

第
九
條
本
則
ハ
明
治三
十
四
年
四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス、
本
則
ニ
牴
觸
ス
ル
従
前ノ
規
則
ハ
本
則
施
行
ノ
日
ヨ
リ
廃
止
ス

(『北
海
道
庁
現
行
布
令
便
覧』

明
治三
十
六
年
北
海
道
庁)

さ
て、
娼
妓
た
ち
は
ど
こ
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
か
を
正
確
に
知
る
記
録
は
な
い
が
、
古
老
の
話
を
総
合
す
る
と
出
身
地
は
東
北
・
北

陸
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
苫
小
牧
で
の
娼
妓
は
青
森
、
秋
田、
岩
手、
山
形、
新
潟
の
農
漁
村
が
そ
の
発
生
地と
推
定
で
き
る
。

当
時
の
遊
郭
は
午
後
七
時
こ
ろ
か
ら
店
開
き
を
し
た
が
、
娼
妓
た
ち
は
張
見
世
(玄
関
横
の
客
の
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
に
娼
妓
が
座
っ
て
顔
を
見

せ
る
こ
と
、
大
正
末
期
か
ら
張
見
世
は
禁
じ
ら
れ
写
真
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
る)
を
し
た
が、
客
と
の
交
渉
取
引
は
牛
太
郎
と
呼
ば
れ
る
番
頭
が
行
っ

た
。
牛
太
郎
は
開
店
す
る
時
に
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
と
鼠
鳴
き
を
し
た
が
、
こ
れ
は
鼠
は
物
を
ひ
く
と
い
う
こ
と
か
ら
き
た
客
寄
せ
の
縁
起
で

あ
っ
た。
客
が入
る
と、木

札
で
梯
子
段
を
た
た
い
て
景
気
を
つ
け、待合

室
で
牛
太
郎と
の
交
渉
が
あ
っ
て、
相
手
娼
妓、
遊び
方
な
ど
が

決
ま
る
と
、
は
じ
め
て
娼
妓
が
呼
ば
れ、
彼
女
の
部
屋
に
通
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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客
が
支
払
う
一
夜
の
娼
妓
料
は
、
こ
の
期
で
一円
前
後
で
あ
っ
た
が、
当
時
の
並
漁
夫
の
一
漁
期
(四
月～
九
月)
の
賃
金
が
一
五
円

程
度
で
あ
っ
た
から
、
月
平
均
に
す
る
と
二
円
五
〇
銭
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
月
に二
、
三回
遊
郭
通
い
を
す
れ
ば
漁
夫
の
懐
中
は
空
っ

ぽ
にな
っ
て
し
ま
っ
た
。そ
れ
で
も
出
稼
ぎ
で
来
て
いる
雇
漁
夫
に
と
っ
て、
女
気
の
な
い
番
屋
で
の
生
活
は
耐
え
が
た
く、
随
一
の
遊び

おんな

場
で
も
あ
り、
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
遊
郭
に
つ
い
つ
い
足
が
向
いて
し
ま
っ
た
。
苫
小
牧
村
の
遊
郭
に
は
白
老
、
千
歳
や
日
高
方
面
から

も
一
夜
の
楽
し
み
を
求
め
て
や
っ
て
来
る
者
も
あ
っ
た
が
、
中
に
は
遠
く
樽
前
浜
ま
で
働
き
に
来
て
賃
金
の
す
べ
て
を
遊
び
に
使
い
無
一

文
の
身
で
郷
里
に
帰
る
者
も
い
た
と
い
う
。

明
治
末
期
ま
で
の
苫
小
牧
遊
郭
の
利
用
者
は
ほ
と
ん
ど
が
雇
(出
稼
漁
夫)
で
あ
っ
た
か
ら
、
漁
の
あ
る
四
月
末
から
九
月
こ
ろ
ま
で
は

ゃとい

大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
も
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
火
の
消
え
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
し
、
農
漁
不
漁
に
よ
る
影
響
も
大
き
か
っ
た
。

王
子
製
紙
の

王
子
製
紙
が
苫
小
牧
に
進
出
を
決
定
し
て
土
方、
ト
ビ
職
や
人
夫
た
ち
が
入
っ
て
来
る
ま
で
は、
苫
小
牧
で
の
遊
郭

進
出
と
遊
郭
の
お
得
意
様
は
漁
夫
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
樽
前
浜
の
イ
ワ
シ
漁
も
不
漁
続
き
で、
当
時
の
苫
小
牧
村

は
非
常
な
さ
び
れ
方
で、
貸
座
敷
業
も
ま
た
同
様
で
あ
り
明
治三
十
九
年二
軒、
同
四
十
年三
軒
、
同
四
十
一
年二
軒、
同
四
十二
年三

軒
、
同
四
十
三
年
三
軒
と
同
四
十
二
年
ま
で
は
不
安
定
な
状
態
が
続
き、
は
ぶ
り
の
い
い
お
客
な
ど
全
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

(9)

と
こ
ろ
が、
王
子
工
場
の
建
設
が
は
じ
ま
る
と
、
そ
の
初
期
に
は
土
地
買
収
や
建
設
事
務
所
に
来
た、
洋
服
を
着
た
若
い
社
員
が
お
得

意
様
に
のし
上
が
り、
彼
等
が
一
度
登
楼
す
れ
ば
無
条
件
で
優
遇
を
う
け
る
と
い
う
歓
待
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

ま
た、
苫
小
牧
工
場
の
建
設
が
活
発
に
な
っ
た
同
四
十
二
年
か
ら
は
土
方、
ト
ビ、
大
工、
人
夫
な
ど
工
場
建
設
従
事
者
が
そ
の
主
役

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

同
四
十
二
年、
四
十三
年
に
は
貸
座
敷
業
者
数
こ
そ
増
え
て
は
い
な
い
が、
娼
妓
の
数
は
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、大
正
に
入
る
と
貸
座
敷
業
は
一
気
に
六
軒
と
増
え
『苫
小
牧
貸
座
敷
娼
妓
営
業
組
合
』
を
結
成
す
る
繁
栄
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

E

新新 菊
月喜滿
樓樓樓

菊丸大
新井 正
樓 樓樓

大正五年現在の貸座敷業者 (産
業品評会・教育衛生展覧会記念
写真帖より) 〔堀江敏夫蔵〕

こ
う
し
て
苫
小
牧
の
遊
郭
は
王
子
工
場
の
建
設
に
よ
っ
て
繁

栄
を
極
め、
明
治
末
期
か
ら
大
正
年
間
は
最
も
遊
郭
の
栄
え
た

時
期
と
な
り
、
娼
妓
数
も
八
〇
名
を
数
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

遊
郭
通
り
の
夜
の
に
ぎ
わ
い
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
な
か
っ
た
で
す

よ。
郭
の
軒
先
に
は
た
く
さ
ん
の
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
灯
が
並
び、
不

夜
城
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か、
明
る
い
も
ん
で
し
た
。
ガ
ス
灯
の

に
お
い
が
漂
う
中
を
、
町
や
浜
か
ら
の
人
や、
工
場
建
設
の
稼
ぎ
人

た
ち
が、
毎
晩
毎
晩
の
そ
れ
は
す
ご
い
人
出
で
し
た
。

郭
は
菊
満
楼
の
本
店
と
支
店、
丸
井
楼、遊

明
楼、新

月
楼、大

正
楼、

新
喜
楼
の
七
軒
で
し
た
が、
お
女
郎
さ
ん
は
菊
満
本
店
で三
十
八
位

王
子
製
紙
の
建
設
工
事
の
土
木
下
請
け
に
入
っ
た
組
に
は、

「王
子
の
発
電
所
工
事
な
ど
で
は
い
わ
ゆ
る
タ
コ
が
い
て、
こ
れ
ら
三
〇

人
位
を
連
れ
て
来
て
総
あ
げ
し
、
一晩
遊
ば
せ
た
だ
け
で
一
ヶ
年
間

(10)
タ
ダ
で
使
って
い
た
」
と
い
う
よ
う
に、
前
借
金
で
つ
な
が
れ
タ
コ

同
様
に
苛
酷
な
職
業
で
あ
っ
た
娼
妓
が、
タ
コ
を
つ
く
る
手
助
け
を

し
て
い
た
と
い
う
『タ
コ
の
焼
直
し
』
が
苫
小
牧
で
も
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

4その汽春石市
柴田現

在
の
苫
小
牧
川

4

教展作包

と
きわ

新月棒

(
{
@

久仁美
大正帳本 店

丸井楼 東京・サ
千葉 四大豆

10

本

風呂屋
互楽館 林 飲食店 氷

全國
傅屋
美甲� 料亭 水

と
う

長
具
屋

炭
屋

佐
々
木

26

郵便局宮言
五十

中
山

本田力
TBA

現在の道路

中介島机

三
星

大正初期の遊郭配置図
〔広報とまこまい開基百年記念号より〕

ほ
か
の
お
店
で
五
、
六
人
か
ら
十
五
、
六
人
位
ま
で
抱
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
か
ら
、
七、八

十
人
は
い
た
ん
で
し
ょ
う
か。吉

原
造
り
と
でも
いう
ん
で
す

198

苫
小
牧
貨
座
敷
出
站
營
業
組
合

電
話
五
十
二
隆

(大正
1
年
改
修

小同物
アンコ
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台
灣
前
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か、
表
通
り
に
面
し
て
格
子
造
り
に
な
っ
て
い
ま
し
て
ね、
そ
の
前
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
、
ち
ょ
う
ど
明
か
り
に
群
が
る
虫
の
よ
う
に
、
夜
遅
く

ま
で
人
通
り
が
絶
え
な
か
っ
た
も
ん
で
す
。

(『と
ま
こ
ま
い昔
が
た
り
55伊
藤
ヨシ
』
昭
和
四
十
八
年
広
報
と
ま
こ
ま
い)

大
正
四
年
に
な
っ
て、
遊
明
楼
の
女
郎
が
揮
発
油
で
着
物
の
衿
を
ふ
き
、そ
れ
を
コ
タ
ツ
に
か
け
て
乾
か
そ
う
と
し
た
の
に
火
が
つ
き
、

七
軒
の
郭
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て二
、
三の
貸
座
敷
業
者
の入
れ
替
え
が
行
わ
れ、
前
の
写
真
に
あ
る
苫
小
牧
貸
座
敷
娼

妓
営
業
組
合
名
簿
の
六
軒
と
な
っ
た
。
こ
の
間、
客
質
も
王
子
職
工
、
下
請
け
人
夫、
漁
夫
な
ど
と
な
っ
て、
遊
郭
も
王
子
建
設
の
ご
た

ご
た
し
た
賑
わ
い
は
な
く
な
っ
た
が、
派
手
な
落
着
き
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

大
正
十
年
五
月
一
日
の
市
街
地
一、
〇
〇
七
戸
を
焼
い
た
コ
イ
ノ
ボ
リ
大
火
に
よ
っ
て
遊
郭
地
一
帯
も
灰
と
化
し
た
が、

苫
小
牧
町
は
こ
の
大
火
を
契
機
と
し
て
根
本
的
な
市
区
改
正
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が、
旧
遊
郭
地
奥
に
樽
前
山
神
社
が
移

る
こ
と
に
な
り
、
将
来
発
展
す
る
地
で
遊
郭
地
と
し
て
は
不
適
当
と
い
う
こ

と
か
ら
、
遊
郭
は
道
庁
の
許
可
を
得
て、
浜
町
の
一
角
に
新
た
に
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
火
後

の
遊郭

遊郭街の男たち (大正14年)
〔中山長太郎氏蔵〕

こ
の
地
は
国
有
未
開
地
と
一
般
民
有
地
も
あ
っ
た
が、
ほ
と
ん
ど
が
草
原

で
、
国
有
地
に
つ
い
て
は
目
的
遊
郭
敷
地
と
し
て
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分

法
第
二
条
に
よ
る
売
払
い
を
出
願
し
て
取
得
し
、
民
有
地
に
つ
い
て
は
代
替

地
、
家
屋
は
町
費
を
も
つ
て
移
転
し
、
道
路
を
開
さ
く
し
、
木
栅、
非
常
門

の
新
設
を
行
い、
大
正
十
一
年
末
に
は
新
し
い
遊
郭
地
が
完
成
し
た
。

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

大
正
十
一
年
営
繕
お
よ
び
道
路
橋
梁
工
事
(遊
郭
関
係
分)

・新
遊
郭
地
内
家
屋
移
転
工
事

・
遊
郭
周
囲
木
柵
新
設
工
事

・
五
丁
目
遊
郭
橋
二
至
ル
道
路
開
鑿
工
事

(『事
務
報
告
』
大
正
十
一
年
苫
小
牧
町
)

浜
町
の
新し
い
遊
郭
地
が
完
成
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
貸
座
敷
業
を
経
営
し
て
い
た
人
の
再
建
も
あ
っ
た
が、
新
規
に
貸
座
敷
業
を
開
業

す
る
も
の
が
多
く
、
大
正
十二
年
に
は
一二
軒
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が、
貸
座
敷
経
営
者
の
年
間
所
得
を
見
る
と
驚
く
ほ
ど
低
く、
一、
二

〇〇
円
から
五
〇
〇
円
の
、
こ
れ
は
本
町
中
流
程
度
の
商
店
ク
ラ
ス
で
し
か
な
く
、
当
時
の
苫
小
牧
の
資
産
家
か
ら
み
る
と
一
〇
分
の
一

程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

遊
郭
経
営
者
と
資
産
家
の戸
数
割
税
一
覧
表
(大
正
十
二
年
)

渋
川
己
代
治

矢
部
新
蔵

菊
地
は
つ
ね

前
橋
慶
太
郎

向
井
金
作
貸
座
敷
業

名

11

11. 職

業

所

八
四
〇

一、
〇
〇
〇

一、
二
〇
〇

一、
二〇
〇

一、
二
〇
〇

所
得

額
査

円円 定
得錢
厘

住二
二

一
五

一
二

九 坪

円

二
五
〇

三
〇
〇

三
七
五

三
〇
〇

二
二
五 銭
厘 家
資

1
三 五 五 〇

個

査
定

額銭
厘 産
賦

課三三
、
七
二

六
、
四〇

六
、
〇三

六、
〇
三

六
、
七〇

円
銭 額

三
、
四
八
六

一〇
四
、
一五
〇

四
、
九
八
〇

四
、
九
八
○

四
、
九
八
〇 額
|坪
数
査

定
額
個
数

円一、
九
五
〇

七
五
〇

七
五
〇

一、
五
〇
〇
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鈴
木

野
口
孝
太
郎

忠
治

仁
太

秀
吉

由
松

甚
平

小
林
準
一
郎

小
保
方
卯
市

中
村
捨
次
郎

足
立

井
崎
坂
太
郎

新
保
富
蔵

深
川
末
五
郎

田
代
喜
輔

中
川

ツ
ネ

高
井
安
吉

吉
田
宇
太
郎
貸
座
敷
業長

二
、
〇
六
五

二
、
一
二
五

一、
四
二
六

二
、
一四
〇

一
、
九
二
五

三
、
六
〇
二

四
、
二〇
〇

一
七
、
四
三
〇

五
、
九〇
三

二
四
、
四
九
七

六
、
五
一四

二
七
、
〇
三
二
六
八

一三三、
〇
〇
〇

五
三
、
九
五
○
一〇

一〇
一
、二
六
〇
八
六

一
、
四
五
二
| 一
〇 九

二
五
〇

二
二
五

二
五
〇

二
二
五

二
七
五

三二
五

二
五
〇 �
厘

五

四
○

五
〇

一
九
〇

二
〇
〇

三
〇
、
〇
〇
〇

二
五
、
五
〇
〇

四
五
、
〇
〇
〇

一、
三五
〇

二
九
〇

四
三
、
五
〇
〇

一〇
八
、
〇
〇

一五
、
〇
〇
〇

一、
二〇
〇

七
五
(

三
、〇
〇
〇

三
、
七
五
〇

一、
八
〇
〇

一
、
二〇
〇

四
五
〇 銭厘

九
、
九
六

一五
、
五
四

一三
、
七
九

三
八
、
三三三

三
九
、
八
二

四
一、
九
九

七
一
、
一九

三
八
、
二
八

八二
、
四二

一
一八
、
四
一

一
六
二
、
二
〇

二
、
九〇

三三
、
一五

五
、
七二

六
、
六
七

五
、
一四

四
、
五
九

三
、
九
七 銭

"1

王
子
下
請
業

王
子
工
場
長

" 11 11 "1 " 11

七
九
〇 円

八
、
五
六
九

八
、
八
一
八
二
九

五
、
九
一六

八
、
八
八
一

九
、〇
七〇

一
四
、
九
四
〇
六
二
二
八
三
一

七
〇
〇

七
七
五

一
、
七
〇
〇

二
五
〇

二
、
一五〇

円円

六
五
〇

七
二
五

三
七
五

九
五
〇

七
五
〇

一、
五
五
〇

一
七
〇

三
〇
〇

九 八 五

二
〇

二
五

一二

八 三個

三
、
二
七
八

円
銭
厘

二
六

一
五

|三
八

三
〇 一
〇 九

一

三
、
〇
七
一
一
一三

○坪

あ

王
子
下
請
業

商
店

王
子
山
林
部
長

正
二
四、
四
〇
〇

三
五
〇

五
二
五

五
九
六

六
五
〇

七
四
〇

七
四
〇

一

七
五
〇

六
、
〇
〇
〇

七
、
五
〇
C

二
八
、
五
〇
C

中
村

坂 先
田

山
本

南

善
治
町 野
口
病
院

割
ぼ
う
桜
川

坂
木

富
士

材 館

二
、
四
七三

二
、
六
九
七

三
、〇
七
一

‒‒‒

円
円

円
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苫
小
牧
市
史
下
巻

村
田
正
澄
町

助
役

一、
二〇
四 円

円四
、
九
九
六 銭
厘
二
三 坪

五
〇
〇

五
七
五

円
銭
厘

五 三個

円

四
五
〇 銭厘

七
五
〇

銭
六
、
〇
二

円五
、
五
三

(『地
方
税戸
数
割
賦
課人
名
書
』
大
正
十
二
年
苫
小
牧
町)

う
ち
わ

だ
が、
貸
座
敷
業
者
に
と
っ
て
は、
許
可
料、
営
業
税、
地
代、
女
郎
の
周
旋
料、
前
貸
金
な
ど
が
大
き
く、

一見
左
団
扇
に
見
え
た

くふわ
郭
経
営
も
そ
う
楽
な
も
ので
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て、
こ
れ
は
当
然
娼
妓
た
ち
に
も
降
り
か
か
り、
当
時
一
人
平
均
二
、
〇
〇
〇
円
近
い

前
借
金
を
か
か
え
て
い
た
が、

一生
懸
命
働
い
て
も
差
引
か
れ
る
金
が
多
く
一
年
間
に
返
せる
金
額
は二
八
〇
円
程
度
し
か
な
く
、
順
調

に
働
い
た
と
し
て
も
七
年
以
上
は
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
は
工
業
の
町
と
な
っ
て、
勤
め
人
、
出
面
取
り
が
多
か
っ
た
の
で
景
気
、
不
景
気
に
は
極
め
て
敏
感
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
し

た
こ
と
は
楼
主、
娼
妓
と
も
に
影
響
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て、
楼
主
は
不
景
気
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
廃
業、
娼
妓

は
客
が
な
い
た
め
、
稼
ぎ
が
な
く
借
金
が
返
せ
な
い
ま
ま
他
の
楼
主
に
移
っ
て
働
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。

と
も
か
く
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
は
働
い
て
も
働
い
て
も
自
ら
の
稼
ぎ
だ
け
で
は
そ
う
簡
単
に
抜
け
出
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

大
火
後
の
新
設
遊
郭
地
に
は、一

気
に
一二
軒
の
貸
座
敷
業
が
入
っ
て
経
営
を
開
始
し
た
が、
昭
和
に
入
っ
て
経
済
状
況
が
悪
化
の
方
向

に
向
か
う
と
減
少
し
は
じ
め
、
同
四
年
に
は
一〇
軒、
同
六
年
に
は
『開
月
楼
』『深

川
楼
』『寿

楼
』
『大
正
楼』『栄

盛
楼』
『
松
月
楼
』

『大
和
楼
』
の
七
軒
だ
け
と
な
り
、
同
十二
年
に
は
大
正
十
二
年
の
半
数
で
あ
る
六
軒
ま
で
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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、
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寿 楼 (大正14年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

栄 盛 楼 (大正14年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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苫
小
牧
市
史
下
巻

活
川
福

深 川 楼 (大正14年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕
!

浜町遊郭街略図(昭和9年)
町

本遊郭区域
公幸 町 馬場

木工場
町 堂

苫小 牧川神社通り
苫小牧橋

深川楼 寿楼 栄盛楼 (民家)

(一般商店・民家) 開月楼 大正楼 大和楼 松月楼

魚
菜
市
場

二
印 浜 (漁家) 町 (漁家)

太 平 洋
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だ
が
、苫
小
牧
の
遊
郭
に
も
景
気
の
よ
か
っ
た
時
期
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
十
一
年
の
美
笛
金
山
開
坑
に
よ
る
黄

金
景
気
と
経
済
回
復
に
よ
る
王
子
製
紙
の
増
産
に
つぐ
増
産
に
よ
っ
て
苫
小
牧
は
久
し
ぶ
り
の
好
景
気
に
わ
い
た
。
特
に
美
笛
金
山
で
働

い
て
い
る
坑
夫
た
ち
は
月
末
に
な
る
と
大
金
を
持
っ
て
山
を
降
り
、
苫
小
牧
の
遊
郭
や
飲
食
店
で
金
を
使
い
果
た
し
て
帰
っ
た
か
ら
、
楼

主
、娼
妓
に
と
っ
て
は
坑
夫
様
々
で
、そ
の
気
の
く
ば
り
よ
う
は
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

美
笛
金
山
で
は
雑
役
夫
で
も
六
、
七
十
圓
、
機
械
夫
の
如
き
は
月
収
百
円
以
上
で
文
字
通
り
黄
金
景
気
を
現
出
し
、
貯
め
た
金
は
苫
小
牧
に
出
て
す
っ
か
ら

か
ん
に
使
ひ
果
し
再
び
帰
山
し
て
月
末
ま
で
一
生
懸
命
働く
と
云
ふ、
お
蔭
で
苫
小
牧
の
花
柳
界
方
面
は
美
笛
鑛
山
の
坑
夫
様
々
で
大
し
た
も
て
方
で
あ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
は
足
下
に
も
寄
せ
つ
け
な
い
と
云
ふ

(『小
樽
新
聞
』
昭
和
十
一
年
八
月
十
一
日
号
)

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
景
気
を
最
後
に
わ
が
国
は
戦
時
下
体
制
を
強
化
し
、
国
家
総
動
員
法
の
発
令
に
よ
る
節
約、
ぜ
い
沢
品
の
追
放

と
国
産
品
・
代
用
品
の
愛
用
な
ど
が
さ
け
ば
れ、
こ
れ
は
年
と
と
も
に
き
び
し
さ
を
増
し
、
や
が
て
統
制
経
済
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

生
活
の
質
素
化
が
実
施
さ
れ、
飲
食
店
は
姿
を
消
し
、
貸
座
敷
業
も
ま
た
高
級
享
楽
停
止
に
よ
っ
て
休
業
と
な
っ
た
。

貸
座
敷
業
者
一覧
表

二三
三年
一
五
年

一〇
年

明
治
七
年

年

年

次業
者
数

郭
免
許
地
区
域
指
定

道
庁
告
示
に
よ
り
遊

松
谷
市
太
郎
二

松
谷
嘉
也

松
谷
市
太
郎

の
許
可
う
け
る

西
村
傅
兵
衛
開
拓
使 考

四
二
年

四
一
年

四
〇
年

三
九
年

明
治

年
次

三 ニ ミ ニ
業
者
数

場
完
成
す

四
三
年
九
月
王
子
工

王
子
工
場
建
設
開
始

千
歳
川
水
路
工
事
着

所
苫
小
牧
村
に
設
置

王
子
工
場
建
設
事
務 考
年明
治

九
年

五
年

大
正
二
年

四
四
年 次

○ 六 七 六

業
者
数

よ
り
一軒

前
年
の
遊
郭
大
火
に

営
業
人
組
合
結
成

苫
小
牧
貸
座
敷娼
妓

備

軒減

考

手

備
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小
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六
年

五
年

昭
和
四
年

一
一年

一
〇
年

.
一二一 -

新
設
さ
れ
る

失
す

大
火
に
よ
り
遊
郭
焼

昭‒‒

一〇
年

九
年 八七和

年年

六 六 七 七七

美
笛
金
山
開
坑

昭
和一
六
年

一五
年

一四
年

一三
年

一
二年

四 四 六 六 六太
平
洋
戦
争
突
入

の
好
景
気

王
子
製
紙
操
業
以
降

各
年
』
苫
小
牧
村
、
『特
別
税戸
数
割
人
名
表
・
町
民
税
人
名
表
|
各
年』

苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

注
(1)

川
辺己
之
吉
氏
談
に
よ
る

(2)
渋
川
又
平
氏
談
に
よ
る

(3)
『根
室
市
史
丨
下
巻
』
昭
和
四
十三
年
根
室
市

『苫
小
牧
町
史
資
料
‒
公
立
病
院
』
苫
小
牧
町

(7)(8)
『新
釧
路
市
史
‒
第
三
巻
』
昭
和
四
十
七
年
釧
路
市

(4)(5)(6)

(9)
『苫
小
牧
村
勢
一
班
”
明
治
四
十
四
年
苫
小
牧
村

(10)
『真
宗
寺
朝
倉
住
職
に
聞
く
』
昭
和
四
十
九
年
機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ
∞

206

苫
小
牧
町、
『札
幌
県
統
計
書
‒
各
年
』
札
幌
県、
『村
勢
一
班一

年

(『苫
小
牧
町
史
資
料
|
人
事
関
係』

七 八 〇 浜
町
の
新
遊
郭
地
に

大
正



特
殊
飲
食

二
戦
後
の
遊
郭かつての寿楼は王子製紙のアパート碧水荘

となつた (昭和27年) 〔堀江敏夫蔵〕

終
戦
を
迎
え
て
わ
が
国
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
民
主
化
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
日
本
を
占
領
し
た
連
合
軍
総

店
の
出
現
司
令
部
は
、人
身
売
買
に
よ
る
遊
郭
制
度
を
自
由
人
権
の
立
場
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
を
決
め、昭

和
二
十
一
年
一
月
二
十
一

日
付
で
公
娼
廃
止
の
覚
書
を
日
本
政
府
に
渡
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
勅
令
九
号
を
も
っ
て
「婦
女
に
売
淫
を
さ
せ
た
者
等
の
処
罰

に
関
す
る
勅
令
」
を
発
布
し
、
公
娼
を
廃
止
す
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
な
が
ら
、
同
年

十
一
月
十
四
日
の
次
官
会
議
決
定
と
し
て
「社
会
上
や
む
を
得
な
い
必
要
悪
」
と
し
て、

特
殊
飲
食
店
の
名
の
も
と
貸
座
敷
の
存
続
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
赤
線

区
域
で
、
従
来
の
遊
郭
を
モ
ダ
ン
化
し
た
に
す
ぎ
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
区
域
は
こ
れ
ま
で

の
遊
郭
区
域
にと
ど
ま
ら
ず
、
各
所
に
点
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

総
司
令
部
が、
日
本
政
府
が
と
っ
た
こ
の
措
置
に
対
し
目
を
つ
ぶ
り
何
も
い
わ
な
か
っ

た
の
は、
米
軍
の
兵
士
が
大
量
の
売
春
婦
を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
売
春
行
為
は
特
殊
飲
食
店
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
敗
戦
後
の

生
活
不
安
に
売
春
婦
・
売
春
業
者
は
増
加
し
、
昭
和二
十
八
年
に
は
売
春
婦
は
街
娼
そ
の

他
な
ど
を
含
み
全
国
で
四
〇
万
人
を
数
え
、
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

苫
小
牧
に
お
い
て
は
、
旧
遊
郭
地
の
あ
る
も
の
は、
海
外
同
胞
を
迎
え
て
ふ
く
れ
上
が
っ
た
王
子
製
紙
従
業
員
の
ア
パ
ー
ト
に
な
っ
た

も
の
が
あ
っ
た
が、
開
月
楼
な
ど
三
軒
が
再
び
店
開
き
を
し
、
親
不
孝
通
り
(錦
町・
大
町)
に
は
『乙
女
』
『都
』
『君
万
歳
』
な
ど
が
特

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

旧遊郭通り (昭和50年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕 殊
飲
食
店
と
し
て
赤
い
ネ
オ
ン
の
灯
を
と
も
し
た
。

遊
郭
の

売
春
行
為
は
人
間
の
尊
重
を
害
し
、
性
道
徳
に
反

終
末
し
、
社
会
風
俗
を
み
だ
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
神
近

市
子
ら
婦
人
議
員
に
よ
っ
て
廃
娼
運
動
が
展
開
さ
れ、
昭
和二
十

三
年
以
来
五
回
に
わ
た
っ
て
そ
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
た
が、
い
ろ

い
ろ
な
社
会
問
題
か
ら
そ
の
都
度
否
決
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら、
婦
人
議
員
の
根
づ
よ
い
運
動
は
多
く
の
障
害

を
排
除
し
な
が
ら
、
つ
い
に
世
論
の
結
集
に
成
功
し
て、
昭
和三

十
一
年
五
月
に
画
期
的
な
売
春
防
止
法
が
成
立
し
、
同三
十
二
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、
わ
が
国
の
遊
郭
制
度

は
消
滅
し
た
。

苫
小
牧
に
お
い
て
は
、
明
治
七
年
の
公
設
以
来
、
実
に
八三
年

に
わ
た
っ
た
公
な
る
貸
座
敷
制
度
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
の
で
あ

る
。
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第
二
章

金
融
機
関
の
発
達

第
一
節
銀
行
と
金
融
機
関

金
融
機
関
の
役
割
を

1
戦
前
に
お
け
る
金
融
機
関

明
治
五
年
九
月
に
戸
長
が
置
か
れ、
同
十
三
年
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
て
地
方
自
治
が
発
達
し
て
く
る
と

果
た
し
た
戸
長
役
場
官
は
学
校
や
公
立
病
院
の
運
営
を
住
民
自
ら
の
力
で
行
え
る
よ
う
基
金
と
し
て三
〇
〇
円
程
度
の
官
金
を
付
与

も
し
く
は
貸
与
し
て
、
こ
れ
を
基
本
財
産
と
し
て
運
営
の
基
礎
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
金
は
総
代
人
の
議
決
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
た
が
、
実
際
の
管
理
運
営
は戸
長
役
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

基
金
を
も
っ
て
利
益
を
あ
げ
る
た
め、
漁
場
経
営
者
や
商
人
な
ど
の
一
般
郡
村
民
に
必
要
額
を
分
割
し
て
貸
し
付
け、
そ
の
利
子
を
得
て

経
営
費
の
一
部
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
当
時
の
戸
長
役
場
は
戸
籍
、
税
な
ど
の
地
方
行
政
事
務
を
行
う
ほ
か
、金
融
機
関
的
な
要
素
を
も
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

明
治
十
八
年
度
に
お
け
る
基
金
利
子
に
つ
い
て
み
る
と
、
月三
分
の
利
息
で
一、
二
〇
〇
円
が
貸
出
さ
れ、
病
院
基
金
で
は
九〇
〇
円

が
貸
出
さ
れ二
四
三
円
の
利
子
、
学
校
基
金
で
は三
〇
二
円
が
貸
出
さ
れ
八
二
円
の
利
子
、
合
計三
二
五
円
の
利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ

る
第
七
編
経
済
史
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当
時
と
し
て
み
れ
ば
、
気
軽
に
金
を
借
り
得
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
だ
け
に、
住
民
にと
っ
て
は
官
金
の
貸
付
は
誠
に
有
難
い
こ
と
で

あ
っ
た
し
、
戸
長
役
場
と
し
て
は
住
民
税
の
引
き
下
げ
に
も
つ
な
が
り
自
治
運
営
上
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
一石
二
鳥
で
あ
っ

た
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

郵
便
局
の
為
替

明
治
五
年
九
月
、
勇
払
村
に
勇
払
郵
便
取
扱
所
が
設
け
ら
れ、
同
六
年
に
は
苫
細
(苫
小
牧)
村
に
移
転
し
て
苫
小

貯
金
事
務
開
始
牧
郵
便
取
扱
所
と
な
り
、
同
八
年
一
月
に
は
郵
便
法
の
改正
に
よ
り
苫
小
牧
郵
便
局
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
初
に
お
い
て
は
郵
便
事
務
だ
け
を
取
扱
い、
苫
小
牧
郵
便
局
が、
為
替
貯
金
事
務
を
開
始
し
た
の
は
同
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
で
あ

っ
た
。

だ
が、
そ
の
初
期
に
お
いて
は
金
融
機
関
的
要
素
が
極
め
て
薄
か
っ
た
こ
と
が、
当
時
苫
小
牧
で
も
漁
場
を
経
営
し
て
い
た
佐
藤
ト
ワ

夫
人
の
言
葉
か
ら
も
知
り
得
る
ので
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
「機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
ぬ4
」)

大
漁
の
時
に
は
も
う
か
り
ま
す
か
ら
お
金
が
沢
山
は
い
り
ま
す。
だ
け
ど
当
時
苫
小
牧
に
は
銀
行
が
な
か
っ
た
も
ん
で
す
から
、
大
き
な
皮
の
カバ
ン
に
お

金
を
入
れ
て
、
室
蘭
の
銀
行
ま
で
持
っ
て
い
っ
て、
次
の
漁
の
あ
る
ま
で
あ
ず
か
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
苫
小
牧
に
銀
行
が
な
い
の
で
、
も
う
か
っ
て
も
困

っ
た
話
で
し
た
。

(『苫
小
牧
の
昔
話
を
語
る
』

戦
前
に
お
け
る
郵
便
局
の
貯
金
業
務
は
内
勤
の
み
で
あ
っ
た
から
、
金
額
的
に
は
そ
う
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が、
当
初
の
取
扱

数
を
示
す
資
料
が
な
いの
で、
詳
細
に
つ
い
て
は
知
り
得
な
い
。

大
正
六
年
の
実
績
で
は
郵
便
貯
金
で、
度
数
一
万
八
六
四
回、
二
七
万
四、

一四
九
円
の
預
入
に
対
し
、
払
戻
し
で
は
度
数
五、
五
七

七
回
、
二
一
万
五
、
二
五
三
円
と
いう
よ
う
に
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
て
は
ま
と
ま
っ
た
金
を
引
き
出
す
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
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(『苫
小
牧
町
勢
一
班』

大
正
七
年、
同
十
年
苫
小
牧
町、
『苫
小
牧
町
要
覧
|
各
年』
苫
小
牧
町、
『苫
小
牧
町
を
市
と
す
る
こ
と
の
申

請
書』

昭
和二
十三
年二
月
苫
小
牧
町)

昭
和

大
正 年 年

二
〇
年

一九
年

一八
年

一七
年

一六
年

一五
年

一四
年

一三
年

一二
年

一一
年

一〇
年
九
年

八
年
七
年

一〇
年
六
年 次

六、
七
九
一、
五三
〇

三
、六
七
一、
五
八三

一、
八
四二、

〇
〇
一

九
四
四、
九一三

一、
四二
三、
六
一
九
一、
二〇二
、三
〇
一

一、
四一二
、二二

五
一、
四五
八、
一五二

七二
六、
〇
八九

一、三
四六、三

九
九

四一
六、
七三
四

一、
七九二

、
七三
七

三二
七、
三
〇
四

一、
六
一
〇、
五〇
〇

一、三
三
六、
六
八
七

二〇
六、
六四二

二六
九、
四三
六

七
一〇
、
九
七八

七〇
三
、
六七
八
一、
三
三
五、
九
四四

一、
二
三
二
、三
四
四

一、
一三
〇、
二七〇

九〇三
、
九〇
一

七五
四、
六
九二

四三
八、
〇
七
四

四
五八、
三
三
九

五二
七、〇

九
七

四〇二
、
九
一〇

三
四六、

四一
七

五一三
、二
九
一

四二
九、
二二八

受
入

入
円

郵郵
便

為
替

四三
九、
九八六

四
九五、

五二
九

七七、
三
九五

二五一
、
七
九六

払
出

円

郵
便

貯
金

四、
四
九一、
二
二
〇

払
戻

受
入

三
四六、

九三
六

五九八、
〇
七四

四
九七、

七
一九

五三
〇、
一
一八

六三
九、
九八
七

五
七七、

九〇三
九〇
六、
七
一
一

一二
三
、
五
三
五

一
一五、

四六
八

一三
〇、
三
九
四

九五、
三
八
八

三
一四、

九〇
一

五
四、
八
五
四

円

払

出

一、
六
七八、

八六
九

一、
二一〇

、
七〇
七

九
一〇、
〇
八六

七
七七、

八六三

二
、
一七
五、
六
四四

二
、〇
七六、

七一二
一、
五
九
九、
二一
五

一、
五七三
、
二七七

一、
三
三
五、
五八〇

一、
〇
五
〇、二

二
七

八五
一、二
三
〇

六
一七
、
一三
〇

四
八二
、〇
二
三

四
一
五、
五〇
〇

五
五〇、

九
一二

七二
九、
四
七〇

四八
九、
三
六
四

四
四
八、
八一
九

三
七三
、
四
六
四

三
九九、

八
一三

四
四
一、
二
五七

三
四八、

九二二

三
六
九、
四三
五

三
七一
、
一二
六

三三
三、
七
八二

二
八
九、
一〇二

二
七四、

一四
九

円

預 苫
小
牧
管
内
郵
便
貯
金
・
振
替
貯
金
・
郵
便
為
替
一
覧
表

入

三
六
七、
四
六二

四三
四、
五二
二

三
七七、

七三
二

二
一
五、
二
五三

三
四〇、

五三
四

振
替

貯
金

八五
一
、五〇

七

一六
六、
一五
九

一七
五、
五〇二

一六三
、
六
六
七

七
四四、

六
八八

八
四〇、

七〇
七

九
六
四、
五
六
九

一九四、
四一〇

一、
八
九九、

四四
九

※
昭
和
九
年
～
十
一
年
の
郵
便
為
替
は
資
料
な
く
不
明
で
あ
る
。

"
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郵
便
貯
金
に
つ
いて
は、
苫
小
牧
の
経
済
状
態
の
発
展
に
合
わ
せ
増
減
が
あ
り、
景
気
不
景
気、
豊
漁
(作)不

漁
(作)の

状
況
に
よ

っ
て
も
預
け
入
れ、
払
い
戻
し
に
変
化
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
金
額、
特
に
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
銀
行
預
金、
貸
付
に
比
べ
か
な

り
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

信
用
組
合

明
治
末
期
に
い
た
っ
て
世
間
一
般
で
は
無
盡
と
か
頼
母
子
講
(金
銭の
融
通
を
目
的
と
す
る
数
人
の
も
の
が
お
互
い
に
掛
金
を
出

の
設
置

し合
い、
定
期
的
に
入
札・
抽
籤
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
金を
受
け
取
っ
て
目
的
を
達
す
る
も
の
)、
そ
れ
に
花
ク
ジ
が
流
行
し
労
せ
ず
し

て
利
を
得
よ
う
と
す
る
風
習
が
あ
っ
た
が、
苫
小
牧
で
も
王
子
製
紙
の
建
設
に
よ
っ
て
多
く
の
人
夫、
土
方
、
ト
ビ
が
入
っ
て
来
た
た
め

利
喰
い
渡
世、
バ
ク
チ
打
ち
、
高
利
貸
し
な
ど
が
あ
ら
わ
れ、
各
所
で
こ
う
し
た
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
に
お
いて
も、
こ
の
よ
う
な
勤
労
を
嫌
う
風
習
が
蔓
延
し
て
は
大
変
で
あ
る
と
いう
こ
と
か
ら
、
無
盡
に
対
す
る
法
令、
産
業
組

合
法
の
施
行
に
よ
り
健
全
な
金
の
運
用
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ん
え
ん

苫
小
牧
に
お
いて
郵
便
局
を
除
い
て
一
般
住
民
の
金
を
取
扱
う
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て、
宮
腰
武、
高
橋
久
太
郎、
門
脇

亀
次
郎、
小
保
方
卯
市
な
ど
村
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
明
治
四
十
三
年
一
月
に
庶
民
の
金
融
と
貯
蓄
を
目
的
と
す
る
『苫
小
牧
信
用
組
合
』

を
創
設
し
た
。
初
代
組
合
長
に
は
宮
腰
武、
監
事
に
は
小
保
方
卯
市
が
選
出
さ
れ
運
営
を
開
始
し
た
が、
当
初
の
資
本
金
は三
、
〇
〇〇

円
で、
出
資
一
口
一
〇
円
、
第
一
回
払
込
金二
円
と
いう
方
法
で、
約
一〇
〇
余
名
の
組合
員
を
確
保
し
、
貸
付
金
額
は
最
高
限
度
二
〇

〇
円
と
いう
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
思
い切
っ
た
貸
付
額
で
あ
っ
た
。

一
目
的

組
合
員
ニ
産
業
ニ
必
要
ナ
ル
資
本
金
ラ
貸
付シ
増
資
計
り
貯
金ノ
便
宜
ラ
得
セ
シ
ム
ル
ラ
目
的
ト
ス

二
出
資

一口
金
額
拾
円、
第
一回
拂
込
貳
円
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三
大
正
二
年
度
事
業
状
況

前
年
度
二
比
シ
テ
大
差
ナ
シ
ト
雖
モ
産
業
組
合
事
業
ノ
普
及
ラ
図
り
新
規
ノ
加
入
ラ
勧
誘シ
進
ン
デ
組
合
員
ノ
貯
金
思
想
ラ
誘
導
シ
、
組
合
ノ
機
関
ラ

整
備
シ
業
務
拡
張
ラ
企
図
セ
ル
結
果
地
方
一
般
金
利
ノ
高
率
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
組
合
員
ニ
資
金
供
給
ニ
就
テ
ハ
規
程
ノ
許
ス
限
り
利
率
ラ
引
下
ゲ
第
一
期

ノ
存
立
期
中
二
於
テ
豫
定
ノ
目
的
ラ
遂
行
ス
ル
ラ
以
テ
組
合
本
来
ノ
趣
旨
ト
シ
タ
リ

(
貸
金
総
額二
五
、
〇
三
三
圓
五
八
錢
、
償
還
高
一二
、
八
一
一圓
二
九
錢
、
年
度
末
現
在
金
一二
、
二
二
二
圓
二
九
錢
、
前
年
二
比
シ
三
、
四
三
七

圓
一
四
銭
⇒
減
ジ
償
還
高
二
於
テ三
、
六
一
三圓
二
〇
銭
⇒
減
ジ
タ
リ
、
蓋
シ
春
季
漁
業
及
農
業
ノ
不
況
ニ
因
セ
リ

(二)
貯
金
総
高三
、
五二
四
圓
六
三
銭
、
拂
一
、
六
八
二
圓
六
〇
銭
、
年
度
末
現
在
一、
八
四
二
〇
〇
銭
、
之
前
年
度
比
時
八
拂
戻
高
二
於

テ三
五
六
園
六
二
銭
⇒
増シ
預
金
高
二
於
テ
ニ
、
二四
九
圓
七
七
銭
⇒
増
加シ
タ
リ
蓋
シ
海
産
業
不
況
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
組
合
員
ノ
貯
蓄
心
ノ
涵
養
ト

組
合
員
ノ
産
業
経
済
上
當
ラ
得
タ
ル
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
信
ズ

以
上
ノ
状
況
ニ
テ
不
況
ノ
影
響
ラ
受
ケ
タ
ル
モ
組
合
が
緩
急
調
和
ラ
計
り
資
金
ノ
運
用
ラ
ナ
シ
タ
ル
ト
組
合
員
増
加
ト
ニ
ヨ
リ
テ
準
備
金
二
於
テ
一
六

圓
一
九
銭、
剩
餘
金
二
於
テ
六
六
七
圓
九三
銭
ラ
得
タ
リ
、
其
ノ
理
由
ハ
農
工
漁
何
レ
モ
資
金
需
要
ノ
期
ラ
異
ニ
セ
ル
タ
メ
繁
閑
相
互
ニ
助
ケ
便
宜
ラ

計
ル
ラ
以
テ
ナ
リ

(『苫
小
牧
郷
土
誌
』
昭
和
十
年
苫
小
牧
東
尋
常
高
等
小
学
校
編)

当
初
に
お
い
て
は
農
漁
業
の
不
況
に
よ
っ
て
多
少
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
が、
組
合
の
新
規
加
入
と
貯
蓄
心
の
涵
養
と
に
よ

っ
て
順
調
な
発
展
を
続
け
て
き
た
信
用
組
合
で
は
あ
っ
た
が、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
と
関
東
大
震
災
と
が
重
な
り、
わ
が
国
は
い

わ
ゆ
る
金
融
恐
慌
の
不
況
時
代
を
迎
え
る
が、
苫
小
牧
も
こ
の
不
況
の
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
資
金
の
少
な
い
信
用
組
合
も、
大
正
十
四
年
に

創
立
以
来
十
六
年
目
に
し
て
不
良
貸
付
が
も
と
で
資
金
の
枯
渇、
そ
の
う
え
内
部
に
不
正
使
途
が
あ
っ
て
組
合
は
整
理
目
前
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

第
七
編
経
済
史
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再
建
に
意
を
注
い
だ
」
と
小
保
方
組
合
長
も
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
整
理
に
没
頭
し
、
あ
ら
ゆ
る
節
約
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
解

だ
が
信
用
組合
の
再
建
を
望
む
声
が
大
き
く、
そ
こ
で
当
時
道
会
議
員、
小
保
方
組
組
長
、
苫
小
牧
消
防
組
組
頭
の
小
保
方
卯
市
を
新

た
に
組
合
長
に
た
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「不
良
貸
付
は、何

も
苫
小
牧
の
み
の
事
で
は
な
く
、
日
本
全
国
を
襲
っ

た
不
景
気
が
原
因
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
苫
小
牧
の
組
合
の
よ
う
な
資
金
の
少
い
と
こ
ろ
が
一
番
早
く
参
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
れ
が
整

理
に
は
、
資
本
導
入
以
外
に
起
死
回
生
の
薬
が
な
いこ
と
は
よ
く
解
る
が、
組
合
員
か
ら
出
資
を
集
め
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
先
づ
第

一
に
冗
費
を
省
き
、
次
に
は
人
件
費
の
節
減
に
あ
り
と
考
え
、
従
来
の
事
務
所
を
引
き
払
っ
て
小
保
方
運
送
店
の
片
隅
に
置
き
、
従
業
員

も
小
保
方
運
送
店
の
店
員
に
兼
務
さ
せ
る
と
い
う
、
経
費
の
大
削
減
を
断
行
し
た
。
そ
し
て
組合
長
の
自
分
が
事
務
員
の
一
人
に
な
っ
て

(2)

散
の
憂
き
目
を
み
ず
に
営
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
苫
小
牧
信
用
組
合
は
次
第
に
安
定
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期
の
金
融
恐
慌
の
不
況
時
期
を
な
ん
と
か
乗

り
切
っ
た
の
で
あ
る
が、
苫
小
牧
で
の不
景
気
は
や
や
長
び
い
た
た
め、
同
十
年
に
い
た
っ
て
信
用
組
合
は
不
振
と
な
り
、
町
経
済
界
の

金
融
機
関
と
し
て
存
続
さ
せ
る
に
は、
ど
う
し
て
も
そ
の
更
生
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
組
合
員
の
増
口
と
新
加
入
者
に
よ
る
還

元
更
生
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

拜
啓
各
位
愈
々
御
安
泰
ノ
段
奉
慶
賀
候
陳
者
當
苫
小
牧
信
用
組
合
経
営
上
ニ
就
テ
ハ
先
般
御
通
知
申
上
候
通
り
組
合
員
各
位
ノ
御
奮
励
御
助
カ
ラ
仰
グ
ト
共

二
新
タ
ニ
町
内
有
力
者
ノ
御
加
入
ラ
御
願
ヒ
申シ
茲
二
更
生
ノ
途
ニ
上
ル
ノ
外
ナ
キ
ラ
痛
感
致
候
所
幸
二
大
方
各
位
ノ
御
同
情
弓
得
既
ニ
新
加
入
者
ラ
迎
へ

申
候
ニ
付
此
ノ
機
運
ニ
乗
ジ
一
路
邁
進
致シ
候
ハバ
所
期ノ
目
的
ラ
達
ス
ル
ニ
敢
テ
至
難
ナ
ラ
ズ
ト
存
ジ
候
得
共
何
分
母
體
タ
ル
舊
組
合
員
各
位
ノ
急
先
鋒

的
御
奮
発
ガ
之
レ
ナ
クテ
ハ
到
底
有
終
ノ
美
果
ラ
獲
ラ
レ
ザ
ル
ハ
勿
論
ノ
義
ニ
有
之
候
處
永
年
組
合
経
営
上
御
期
待
ニ
背
キ
ナ
ガ
ラ
尚
此
上
ノ
御
奮
発
ラ
仰

ギ
候
義
ハ
私
情
二
於
テ
申
兼
ネ
タ
ル
点
モ
有
之
候
得
共
畢
竟
今
回
ノ
更
生
計
畫
コ
ン
還
元
更
生
ノ
趣
旨
ニ
御
座
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
町
経
済
界
ノ
唯
一
機
関
ト
シ

テ
存
續
致
度
微
衷
ニ
有
之
候
而
シ
テ
組
合
ノ
内
容
ニ
付
テ
ハ
是
迄
数
次
監
督
官
廳
ノ
監
査
⇒
受
ケ
シ
モ
何
等
ノ
異
状
ナ
ク
且
ツ
其
ノ
収
支
ノ
点
二
於
テ
モ
今
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後
組
合
員
ノ
総
意
的
理
解
ラ
以
テ
経
営
致シ
候
ハバ
優
ニ
発
展
ノ
域
二
到
ル
ベ
ク
相
認
メ
候
間
何
卒
共
存
共
栄
ノ
御
思
召
弓
以
テ
御
援
助
ノ
程
懇
請
仕
候
付

テ
ハ
先
日
御
通
知
申
上
候
通
り
出
資
未
拂
込
金
至
急
御
拂
込
ノ
義
御
配
慮
相
蒙
リ
度
関
係
者
一同
連
署
ラ
以
テ
此
段
御
依
頼
申
上
候
早
不々
備

昭
和
十
年
十
一
月
十
五
日

町
長 同 同 監 同 同 同

事

理
事

組
合
長

保
證
責
任
苫
小
牧
信
用
組
合

飯
田

遠
藤

出
雲
路

杉
本

福
松

仁
太

脇
治

池田 門
脇
亀
次
郎

相
武
吉
治
郎

小
保
方
卯
市

誠
一

資
郎 蕙

(『苫
小
牧
町
史
資
料
‒‒信
用
組
合
』
苫
小
牧
町)

宮
武

南 南 阪阪
豊
吉

誠
次

伊
勢
蔵

外
吉

義
一

中
村
捨
次
郎

高
橋
亀
太
郎

義
則

こ
の
結
果
、更
生
前
の
組
合
員
一
三一
名
、口
数
七
一
八
口
か
ら
、昭
和
十二
年
十二
月
末
現
在
で
は
一六
八
名、七
七
七口
に
増
加
し
た。

保
証
責
任
苫
小
牧
信
用
組
合
人
名
(昭
和
十
二
年
末
現
在
)

第
七
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五

口
数

飯
田
誠
一 名

口
数

人
名

口
数
|

二
太
田
時
雄

二
神
津
貞
治

人
名

口
数

-人
名

板
谷
信
吉

‒‒

同 同 同 同 同 同 同 同 同

更
生
委
員

坂
本
芳
兵
衛

甚
平

中
嶋

中
原

河
村

吉
村

人

坂
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竹
内
正
季

武
山

伊
藤
重
蔵

伊
藤
勝
次

伊
藤
信
次
郎

伊
藤
與
次
郎

伊
藤
喜
三

今
田
重
一

今
井
久
次
郎

今
田
清
惣

石
田
徳三郎

石
井
千
之

石
橋
ハ
ツ

石
橋
治三
郎

井
上
清
次

池
田
米
吉

池
田
脇
治

出
雲
路
薫

五 二

一五

三〇

1 1

戸
嶋
春
吉

得
能
徳
次
郎

外
岡

博博

堀
江
政
之

星
野
藤
七

西
嶋

タ
ケ

西
嶋
善
助

橋
本
六
太
郎

橋
本
好
一

早
川
栄
太
郎

敏
夫

小
牧

五
十
嵐寅三

郎

福
原
徳
之
助

藤
井
豊
吉

一〇

門
脇
静
野

門
脇
松
次
郎

川
口

留
作

河
村
外
吉

河
崎
弥
太
郎

若
林
正
二

渡
辺
貞
吉

渡
辺
廣
継

岡
本
カ
一

尾
形
亀
吉

音
羽
祐
三

小
原
注
連
吉

小
田
芳
太
郎

小
保
方
志
ん

小
保
方
一
雄

小
保
方
卯
市

一

四〇 二 1 1

坂 阪 武

武坂
本
芳
兵
衛

豊
吉

米
吉

高
松
信
三

高
橋
仁
太
郎

高
橋
弁
治

高
橋
亀
太
郎

高
橋
福
蔵

田
畑
・祐
作

四三二

三 四 一1 1 1一

吉
田
由
之
栄

吉
川
コマ

吉
村
義
一

柿
崎
由
松

鴨
田
初
五
郎

加
藤

カ
ツ

一

一五

一
五

一
四

三〇 七

宇
城
勝
太
郎

村
井
常
次
郎

大
澤
辰
雄

沼 千
葉

貞
造

實

一
一
〇

二
三

1 一

一三

一 五 二 一 六 五 〇1 四

二
〇

三〇

二 〇 一一 1

三二

1 二

二

一〇

一 四 三 五 一 一1 三1 一 1

一一 一

原 原

一 三

三二 → 一一 五 一

事
治
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二 二 四 八 一 五 二 四 六 〇 一一

三
原
太
郎
市

村
本
武
雄

向
井
平
太
郎

向
井
「
睦
吉

長
森
卯
吉

中
内

中
田
住
吉

中
道
長
市

中
嶋
周
太
郎

中
嶋
誠
次

中
原
伊
勢
蔵

一〇

四 五 二
一
五

中
村
繁
雄

中
村
拙
郎

中
村
幸
太
郎

中
村
福
治

三
〇

中
村
捨
次
郎

曽
我
部
文
三

棚
橋
開
蔵

嶋
本

京
治

藤
田
藤
作

古
戸
金
太
郎

古
戸

政
信

萬
場
喜
太
郎

萬
場
仙
蔵

安
田

雪
籠

山
本
久
太
郎

山
本
由
松

汲
川
米
次
郎

桑
嶋
五
作

工
藤
栄
太
郎

工
藤
永
吉
一
五

二
〇

栗
田
辰
夫

能
登

フミ
信
田
俊
一

信
田
助
次
郎

野
口
雄
一

一 六

一〇 一
〇

萬
場 坂 坂坂

赤
坂

安
泰
三
郎

安
藤
政
治

荒
沢
仙
齢

阿
部
喜
助

相
武
吉
治
郎

阿
部
松
吉

菊
地
善
吾

笹
村
市
太
郎

齊
藤
鑒
治

齊
藤
與
平

佐
藤
善
太
郎

佐
藤
甫
一
郎

佐
藤
與
助

佐
木々
祐二
郎

佐
木々
宣
久

善
兵
衛

甚
平

志
げ

義
則

目
黒
長
吉

木
村
藤
太
郎

北
川
久
太
郎

君
嶋
祖
傳

桐
木
長
蔵

一 五 五 二 一 一 1 二 一

一
〇

一 六 三 〇六

三二

一〇

1一 二 三二

二 一
一1 三 三

小
池
清
太
郎

小
林
太
郎

駒
崎

小
林
俊
二

太
郎キ ア

ア
キ

初
次
郎

仁
太

松
治

�

1 四

一〇

一 九 � �1 六 1 二一1
遠
藤
權
次

遠
藤
資
郎

江
谷
元
一
郎

一 五 〇五1

森 南

宮
本

宮
武

三〇

二 五 二 四 一 三

〇 四 二 四 一四 四 1一1
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合
計
組
合
員
壱
百
六
拾
八
名

柴
田
丈
次
郎

清
水
長
太
郎

庄
司

寅
蔵

卯
吉

三
浦
理
紀之
助

一 五 二 1 1

平
瀬
利
雄

平
瀬
多
三郎

平
野
勢
二

白
鳥
倉
吉

遠
藤
治
平

二 四

廣
瀬
喜
作

苫
小
牧
信
用
組
合
も
組
合
員
の
増
加
と
増口
に
よ
っ
て
こ
の
期
の
危
機
を
脱
し
た
が、
そ
の
後
戦
時
体
制
迎
え、
口
数
の
減
少
も
あ
っ

て
低
調
で
あ
っ
た
。

年
次

二
一年

二
〇
年

一
九
年

一八
年

昭
和
一
七
年

区
分

三三
三
三
、
○
○
○

一
四
二
、
一五
〇

一三
二
、
二
〇
〇

一〇
八、
五
一
五

七
九
、
二
五
〇

貸
付
金

円

貸
付
金
受
入

二
〇
六
、
六
五
三

一
一三
、
〇
七
五

六
〇
、
五
六
二

四
一、

一〇
一

三
一、

一五
五

年
末
現
在
高
円

現
在
口
数四
五

四
三 五
六

六
四

六

三ロ

苫
小
牧
信
用
組
合
貸
付
状
況

(『苫
小
牧
町
を
市
と
す
る
こ
と
の
申
請
書』
昭
和
二
十
三
年
苫
小
牧
町)

二
三
九
、
四二
二

八
九、
六三
九

一
一五
、
七三
九

九
五
、
五
六
九

七
六
、
〇
五
〇 円

口数

1 1 一 一 五

七
百
七
拾
七
口

須
藤

須
藤
鶴
吉

卯
吉

牧
田
喜
三郎

1 二

平
館
タ
キ

平
館
長
太
郎

菅
原
徳
右
エ
門

杉
本
福
松

兼
一

(『苫
小
牧
町
史
資
料
‒‒信
用
組
合
』
苫
小
牧
町)

三 三 四 六

神

渋
川
サ
ッ

菅
井

二
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銀
行
の

苫
小
牧
に
銀
行
が
設
置
さ
れ
た
の
は
大
正
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
正
時
代
に
入
る
と
苫
小
牧
の
商
業
も
お
互
い
に
経

設
置
済
力
が
つ
き
銀
行
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
町
有
志
は
札
幌、
小
樽
へ
行
っ
て
銀
行
の
誘
致
を
行
っ
た
が、
当
初
に
お
い
て
は

な
か
な
か
実
現
せ
ず
「
拓
殖
銀
行
に
行
っ
て
ね、
よ
う
やく
来
て
も
ら
っ
て、
そ
れ
ま
で
苫
小
牧
に
は
銀
行
は
来
て
く
れ
な
か
った
。」と

い
う
よ
う
に
そ
の
誘
致
に
は
相
当
の
苦
労
が
あ
り
、
大
正
十
年
四
月
一
日
に
よ
う
や
く
本
町
新
川
通
り
に
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
派
出

所
が
設
け
ら
れ、
石
川
清
美
が
初
代
所
長
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が、
翌
五
月
一
日
の
大
火
に
よ
り
同
派
出
所
も
焼
け
く
ず
れ、
焼
け
た
だ
れ
た
金
庫
だ
け
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
一

北海道拓殖銀行苫小牧派出所 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

北海道銀行苫小牧派出所 (大正14年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

時
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
内
に
仮
事
務
所
を

置
い
て
営
業
を
続
け
た
が
、
間
も
な
く
同
地

に
派
出
所
を
新
築
し
た
。

さ
ら
に
、
大
正
十
一
年
四
月
に
は
当
時
小

樽
市
に
本
店
を
持
つ
北
海
道
銀
行
が
大
町
新

川
通
り
に
苫
小
牧
派
出
所
を
設
け、
初
代
所

長
に
は
江
別
か
ら
斉
藤
珪
喜
が
就
任
し
、
間

も
な
く
川
村
豊
成
が
二
代
目
所
長
と
な
っ
た

が
、
一般
銀
行
業
務
の
ほ
か、
宮
内
省
金
庫、

日
本
銀
行、
北
海
道
支
金
庫
の
事
務
も
取
扱

っ
た
。

苫
小
牧
は
相
次
ぐ
銀
行
派
出
所
の
設
置
で
町
経
済、
商
業
界
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
町
経
済
の
安
定
と
産
業
の
助
長
と
な

第
七
編
「
経
済
史
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そ
の
後
も
二
つ
の
銀
行
は
支
店
に
昇
格
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
型
金
融
機
関
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
が、
太
平
洋
戦
争

が
激
し
さ
を
加
え
る
中
で
、
企
業
統
合
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
道
に
お
け
る
金
融
機
関
も
北
海
道
拓
殖
銀
行
一
つに
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
昭
和
十
九
年
四
月
一
日
に
は
北
海
道
銀
行
を
合
併
吸
収
し
、
同
苫
小
牧
支
店
は
廃
止
と
な
っ
た
。

銀
行
預
金
入
出
額
一覧
表

昭
和
七
年

年
次

一四
年

一
二
年

一
一年

一〇
年
九
年

八
年

区
分

預四
、
五
八
一、

一八
一

二、
八
八
六
、
〇
〇
〇

二
、
七〇
〇
、
三
七三

二
、
五
九
〇
、
二二
六

二、
四
九
八、
八
〇
四

二、
二
二
〇
、
四
〇
八

金
円

貸二
、
二二
二
、
〇
五
四

一
、
七
四
九、
〇
〇
〇

二
、
四三
九
、
八
七
八

二
、
三〇
四、
四
六
一

二、
七
五
八
、
三
二
五

二
、
六
二
一、
六
八
五

出
年
次

区
分

昭
和
一
五
年
四
六、
七
七
九、
一八
七

預

金

四
三
、
五三
三
、
二
四
八

三
〇
、
〇
七〇
、
九〇
三

三
六、
九
五
一、
八
四
一

六
二
、
五
五
六
、
三
五
六

二
四
、
四
四
五、
七
五
二

一八
年

一七
年

一
六
年
五
二
、
〇
九
五、
三
八
八

五
五、
四
八
〇
、
六
六
二

五
四
、
一二
八
、
七
七
五

一〇
、
九〇
六
、
七
二
二

貸

出
円

二
一
年
四
三
一
、
一〇
八、
六
一
〇

二〇
年
|一三
〇
、
〇
五
一、
五
九
一

一
九
年
一〇
〇
、
二
四
二
、
七
五
六

(『苫
小
牧
町
要
覧
|
各
年
』
苫
小
牧
町
、
『苫
小
牧
町
を
市
と
す
る
こ
と
の
申
請
書
』
昭
和
二
十三
年
苫
小
牧
町)

苫
小
牧
に
お
け
る
無
盡
会
社
は、
昭
和六
年
七
月
一
日
に
本
町
大
通
り
に
て
開
業
し
た
小
樽
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張

無
盡

会
社
所
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
出
張
所
は
本
町
の
法
人
団
体
で
は
町
民
税
賦
課
等
級
に
お
い
て
一
五
位
前
後
に
あ
っ
た
か
ら
、
か
な
り
上
位
の
ラ
ン
ク
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
昭
和
七
年
の
契
約
高
が
七
万三
、
七
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が、
同
九
年
に
は
一
気
に
八
九
万
円
に
上
昇
す
る
発
展
ぶ
り
で
あ
っ

220

っ
た
の
で
あ
る
。

二、
一〇
〇
、
七
四
六

二、
六
九
七、
九
九
七 円

一九、
一六
七、
一七
六



た
。そ
の
後、
苫
小
牧
に
は
室
蘭
無
盡
株
式
会
社、
拓
殖
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所
が
設
け
ら
れ
た
が、
昭
和
十
九
年三
月
十
五
日
に

企
業
合
同
に
よ
り
北
日
本、
拓
殖、
東
和、
日
の
出
の
各
無
盡
会
社
を
合
併
し
、
社
号
を
北
洋
無
盡
株
式
会
社
と
改
め
た
た
め、
苫
小
牧

に
は
北
洋
無
盡
株
式
会
社
苫
小
牧
出
張
所
の
一
カ
所
が
あ
る
の
み
と
な
っ
た
。

無
盡
契
約
高
一
覧
表

一、
〇
七
四
、
一〇
〇

八
七
〇
、
八
〇
〇

五
九
九
、
〇
〇

八
九
〇
、
〇
〇
〇

五
七
二
、 約

高
年
次

一
七
年

一六
年

一
五
年

一四
年

昭
和
一三
年 区
分

口
数

- -
八
、
九
一三
、
八
○
○

五
、
八
六
九、
〇
〇
〇

二
、
五
九三
、
八
〇
〇

一、
七
二
一、
〇
〇
〇

契
約

高

)円

年
次

一二
年

一
一年

一〇
年

九
年

八
年

昭
和
七
年

区
分

口

一、
二
一〇一

1
一、
〇
一
二

一
四三 ロ 数

契

O
C

七
三
、
七
〇
〇 円

第
七
編
経
済
史

注
(1)

『札
幌
県
治
類
典』

明
治
十
八
年
札
幌
県

そ
の
他
の

当
時
苫
小
牧
で
時
計
店
を
経
営し
て
い
た
樋
口
英
行
は、
大
正
十
年二
月、
同
店
内
に
『苫
小
牧
金
融
株
式
会
社
(資

金
融
機
関

本
金
一〇
万
円
)を
設
立
し
、
動
産
な
ら
び
に
不
動
産
の
貸
付
、
一般
金
融
を
業
務
内
容
と
し
た
。
こ
の
会
社
は
そ
の
初
期

に
は
相
当
の
取
引
が
あ
っ
て
発
展
し
た
が、
戦
争
を
迎
え
る
に
し
た
が
い
不
景
気
と
な
り
終
戦
ま
で
続
い
て
廃
業
と
な
っ
た
。

そ
の
他
で
は
井
上
次
郎、
中
島
周
太
郎
な
ど
の
行
っ
た
い
わ
ゆ
る
金
貸
業
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(『苫
小
牧
町
要
覧
‒‒各
年
』
苫
小
牧
町
)

九、
九三
八、
二
〇
〇

1 1ロ
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(2)
『小
保
方
卯
市
翁
の
回
顧
』
昭
和二
十
八
年
小
保
方
卯
市
翁
伝
記
刊
行
会

(3)
『苫
小
牧
の
む
か
し
と
こ
れ
か
ら
ー
中
原
伊
勢
蔵
』
昭
和
四
十
五
年
「機
関
誌
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
[02
」

二
戦
後
に
お
け
る
金
融
機
関
の
発
達

相
次
ぐ
金
融

終
戦
を
迎
え
た
苫
小
牧
の
金
融
機
関
は
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店
、
苫
小
牧
信
用
組
合、
北
洋
無
盡
株
式
会

機
関
の
設
置
社
苫
小
牧
出
張
所
の三
つ
が
代
表
的
な
そ
れ
で、
そ
の
ほ
か
公
的
機
関
で
あ
る
郵
便
局
貯
金
課
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

昭
和二
十
一
年
の
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店
の
預
金
額
四
億三
、
一
一〇
万
円、
貸
付
額
四
億三
、
五三
三
万
円、
信
用
金
庫
の
貸
付
額

三
三
万
、
無
盡
会
社の
契
約
高三
、
〇
七
一
万
円、
郵
便
貯
金
預
金
額
七〇
三
万
円
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
他の
金
額
を
入
れ
た
と
し
て

(1)

も
苫
小
牧
で
の
八
〇
%
以
上
の
金
額
を
拓
銀
が
動
か
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
争
の
た
め
銀
行
も
統
合
さ
れ
て
い
た
が、
終
戦
と
な
り
自
由
経
済下
に
入
る
と、
各
種
金
融
関
係
法
令
が
改正
さ
れ、
昭
和二
十
六

年
三
月
十
二
日
に
北
海
道
銀
行
(本
社
札
幌)
が
新
発
足
し
、
戦
前
の
統
合
前
同
様
本
道
の
金
融
機
関
は
拓
銀
、
道
銀
の二
大
銀
行
に
よ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

北
海
道
銀
行
は
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
八
日
に
市
内
錦
町
五
三
番
地
(一
条
通
り元
二
区
会
館跡)

に
苫
小
牧
支
店
を
開
店
し
た
。
同
二
十

六
年
に
は
信
用
金
庫
法
が
公
布
さ
れ、
苫
小
牧
信
用
組
合
も
苫
小
牧
信
用
金
庫
と
な
っ
て、
各
地
に
支
店
を
設
け
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
同
年
相
互
銀
行
法
も
施
行
さ
れ
無
盡
会
社
は
相
互
銀
行
と
改
め
ら
れ、
北
洋
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店
と
改
称
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
の
各
種
金
融
法
の
施
行
に
よ
り
、
銀
行
と
し
て
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
の
を
機
会
に
苫
小
牧
金
融
協
会
が
設
立
さ
れ

当
初
は
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店
、
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店、
北
洋
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店、
苫
小
牧
信
用
金
庫
の
四
銀
行
で
あ

っ
た
。
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昭
和
二
十
八
年
七
月
に
は
北
海
道
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店、
同
三
十
二
年二
月
に
は
胆
振
東
部、
日
高
全
域
の
労
働
者
を
主
体
に
し
て

北
海
道
労
働
金
庫
苫
小
牧
支
店
が
開
設
し
た
。
同
三
十
七
年
七
月
に
千
歳
信
用
組
合
苫
小
牧
支
店
、
同
四
十
六
年
六
月
、
室
蘭
商
工
信
用

組
合
苫
小
牧
支
店、
同
十
二
月
に
室
蘭
信
用
金
庫
苫
小
牧
支
店
が
設
置
さ
れ、
さ
ら
に
同
五
十
年
十二
月
に
は
大
手
銀
行
で
あ
る
北
陸
銀

行
苫
小
牧
支
店
が
駅
前
通
り
苫
小
牧
信
用
金
庫
前
に
開
設
し
、
市
街
地
の
拡
大、
住
宅
地
域
の
発
展
に
よ
り
各
銀
行
、
信
金、
組
合
で
は

積
極
的
に
支
店
の
開
設
が
活
発
と
な
っ
た。

昭
和
五
十
年
十
二
月
末
に
お
け
る
苫
小
牧
金
融
協
会
加
入
店
は
北
海
道
拓
殖
銀
行
二
支
店
、
北
海
道
銀
行二
支
店、
北
洋
相
互
銀
行
二

支
店、
北
海
道
相
互
銀
行二
支
店
、
苫
小
牧
信
用
金
庫
本
店
一、
七
支
店、
室
蘭
信
用
金
庫二
支
店
、
千
歲
信
用
組
合
二
支
店
、
北
海
道

農
業
信
用
協
同
組
合
連
合
会
一
支
部
、
北
海
道
労
働
金
庫
一
支
店、
北
海
道
朝
鮮
信
用
組
合
一
支
部、
室
蘭
商
工
信
用
組
合
二
支
店、
北

陸
銀
行
一
支
店
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
本
市
で
は
苫
小
牧
漁
業
協
同
組
合、
苫
小
牧
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
も
貯
金
の
受
入
れ、
払
出
し
事
務
を
行
っ
て
い
る
。

市
内
金
融
機
関
一
覧
表

年
次三
七
年

三三二
年

二
八
年

二
六
年

昭
和二
〇
年

区
分

二 二 二

二

1

一

一

一

計

七 五 四 三 二

本
店

支
店

本
店

支
店

本
店

支
店

本
店

支
店

本
店

支
店
本
店

支
店

1

普
通
銀
行
相
互
銀
行
信
用
金
庫
信
用
組
合
|労

働
金

庫

第
七
編
「
経
済
史
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苫
小
牧
市
史
下
巻

※
昭
和二
十
年
の
相
互
銀
行
一
は
無
盡
会
社
で
あ
る
。

五
〇
年

・
四
九
年

四
八
年

四
七
年

四
六
年

四
五
年

四
四
年

三
八
年

苫
小
牧
金
融
協
会
預
金
受
入
高
一
覧
表

一、
一九
〇
四
八、
七
八
五

三
〇
、
七
七
四

三
二
、
六
二
一

二
六
、
八
九
〇

二
一、
三
七
九

一
七、
七
一
八

一七
、
〇
八
六

百
万
円

年
次三
五
年

三
一
年

三
〇
年

二
九
年

二
八
年

二
七
年

昭
和
二
六
年

区
分

二
、
九
九〇

一〇
、
二
三
八

一、
〇
七
七

九、
四
八
五

九
、
三
一
三

七
、
五
八
五

六
、
七
四
三

三
、
六
三
〇

三
、
八
九
九

百
万
円

普
通
預
金

通
知
預
金

五
〇
三
三
〇
、
三三三
一

一
一五

一四
六

一六
、
九
一〇

一四、
三八
二

一二
、
四
一三

一〇
、
一二
〇

一〇
、
一
一
一

百
万
円

定
期
預
金

三
、
五
三
三

二
八
八

二
四
二

四
、
七
七
三

三
、
六
九
五

一
、
〇
八
一

二
、
九
八
一

二
、
四
九二
百
万
円

そ
の
他

計

(『市
内
各
金
融
機
関
沿
革
資
料
』
苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
編)

三 ミ ニ ニ

1 1 1 1 1 1 1 一

1 1 1 1 1 1 1 1

二
二 一
九
一六 一五 一
四

一
一

1
0 八

一、
二
三
七

九
三
八

八
二
八

六
〇
九

四
三
九

百
万
円

当
座
預
金

五 四 三 三 三 ミ ミ ニ

四 四 四 四 三 三 二 二

1

九 七 六 五 五 三 三 二

一
五
、
七
四
九

定
期
積
立

二
一
七

一
七
〇

一
七
〇

八
七

百
万
円

七三
一
四
四

二
〇
八

五
八

百
万
円

四、
〇
六
〇
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四
八年
四
七
年

四
六
年

四
五
年

四
四
年

四三
年

四
二
年

昭
和
四
一年

区
分

四
一、
九
二
六

三
五
、
八〇
四

二三
、
四
二
一

一七、二
三
六

一三
、
一一二

普
通
銀
行

一四、
七
四
五

一二
、
二
二
三

八、
五
五
七

六、
四二
一

五、
七二
一

相
互
銀
行

二
二
、
八三
三

一
七、
四
〇
九

一
一、
五
二
七

八、
六〇
六

六、
六
五
四

五
、
五
八
九

四
、
五二
二

三
、
八〇
一

百
万
円

信
用
金
庫
金一
五、
○
一
七

四、
二
五
四

三
、
〇
八
一

二
、
二
八二

一、
七
五
〇

一、
一八
七

九
四
五

七
七
〇

百
万
円

そ
の
他

三
六
、
九二
四

三
一
、二
四二

二
一、
二二
〇

一
六、
七
一一

一四、
七五
四

普
通
銀
行一五
、
五
八
二

一三、
二
一
五

一
一、
二
五
八
百万
円

貸
..

一二
、
三
七五

一
九
、
八三
三

一
〇、
一三
一
一
四、
七〇
〇

九、
〇
九
八

七
、
〇
七
五

五、
五
一
七

四、
四
五
九

三
、
五
七
七

三
、
一二
三

信
用
金
庫

一
三、
〇
七
五

三
、
七
三
一

二
、
八
二
八

二
、
一一三

一、
七〇
一

一、
〇
七
八

八
九〇

六
五
七

百
万
円

そ
の
他

金
融
機
関
別
預
金
・
貸
出
金
残
高
一
覧
表

苫
小
牧
市
、
『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
九
年
苫
小
牧
市
、
『市
勢
要
覧
』
昭
和三
十
六
、
三十
七
年

四
八
年

四
七
年

四
六
年

四
五
年

四
四
年

三
六
年

八
、
三八
三

六、
八
五
四

四
、
二八
〇

二、
四
八
四

二
、
八
六
一

三
、
九
九
四

百
万
円

一七
、
三二
一

一
五
、
二
一
〇

九
、
六
七
七

七
、
二
一
九

五
、
二
〇
二

一二
、
七
九
〇

百
万
円

三
、
六
九
九

三三
、
一二
四

二
、
六
六
六

一、
一八
六

八
〇
九

七
二
八

百
万
円

五
〇
、
三四
八

四
〇
、
六
九
七

二
六
、
四
五
〇

二
〇
、
八
四
七

一
五
、
五
四
七

三
六
、
六
八
七

百
万
円

一、
九
三
三

一、
六
五
三

一、
二
二三三

一、
〇三
九

一
、
一七
四

九
〇
一

五
、
三
七
三

百
万
円

三
、
〇
七
七

二
、
一四
九

一、
五
四
九

九
六
五

一、
九
二
五

百
万
円

八
四、
七
六
一

六
九
、
六
八
七

四
五
、
八
三
五

三
三
、
九
四
九

二
六
、
二
八
五

六
一、
四
九
七

百
万
円

(『市
勢
年
鑑
』
昭
和
三
十
二
年

苫
小
牧
市
よ
り
作
成)

預

一四、
六
五三

一三
、
二三三三

一
一、三

九
五
百
万円

年
次

相
互
銀
行

七
、
五
七三

五、
七
四
七

四
、
一八
九

百
万
円

出
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苫
小
牧
市
史
下
巻

※
そ
の
他に
は
信
用
組
合、
農
協、
漁
協、
労
働
金
庫の
合
計。

(『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
六
、
四
十
九
年
苫
小
牧
市、

『市
勢
要
覧
』
昭
和
四
十
九
年
苫
小
牧市
)

ま
た
、
戦
前
か
ら
根
強
い人
気
を
持
ち
続
け
て
き
た
郵
便
貯
金
は、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
取
扱
高
から
み
る
と
金
額
的
に
小
額
で

あ
る
が
、
周
辺
地
で
は
庶
民
金
融
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
本
市
で
は
苫
小
牧
郵
便
局
(本
局)
の
ほ
か
、市
内
で
は

駅
前、
東
町
(廃
局)、
弥
生
町、
本
町、
中
野、
三光
町、
緑
町、
花
園
町、
糸
井、
勇
払、
沼
ノ
端
、
錦
岡
の
各
郵
便
局
で
も
郵
便
貯

金
な
ど
も
扱
っ
て
お
り、
件
数、
金
額
と
も
年
上々
昇
し
て
い
る
。

郵
便
事
業
を
参
照
。

※
郵
便
局
の
沿
革
等
に
つ
い
て
は
第
九
編
交
通
・
通
信
史
第
二
章

第
一
節

一方、
苫
小
牧
市
で
は
中
小
企
業
の
融
資
制
度
、
運
用
資
金
制
度
と
し
て
、
昭
和二
十
六
年
に
『中
小
企
業
振
興
資
金
』
を
設
定
し
た

の
を
は
じ
め、
同
三
十
七
年
に
『中
小
企
業
特
別
融
資』、同

三
十
九
年
に
『中
小
企
業
共
同
化
資
金
』
を
設
け、
ほ
か
に
『小
規
模
企
業

経
営
改
善
資
金
』、
『中
小
企
業
機
械
貸
付
事
業
』
『中
小
企
業
季
節
金
融
』
な
ど
が
あ
って
そ
れ
ぞ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

郵便貯金預金払出表
20-19

18

17- 預金16 払出15
14

13-12

11-

10-

9
8-

7
0

-

5

-

4

-

3

-

-

2
1
‘
億
円
金
額 昭
和二
五
年

年
次

二
八
年

三
〇
年

三三三
年

三
五
年

三
八
年

四
〇
年

四
三年
四
五
年

四
八
年
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向 業 企 小 中
制
度
名機
械
等
貸
付

中
小
企
業

資 さ

共
同
化

中
小
企
業

振
興
資
金

中
小
企
業

改
善
資
金

企
業
経
営

小
規
模

区
分

予
算
の
範
囲
内

無
限

○
○

○
○
○

千
円

す
る
た
め
必
要
な
機
械
等
の
貸
付

中
小
企
業
の
設
備
の
合
理
化
を
促
進

の
貸
付

事
業
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
資
金

事
業
協
同
組
合
、
共
同
化、
協
業
化

備
の
近
代
化
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
中
小
企
業
者

中
小
企
業
者
の
経
営
の
合
理
化、
設

完
し
、
必
要
な
資
金
の
貸
付

小
規
模
企
業
者
の
信
用
と
担
保
を
補

目

製
造
業
及
び
自
動
車
整
備
業

街
振
興
組
合、
企
業
組合
、
環
境
衛

生
同
業
組
合
等
及
び
そ
の
組
合
員

事
業
協
同
組
合
、
協
業
組
合
、
商
店

貸
付

対
象

物
貸
付

機
械
の
現

設
備
資
金

資
金
使
途

商
工
課

苫
小
牧
市
経
済
部

商
工
組
合
中
央
金
庫

千
歳
信
用
組
合

室
蘭
信
用
金
庫

室
蘭
商
工
信
用
組
合

苫
小
牧
信
用
金
庫

北
海
道
相
互
銀
行

北
海
道
銀
行

北
洋
相
互
銀
行

運
転
資
金
北
海
道
拓
殖
銀
行

資
本
金
一、
〇
〇
〇
万
円
、
従
業
員

五〇
人
以
下
の
小
規
模
企
業
者、
北

海
道
信
用
保
証
協会
取
扱
指
定
の
業
種
設
備
資
金

室
蘭
商
工
信
用
組
合

千
歳
信
用
組
合

室
蘭
信
用
金
庫

苫
小
牧
信
用
金
庫

取
扱
機
関

苫
小
牧
市
中
小
企
業
向
融
資
制
度
一
覧
表

(『議
会
要
覧
|
市
政
編
』
昭
和
四
十
八
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局
)

金

三
〇
〇
、

一〇
〇
、

融
資
枠

的

中
小
企
業
基
本
法
第
二
条
に
掲
げ
る

運
転
資
金
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金
融
機
関

市
内
の
各

先
に
も
記
し
た
と
お
り
、
本
市
で
は
普
通
銀
行
、
相
互
銀
行、
信
用
金
庫、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫、
郵
便
局、
農
業

協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
に
お
い
て
金
銭
の
預
金
、
貸
出
な
ど
の
金
融
業
務
を
行
っ
て
い
る
が、
こ
れ
ら
金
融
機
関
の

四
八
年

四
七
年

四
六
年

四
五
年

四
四
年

四
三
年

四
二
年

四
一
年

四
〇
年

三
九
年

三
八
年

昭
和三
七
年

年
度

件
数
金

区
分

五
八
九
四

六
四
五三
二三二
一二
八

五
七

八
二
、
一五
〇

一三七
八
四
、
六
九
〇

三
九
、
四
〇
〇

三
七
、
六
〇
〇

七
七
、
〇
六
〇

六
六
、
六
二
〇

二
四、
三
〇
〇 千
円 額

一〇
六

件
数
金四
二
〇
、
九
五〇

二
三
〇
、
四
三〇

二
八二
、
六
九
〇

一
一四、

二二
八
六
五
二
一
、
六
八
六
、
七
六
一

一、
一六
一
、
〇
九
二

一、
〇
一
一、
二
五
七

一、
一一八
、
○
一三

三
三
五、
七
六
二

三
八
六
、
四
八
二

金
額
千
円

一 -

件

四
八

二
九
二
三
二九 三
三
二六 一八

1
1 数
金

中
小
企
業
機
械
等
貸
付

二
九、
七
九
〇

二
九、
九
七○

二
九、
七
二
五

二
〇
、
六
四
五

二
〇
、
〇〇
〇

二
〇
、
〇
〇
〇

二
〇
、
〇
〇
O

八
三
、
二
五
〇 千
円 額

苫
小
牧
市
史
下
巻

中
小
企
業
金
融
状
況
一
覧
表

小
規
模企
業
経
営改
善
資
金
貸
付
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

一三
八

二
〇
五

六
二

七
〇
七
三

一三
七 九
五

六
五
、
三八
〇

六
八
、
二
四
〇

四
四
、
一七
〇

二
五、

一〇
〇

二
九
、
九
○
○ 千円

四
一五

二
一
七

一
六
二

額
件
数
|

三
七
一

四
三
一

五
七
〇

中
小
企
業
共
同
化
資
金
貸
付

|三
、
四
九
三
、
一二
五

二
、
一二
六
、
五
六
八

一
、
三八
八
、
九
〇
〇

一
一八
、
四
三
〇
八
〇
五

九
一三

九
四
、
〇
〇
〇

一
一七
、
七三
七

一〇
六

四
九

三
二

(『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
七、
四
十
九
年
苫
小
牧
市、

『市
勢
要
覧
』
昭
和
四
十二
年
苫
小
牧
市
)

228

1

二
〇
二

三
二
〇
、
三
九
八



沿
革
、
概
要
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▽
株
式
会
社
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店

苫
小
牧
支
店
は
戦
前
に
お
け
る
金
融
機
関
に
お
いて
述べ
た
と
お
り
、
大
正
十
年
四
月
一
日、
苫
小
牧
派
出
所
と
し
て
発
足
し
、
同
十

五
年
九
月
一
日
に
苫
小
牧
支
店
に
昇
格
し
た
。

開
店
当
初
は
本
町
新
川
通
り
(現
労
働
金
庫)
で
あ
っ
た
が、
市
役
所
の
移
転
な
ど
も
あ
っ
て
市
街
地
の
中
心
が
駅
前
通
り
、
錦
町
に
移

る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
に
同
支
店
は
山
本
木
炭
店
を
買
収
し
て
駅
前
通
り
の
二
条
通
り
か
ど
(現
鶴
丸デ
パ
ー
ト
北
口
)
に
新

築
移
転
し
た
。

第
七
編
経
済
史

北海道拓殖銀行苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

交通:

北海道拓殖銀行苫小牧東支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

昭
和三
十
八
年
四
月
二
十
二
日
に
は
苫

小
牧
ビ
ル
の
完
成
に
と
も
な
い
、西
側
一、

二
階
を
苫
小
牧
支
店
と
し
て
使
用
し
、
同

五
十
年
末
現
在
支
店
長
以
下
八
二
名
で
あ

る
。な
お
、
苫
小
牧
の
鉄
北
地
区
の
発
展
に

と
も
な
い、
各
金
融
機
関
の
同
地
支
店
の

設
置
が
相
次
い
だ
が
、
拓
銀
に
お
い
て
も

苫
小
牧
東
支
店
の
新
設
計
画
を
進
め
て
き

て
お
り
、
同
四
十
九
年三
月
二
十
六
日
に

双
葉
町
・三
光
町
交
差
点
の
農
協
ビ
ル
東
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側
一
階
に
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
東
支
店
を
開
設
し
た
。

▽
株
式
会
社
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店

戦
争
の
激
化
に
よ
り
企
業
統
合
が
活
発
と
な
り、
銀
行
に
お
い
て
も
一
県
一
銀
行
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
末
期の
不
況
で
地
方

銀
行
が
消
え
る
中
で
、
北
海
道
で
は
北
海
道
拓
殖
銀
行
と
北
海
道
銀
行
(旧)
が
残
っ
て
い
た
が
、こ
の
企
業
統
合
を
目
的
と
し
た
銀
行
法

の
改
正
に
よ
り
北
海
道
銀
行
は
拓
殖
銀
行
に
合
併
さ
れ、
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

終
戦
に
な
っ
て
自
由
経
済
が
復
活
す
る
と
経
済
界
は
復
興
し、
拓
銀
一行
で
は
道
内
金
融
の
円
滑
を
期
す
る
の
が
極
め
て
難
し
く
な
っ

て
き
た
。

40

北海道
HAIRY
苫小牧專線

第
二
北
海
道
銀
行

北海道銀行苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

北
海
道
銀
行

北海道銀行緑町支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

昭
和
二
十
五
年
に
な
って
、
こ
う
し
た

不
便
を
解
消
し
よ
う
と
当
時
の
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
の
提
唱
に
よ
り
、
中
小

企
業
対
策
の
銀
行
と
し
て
新
た
な
北
海
道

銀
行
を
創
設
す
る
こ
と
を
旭
川
市
で
開
か

れ
た
全
道
商
工
会
議
所
大
会
で
決
議
し
、

各
地
商
工
会
議
所
の
代
表
に
よ
る
発
起
人

会
が
発
足
し
た
。

北
海
道
銀
行
は
本
店
を
札
幌
市
に
お
い

て
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
二
日
に
開
業
し

小
樽
、
旭
川、
函
館
な
ど
の
重
要
都
市
に
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支
店
を
設
け、
順
次
道
内
の
主
要
都
市
に
支
店
を
設
置
し
て
い
っ
た
。
苫
小
牧
で
も
商
工
会
議
所
が
中
心
に
な
っ
て
早
々
支
店
誘
致
を
進

め
て
いて
、
そ
の
必
要
条
件
で
あ
る
株
式
の
募
集、
場
所
の
設
定
に
あ
た
っ
た
。
株
式
に
つ
い
て
は
大
方
の
賛
同
を
得
て
目
的
額
を
消
化

し
た
が、
場
所
に
つ
い
て
は
第
一
候
補
に
旧
一
区
会
館
(現
シ
ョ
ッピ
ン
グプ
ラ
ザ)、
第二
候
補
に
は
旧
二
区
会
館
(現
丸
京
洋
装
店
・
千
鳥
屋
)

を
あ
げ
て
い
た
。
だ
が、

一区
会
館
の
方
は
移
転
問
題
で
ご
た
つ
き
が
あ
っ
て、
二
区
会
館
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
王
子
の
寮
だ
っ
た
場

所
と
の
交
換
が
成
立
し
、
二
区
会
館
は
こ
こ
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
旧
二
区
会
館
を
改
築
し
て
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支

店
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り、
当
時
人
口
わ
ず
か
四
万
人
の
小
都
市
で
は
あ
っ
た
が、
本
店
開
店
後
わ
ず
か三
カ

月
後
の
同二
十
六
年
六
月
八
日
に
開
業
の
運
び
と
な
った
。

当
初
は
会
館
の
改
造
で
銀
行
ら
し
い
建
物
で
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和三
十
一
年
十
一
月
に
内
部
改
造
を
含
む
増
改
築
を
行
っ
て
面
目
を

一
新
し
た
。
だ
が
戦
前
か
ら
の
建
物
の
た
め
老
朽
は
げ
し
く
、
同
四
十
二
年
六
月
に
は
表
町
駅
前
通
り
(現王

子不
動
産
第三
ビ
ル)
の
北
海

道
相
互
銀
行
跡
を
改
造
し
て
移
転
し
た
が、
第
三
ビ
ル
の
工
事
中
旧
千
葉
旅
館
跡
に
仮
店
舗
を
置
い
た
が
、
同
四
十
八
年
十
一
月
十二
日

王
子
不
動
産
第三
ビ
ル
の
完
成
に
と
も
な
い、
前
の
場
所
で
あ
る
同
ビ
ル
一階
に
苫
小
牧
支
店
を
移
し
た
。
昭
和
五
十
年
末
現
在
の
支
店

員
は
四
七
名
で
あ
る
。

ま
た、
北
海
道
銀
行
は
本
市
鉄
北
地
区
の
発
展
に
逸
速
く
着
目
し
、
苫
小
牧
信
用
金
庫
に
次
い
で
昭
和
四
十
四
年
に
は
猪
原
電
気
(株)

の
土
地
を
買
収
し
北
海
道
銀
行
緑
町
支
店
を
新
築
し
、
同
年
九
月二
十
四
日
に
開
業
し
た
。
同
五
十
年
末
現
在
支
店
長
以
下
一
八
名
で
あ

る
。▽
株
式
会
社
北
洋
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店

北
洋
相
互
銀
行
の
前
身
は
小
樽
無
盡
株
式
会
社
で
あ
っ
た
が、
昭
和
十
九
年
の
企
業
合
併
に
よ
り
北
洋
無
盡
株
式
会
社
と
な
り
、
苫
小

牧
営
業
所
は
昭
和
六
年
七
月
一
日
に
開
業
し
、
戦
後
も
引
き
続
き
営
業
を
続
け
て、
同
二
十
五
年
十
一
月
一
日
に
出
張
所
か
ら
苫
小
牧
支

第
七
編
経
済
史
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北洋相互銀行苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

北
洋
相
互
銀
行

海� 工�行

北洋相互銀行苫小牧北支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

店
に
昇
格
し
た
。

昭
和二
十
六
年
に
は
各
種
銀
行
法
の
改

正
、
施
行
が
あ
り
、
無
盡
会
社
も
相互
銀

行
法
の
施
行
に
よ
り
こ
の
法
律
に
よ
る
こ

と
に
な
っ
て
商
号
を
株
式
会
社
北
洋
相
互

銀
行
と
変
更
し
、
同
銀
行
苫
小
牧
支
店
と

な
っ
た
。

開
業
当
初
よ
り
店
舗
は
本
町
大
通
り

(樋
口
時
計
店
跡)

に
あ
っ
た
が
、
昭
和
二

十
八
年
に
は
本
市
市
街
地
の
東
方
移
行
に

と
も
な
い
店
舗
を
表
町
一
八
番
地
(駅
前

通
り
)
に
新
築
し
て
移
す
こ
と
を
決
め、
同
年
十
二
月
六
日
に
新
店
舗
が
落
成
し、
同
日
よ
り
こ
こ
で
営
業
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
年
に
は
こ
の
店
舗
も
狭
く
な
っ
た
た
め
、
現
在
地
に三階

建
て
の
北
洋
ビ
ル
を
新
設
す
る
こ
と
に
し、
店
舗
を
一

時
錦
町
一
番
地
に
移
し
て
、
同
年
十
二
月
六
日
に
は
完
成
し
、
こ
の
新
店
舗
に
移
っ
た
。
昭
和
五
十
年
末
現
在、
支
店
長
以
下
四
七
名
の

職
員
で
あ
る
。

ま
た
、
北
洋
相
互
銀
行
も
本
市
の
鉄
北
商
圏
の
発
展
に
と
も
な
い、
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
に
北
洋
相
互
銀
行
苫
小
牧
北
支
店
を

開
設
し、
同
五
十
年
末
現
在、
支
店
長
以
下
一
三名
の
職
員
で
あ
る
。

▽
苫
小
牧
信
用
金
庫
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苫
小
牧
信
用
組
合
は、
明
治
四
十
三
年
に
創
立
さ
れ
た
苫
小
牧
信
用
組
合
を
そ
の
前
身
と
す
る
が、
昭
和二
十
三
年
に
信
用
組
合
は
中

小
企
業
の
金
融
機
関
と
し
て
大
蔵
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
て、
苫
小
牧
信
用
組
合
も
新
た
に

出
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
九
月
を
同
組
合
の
設
立
と
し
て
い
る
。
同
二
十
五
年三
月

に
な
っ
て
中
小
企
業
協
同
組
合
法
に
よ
る
信
用
組
合
に
改
組
さ
れ、
翌
二
十
六
年
六
月、

新
た
に
信
用
金
庫
法
が
公
布
に
な
り
、
同
年
十
月
一
日
に
苫
小
牧
信
用
金
庫
と
改
め
ら
れ

胆
振
東
部
、
日
高
西
部
管
内
唯
一の
中
小
企
業
金
融
機
関
と
な
っ
た
。

金
庫
改
称
前
後
の
組
合
員
を
み
る
と
、
や
は
り
中
小
企
業
金
融
ら
し
く
商
業
者
が
一
番

多
く
て三
二
・
四
%
、
勤
労
者
が三
一
%
、
農
林
水
産
業
者
が
一
二
・
四
%
、
工
業
者
が

一
一・
八
%
、
法
人
は
わ
ず
か
一・
四
%
で
あ
り
、
出
資
金
額
で
も
商
業
者
が三
八
・
三

%
、
勤
労
者
が
一
八
・四
%
、
工
業
者
が
一
五
・九
%
、
農
林
水
産
業
者
が
一
五
・八
%

法
人
が二
%
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
会
員
お
よ
び
出
資
額

第
七
編
経
済
史

商
業
者

区
分

年
次

二
六
九 人

昭
和
二
五
年八
六
三 千
円

会

四
四
八
一、
四
七
七

員人

出
資
額

二
六
年

千
円

会会
員人

出
資
額

二
七
年千
円

会
員

出
資
額

二
八
年

人
六
六
八
三
、
六
五
五

七
八
八

六
、
八二
四 千
円

会
員

出
資
額 苫小牧信用金庫の旧店舗

(昭和33年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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苫
小
牧
市
史
下
巻

(『市
勢
要
覧
』
昭
和二
十
五、
二
十
六
、
二
十
七、
二
十
八
年
苫
小
牧
市)

そ
の
他

法
人
・
組
合

労 業
水

者 者産 者

八二
八

八
九

一
二

二
五
七

一〇
三

九
八 人

二
、
二
五
〇

二
一
三

四
七

四
一
五

三
五
八

三五
四 千円

一、
一
一八

七
七

二
三

三
四
〇

一四
一

八
九 人

三
、
一八
六

一六
六

一三
九

五
五
六

五
〇
二

三四
六 千
円

一、
六二
三

一
一五

四
〇

三
四
四

二二二二
一

一三五 人

八
、
二
四
三
二
、
二
五
八

四
八
〇

五
五
三

一、
三三
〇

一、
五
〇
四

七
二
一

千
円

三
四
三

八
二

三
八
八

四
九
八

一五
九 人

一
八
、
三三
一

二、
二
二
三

二
、
二
五
八

一、
八
八
九

三
、
七
一
八

一、
四
〇二 千
円

昭
和
二
十
八
年
十
月
に
は
本
店
店
舗
を
新
築
し
た
が、
年
々
の
発
展
に
よ
り
店
舗
は
狭
く
な
り、
十
年
後
の
同
三
十
八
年
五
月
に
は
地

上
四
階
地
下
一
階
の
本
店
ビ
ル工
事
に
着
手
し
、
翌
三
十
九
年
六
月
に
完
成
し
、
新
店
舗
一
階
に
て
本
店
業
務
を
開
始
し
た
。

信
用
金
庫
は
毎
年
の
よ
う
に
支
店
を
各
地
に
設
置
し
て
い
っ
た
が、
昭
和
五
十
年
末
現
在
で
資
本
金
二
億二
、
六
七三
万
円
、
従
業
員

三
〇
〇
名
、
支
店
は
札
幌
支
店
な
ど
道
央
各
地
に
一
七
店
を
数
え
て
い
る
。
な
お、
苫
小
牧
市
内
に
お
け
る
支
店
設
置
年
月
日
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

幸
町
支
店

緑
町
支
店

双
葉
町
一
‒‒三

見
山
町
二
‒‒二

幸
町
一
‒‒一

四
六
・
九
・
六

四
四
・
一二
・
八

三
八
・
一
一・
一二

昭
和
三
七
・
一二
・
一

西
支
店

中
野
支
店 勤 業農 工

林計

元
中
野
町
三
‒‒九
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苫
小
牧
信
用
金
庫

美
園
支
店

三
条
支
店

糸
井
支
店

信
用
金
庫
歴
代
理
事
長
1
渡
辺
広
継

三
光
町
四
五
‒
一

矢
代
町
二
‒‒九

字
糸
井
三
一二

苫小牧信用金庫の仮店舗 (昭和38年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕 2

渡
辺
三
郎

H
E
A
L
E
N
S

五
〇
・
一二
・
八

四
九
・
七
・二
二

四
八
・
一二
・
三

苫小牧信用金庫本店 (昭和50年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

苫小牧信用金庫幸町支店 (昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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苫
小
牧
信
用
合

苫小牧信用金庫西支店 (昭和51年)
(苫小牧市史編さん室蔵)

苫小牧信用金庫緑町支店(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

苫小牧信用金庫糸井支店(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

三
小
坂
信
用
金
庫

苫小牧信用金庫中野支店(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

苫小牧信用金庫美園支店(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

苫小牧信用金庫三条支店(昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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▽
株
式
会
社
北
海
道
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店

道
相
互
銀
行
の
前
身
で
あ
る
北
海
道
無
盡
株
式
会
社
は
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日、
札
幌
に
設
立
さ
れ
た
。
翌
年、
相
互
銀
行

法
が
施
行
に
な
り
名
称
も
株
式
会
社
北
海
道
相
互
銀
行
と
改
め
ら
れ
た
。

苫
小
牧
支
店
は
昭
和
二
十
八
年
七
月
に
王
子
町
二
番
地
(駅
前)
に
て
開
業
し
、
同
年
十
二
月
に
は
表
町
一
八
番
地
(現
第三
ビ
ル
)に
店

舗
を
新
設
し
て
移
転
し
た
が、
同
四
十
年
七
月
に
は
苫
小
牧
ビ
ル
内
の
旧
日
興
証
券
支
店
跡
を
得
て、
こ
こ
に
支
店
を
移
し
た
。
昭
和
五

十
年
末
現
在
、
支
店
長
以
下
二
八
名
で
あ
る
。

第
七
編
「
経
済
史

北
海
道
現
豆
銀
行

北海道相互銀行苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

北海道相互銀行音羽支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

労
働
金
庫

出市教委店

北海道労働金庫苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

237



苫
小
牧
市
史
下
巻

ま
た、
本
市
の
鉄
北
商
圏
の
発
展
か
ら
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
二
十
四
日
に
北
海
道
相
互
銀
行
音
羽
支
店
を
開
設
し
、
昭
和
五
十
年
末

現
在
の
支
店
員
は
一五
名
で
あ
る
。

▽
北
海
道
労
働
金
庫
苫
小
牧
支
店

北
海
道
労
働
金
庫
は
昭
和二
十
六
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
が
、
同
二
十
八
年
十
月
一
日
に
「労
働
金
庫
法」
が
施
行
さ
れ、
こ
の
法
律

に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
金
庫
は
労
働
組
合
、
生
活
協
同
組
合
な
ど
の
労
働
団
体
の
福
利
共
済
を
目
的
と
し
、
会

員
制
度
に
よ
っ
て
出
資
の
受
入
れ
、
預
金
貸
付
業
務
を
行
う
か
ら
他
の
金
融
機
関
と
多
少
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

千歳信用組合苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

千歳信用組合緑が丘支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

全
厂
商
工
作

室蘭商工信用組合苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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苫
小
牧
支
店
は
胆
振
東
部、
日
高
全
域
を
営
業
区
域
と
し
て
昭
和三
十
一
年二
月
、
開
業
し
た
。

店
舗
は
本
町
新
川
通
り
の
旧
拓
銀
苫
小
牧
支
店
の
建
物
を
利
用、
後
に
こ
れ
を
改
築
し
た
。
当
初
は
苫
小
牧
金
融
協
会
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
が、
現
在
は
加
入
し
一般
業
務
の
ほ
か
代
理
業
務
も
行
っ
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
末
現
在
の
支
店
員
は
一二
名
で
あ
る
。

▽
千
歳
信
用
組
合
苫
小
牧
支
店

千
歳
信
用
組
合
は
昭
和二
十
八
年
五
月
一
日
に
千
歳
市
の
商
工
業
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ、
苫
小
牧
支
店
は
同三
十
七
年
七
月
十
六
日

開
設
さ
れ
た
。
当
初
は
錦
町
一
〇
六
番
地
(大
通
り)
に
店
舗
を
持
っ
た
が
、
狭
隘
と
な
っ
た
た
め
同
三
十
八
年
十
二
月
十
六
日
に
大
同
不

動
産
ビ
ル
を
買
収
し
、
同
ビ
ル
一
階
に
店
舗
を
移
し
た
。
同
五
十
年
末
現
在
の
支
店
員
は
一五
名
で
あ
る
。

千
歳
信
用
組
合
は
本
市
鉄
北
地
区
の
発
展
性
か
ら
昭
和
四
十
五
年
九
月
一
日
に
千
歳
信
用
組
合
緑
が
丘
支
店
を
開
設
し
、
同
五
十
年
末

現
在
の
支
店
員
は
七
名
で
あ
る
。

▽
室
蘭
商
工
信
用
組
合
苫
小
牧
支
店

本
信
用
組
合
は
、
昭
和三
十
三
年
八
月、
室
蘭
の
商
工
業
者
を
中
心
に
設
立
さ
れ、
室
蘭
市
内、
伊
達
な
ど
に
支
店
を
開
い
て
い
た
が、

苫
小
牧
の
発
展
性
に
着
目
し
、
同
四
十
六
年
六
月
十
五
日
に
同
組
合
八
番
目
の
店
舗
と
し
て
、
本
町
一
丁
目
大
通
り
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て
の
苫
小
牧
支
店
(従
業
員六
名)
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
、
同
四
十
九
年
九
月
三
日
に
は
室
蘭
商
工
信
用
組
合
住
吉
町
支
店
を

開
設
し
た
。

▽
室
蘭
信
用
金
庫
苫
小
牧
支
店

室
蘭
信
用
金
庫
の
前
身
は
大
正
六
年
九
月
に
創
立
し
た
室
蘭
信
用
組
合
で
あ
る
。

苫
小
牧
支
店
は
苫
小
牧
港
の
開
港
以
来
著
し
く
発
展
す
る
本
市
経
済
と
室
蘭
に
本
社
を
持
つ
企
業
の
苫
小
牧
進
出
な
ど
の
理
由
か
ら
、

昭
和
四
十
六
年
十二
月
に
苫
小
牧
支
店
を
開
設
し
た
。
昭
和
五
十
年
末
現
在
の
支
店
員
は
一〇
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
五
十
年
十
二
月

第
七
編
経
済
史
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心室蘭 商 工

套 餐

室蘭商工信用組合住吉町支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

室蘭信用金庫苫小牧支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

室蘭信用金庫春日町支店
(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

八
日
に
は
本
市
内
二
店
目
の
室
蘭
信
用
金
庫
春
日
町
支
店
を
開
設
し
た
が、
支
店
員
は
五
名
で
あ
る
。

▽
北
陸
銀
行
苫
小
牧
支
店

北
陸
銀
行
は
富
山
市
に
本
店
を
持
ち、
明
治
十
年、
開
業
と
い
う
古
い
歴
史
を
有
し
、
北
海
道
に
は
同
三
十
二
年
か
ら
の
実
績
を
持
つ

銀
行
で
あ
る
。

苫
小
牧
へ
の
進
出
に
つ
い
て
は、
苫
小
牧
港
の
開
港
し
た
昭
和三
十
八
年
に
用
地
を
入
手
し
、
そ
の
発
展
ぶ
り
を
見
守
っ
て
き
た
が
、

苫
小
牧
東
部
開
発
着
工
が
確
実
に
な
っ
た
同
四
十
九
年
十
一
月
か
ら
菱
中
興
業
と
共
同
ビ
ル
を
建
設
し
、
同
五
十
年
十
一月
十
九
日
に
完

成
し
晴
れ
の
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
十
一
月
二
十
五
日
に
大
泉
市
長
夫
妻
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
し
た
が
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バス
北陸銀行苫小牧支店

(昭和50年)〔苫小牧市史編さん室蔵〕

北
海
道
で
は
一
九
番
目
の
支
店、
苫
小
牧
に
と
っ
て
は
本
州
に
本
店
を
持
つ
地
方
銀
行

進
出
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。

開
店
当
初
の
支
店
員
は
二
木
治
夫
支
店
長
以
下
二
三
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の

本
市
で
は
苫
小
牧
港
臨
海
地
帯、
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
の

金
融
機
関
開
発
に
よ
り
農
地
転
用
が
行
わ
れ
て
い
る
が、
土
地
買
収
に
よ
る
収
入

も
あ
っ
て
、
苫
農
協
で
は
昭
和
四
十
八
年
の
貯
金
受
入
総
額
で
九
一
億
円
と
い
う
高
額

を
示
し
、
同
年
十二
月
末
現
在
の
預
金
残
高
は
三
三
億
円
で
あ
っ
た
。
苫
漁
協
も
同
四

十
八
年
の
貯
金
受
入
総
額
で
二
〇
億
円
を
超
え
て
い
る
が、
東
部
開
発
に
よ
る
補
償
金

も
ぼ
う
大
な
額
に
達
す
る
の
で
、
今
後
相
当
額
が
苫
漁
協
に
預
金
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
、
両
協
同
組
合
の
存
在
は
苫
小
牧
の
金
融
界
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

第
七
編
経
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四
二
年
|
一
一五
、
九
七三

八
五
、
五
四
二

預
金 金千
円

農
業
協
同
組
合

一〇
三
、
九〇
八

三三三
、
七
二
九

出千
円

五
六
、
六
二
五

四
〇
、
〇
二
九

金千
円

漁
業
協
同
組
合

七三
、
三九
七

四
二
、
一八
〇

出

農
協
・
漁
協
貯
金
一覧
表

年
次

昭
和
四
一
年

区
分

貸
預

貸

千
円
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千
円
一二
二
、
二七
四 千
円

六
七
、
六
五
一 千
円

一
三四
、
四
七
六

八
五
、
九
一
四 千
円

Shell

Shell

明治生命ビル (昭和51年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

※
各
年
と
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
残
高
。

四
九
年

四
八
年

四
七
年

四
六
年

四
五
年

四
四
年

四
三
年
一三
三
、
四
七
八

二、
六〇
一、
五
一四

六
二
七、
四
九
五

三
、三
〇六、五

六一
五
九
七、

一一
七

一、
二
三
二
、
六
八
六
二
九三
、二
六
三

七
八〇
、
二六
三

四
一三
、
九
七
四

三
〇
五、
九
七
八
四
四
五、
八
七二

八
九、
九
七
○

八
八
、
二〇
三

五
〇
三
、
三
九
四
一
七
七、
七
八
四
一〇
九
、
四
七
八

二
七〇
、
二
六
九
二三
七
、
八
九
五

(『市
勢
統
計
書
』
昭
和
四
十
六
、
四
十
八
年
苫
小
牧
市)

保
険
会
社
の
代
理
店
は
苫
小
牧
で
は
大
正
時
代
から
あ
っ
た
が、
戦
後
に
な
っ
て
支
社、
営
業
所、
支
部
な
ど
の
設
置
が
盛
ん
で、
ビ

ル
を
持
つ
保
険
会
社
も
あ
り
、
昭
和
四
十
八
年
末
現
在
で
生
命
保
険
会
社
で
は
支
社
一、
支
部
・
営
業
所三
二
、
損
害
保
険
で
は
支
社
一

一と
な
っ
て
い
る
。

証
券
会
社
に
つ
い
て
は、
わ
が
国
の
経
済
成
長
に
よ
り
昭
和三
十
五
年
こ
ろ
よ
り
著
し
く
発
展
し
た
が、
苫
小
牧
に
は
す
で
に
同三
十

年
、
ニ
コニ
コ
投
資
信
託
の
大
手
会
社
で
あ
る
日
興
証
券
が
本
町
一
番
地
(旧
郵
便
局
前)
に
進
出
し
て
お
り、
同
三
十
八
年
四
月
に
は
苫

小
牧
ビ
ル
一
階
(現北
海
道
相互
銀行)

に
移
っ
て
苫
小
牧
支
店
と
し
、
ビ
ル
屋
上
に
は
超
大
型
ネ
オ
ン
塔
を
か
か
げ
、
証
券
ブ
ー
ム
を
思
わ

せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
四
十
年
こ
ろ
よ
り
経
済
高
度
成
長
の
歪
み
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め、
次
第
に
不
景
気
と
な
り、
証
券
界
も
こ
の
あ
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市
内
各
金
融
機
関
配
置
図

4 丁
目

銀
行
・信
用
金
庫・
信
用
組
合

泉
町

→2
丁
目
1丁
目

3丁
目
「美
園
町

2丁
目
1丁
目

明
2
同

1
北
海
道
拓
殖
銀
行
苫
小
牧
支
店.

=
3
北
海
道
銀
行
苫
小
牧
支
店

「松
風
町

1 丁
目

山
手
町

見山
町

1 丁
目

春
日
町

双
葉
町

4丁
目 1
3丁
目

10

8
同

幸
町
支
店

2 丁
目

7
3丁
目

北
i

緑

3丁目

2丁目

丁1丁目。

1
同

花

4丁目

光町

啓
北
町

--
-
園

!

町

1
9

2 丁
目

1 丁
目

14
北
海
道
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店

青
葉
町

白
金
町

王
子
町

表
4
丁
目
!
5
丁
目

16
北
海
道
労
働
金
庫
苫
小
牧
支
店

2 丁
目

1 丁
目

-
2 丁
目
1
丁
目

5
1

19
室
蘭
商
工
信
用
組
合
苫
小
牧
支
店

2
丁
目
!
1丁
目
12
丁
目;
1 丁
目

21
室
蘭
信
用
金
庫
苫
小
牧
支
店

新
富
町

21
12

矢
代
町

幸
町
・

2 工
旦

23
北
陸
銀
行
苫
小
牧
支
店

2丁
目

1丁
目

2
丁
目

1丁
目

2丁
目
1
丁
目

1

1

ー～
～

町
2
丁
目
11
丁
目

2
駅
前
郵
便
局

3 丁
目

町

1 丁
目

3
中
野
郵
便
局

港
町

4
三
光
郵
便
局

i
5
本
町
郵
便
局

苫
小
牧
港

汐
見
町

6
弥
生
郵
便
局

7
花
園
郵
便
局

1
8
西
山
手
簡
易
郵
便
局

9
緑
町
郵
便
局

真砂
町

野
4
同

緑
町
支
店

11 丁
目

2
丁
目
10
20

幌内川

6
同
5
北
洋
相
互
銀
行
苫
小
牧
支
店

2 丁
目
!

4丁目、一

22
1

1

10
同

西
支
店

4
19
2

12
同

音
羽
町
18
15

日
の
出
町

三
条
支
店

8)
町

一1丁目

2丁目

1 丁
目

苫
小
牧
駅

15
同

船
見
町

音
羽
町
支
店

2丁
目
!1
丁
目

2
若
草
町

新
中
野
町

2
丁
目

緑
が
丘
支
店

大 成
町

(6
弥
生
町

町
錦
町
23

3丁
目
2丁
目
1 丁
目
3
丁 目

4
丁
目(3)

2
丁
目
14

丁

1
丁
目

2 丁
目
|3
丁
目
3 丁
割
4 丁
目

末

春
日
町
支
店

栄
ム

郵
便
局

国
道
36
号
線

町
2 丁
目

1
苫
小
牧
郵
便
局

元

本
幸
町

寿
町
2丁
目

.L

町

11
1
丁
目

2 丁
目1
丁
目

1丁
目

浜
町

1
丁
目

2
丁
目

1
丁
目

高
砂
町

2
丁
目
|1
丁
目

1
丁
目
2
丁
目
1
丁
目

元中野町

!

3 丁
目

本
町
5

12
丁
目

1
丁
目

大
町
2
丁
目

3丁
目

入船町

20
同

住
吉
町
支
店

苫小牧川

コ
17
千
歳
信
用
組
合
苫
小
牧
支
店

18
同

3 丁
目

13
同

美
園
支
店

2
丁
目
!1
丁
目

1
3 丁
目
2 丁
目
1 丁
目

一
本
松
町

緑
町
支
店

木
場
町

3丁目 2丁目

9
同

苫
小
牧
北
支
店

7
苫
小
牧
信
用
金
庫
本
店

住
吉
町

13
4

苫
小
牧
東
支
店

清
水
町

中
野
支
店

i

22同

1 丁
目8

L

1

9

-

旭
!

2丁
目
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金融・保険業・不動産業の変遷
●

1,200-
不動産業事業所数

1,100 " 従業員数
金融保険業事業所数

1,000 従業員数

900

800

700

600

500

400

300

200

100 ---●

昭
和
三
五
年

三
八
年

四
一
年

四
四
年

四
七
年

お
り
を
う
け
企
業
の
縮
小
が
は
じ
ま
り
、
各
地

で
支
店、
出
張
所
の
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
日
興
証

券
苫
小
牧
支
店
も
同
四
十
二
年
に
引
き
揚
げ
を

決
定
し
た
の
で
あ
る
。

一
般
金
融
・
不
動
産
業
に
つ
い
て
苫
小
牧
で

最
も
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
不
動
産
業
の
著

し
い
発
達
で
あ
る
。
金
融
・
保
険
業
が
な
だ
ら

か
な
上
昇
を
も
っ
て
発
展
し
た
の
に
対
し
、
不

動
産
業
は
昭
和
三
十
五
年
に
は
わ
ず
か
八
事
業

所
、
三
六
人
の
従
業
者
数
で
あ
っ
た
も
の
が
、

苫
小
牧
港
開
港
に
よ
る
将
来
の
発
展
性
か
ら
土
地
売
買
が
急
速
に
の
び、
こ
れ
に
伴
っ
て
著
し
く
発
達
し
、
実
に
一五
四
事
業
所、
四
八

五
人
の
従
業
者
と
い
う
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
に
は
経
済
高
度
成
長
の
歪
み
に
よ
る
不
況
に
よ
り
減
少
を
み
た
が、
同
四
十
五
年
こ
ろ
か
ら
東
部
大
規
模
工
業
基
地
開

発
と
本
市
の
発
展
に
よ
る
住
宅
地
造
成
事
業
に
よ
り
土
地
買
収
が
活
発
と
な
り、
同
四
十
七
年
に
は
不
動
産
屋
は三
〇
〇
軒
を
超
え
た
の

(3)
ま
さ
し
く
不
動
産
ブ
ー
ム
と
な
り
、
苫
小
牧
の
飲
み
屋
で
羽
振
り
を
き
か
す
の
は
不
動
産
屋
だ
と
い
う
の
が
通
り
相
場
だ
った
。

土
地
の
売
買
に
よ
っ
て
同
四
十
九
年
に
は
北
海
道
第
一
位
、
全
国
第
一二
位
と
い
う
高
所
得
者
が
出
現
し
た
こ
と
か
ら
も
こ
れ
が
伺
え
る

の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

だ
が
、
苫
小
牧
の
不
動
産
界
も
昭
和
四
十
九
年、
五
十
年
の
不
況
に
よ
り
倒
産
し
た
業
者
も
多
く
、
相
当
の
減
少
を
み
て
い
る
。
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注
(1)

『苫
小
牧
町
を
市
と
す
る
こ
と
の
申
請
書
』
昭
和二
十
三
年
苫
小
牧
市

.

(2)
永
桶
鎌
吉
『商
店
街
い
ま
・
む
か
し
45』

昭
和
五
十
年
「苫
小
牧
日
商
連
だ
よ
り
ぬ248」

(3)
『市
勢
要
覧
』
昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市

第
二
節
質
屋
の
変
遷

1「
戦
前
に
お
け
る
質
屋

質
屋
の
発

明
治
四
十
年
以
前
の
苫
小
牧
に
お
いて
質
屋
が
存
在
し
た
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
記
録
が
な
く
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す

達
と
安
定
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
四
十三
年、
苫
小
牧
村
発
行
の
『苫
小
牧
村
勢
一
班』
に
は
同三
十
九
年、
同
四
十
年、
同

四
十
一
年
に
は
な
く
、
同
四
十二
年二
軒
、
同
四
十
三
年三
軒
と
いう
記
録
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
古
い
時
代
は
別
と
し
て
、
王
子
製
紙
の
進
出
直
後
に
は
質
屋
は
な
く、
建
設
が
活
発
化
し
て
き
た
明
治
四
十二
年
に
設
け

・ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(2)
こ
れ
は、
王
子
製
紙
進
出
以
前
の
記
録
と
し
て
の
古
老
に
よ
る
市
街
図
の
覚
書
に
も
質
屋
が
な
い
の
で、
こ
の
時
期
に
苫
小
牧
の
質
屋

が
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
と
見
て
よ
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

大
正
期
に
な
っ
て
、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
の
職
工
や下
請
業
者
の
デ
メン
取
り
が
入
っ
て
来
る
。
苫
小
牧
の
質
屋
は
一
挙
に
増
え、

資
本
金
九、
〇
〇
〇
円
の
『合
名
会
社
山
一
質
屋
』
ま
で
出
現
し
、
同
六
年
末
に
は
九
軒、
十
年
末
に
は
八
軒
と
な
り
、
以
後
次
第
に
減

少
し
、
同
十
二
年
に
は
次
の
五
軒
の
み
と
な
っ
た
。

第
七
編
経
済
史
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苫
小
牧
の
質
屋
は、
工
業
の町
と
し
て
発
展
途
上
にあ
っ
て、
多
く
の
労
働
者
人
夫
を
迎
え、
ま
だ
不
安
定
で
は
あ
っ
た
が
活
気
の
あ

っ
た
大
正
初
期
に
最
も
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
二
年
の
質
屋
一
覧
表

桜
井
質
屋

中
島
金
融

大
泉
質
屋

尾
谷
質
屋

西
田
質
店

店
名

桜
井
政
十
郎

中
島
周
太
郎

大
泉
源
治

尾
谷
三
太
郎

西
田

為
行

経
営
者

七
区
六
区

六
区

五
区 一
区

高
利
貸
も
行
う

考

(『大
正
十二
年
度戸
数
割
税
賦
課
人
名
書』

苫
小
牧
町
よ
り
作
成)

小
野
貢

大
町
一
九
五
番
地

し
か
し
な
がら
、
昭
和
期
に
入
っ
て
勤
め
人
も
デ
メ
ン
取
り
も
常
雇
と
し
て
一
定
の
職
場、
賃
金
を
得
て
安
定
し
て
く
る
と
、
質
屋
数

は
な
お
も
減
少
し
、
大
正
当
時
の
業
者
は
金
貸
し
業
に
転
職
し
た
人
も
あ
っ
た
り
し
て
、
昭
和
四
年
に
は
次
の
二
質
屋
の
み
と
な
っ
た
。

小
野
質
屋

藤
沢
質
屋

藤
沢
ふ
さ

大
町
一
二
一番
地

そ
の
後
、
苫
小
牧
の
質
屋
に
は
ほ
と
ん
ど
変
更
な
く
、
こ
の
小
野
質
店
と
藤
沢
質
店
の
二
店
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
た
。

金
額
的
に
み
る
と
、
大
正
十
年
は
苫
小
牧
の
大
火
の
年
で
あ
る
が、
こ
の
年
に
五
万
七、
五
八
一
円
の
貸
高
が
あ
り、
流
質
高
も
六
、

三
二
六
円
と
いう
高
額
を
示
し
、
年
末
貸
金
残
高
も二
万
六
、
六
五
一
円
で
あ
っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
四
万
円
前
後
の入
質
高
で
あ
っ
た
が、
同
十
年
よ
り
五
万
円
、
同
十
四
年
よ
り
七
万
円、
同
十
六
年
に
は
九
万
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円
と
いう
伸
び
額
で
あ
っ
た
。

昭
和
初
期
の
経
済
恐
慌
は
税
収
減
に
よ
っ
て
地
方
財
政
を
も
圧
迫
し
た
が、
苫
小
牧
の
場
合
、
王
子
製
紙
の
経
営
操
作
に
よ
り
こ
れ
が

二
、
三年
ず
れ
込
み、
同
七
年
が
最
悪
の
年
と
な
り
、
王
子
製
紙
も三
〇
〇
名
の
職
工
を
解
雇
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
最
悪
の
影
響

が
同
七
年、
八
年
の
質
屋
の
取
扱
数
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ、
入
質
金
額
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
の
に
、
受
質
金
額
の
減
少
が
目
立
っ

た。
し
た
が
っ
て、
流
質
金
額
が
多
く
な
り、
特
に
同
八
年
に
は
九、
二
四
九
円
と
い
う
流
し
高
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
庶
民
の
金
融
機
関
た
る
質
屋
は
不
景
気
の
時
に
そ
の
取
扱
高
も
多
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
正
時
代
の
質
屋
実
績
一覧
表

一〇
年

大
正
七
年

年年
次

七
、
〇
九
四

七
、
八
七九

件

入

数

四
二
、
三
一

四
二
、
七
四
五

金

昭
和
初
期
の
質
屋
取
扱
高
一
覧
表

五
七、
五
八
一

三
七、
九〇
六 円 高

六、
〇
七
九

六
、
四
七
四

受
数 六、

三二
六

二
、
三〇
八 円

三
六
、
四
四
七

三
七
、
七
七
〇

金
額

額円

件一
、
三六

一
九
二
九 数 二
六

二
五

最
高

金

金

一
九

二
四
|

最
低

一〇
円
に
対
す
る分

九
、
二
四
九

四
、
〇
八三

質

額円

(『苫
小
牧
町
勢
一
班
』
大
正
七、
十
年
苫
小
牧
町)

四〇 四〇
最
高

三
〇
三
〇

最
低

一円
に
対
す
る
分

利

第
七
編
経
済
史

昭
和
七
年

年
次

八
年

区
分

店
数

八 九

貸

貸

質

三 円

四
九
、
五
八
四

二
二
、
〇
四
五 円

受
戻

高
流

し
高
年
末
現
在

二
六
、
六
五
一

七
、
八
三
六 円

金

流

質

額

件
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一
六
年

一
五
年

一四
年

一二年
一
一年

一〇
年

九
年

(『苫
小
牧
町
概
況
』
昭
和
九
年
苫
小
牧
町、

九
五
、
四
一〇

七三
、
二三
九

七
六
、
八
三八

五
三
、
一〇
四

五
一、
三八
五

五
一、
〇
八
九

四
九、
二三
七 円

-

1

一 一 一 1

九
〇
、
五
〇
二

七
五
、
五
三
二

六
八、
八
九
二

五
一、
七
〇
〇

四
六
、
〇
七
五

四
二
、
四
三
九

四
三
、
五
三
六 円

「『苫
小
牧
町
要
覧
』
各
年
苫
小
牧
町
よ
り
作
成
)

1 一
二
、
一
一八

二
、
三五
二

三
、
三五
四

三
、
七
五
〇

三
、
七三
二

二
、
七
一
六 円

計
画
に
終
わ
っ

苫
小
牧
町
は、
昭
和
十
一
年
度
に
お
い
て
政
府
の
助
成
と
起
債
獲
得
の
見
通
し
が
た
っ
た
と
し
、
住
民
の
経
済
状

た
公
益
質
屋
況
を
考
慮
し
て
低
利
率
の
『苫
小
牧
町
公
益
質
屋
』
を
町
役
場
内
に
設
置
し
、
倉
庫
な
ど
の
設
備
も
新
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
運
転
資
金
は、
初
年
度
に
お
い
て
一
万
四、
〇
〇
〇
円、
次
年
度
以
降
一
万
五
、
二
五〇
円
を
も
っ
て
行
う
こ
と
に
し
、
初
年
度

の
設
備
費
四、
〇
〇
〇
円
と
運
転
資
金
一
万
四、
〇
〇
〇
円
合
計
金
一万
八、
〇
〇
〇
円
は、
地
方
費
よ
り
転
貸
さ
れ
る
社
会
事
業
資
金

を
五
年
据
え
置
き
年
利
率
三
分
二
厘
の二
〇
ヵ
年
賦
を
も
っ
て
借
入
れ、
本
質
屋
貸
付
金
利
子
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
(質
流
れ
品
の
売
却

金
な
ど)
を
も
っ
て
償
還
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て、
本
質
屋
の
収
支
は
独
立
採
算
と
し
、
一般
会
計
か
ら
区
分
し
て
公
益
質
屋
特
別
会
計
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貸

付
金
額
は
町
長
の
評
価
額
の
一
〇
分
の
八
以
内
と
し
、
一口
二
〇
円
、
一
世
帯
一〇
〇
円
を
限
度
と
し
て
貸
付
け、
流
質
期
限
は
六
カ
月

と
し
、
利
率
は
月
一
分二
厘
五
毛
と
し
た
。
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こ
の
公
益
質
屋
設
置
に
関
す
る
一
連
の
議
案
は、
昭
和
十
一年
二
月二
十
七
日
の
予
算
町
会
に
提
出
さ
れ、
全
員
の
賛
成
を
得
て
同
年

二
月
二
十
九
日
に
原
案
可
決
と
な
り
、
同
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
苫
小
牧
町
公
益
質
屋
は
開
業
の
運
び
と
な
っ
た
。

議
案
第
十
五
號

公
益
質
屋
設
置
經
營ノ
件

政
府
/
助
成
ニ
依
リ
住
民
ノ
經
濟
狀
況
ニ
鑑
ミ
左
記
ノ
通
公
益
質
屋
ラ
設
置
經
營
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

記

一、
位
置
及
設
備

位
置
苫
小
牧
町
本
町
七
十
三
番
地
(役
場
構
内
西
北
隅)

設
備
倉
庫
不
燃
質
平
家
十
五
坪
事
務
所
木
造
亜
鉛
葺
平
家
二
十
八
坪

此
工
事
費
金
三
千
五
百
圓
也

金
庫
机
椅
子
書
箱
暖
爐
其
ノ
他
備品

此
金
五
百
圓
也

二、
運
轉
資
金

初
年
度
金
一
萬
四
千
圓
也
次
年
度
以
降
金
一萬
五
千
二
百
五
十
圓
也

三、
財
源
及
經
理
方
法

設
備
費
金
四
千
圓
及
初
年
度
運
轉
資
金
一
萬
四
千
圓
合
計
金
一
萬
八
千
圓
地
方
費
ヨ
リ
轉
貸
サ
ル
ル
預
金
部
社
會
事
業
資
金
ラ
年
利
率三
分二
厘

二
十
年
賦
(据
置
期
間
五
ヶ
年
ラ
含
ム
)
ニ
テ
借
入
レ
本
質
屋
貸
付
金
利
子
其
ノ
他
ノ
収
入
ラ
以
テ
償
還
ス
但
シ
次
年
度
二
於
テ
受
入
ルベ
キ
設
備
費

二
対
ス
ル
政
府
補
助
金
一
千二
百
五
十
圓
八
尔
後
運
轉
資
金
二
充
當
ス

本
質
屋
ノ
収
支
ハ
之
ラ
一
般
會
計
ト
區
分
シ
特
別
會
計
ラ
以
テ
經
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

昭
和
十
一
年二
月
二
十
七
日
提
出
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昭
和
拾
壹
年
貳
月
廿
九
日
原
案
可
決

議
案
第
十
六
號

公
益
質
屋
條
例
設
定
ノ
件

公
益
質
屋
條
例
左
ノ
通
定
ム

第
一
條
當
町
二
公
益
質
屋
ラ
置
ク

質
物
ハ
衣
類
其
ノ
他
動
産
(評
價
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ラ
除
ク)
ニシ
テ
町
長
ニ
於
テ
保
管
二差
支
ナシ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

第
二
條

貸
付
金
額
ハ
質
物
ニ
付
町
長
二
於
テ
為
ス
評
價
格
ノ
十
分
ノ
八
以
内
ト
シ
ー
ロ二
十
圓
一
世
帯
百
圓
ラ
限
度
ト
ス

第
三條
第
四
條
貸
付
利
率
八
月
一
分
二
厘
五
毛
ト
ス

前
項
貸
付
利
率
ハ
貸
付
金
額ノ
多
寡
ニ
依
リ
等
差
ラ
設
ク
ル
事
ラ
得

第
五
條
流
質
期
限
ハ
質
契
約
成
立
ノ
日
ヨ
リ
六
箇
月
ト
ス

第
六
條
不
可
抗
力
ニ
依
リ
質
物
滅
失
又
ハ毀
損
シ
タ
ル
ト
キ
ハ當
町
ハ其
ノ
責二
任
セ
ス
但
シ
滅
失
ノ
場
合
ハ
其
ノ
債
權ノ
全
部
ラ
毀
損
ノ
場
合
ハ
其

ノ
全
部
又
ハ
一
部
弓
�
棄
ス

昭
和
十
一
年二
月二
十
七
日
提
出

昭
和
拾
壹
年
貳
月
廿
九
日
原
案
可
決

公
益
質
屋
特
別
會
計
二
關
スル
規
程
設
定
ノ
件

苫
小
牧
町
長
飯
田
誠
一

第
七
條
過
失
其
ノ
他
當
町
ノ
責
ニ
帰
ス
へ
キ
事
由
ニ
因
リ
質
物
滅
失
又
ハ
毀
損シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
損
害
賠
償
ス

第
八
條
本
條
例
施
行
ニ
關
ス
ル
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
町
長
之
弓
定
ム

議
案
十
七
號

苫
小
牧
町
長
飯
田
誠
一
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本
町
公
益
質
屋
特
別
會
計
二
關
ス
ル
規
程
左
ノ
通
設
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

苫
小
牧
町
長
飯
田
誠
一

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
七
日
提
出

苫
小
牧
町
公
益
質
屋
特
別
會
計
規
程

本
町
公
益
質
屋
ノ
収
支
ハ
一
般
會
計
ト
區
分シ
特
別
會
計
ト
ス

左
ノ
収
入
⇒
以
テ
歳
入
ト
ス

一
、
貸
付
金
収
入

二
、
流
質
物
賣
却
代
金

三
、
前
年
度
繰
越
金

四
、
雑
収
入

五
、
其
ノ
他
公
益
質
屋
二
關
ス
ル
一切
ノ
收
入

左
ノ
支
出
ラ
以
テ
歳
出
ト
ス

一、
貸
付
金

二
、
事
務
費

三
、
交
付
金

四
、
融
通
資
金
繰
越
金

五
、
豫
備
費

六、
其
ノ
他
公
益
質
屋
二
關
ス
ル
一切
ノ
支
出

昭
和
拾
壹
年
貳
月
廿
九
日
原
案
可
決

昭
和
十
一
年
度
勇
拂
郡
苫
小
牧
町
特
別
會
計
公
益
質
屋
歳
入
歳
出
豫
算
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歳
入

一
金
壹
萬
九
千
貳
百
九
拾
九
圓

歳
出

一金
壹
千
貳
百
拾
壹
圓

一金
壹
萬
八
千
八
拾
八
圓

合
計
金
壹
萬
九
千
貳
百
九
拾
九
圓

歳
入
歳
出
差
引
残
金
ナ
シ

昭
和
拾
壹
年
貳
月
廿
九
日
原
案
可
決

(『議
決
書
』
昭
和
十
一
年
苫
小
牧
町
会)

し
か
し
な
が
ら
、
年
度
当
初
に
な
っ
て
見
込
ん
で
い
た
社
会
事
業
資
金
の
借
入
れ
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り、
公
益
質
屋
特
別
会
計
は
収

入
額
な
く、

つ
い
に
と
り
や
め
と
な
り
戦
前
に
お
け
る
苫
小
牧
の
公
益
質
屋
は
計
画
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

注
(1)

『苫
小
牧
村
勢
一
班
”
明
治
四
十
三
年

苫
小
牧
村

(2)
小
保
方
卯
市
の
明
治
四
十
年
こ
ろ
の
市
街
商
店
略
図、
古
戸
金
太
郎
・
渋
川
又
平
の
王
子
製
紙
設
置
以
前
の
苫
小
牧
市
街
地
略
図

(3)
『苫
小
牧
町
特
別
税戸
数
割
稅
賦
課
人
名
書』

昭
和
四
年
苫
小
牧
町

二
戦
後
に
お
け
る
質
屋
の
発
達

民
間
質
屋

食
べ
も
の
が
な
い
、
物
が
な
いと
いう
戦
後
の
混
乱
も
お
さ
ま
り
、
貨
幣
価
値
が
上
昇
し
て
来
る
と
金
貸
し
と
も
い
う

の
発
達
べ
き
民
間
金
融
機
関
が
急
速
に
発
達
し
、
本
市
に
も
会
社
組
織
に
よ
る
、
株
式
会
社
苫
小
牧
金
庫、
株
式
会
社
丸
八
殖
産

(1)
金
庫、
株
式
会
社
日
振
金
庫、
合
資
会
社
金
融
商
会
な
ど
が
次
つ
ぎ
に
設
立
さ
れ、
庶
民
の
金
融
機
関
た
る
一六
銀
行、
個
人
経
営
の
質
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屋
、
金
融
業
も
著
し
く
発
達
し
た
。

本
市
に
お
い
て
質
業
が
最
も
発
達
し
た
の
は、
昭
和三
十
五
年
こ
ろ
で、

一時
は
一
三軒
の
質
屋
を
数
え、
苫
小
牧
質
屋
協
同
組
合
も

設
置
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
新
規
開
店
の
質
屋
が
続
く
中
で
、
競
争
も
は
げ
し
く
、
一部
の
質
屋
で
は
平
均二
、
三割
高
く
引
き
と
っ
て
利
用
者
を
増

や
そ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
が
逆
に
流
出
品
の
増
加
と
な
っ
て
回
転
資
金
に
無
理
を
き
た
し
、
経
営
不
振
に
な
る
例
や、
利
用
者
の
減
少
に

よ
り
苫
小
牧
の
質
屋
界
で
は
老
舗
と
い
わ
れ
た
質
屋
も
ノ
レン
を
た
た
ん
だ
例
も
あ
っ
た
。

こ
こ
二
、
三年
来
、
苫
小
牧
の
発
展
と
と
も
に
質
屋
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
誕
生
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
反
面
、
経
営
不
振
を
理
由
に
ノ
レ
ン

を
と
り
は
ず
す
…
…
と
い
う
質
屋
も
ウ
ワ
サさ
れ
、
苫
小
牧
の
"一
六
銀
行
界
”
に
明
暗二
相
を
描
き
出
し
て
いる
。

〇…
苫
小
牧
の
発
展
に
正
比
例
し
て
、
発
展
途
上
に
あ
る
緑
町
な
ど
に
次
々
と
質
屋
が
誕
生
、
現
在
十
数
軒
に
増
え
て
い
る
が、
こ
の
数
年
前
か
ら
み
る

と
二
倍
と
い
う
驚
異
的
な
増
え
方
。
新
旧
の
店
舗
が
入
り
ま
じ
っ
て
さ
な
が
ら
ノ
レ
ン
合
戦
を
演
じ
て
い
る
形
だ
。
苫
小
牧
は
好
景
気
…
…
と
い
う
ウ
ワ
サ

の
も
と
に
地
元
民
ば
か
り
で
な
く
、
日
高
か
ら
も
新
し
く
質
屋
を
は
じ
め
た
い
と
、
場
所
さ
が
し
に
奔
走
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
今
後
も
質
屋

の
数
は
増
え
る
傾
向。

〇…
こ
ん
な
景
気
の
よ
い
話
が
巷
間
に
流
布
さ
れ
て
い
る
反
面、
苫
小
牧
の
質
屋
界
で
も
老
舗
と
う
た
わ
れ
る
二
、
三
の
質
屋
が
ノ
レ
ン
を
た
た
み
た
い

…
…
と
い
う
ウ
ワ
サ
が
と
ん
で
いる
。
す
で
に
そ
の
準
備
を
は
じ
め
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
表
面
的
な
理
由
は
"利
用
客
が
著
し
く
減
っ
て
い
る

た
め
’
と
いう
も
の
。
だ
が
、
他
の
質
屋
の
話
で
は
"経
営
不
振
に
お
ち
い
る
理
由
は
利
用
客
が
減
っ
た
た
め
と
一
方
的
に
い
え
な
い
。
そ
の
質
屋
の
経
営

方
針
に
も
よ
る
”
と
批
判
し
て
いる
。
と
いう
の
は
普
通
の
質
屋
よ
り
平
均
二
割
か
ら
三
割
高
く
引
き
と
る
。
そ
の
質
屋
の
特
徴
を
示
し
て
利
用
者
を
増
や

そ
う
と
い
う
方
針
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ
が
流
れ
た
場
合
、
結
局
他
の
質
屋
の
流
出
品
よ
り
高
く
な
っ
て、
し
ま
い
に
は
回
転
資
金
に
頭
を
痛
め
る
…
…
。
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
勢
い
経
営
不
振
を
招
く
と
い
う
も
の
。

〇…
だ
か
ら
質
屋
の
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
一
層
堅
実
な
経
営
内
容
に
し
な
け
れ
ば
共
食
い
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
と
い
う
わ
け
。
い
ま
の
苫
小
牧
の
人
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口
で
は
す
で
に
質
屋
の
数
は
飽
和
点
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で、
そ
れ
だ
け
に
各
質
屋
と
も
真
剣。
こ
う
し
て
苫
小
牧
の
一六
銀
行
界
は
大
い
に
ゆ
れ

は
じ
め
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
苫
小
牧
の
質
屋
は
昭
和三
十
五
、
六
年
を
ピ
ー
ク
と
し、
社
会
、
経
済
状
勢
の
変
化
も
あ
っ
た
が、
苫
小
牧
の
急
速
な
発

展
に
よ
る
人
口
増
が
あ
り
な
が
ら
、
同
四
十
四
年、
四
十
五
年
に
は
一
時
的
な
増
加
は
別
と
し
て、
質
屋
は
逆
に
減
少
し
、
同
五
十
年
末

現
在
、
九
店
と
な
っ
て
い
る
。

質
屋

一
覧
表

店

間 田 井 岡

質 質 質 質 名「
屋

「
屋
大
町
二
三

錦
町
四
六

錦
町
一三

住住
所

小 梁 丸 松 曽 能 加 浅
店

野 田 正 井 田 登 藤 岡

質 質 質 質 質 質 質 質
名

店 舗 屋 屋 屋 屋 舗

店

大
町二
四

元
町
一
九
七

大
町二
一

栄
町
一
七

大
町二
三

緑
町
一
〇

錦
町
一
〇
五

緑
町二
〇

錦
町
一三

三
五
年

住住

所

梁 丸 松 曽 原 能 下 加 浅
店

田 正 井 田 登登 谷 藤 岡

質 質 質 質 質 質 質 質 質
名

舗 店 屋 屋 屋 屋 屋 舗店一元
町
一
九
七

栄
町
一
七

大
町二
三

表
町
一
八

緑
町
一
〇

錦
町
一〇
五

幸
町
九

緑
町二
〇

錦
町
一三

三
八
年

住住
所 所

小
野

質
店
大
町二
四

苫
小
牧
市
公
益
質
屋

本 曽 酒 浅

昭
和
三
二
年

錦
町
一〇
五

幸
町
九

苫
小
牧
市
公
益
質
屋

「
屋 店

(『苫
小
牧
民
報』
昭
和三
十
六
年三
月
二
十
七
日
号
)

苫
小
牧
市
公
益
質
屋

大
町二
一
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(『電
話
番
号
簿
』
昭
和三
十
二
、
三十
五
、
三十
八、
四
十
一、
四
十
四
、
五
十
年
日
本
電
信
電
話
公
社
北
海
道
電
気
通
信
局)

梁 丸 松 曽 原 能 下 厚 加 浅

田 正 井 田 登 谷 生 藤 岡

質 質 質 質 質 質 質 質 質 質

屋 店
舗 店一元

町
一
九
七

大
町二
一

栄
町
一
七

大
町二
三

表
町
一
八

音
羽
町
七
‒
一
三

錦
町
一
〇
五

幸
町
九

大
町二
三

音
羽
町二
四
‒
一

錦
町
一三

名名
住

所

所

梁 丸 松 藤 原 飛 曽 瀬 杉 厚 加 浅
店

田 正 井 田 田 田 戸 本 生 藤 岡

質 質 質 質 質 質 質 質 質 質 質 質

舗 店 屋 屋 屋 舗 屋 店 店 店 舗 店

名

元
町
一
九
七

大
町二
一

栄
町
一
七

浜
町
一
四
〇

表
町
一
八

錦
町
八
〇

大
町二
三

大
町
一
一
四

浜
町
一
四〇

大
町二
三

音
羽
町
二
四
‒
一

錦
町
一三

四
五
年

住住
所

梁 松 藤 原 曽 瀬 厚 加 浅
店

田 井 田 田 戸 生 藤 岡

質 質 質 質 質 質 質 質 質
名

舗 屋 舗 屋 屋 店 店 舗 店元
町
一
‒‒九

栄
町
二
‒
五

浜
町
ニ
ー
六

表
町
一
八

大
町
一
ー
三

大
町
一
‒
四

大
町
一
‒三

音
羽
町二
‒
一
七

錦
岡二
‒
五

五
〇
年

小
野

質
店
|大
町
二
四

住
所 所

昭
和
四
一
年

舗 店 屋 屋 屋 屋

苫
小
牧
市
公
益
質
屋

店

苫
小
牧
市

苫
小
牧
に
お
け
る
公
益
質
屋
は
戦
前
に
お
い
て
計
画
さ
れ、
町
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
設
置
を
み
ん
と
し
た
が
、
運
転

公
益
質
屋
資
金
面
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
、
計
画
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
を
迎
え
て
社
会
状
勢
が
急
転
す
る
と
、
気
軽
に
活
用
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
庶
民
金
融
機
関
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
市
で
は
こ
う



苫
小
牧
市
史
下
巻

し
た
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め、
昭
和
二
十
六
年
度
に
お
い
て
公
益
質
屋
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め、市

議
会
の
議
決
を
経
て
「
苫

小
牧
市
公
益
質
屋
条
例」
を
公
布
し、
同
二
十
六
年
十二
月
二
十
日、
当
初
資
本
金
二
〇
〇
万
円、
職
員三
名
を
も
っ
て
開
業
し
た
。

苫
小
牧
市
公
益
質
屋
条
例

(公
益
質
屋
の
位
置
及び
名
称
)

第
一
条
公
益
質
屋
法
(昭
和二
年
法
律
第三
十
五
号
)
に
よ
っ
て、
こ
の
市
に
公
益
質
屋
を
設
置
し、
そ
の
位
置
及
び
名
称
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

位
置

苫
小
牧
市
錦
町
百
五
番
地
の
一

名苫
小
牧
市
公
益
質
屋

(質
物
)

第
二
条
質
物
は、
衣
類
そ
の
他
市
長
に
お
い
て
適
当
で
あ
っ
て
確
実
な
も
の
と
認
め
る
動
産
に
限
る
。

(貸
付
金
額)

第三
条

貸
付
金
額
は、
質
物
に
つ
い
て
市
長
が
適
当
と
認
め
る
評
価
額
の
十
分
の
八
以
内
と
し
、
一口
壹
千
円、
一世
帯
五
千
円
を
限
度
と
す
る
。
但
し

生
業
資
金
に
つ
いて
は
一
口
弐
千
円
、
一世
帯
壹
万
円
ま
で
貸
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(貸
付
利
率
)

第
四
条
貸
付
利
率
は、
月三
分
以
内
と
す
る
。
但
し
、
市
長
は
特
別
の
事
由
に
よ
っ
て
利
子
を
納
付
す
る
資
力
が
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は、
こ

れ
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(流
質
期
限)

第
五
条
流
質
期
限
は
、
質
契
約
成
立
の
日
か
ら
四
月
と
す
る
。

(雑
則
)

.
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第
六
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
市
長
が
定
め
る
。

(『条
例
関
係
書
類
綴
』
昭
和二
十
六
年
苫
小
牧
市
)

そ
の
後
貨
幣
価
値
の
変
化
と
と
も
に貸
付
金
額
も
あ
げ
ら
れ、
昭
和
四
十二
年
に
は
一
口二
万
円
以
内、
一世
帯
五
万
円
以
内
と
な
っ

た
。利
用
状
況
を
み
る
と、
昭
和
三
十
三
年、
三十
四
年
が
件
数
の
上
で
上
昇
し
三
、
八
〇
〇
件
と
な
っ
て
い
る
が、

こ
れ
は
王
子
製
紙
の

無
期
限
ス
ト
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ
い。
そ
の
後
一
時
減
少
し
た
が
、
同
三
十
九
年
よ
り
や
や
上
昇
し
、
物
価
の
変
動
に
よ
り
貸
付
金
額

は
六
七
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
。
利
用
者
は
俸
給
者
が
一番
多
く
、
五
〇
%
前
後、
労
務
者
が二
〇
%
前
後
で、
流
質
物
に
つ
い
て
は
年

に二
、
三回
公
売
を
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
は
消
費
経
済
を
迎
え
、
昭
和
四
十
二
年
こ
ろ
か
ら
極
端
な
利
用
者
の
減
少
と
な
り
、
赤
字
が
続
い
た
た

め
一
時
事
業
を
停
止
し
て
い
た
が、
同
四
十
四
年
十
月
三
十
一日
、
正
式
に
廃
止
を
決
定
し
た
。

苫
小
牧
市
公
益
質
屋
営
業
状
況

年
度

二
八
年

二
七
年

昭
和
二
六
年

区
分

三
、
五
九
一

四
、
三二
六

一、
三三
一九

利
用
者
数

点

利
用

状
況
数

四
、
二
五
一

四
、
二
六
一

一、
六
三
三 千円

貸
付
金
額

三
、
六
二
一

四
、
五
三
七

一
九
三 千円

弁
済
金
額

五
〇
八

五
二
八 千
円

利
子
収
入六

第
七
編
経
済
史

則

こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
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苫
小
牧
市
史
下
巻

四
一
年

四
〇
年

三
九
年

三
八
年

三
七
年

三
六
年

三
五
年

三
四
年

三
三
年

三
一
年

三
〇
年

二
九
年

.

二
、
二
四
一

二
、
八二
九

二、
六
九
六

一
、
八
一
五

一、
九
一二

二
、
三三二

九
三
、
一〇
八

三
、
八
三
七

三、
七
六
七

一、
五
七
五

三、
〇
二
三

二
、
九
二
八
二
三
、
六
一
一

三
、
九
九
七

四、
五
八三

六
、
四二
六

七
、
九
八
一

七、
四三
五

三
、
八〇
八

八
、
六
六
七

四
、
三四
〇

七、
九
九
一

千
円

六、
六
二
六

六、
五
八
二

五、
一五
八

三
、
五
七
九

三
、
四
一
七

三
、
六
一二

四、
八
五
一

五、
五
六
〇

四、
五
七
四

二
、
三
四
一

五
、
二
六
八

六、
五
六
九 千円

三
五
八

四
一
七

五
六〇
六
四
三

五
三
一

三三
九
七

七
八
三

七
七
一

千
円

『議
会
要
覧
』
昭
和
四
十
二
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局)

(『市
勢
年
鑑』

昭
和三
十
二
年
苫
小
牧
市、

『市
勢
要
覧
』
昭
和三
十
八
年
苫
小
牧
市

.

六、
七
八
八

六、
七
七
九

五、
七
二
三

三
、
一〇
四

三
、
五三
九

三
、
五
七
一

四
、
六
四
五

五
、
六
七
五

四
、
九三
二

二
、
一五
八
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第
七
編
経
済
史

職業別貸付利用状況 (昭和34年度) 職業別貸付利用状況 (昭和29年度)

(『市勢年鑑』 昭和32年、 『市政概要』 昭和39年より作図)

小工業者0.8%

小
商
業
者

9.0% 俸給者
労務者

21.1% 42.4%

農漁業基地
26.7%

職業別貸付利用状況 (昭和38年度)

注
(1)

『苫
小
牧
市
勢
要
覧
』
昭
和二
十
七
年
苫
小
牧
町

3.7小
工
業
者

1%
小
商
業
者

7.0%農漁業其他
13,7%一 俸給者 48.9%

労務者26.7%

公益赤
ち
ゃ

苫小牧市公益質屋 (昭和35年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕
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小商業者 2.4%

11.6%

農
漁
業
其
他

小
工
業
者
1020

労務者 53.6%
俸給者 29.4%
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